




末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

第168回 年次総大会報告

7998年4弓45日 の雇疋ヲ，

コタ〃ルル トレーク ・シティー，

テンフツレスクウェブそつタバヲークルにお ω乙開 力㌔れた

年次総大会の鋭教とその 便檬

當 ば しい発表が，第168回

且
口 年 次総 大会 の最 後 にな

された。 ゴー ドン ・B・ ヒン

クレー大管 長は，次の ように

語 っている。

「ここ数か月，わたしたちは

非常に遠 く離れた地の教 会員

たちの間 を旅 して まい りまし

た。 この世の富にはあ ま り恵

まれていない多 くの方 々とお

会い して きました。 しか しそ

の方 々は，心の中 に末 日の業

に対する非常 に熱い思い を持

ってい ます。彼 らは教会 を愛

してい ます。また福音を愛 しています。
みこころ

そ して，主を愛 し，主の御心 を果た し

たい と望んでい ます。わずかな金額か
じゅうぶん

もしれ ませ んが，彼 らは什 分の一を納

めています。 この人 々は神殿 に行 くた

めに，大変な犠牲を払 っています。安

い料金のバスや古い船 に乗 り，何 日も

何 日も旅 を続 けるのです。そのために

は，生活 を切 り詰めて，お金 をためま

す。

この人々には，小 さ くて も美 しく十

分な機能 を持つ神殿が近 くに必要です。

そ こで，わた しはこの機会をとらえ

て，30ほ どの小 さな神殿 を早急 に建設

す るプログラムを，教会全体 に発表い

総大会に参力口するため世界中から訪れた聖徒たち

た します。それは，アメ リカ合衆国，

カナダをはじめ，ヨーロッパ，アジア，

オース トラリア，フィジー，メキシコ，

中南米，ア フリカに も建設 されます。

主の宮の儀式 を行 うに必要 な施設 はす

べて備えている神殿です。

これはすばらしい事業 となるで しょ

う。過去に例のない事業です。……

わた しは神殿の儀式が回復 された福
あかし

音の重要 な要素であることを証 します。

そ うである以上，わたしたちには，そ

れが成 し遂げ られるようにす るための

手段 を講 じる責任があ ります。わた し

たちが非常に大 きな規模で進めている

家族歴史の探求 は，そのすべてが神殿

事業に向け られています。そ

の ほかの 目的はあ りません。

神殿 の儀 式は教会 が提供すべ

き最高の祝福 となっています。

ただ これ らの神殿の うち30

か ら32が 建 設 された時点で，

さらに新 たな神殿建設 の発表

が なされる とい うこ とは言 え

ます。」

今大会では，教 会指導者 た

ちか ら霊感 と動機 づけを与 え

る有意義な説教の数々が語 ら

れたが， 日曜 日午後の部会 の

最後 になされた ヒンク レー大

管長のこの胸躍 る発表は，大会の最後

を飾るにふ さわしい ものであった。

2日 間にわたった総大会の各部会 は，

ゴー ドン ・B・ ヒ ンクレー大管長， ト

ーマス ・S・ モ ンソン第一副管長，ジ

ェームズ ・E・ フ ァウス ト第二副管長

の司会により行われた。

重要な管理上の決定は，土曜 日午後

の部会で行 われた。七十人第二定員会

の3人 の中央幹部が七十人第一定員会

会員 として支持 され，新 たに13人 が七

十人第二定員会に召 され，16人 が地域

幹部七十人に支持された(本 誌 「教会

役員 の支持」お よび 「チ ャーチ ・ニュ

ース」の項参照) 。一 編集部□
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●以下のテーマによる説教が ，それぞれ

右側のページに掲載されています。この

リス トは話者が採り上げたテーマを，す

べて網羅するものではありません。
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●1998年4月4日(土)午 前の部会

わたしたちは
あ か し

主について証する

大管長

ゴー ドン ・B・ヒンクレー

自分にしτほ しωことをス仁行うと61う 黄金律を実跨 し乙'，キ クス1・

のまことの弟子となりましょう。

愛
す る兄弟姉妹 の皆 さん，今や教

会 におけ る世 界規模 の大会 とな

っているこの総大会に，皆さんを心か

ら歓迎いたします。

大会の模様は合衆国とカナダ，その

ほか世界 中の多 くの地域に，テレビや

ラジオを通 して中継 されています。 こ

れに匹敵する ものはほかにないで しょ

う。 この大がか りなプロジェク トには

複雑な実務作業が欠かせ ませ んが，そ

れを担当して くだ さっているすべての

方々の働 きに称賛 を送 り，また感謝 を

申し上げます。

わた したちは主 を礼拝するために，

主が神の御子であ り実在の御方であ ら

れることを宣言す るために ここに集っ

ています。主に対するわた したちの愛

を，また主がわたしたちを愛 してお ら

れるという知識 を再確認するために集

まっています、だれが どの ようなこと

を述べ ようとも，その愛 を弱めること

はで きませ ん。

しか し，中 にはそれ を試 みてい る

人々がいます。例 えば， わた したちを

クリスチャンと見ていない教派があ り

ます。で も，それは重要 なことではあ

りません。 わた したち自身が 自分 をど

う見 るかが大切 なのです。わたしたち

にほかの教派 と異 なっている部分があ

ることは率直に認め ます。そ うでなけ

れば福音の回復 は必要なかったのです

か ら。 この件については，パ ッカー会

長 とバ ラー ド長老が別の場で話 をして

くれ ました。

この ことについては議論 をしてほ し

くあ りませ ん。議論 をす る理由がない

か らです。 わた したちはただ，穏やか
みすカ　ニ

に， わびることな く，神 と御子が御姿

を現 されて，主の業の時満ちる最後の
あかし

神権時代が始 まった ことを証す れば よ

いのです。

教義の違 いについて話す ときに，不
しん

愉快な態度を見せてはなりません。辛
らつ

辣な態度に出ることなどはもってのほ

かです。ただし，啓示を通 して授け ら
かぎ

れた， また鍵 と権能 を持つ古代 の人々

か ら直接 授 け られた知識 を放棄 した

り，その知識 に妥協 を加 えた りす る必

要はあ りません。この業が世の救い主

が起 こされた回復 の業であ ることを，

決 して忘れない ようにしましょう。 こ

の業 は，何世紀にもわたって積 み上げ

られてきた偽 りと思われる慣習や教義
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への改革ではないのです。

わた したちはほかの宗教 を尊重 しま

す。いや，そ うでなければな りませ ん。

ほかの宗教の方 々が成 し遂げてこられ

た偉大 な善行 は認めるべ きです。子供

た ちには，教会員でない方々への寛容

と親切 を教えま しょう。そ して，ほか

の宗教 の方々 とともに，わた したちの

文明を偉大に した，また社会を傑出 し

たものにした価値ある事柄 を擁護する

ために，手 を携 えて努力するのです。

一例 を申し上 げます と
，先 日わた し

の事務所 にプロテス タントの牧師の方

が来 られました。ポルノグラフィー と

の終わることのない戦 いの指導者 とし

て活躍 してお られ る方 です。彼 に心か

ら感謝 しています。わたしたちは彼 と

彼の同僚 と行動 を共に し，彼の組織 に

金銭 的な援助を しています。

わた したちはい ろいろな事柄 におい

てほかの宗教 の方 々と力 を合 わせて働

くことがで きます。わたしたち皆が大

切 に思っている ものを脅かす社会悪に

対する永遠の戦いです。信仰 は同 じで

はあ りませんが，彼 らはわた したちの

友人，隣人であ り，いろいろな目的に

おいて力 を合わせて働 く方々です。彼

らの働 きには，喜んで協力 したい と思

います。

しか し， これらすべ てを認めた うえ

でも，教義の妥協 はあ りませ ん。妥協

はわた したちの側 には必要のない こと

であ り，あ って はならない ことです。

ただ， ともに働 くときはある程度同志

としての意識があ ります。

明確 な使命を遂行す るとき，わた し

たちは最後である末 口の神権時代に言

葉 を発せ られた， よみが えりの主か ら

の命令 の下に働 きます。 この業 は，主

の唯一の驚 くべ き業です。わたしたち
こうまん

は主について証 します。で も，傲慢な，独

善的な態度を見せる必要 はあ りませ ん。

ペテロが述べ たように，わたしたち

は 「選ばれた種族，王国の神権者，聖な

る国民，神 につける民」です。なぜで し

ょうか。 「それに よって，暗やみか ら

驚 くべ きみ光に招 き入 れて下さったか

たのみわざを，あなたがたが語 り伝 え

る」ためです(欽 定訳1ペ テロ2：9)。

信心家ぶって人 を見下す ような態度
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は，わた したちには似つかわしくあ り

ませ ん。わたしは教会員でない，ある

近隣…の方か らお手紙 を頂 きま した。 こ

の方 のお嬢さんが学校で，末 日聖徒 の

クラスメー トたちか らのけ者扱い され

ているとい うのです。この方の話 では，

首にかけていた自分 の宗教 のメダルを

末 日聖徒の子供 にもぎ取 られた男の子

がいるとのうわさもあるようです。 こ

の話が事実でないこ とを望んでいます

が， もし事 実であれば，嫌な思いをさ

れた方々におわびいた します。

そのような事柄は もう超越 しましょ

う。お子 さんにもそう教 えて ください。

自分 にしてほ しい ことを人に行 うとい

う黄金律 を実践 して，キ リス トのまこ

との弟子 となろ うではあ りませ んか。

わた したち 自身 と子供たちの信仰を深

め，教会員でない方々に思いや りを示

しましょう。愛 と尊敬 はいかなる敵対

心 をも克服 します。親切な態度 という

ものが，わた したちの信 じることを人

に伝 えるうえで最 も説得力のあるもの

になる可能性があるか らです。

さて， もう一つお話 ししたいことが

あ ります。1週 間前 ，わた しはニュー

ヨーク州パルマ イラを訪れま した。そ

こで二つの建物の奉献 を行 い ました。

一つは
， ジョセブ ・ス ミス ・シニアの

家族がパルマイラに越 して来て初めて

住んだ小 さな丸太の家です。14歳 の少

年が近 くの森に行 って神 に祈 ることを

決意 したのはラまさにその小 さな家に

おいてで した。 こうして彼 は，御父 と

御子のたぐいまれな示現を体験するこ

ととなったのです。

また，同 じこの家で天使 モロナイが

少年ジ ョセブに現れ，彼の名を呼び，神

が彼 のために業 を備 えてお られ ること

を告げます。こうあ ります。「またわた

しの名が良 くも悪 くもすべ ての国民 ，

部族，国語の民の中で覚 えられること，

すなわち，良 くも悪 くもすべての民 の

中で語 られることをわたしに告げ られ

た。」(ジ ョセブ ・ス ミスー歴 史1：33)

正式 な教 育をほとんど受けていない

農家の少年が， どうしてそのようなこ

とを人に言えるで しょう。 しか し，主

の業は進み ました。そして，この回復
の

された福音が全世界に宣べ伝 えられる

まで，それは続 くことで しょう。

パルマイラで もう一つ奉献 したのは，

E・B・ グランデ ィンの建物 です。1829

年 か ら1830年 にかけて， 『モルモ ン書』

の初版が印刷 されたのがこの建物です。

初版の印刷は大胆な事業で した。グラ

ンデ ィン氏は初め 『モルモ ン書』をま

がい ものだ と思 っていました し， また

5，000部という部数 も当時 としては非常

に大 きい数字だったか らです。喜ば し

いことに，以来 この驚 くべ き書物の発

行 は8，800万部 を超えています。

この建物 は，ある教会員が私費で購

入 し，教会 に惜 しみな く寄贈 して くだ

さいま した。その方に感謝いたします。

この建物その ものが，神の御子 につい

あかし

ての驚 くべ き証である 『モ ルモ ン書』

の真実性 に確証を与 えて くれます。

『モルモ ン書』 を読んだ人で，それ
はんぱく

が神 から出たものであることに反駁で

きる人がいるで しょうか。批判する人々

はいろいろな解釈 を加 えるか もしれ ま

せん。 しか し，その努力を重ねれば重

ねるほど，ち りか ら語 られた声 として

のその起源に関する記述の正当性が よ

り明らかになって くるのです。

わたしは主がわた しに授 けて くださ

った証 に心か ら感謝 しています。 ジョ

セ ブ ・ス ミスが神 か ら召 されたこと，

最初の示現が実際の出来事 であること，

神権 が回復された こと，そ してこの末

日聖徒 イエス ・キ リス ト教会が真実で

あることへの証です。

ですか ら愛する兄弟姉妹の皆 さん，主

の業の最 も栄光に満ちたこの時期に，主
たまもの

か らの賜物 として このすば らしい教義

と儀式が授け られていることに，感謝

の心をもって ともに喜 ぼうではあ りま.

せ んか。今は主の栄光の復活 を思い起

こす復活祭の季節です。わたしたちは
たまもの

主の復活 を証 します。 この貴重な賜物

と特権 にこれからも感謝 し続 けましょ

う。そ して主を愛する者 として， 自分

の分をよ く果た しましょう。 この説教
しもべ

壇か ら語 られる，皆さんの僕 として召

された者 たちの言葉に どうぞ耳 を傾 け

て ください。わた したちが祝福 を受け

られるよう，へ りくだ り，イエス ・キリ
み な

ス トの御名 により祈 ります。アーメ ン。

大会時のタバナクル内部の模様
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戒めに従って生きる

十二使徒定員会会員

デビッ ド・B・ ヘイ ト

入生ざ与え られτωるこの偉大な磯会を生か しτ，よ り農ω生活を迭

り，善をな し，良ぎ業を行ω，入々に良ω影響を与えτくだざω。

愛
する兄弟姉妹 の皆 さん，わた し

たちは何 とす ば らしい光景 を目

にし，何 と麗 しい 日を迎え，何 と栄 え

あるひとときを過ご していることでし

ょうか。特に地上における神の預言者
あかし

の感動的 な宣言 と証 を聞いた後でこの

壇上に立つ機会 を得たわた しにとって

は，いっそ う感慨深い ものがあ ります。

大管長が 『モルモン書』 の初版 を掲

げていたとき，わた しは数年前に開か

れた伝道部長 セミナー に出席 した とき

の経験 を思い出してい ました。パ ルマ

イラーフェイエ ッ ト地域 において2El

問 にわたって開かれたセ ミナーの最後

に，わた したち は復 元 され た ピー タ

ー ・ホイッ トマーの住居で夕食 を取 り

ま した。 この美 しい小 さな農家 におい

て168年 前 の この週末に教会 が組織 さ

れたのでした。それはさぞ感動的なひ

とときであったことで しょう。丸太造

りの小 さな家には調理器具 らしきもの

といえば暖炉だけで した。暖炉 に目を

向けると，そ こにはなべがつるされて

いま した。 ホイ ットマー家の人々はそ

こで食事 を作っていたのでした。当然
こんにち

のことなが ら，今 日見 られ るような便

利な ものは何一つ あ りませ んで した。

水 は屋外の井戸から運ぶのです。

伝道部長 たち との非常 に霊的な集会

も終わ りに差 しかか ったころ，わた し

は階段 を上がって2階 へ行 きました。そ

こには寝室が二つあ りま した。ピー タ

ー ・ホイ ットマーの家族がそ こで暮 ら

していたのです。けれ ども彼 らはその

一室 を預言者 ジョセ ブ ・ス ミスに提供

しま した。 ジ ョセブは一時そ こで 『モ

ルモ ン書』 の翻訳 を行いました。その

ようなつま しい場所でオ リバー ・カウ

ドリはジ ョセ ブの作業 を手伝 いま し

た。 わた しはその小 さな農家に足 を踏

み入れて，そこで行われた事柄 を想像

し，天の祝福が彼 らに注がれたこ とに

思いをはせ ただけで，心が燃えるす ば

らしい気持ちを経験 しました。

その 日の晩 に集会が終 わ り，小 さな

農家 を後 にしました。外へ出てみると，

こうこうと輝 く満月が木々の問か ら光

を投 げかけてい ました。わた しは妻の

ルビーにこう言いました。「1830年4月

6日 の夜 が どのような様子 だったか想

像できるよ。わずかな人々が集まって，

教会が組織 され，賛 同 した6人 の男性

がニュー ヨーク州の法律 に照 らして合

法的に臨席 したあの晩の ことをね。そ

こで語 られたことや，教会の将来につ

いて預言 された こと，そ して どのよう

な証が述べ られたか を想像で きるよ。」
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そ してわた しはこう付 け加 えました。

「1830年4月6日 の夜 は きっと満月だっ

た と思 う。 まるで救い主がそ こで行わ

れたことやその場 の状況にほほえんで

お られることを示すかのように。」

後 に，わた しは何人かが集 まってい

た場所でその ことを話 しました。その

場 に居合 わせた，当時 ソル トレークの

ハ ンセ ン ・プラネタリウムの館長 を務

めていたチ ャンバ ーレイン兄弟がわた

しの話 を耳 にしました。チ ャンバー レ

イ ン兄弟は，親切 にも1830年4月6日 が

どのような 日であったかを海軍気象台

に問い合 わせて くれました。 しか し気

象台 にはそこまで昔の記録があ りませ

んで した。そ こで彼はよ くよ く考 えて，

もしや記録があるので はと思い，イギ

リスのグ リニ ッジにあ る王立天文台 に

問い合わせ ました。 しば らくして，彼

か ら書類が届 きました。書類には1830

年4月6日 に水平線 のはるかかなたで起

こった現象 について示 され，そ こか ら

1830年4月6日 前後の数 日間は満月， ま

たは輝 くばか りの美 しい月が続いてい

た こ とが判明 した と記 されて い まし

た。主の栄光が確かにその場 に注がれ

ていたのでした。

わた しは今朝，ヒンクレー大管長が

これらの言葉 に尽 くせぬほ どすば らし

い出来事について語 る言葉 に耳 を傾 け

て，わた しが人生を通 じて教 えを受 け

る機会 を与 えられてきたこ と，世界中

でまた神殿 において数 々の出来事 を経
み たま

験 して きたこと，主の御霊が この業 を

導いていることを感 じさせ る教会の集

会に出席 してきたことを光栄 に思って

い ます。わた しはこの業が真実である

ことを証 します。そ して歳月が過 ぎた

今，まさにわた しは偉大な預言者 の証

にわた しの証 を付 け加 える とい う光栄

にあずかっています。

数 日前，わた しはケビン ・キ ャンベ

ル とい う名 の若 い男性 か ら1通 の手紙

を受 け取 りました。彼はアイダホ州 ジ

ャニパ ーに住 んでい る19歳 の青 年で

す。ジャニパーが どこにあるか をここ

でお話 しす るつ も りはあ りませ んの

で，おおよその位置 をご想像 ください。

ヶ ビン兄弟 はこのように書 いて きま し

た。「ヘ イ ト長老がか な りの老齢の域



ソル トレーク神殿

に達 してお られ ることを知 りました。

そこで，長老 が次の世界へ向かわれる

前 にお手紙 を差 し上げようと考えた次

第です。.長老ほどの老齢 に達 した方は

どの ような生活 をしておられるので し

ょうか。 わた しはこのことについて よ

く考えるのですが，想像 もつ きません。

そ こでご質問です。 『現在の人生 はど

の ような ものです か。』 わた しが長老

ほ どの年齢 を.迎えたときに，何が待 ち

受けているか知 りたいのです，」

わた しはケ ビ ン ・キ ャ ンベ ル に，

「ご心 配には及 びませ ん。す ば らしい

生活 を送 ってい ます」 と答えたい と思

い ます。わた しは生涯 を通 じて祝福 を

受けてきました。人生 に付 き物のチ ャ

レンジ，機会 ，疑問，問題に も恵 まれ
「
て きま した。これ以外 の説明を思いつ

きません。 しか し，教 わっている簡潔

な原則に従い，わた したちが知 ってい

るように正 しく生活するならば，人生

はすば らしい ものとな ります。わた し

たちの ような老齢者が受けるすばらし

い祝福の一つは，自分の子供，孫，そ

してひ孫 たちと一緒 に過ごす時間が増

えることです。彼 らと集ま り，一緒 に

過ごす機会です。

つい最近 も，ひ孫に当たる女の子 レ

イチ ェルがパプテスマを受けるのでワ

ー ドの集会所で開かれたバプテスマ会

に出席す る機会が あったばか りです。

さらに数 日前の晩には，ひ孫の男の子

リチ ャー ドがバ プテスマ を受 けま し

た。わたしたちは彼 らをじっと見詰め，

話を し，抱 き締めました。 また彼 らの

目の輝 きと，彼 らの心 と霊 を満たす福

音の光 を見 る機会が あ りました。彼 ら

はバ プテスマを受けて，正式.な教会員

になる ことに非常 に感激 して い まし

た。彼 らは真実の福音の原則 を家族か

ら教 わっていました。 リチャー ドのバ

プテスマ会ではこの ようなや り取 りが

あ りました。握手 をしなが ら，わたし

は言 いま した。「リチ ャー ド，ほんと

うの宣教師の握手 をして くれるかい。」

する と8歳 の男の子は小 さな手 に ぎゅ

っ と力を込めて，わた しの指が折れる

か と思 うほ どの握 手 を して くれ ま し

た。わた しはこう言 いま した。「リチ

ャー ド， きっとすばらしい宣教 師にな

るよ。 レイチ ェルはきっ とお父さんや

お母 さんのようなす ばらしい教会員に

なるよ。」

同 じときにわた したちは， アロ ン神

権 を受 けるピーター ・ジュニアを囲ん

で立ち，父親が神権 の祝福 を与えるの

を聞 く機会に恵まれま した。わた した

ち年長者 は輪の一員 として立ち，その

出来事 が持つ意味 をかみしめ，それを

感 じ，その場にいる全員がわたしたち

の家族なのだ ということを実感 しまし

た。わた しは家族が大 きく広が ってい

く中で，彼 らが 自分たちの父祖 たちに

ついて知る よう願 っています。『モルモ

ン書』の偉大 な預言者 ヒラマンがニー

ファイや リーハイを含む彼 らの父祖た

ちについて息子たちに教え， また 『モ

ルモン書』 に記 されているように父祖
み こと ば

たちが神の御言葉に従い，戒めを守 り，

どの ように してエルサ レムをたって荒

れ野に向かったかを教 えた ときに用い

たように，わたしも父祖 たち と呼んで，

複数形 でこの言葉 を用 いています。 ヒ

ラマ ンは子供たちに，彼 らの父祖たち

.は多 くのことを行い，それ らの業は良

いものであったことを教えました。

そこでわた しも，子供たちが世代 を

重 ねてい くときに， 自分たちの受け継

ぎを知 り，自分たちが何者であるかを

知 り，彼 らの父祖たちが信 じたこと，彼

らの父祖たちはチャレンジに立ち向か

'
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ったこと，真理を探究 し，全世界へ出て

行って真理を宣言 したこと， しか も単

なる聖文の引用のみならず， 自らの行

動が正 しいことを思い と心 に感 じて宣

言 したのだと知って もらいたいのです。

わたしたちは，子供たちが先祖 を知

り，父祖たちが人格，功績 ともに立派

だったと知 って もらうために，アイダ

ホ州オークレーにある古 い我が家 を買

い戻 して，以前の状態に修復 する機会

にもあずか りま した。 オー クレー第1

ワー ドの監督 を務めていたわた しの父

に，わた しの生まれる前年の1905年 に

ワー ドか ら贈 られた金時計を，わた し

は手放 さず に大切 にしてきました。わ

た したちは両親の受け継 ぎのわずか一

部を手に しています。それは，彼 らの

働 きが立派であ り，両親が このすば ら

しい業の前進に助力 したことを思い起

こさせ るものです。

教 義 と聖 約 第1章 で ，主 は これが

「わた しの戒めの書へ のは しが きで あ

る」 と宣言されました(6節)。 教会が

組織 されてか ら18か 月後 に，兄弟たち
'はこれらの啓示 を編集 し

，印刷 して，

預言者 ジ ョセブが受 けた戒めを人々の

手に届 けるため に，オハイオ州ハイラ

ムに集ま りま した。 この最初の章の中

で，主は， 『モ ルモ ン書』 を翻訳 し，
くらやみ

「暗黒 か ら， また暗 闇 か ら」 教会 を

「もた らす」 ために，主が どの ように

してジ ョセ ブ ・ス ミスに天 か らの力，

霊感，指示 を授 けられたか を説 明して

おられます(29-30節 参照)。
こんにち

今 日，ヒ ンク レー大管長 に何が起 き

ているかを少 し考 えてみ て くだ さい。

大管長は全世界 を旅行 し， このユ タか

ら出て行 って，人 々と会 ってい ます。

教 会 を 「暗黒 か ら， また 暗闇 か ら」

「もた らす」 こ とを話題 にす る とき，

大管長はこの地か ら出て行って，報道

関係者 ，メディア関係者.ま たあ らゆ

るタイプの人々と会っていることを考

えて ください。彼 らは神 の預言者を見，

預言者が証 し， どの ような ことが行 わ

れて きたか を説明する言葉を聞 く機会

を得ているのです。多 くの有力な新聞，

雑誌，その他 出版物が教会に関する好

意的な記事 を数多 く掲載 しています。

今 日の世の人 々が，主が 自ら切 り出

した石の板 に指 をもって書 かれた十戒

だけでも正 しく理解す るとした ら，そ

れはす ばらしい ことで はないで しょう

か。モーセは，欲 しい ままに振る舞 っ

ていたイスラエルの子 らが，語 られた

御言葉 を理解 していない と言わせ ない

ために，シナイ山を下 りて来 ま した。

モーセが石 の板を持 って下 りて来た と

きに，民は主御 自身の御言葉を読む こ

とがで きま した。 それは 「あなたはわ

た しのほかに，なにものをも神 として

はならない」(出 エジプ ト20：3)そ し

て 「あなたは自分 のために，刻 んだ像

を造 って は な らない」(出 エ ジ プ ト
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20：4)， す なわち礼拝 の対象 とするほ

かのものを作 ってはならず，主 を愛 し，

神 を愛 しな さいとい う戒めで した。主
み な

はわた したちに，神 の御名をみだ りに.

唱 えてはな らないこと(7節 参照)， 安

息 日を覚えてこれを聖 とすること(8節

参照)を 告げ， 「あなたは殺 してはな ら
かんいん

ない」(13節)， 「あなたは姦淫 してはな

らない」(14節)と 言われました。今 日

の世界 において，アメリカ合衆国にお

いて，政治にきりきり舞い している博

士 と呼ばれる人々の間で，これ らの成

めが正 しく理解されるな らば， どれほ

ど世の中が変 わるかを想像 してみて く

ださい。そ して主の戒めはさらに続 き

ます。 「あなた は盗 んで はな らない」

(15節)あ るいは 「偽証 して はならな

い」(16節)そ して隣人の牛，畑，妻，

またすべ て隣人の ものをむさぼっては

な りません(17節 参照)。

わた したちの主，救 い主の福音が地

上 に回復 され ました。神 は生 きてお ら

れます。神 はわた したちの御父です。

わたしはそれ を知 っています。イエス
み こえ

はキリス トです。わた しは主の御声を

聞 ぎま した。 「わた しの声 は御霊 だか

らである。わた しの御霊は真理である」

と主が説明 してお られるその御霊 を感

じたからです(教 義 と聖約88：66)。 わ

た しはそれが真実であることを知って

い ます。 ジョセブ ・ス ミスは回復者で

あって，彼は見いだされ，訓練 を受 け，

回復 を担 う器 としてあ らゆる点で従順

であ り，.また雄々 しく働 きました。そ

して今 日，わたしたちには生 ける預言

者がいて，世界のあ らゆる場所におい

て見事にわた したちを代表しています。

兄弟姉妹，戒めに従 って生活 して く

ださい。正 しい ことを行 って ください。

人生 で与え られているこの偉大な機会

を生か して，よ り良い生活を送 り，善 を

な し，良 き業 を行 い，人々に良い影響

を与 えて ください。福音 は真実 です。

わたしは毎 日の生活の中で何か善 いこ

とがで きるように，人々が より良い生

活 を目指 し，地上 に回復 された福音 を

理解するよう励 ま しを与 えられるよう

願 っています。イエス ・キリス トの御

名 によってお話 しします。アーメン。



聖文を愛することを
子供たちに教える

中央初等協会第一副会長

アン ・G・ ワース リン

愛情を豊か仁注61ざ ωる両親と献身的に働 く教甑たちの導き1ごよ っτ，

幼 ω：子供ば聖文に親 しみ，聖文に伴う精神に親 しむことが ざきるよう

になるのさす。

救
い主はニー ファイ人の間で教 え

を説いてお られた ときに，かつ

て預言者イザヤが末 日の イスラエルに

ついて預言 した言葉 を確認 して， この

ように言われました。

「『わた しは少 しの間あなたを捨 て
あわ

たが，深い憐れみを もってあなたを集

めよう。

…… 山々が去 り，丘が動 いて も， わ
いつく

た しの慈 しみはあなたか ら去 ることな

く，わた しの平和 の聖約は動 くことが

ない』 と，……主 は言 われる。」(3ニ

ーファイ22：7
，10)

救 い 主は続いて，末 日の義人たちの

ために主の平和 の聖約を伝 えてい く一

つの方法を明 らかにされ ま した。 「あ

なたの子孫 は皆 ，主 によって教 えを受

け ， あ な た の 子 孫 の 平 安 は 深 い 。」(3

ニ ー フ ァ イ22：13)
み こと ば

救い主のこれ らの御言葉 は初等協会

のテーマであ り，初等協会の 目的とし

て掲げ られ成就 しています。すなわち，

子供たちにイエス ・キ リス トの福音 を

教 え，子供たちがイエス ・キ リス トの

福音 に従 った生活がで きるように助け

ることです。

終わ りの時に関する出来事が次々に

起 こるのを 目の 当た りに してい ます

と，主はこの聖句 を直接 わた したちに

向かって語 ってお られるのだ と考えざ

るを得 ません。わた したちは末 日のイ

ス ラエルです。主の子 らに教 えなけれ

ばならないのは， ほかならぬわた した

ちなのです。平和 を確立で きるか どう

か は，わた したちの制御が及ばない外

側か らの力にかか っているので はない

の です。「わた しに学び，わた しの言
み たま

葉 を聴 きな さい。わた しの御霊の柔和

な道を歩みなさい。そうすれば，あな

たはわたしによって平安 を得 るであろ

う。」(教 義 と聖約19：23)

何 世 紀 も昔 に語 られた主 の御 言葉

は，希望 と確信 にあふれる言葉であ り，

主の子 らを教 える義にかなった両親に

慰めを与えるもの となっています。子

供 たちの心の平安がまるでつかみ どこ

ろの ない夢 の ように しか思 えない と

き，それ らの言葉がわた したちに語 り

かけて くるのです。救い主 はわた した

ちが子供たちに教 えるな らば，それを

現実 にすることができると約束 されま
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した。初等協会は この大切 な責任 を果

たす両親の皆さんを支援 します。

指導者訓練 の責任 を受けてブラジル

へ行 った ときのことです。わた しはあ

る初等協会の託児クラスを訪問す る機

会があ りました。8人 くらいの子供た

ちが教師 と一緒にテーブルを囲んで座

っていました。これら2歳 と3歳 の子供

たちは，教師が手にした絵 をしばらく
おさな

の問熱心に見ていました。救い主が幼

子 と一緒 にお られる絵です。わたしは
い けい

その様子を畏敬の念 に打 たれなが ら見

守ってい ました。教師は主が どれほ ど

子供 たちを愛 してお られ，彼 ら…人一

人をどんなに愛 してお られるかを話 し

ていました。彼女 はまた，天の御父 も

子供 たちを愛 してお られることを教え

ていました。わた しは子供たちが じっ

と耳 を傾 けている様子を見ているうち

に，彼 らはわた しが考えている以上に

よ く理解 していると感 じました。予供

たちは教 師の言葉 に耳を傾け，教師の

愛 を感 じてい ました。この麗 しく純粋

なひとときに，子供たちは 「わた しは

何者 なのですか」 という人生 で最 も大

切 な質問の答えを教え られているので

した。子供たちの霊はその子供 らしい

純粋な信仰に よって，教 えられている

真理をすんな りと受け入れたのでした。

子供たちは毎週 日曜を迎 える度 に，託

児の クラスでこうした経験を繰 り返 し

ているのです。それはまさに，幼い子供

たちの人生において学ぶ準備の整った教

えるには絶好の時期 と言えるでしょう。

最近実施された子供の脳 の発達に関

する調査 によって，子供が学習する方

法 と時期 に関 して新 たな事実が明 らか

にされました。それを引用 してみたい

と思い ます。「新生児 の脳細胞 は誕生

した瞬間か ら非常な勢 いで増殖 して，

ほかの脳細胞 と連結す る。この連結か

ら刺激が発生 して一生涯にわたる人の

行動パ ター ンに影響 を与える。誕生後

の3年 間が最 も重要である。」(J・ マデ

リ ン ・ナ ッシュ ，"FertileMinds"

Tfme「 増 殖する知能」 『タイム』1997

年2月3日 号，49)

自分 が何者であって，何 をしなけれ

ばな らないか を教えられるべ き時期 と

して，天の御父は.非 常に幼い子供 ら

一



の心 に十分学習可能な能力 をお与 えに

な りましたが，それは驚 くべ きことで

はないで しょうか。言語 を習得す る期

間は誕生から始まって10歳 までが ピー

クです。そ してこの言語能力 は将来，

知識 と真 理 を理解 す る基礎 とな りま

す。この基礎 は彼 らが耳にす る言葉 と，

彼 らを取 り巻 く世界が与える印象 によ

って形造 られます。両親が子供たちの

ために聖文を読んであげるのに理想的

な時期が この時期です。子供たちは聖

文の言葉を学び始めることで しょう。

皆 さんは，子供たちが聖典 を手に し

て初等協会に向か う姿 にお気づ きか も

しれ ませ ん。今年，初等協会 の子供た

ちは聖文か ら学 び，聖文 を活用す る方

法を教 え られてい ます。「わた しは聖

文が真実で あることを知 ってい ます」

が分かち合いの時 間のテーマです。あ

る日曜 日の朝，わた しは初等協会 を訪

問 して，分かち合いの時間に出席 しま

した。そこでわた しは，子供たちがひ

ざの上 に自分の聖典 を開いていること

に気づ きま した。初等協会の会長 と教

師の指導で，子供 たちは 自分の聖典か

ら預 言者の物語 を見つ けて いたので

す。わたしも好 きな聖句を子供たちと

分かち合 うように頼 まれ ました。わた

しが話 を終えると，前列に座 っていた

4歳 の少女が聖典をかざ して，こう言

いま した。 「その聖句 ，わた しの聖典

に も載 ってい るよ。」愛情 を豊かに注

いでいる両親 と献身的に働 く教師たち

の導 きによって，幼い子供は聖文に親

しみ，聖文 に伴 う精神 に親 しむことが

で きるようになるのです。

ある初等協会の指導者 は，初等協会

が聖文 に焦点 を当てていることにどれ

ほど感謝 しているか を話 して くれまし

た。彼女はご主人 とともに，2歳 ，3歳 ，

4歳 の子供 たちに毎晩寝 る前 に聖文 を

読んで聞かせていると話 して くれまし

た。わたしは彼女にもっと詳 しく聞か

せて くださいと頼みました。実は，そ

のように幼い子供たちがはた して聖文

の言葉 を理解で きるかとい うことにわ

たしは疑問 を持 ったのです。彼女 とご

主人 も子供に聖文を読み聞かせ始め た

当初は同 じように考えたそ うです。け

れども，最初の1週 間が過 ぎてみると，

一___一 一一..

言葉 は問題でないことに気づ きまし
み

た。子供 たちは一緒に聖文 を読み，御
たま

霊 を感 じるのが大好 きなのです。子供

たちは驚 くほど多 くのこ とを理解 して

いるのです。

非常に幼 い子供が持つ学習能力 と理

解力 は一般 に考え られているよりもは

るかに優 れてい ます。子供たちは毎 日

新 しい単語 を覚 えていく過程で，聖文

の言葉 を学習す るというすばらしい可

能性 を秘めてい ます。両親と教師の導

きに よって，子供たちはやがて天の御

父が聖文 を通 して子供たちに語 りかけ

てお られ ることを理解す るまでに成長

します。彼 らは遭遇す る問題 の答えを

聖文から見 いだす ようにな ります。

あ る友人が，家 を引っ越 したときに

息子のアレックスが経験 したことを話

して くれました。 アレックスは引 っ越

した くあ りませ んで した。学校 を変わ

るのが嫌 だったのです。彼は家や家族

か らわずかの時間で も離 れるのが とて

も不安で，学校へ行 きた くない と思っ

ていました。ある 日の こと，母親 はア

レックスにテモテへ の第二 の手紙第1

章7節 の聖 句 を読 んで聞かせ ま した。

「とい うのは，神が わた した ちに下 さ
おく

ったのは，臆する霊 では・な く，力 と愛

と慎み との霊なのである。」

彼女は こう言い ました。 「わた しは

不安なときにこの聖句 によって何 度も

助け られた ことをア レックスに話 しま

した。」彼 女は愛 と，聖文 を通 して得

た個人的な経験 を分かち合 うことによ

って，アレックスが恐 れに打 ち勝つ助

けをしま した。けれ ども， もっと大切

なことは，彼女が息子に聖文に結 びつ

いた経験 をする機会を与 え，聖文が息

子 の生活 においてどれほど力 を発揮す

るものか を理解させたことで した。

ニー ファイはこのように述べていま

す。「わた しは聖文 に喜 びを感 じるか

らである。わた しは聖文について心 に

深 く考 え，わた しの子孫の知識 とな り

利益 となる ように これ を書 き記す。」

(2ニ ーフ ァイ4：15)

預言 者の教 えが子供たちの生活に変

化 をもたらす もの となるように，子供

たちが聖文か ら学ぶ習慣 を身に付 けさ

せ るにはどうすれば よいで しょうか。
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わた したちは家族 と一緒 に聖文 を読む

よ う奨励 されています。聖文 を読み，

聖文 に関す る経験 を分かち合 うことを

家族の習慣 として確立すれば，子供た.

ち はそれぞれの生活の中でもそれを習

慣 とすることで しょう。

子供たちが まだ小 さかったころ，わ

た したち夫婦 は家族 にこの習慣 を確立

す ることが大切 だ と感 じていま した。

そ こで，その年の学校の年度が終わる

までに 『モルモ ン書』 を読み終 える 目

標 を立て ました。毎朝，朝食の前 に1

章 ずつ読み， 目標を達成 しました。家

族全員で分かち合ったすば らしい経験

を否定す るつ もりはあ りませんが，読

み終えてか ら， わた したちはその過程

で学ぶ事柄 よりも目標 を達成す ること

の方に気持ちが 向いていたことを反省

しました。早朝 ，朝食のテーブルに着

くまで，全員が慌ただ しい時間を過 ご
み こと ば

します。神の御言葉がわたしたちの生

活 において どの ような意味を持つか に

ついて意見 を交換 した り，深 く考 えた

りする時間が ほとん どあ りませんで し

た。救い主はニーフ ァイ人に教 えてお

られたときに， このように言われま し

た。「自分 の家 に帰 り，わた しが述べ

た ことを深 く考 えなさい。そ して，理

解で きるように， また明 日のために心

が備えられるように，わた しの名に よ

って父 に願いなさい。わた しはもう一

度 あなたが たの ところ に来 るであ ろ

う。」(3ニ ーファイ17：3)

救 い 主はわた したちが聖文を研究す

る ときに従 うべ き手本 を示 され ま し

た。 わた したちは御言葉 に耳 を傾け，

その意味を深 く考 え，理解で きるよう

に天の御父 に助 けを求め，そ して，約

束 された祝福 を受けられるように心 と

思いを備えます。深 く考えるとは，文

字に 目を走 らせ る以上の ことです。そ

れは，生活 の中で人 と接 した り，選択

した りするときに助 けとなるよう，御

言葉の意味を調べ るこ とです。 また，

頭で理解 した御言葉 を，心 で理解す る

ことなのです。わた したちが天の御父

についての事柄 を知 りたい と祈 りをも

って求め るときに，御霊 はわたしたち
あかし

の心に証 をして くれ ます。わたしたち

はその証 と知識 を得た ときに，キ リス



トの模範に近づ くように考 え，生活 し，

人と接することがで きるのです。

子供 たちは両親であるわた したちに

導 きを求め，またわた したちを模範 と

します。裏表な く，聖文が教 えている

ように生活 していれば，わた したちは

価値観が相反する世にあって真理 を見

分 けるための指針 となる確かなよ りど

ころを子供たちに与えることができま

す。わた したちは聖文を道案内 とする

ことによって，子供たちがそれぞれの

経験 と，自分が選んだことに対す る結

果 を分析，処理 できるように助 けるこ

とがで きます。 この ようにして，子供

たちが常 に永遠 の見地か ら物事 をとら

えて， 自分が何者であ り， どこへ行 こ

うとしてい るかを決 して忘れることの

ないように助 けることができるのです。

預言者ジ ョセブは，主を愛する，献

身的で，賢い両親 によって， 自分が果

たす ことになる業のために備え られ ま

した。彼 らは聖文 を読んで聞かせ，聖

文 に基づ いて子供 たちを教 えま した。

このような背景があ ったか らこそ，若

いジ ョセブは混乱 して導 きを必要 とし

たときに， ごく自然 に聖文 に向かった

のです。 ジ ョセブはこのように述べて

います。「12歳 の ころにわた しは，わ

た しの不滅の霊が幸福 を得るため に必

要 とされるあ らゆることについて真剣

に考 えるようにな りました。そ こで，

神の御言葉が収 められてい ると教 えら

れ てい た 聖典 を調 べ 始 め ま した。」

(ThePθrsona1冊f亡fηgsof/oseph

Smf亡h『 ジ ョセ ブ ・ス ミスの著作 集』

ディーン ・C・ ジェスィー編，4-5)

ヒ ンク レー大管長 は両親 に対 して，

次 のよ うな勧告 を与 えてい ます。「子

供 たちに読み聞かせて くだ さい。神の

御子 の物語 を， 『新約聖書』 や 『モル

モ ン書』 からも読 んで聞かせて くだ さ

い。 これは時 間がかか ることです し，

皆 さんが とて も忙 しい と知 っています

が，このことはあなたがたと子供 たち

の人生 に大 きな祝福 をもたら します。

子供たちの心 には，地上 を歩いた唯一

の完全な御方である世の救い主に対す

る大 きな愛が育つ ことで しょう。救い

主が確かに実存す る御方である と感 じ

られるようになり，彼 らが，男性 とし

て，また女性 として成熟す るにつれ，
あがな

救 い主の大い なる照いの犠牲は，彼 ら

の生活 において新 しく，いっそ う栄 え

ある意味 を持つ ことになるで しょう。」

(OhロrchNews「 チ ャーチニューズ』

1997年12月6日 付 け，2に 引用)兄 弟姉

妹の皆 さん，わた したちは子供たちに

聖文 を読んで聞かせる ことに よって，

預言者が語ったこの大い なる約束を手

にすることができるのです。

子供 たちが主 を愛 していることを知

ってわた したちが感 じる喜び以上の大

きな喜びはあ りません。 また，わたし

たちが主の愛を感 じ，主の騰 いの犠牲

の意味を理解す るときに与え られる平

安 に勝るものはあ りません。 それぞれ

が経験 している神聖な事柄を分かち合

うときに感 じる精神が，家族 のきずな

を強めるのです。 ヨハネはこれを美し

く表現 してい ます。「わた しの子供 た

ちが真理 のうちを歩いていることを聞

く以上 に，大 きい喜びはない。」(3ヨ

ハ ネ1：4)

わた したちが預言者の勧告に従 うな

らば，この祝福 にあずかることをイエ
み な

ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ り証 し ま す 。

ア ー メ ン 。

日曜日の部会でモルモンタバナクル合唱団を指揮するジェロル ド・D・ オットリー
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弟子となり友となる

筥理監督会第一副監督

リチャー ド・C・ エッジ リー

ぼんとう仁大切なことばほかの入 々力物 た した ちにつωτどのような

定霧を下すか さなな く，救ω主がわた したちをどのような入物と見ら

れるかざす。

何
年か前 にわたしがあ る会社 で働

いていたと きのことです。人事

部長が秘書の ダー レー ンを伴ってわた

しの事務室に入って来 ました。人事部
けいけん

長は敬慶なカ トリック教徒で した。一

目見 て，ダー レー ンは 自分の意志で こ

こへ来たので なく，で きればここにい

た くない という顔 をしているのが分か

りました。人事部長は開ロー番こう言

い ました。「ダー レーンにモルモ ンが

キリス ト教徒だってことを話 してや っ

て くれませんか。30分 以上 も議論 した

んだけれ ど，彼女を納得させ られなか

った ものですか ら。あ なたか ら聞 くの

が一番だと思いましてね。」

わた しは とっさに，わた しの生活ぶ

りを見 て，ダーレーンはわた しが救い

主 を信 じていることや主に忠誠 を尽 く

していることに疑いを持ったのか と思

いました。 しかしす ぐに，彼女の疑い

はわたし個人に向け られたものではな

い と分か りました。

わた しは二人に腰かけるように勧め

ると，なぜわたしたちがキリス ト教徒

ではない と思うのかをダー レー ンに尋

ねました。彼女 は牧 師がそう言ったか

らだ と答 えま した。次 に，教会の正式

な名称 を知っているか尋ねると，彼女

は知 りませんでした。 この教会につ い

てはモルモ ンとい う名で しか知 らなか

ったのです。正式名称 は末 日聖徒イエ

ス ♂キリス ト教会であると説 明してか

ら，教会 としては少 し変わった名前 だ

か らキリス ト教徒でない と思 ったのか

尋ねてみ ました。わた しはそのカ トリ

ック教徒の人事部長に頼み，飛行機 の

中やホテルで，あるいは夕食 を一緒 に

した とき， また個人的なつ きあいの中

で何度 も話 し合って きたことな どか ら，

わた したちがキリス トとキリス トの教

え，そ してわた したちの信条について

どの ような考えを持っているかを，彼

の方か ら説明 してもらうように しまし

た。恐 らくわた しが話す よ りも彼の方

がダー レーンを納得 させ られると思っ

たか らです。

ダー レーンは，牧師の話 を持 ち出 し

ました。彼が言うには，わた した ちが

『聖書』を信 じていないので，その代わ

りに 『モルモ ン書』を使 っているとい う

ことで した。わた しはそこで信仰箇条

第8節 を引用 しました。「わたしたちは，

正確 に翻 訳 されているか ぎり，『聖書』

は神の言葉であると信 じる。 また，『モ

ルモン書』も神 の言葉であると信 じる。」

続 いて，『モルモン書』は 『聖書』を

補 う聖典であって， キリス トについて
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あかし

の もう一つの証 となってい るこ とを説

明 しま した。 キ リス トの最 も神聖で，

大切な教 えの多 くを詳 しく説明 し， ま

た明 らかにしていることを話 しま した。

す る と彼女 はこ う言 いま した。「使徒

たちが亡 くなってから啓示 は与 えられ

な くなったので，『モルモ ン書』にキ リ

ス トの教えが含 まれているはずがあ り

ませ ん。 したがって，『聖書』の時代以

降に聖文は存在 しない と牧師は言って

います。」わた しは彼女 に尋ねました。

「世界 は不安 と紛争で あふれ， また多

くの問題で揺れ動いています。 この よ

うに急 速な変化 を遂 げている時代 に，

独 り子 を犠牲 になさるほど御 自分の子

供 たちを愛 された御父が，その子 らに

対 して何 の交流 もなさらないとはおか

しいと思いませんか。」話 し合いはそれ

か らも15分 か20分 続 きました。わた し
しょくざい

たちが文字 どお りに解釈 している蹟罪

と復活 について，またそのほか救い主

の大切 な教 えについて説明 しました。
み こころ

愛 にあふれた御父 と進 んで御父の御心

を行われる御子 について，持て るすべ

ての力 を込めて証を して，話 し合いを

終えました。

話 し合いが終 わっても彼女の反応 は

同 じで した。「牧 師が話 したこ とはそ

の とお りなのです。」問題は依然解決さ

れ ないままで した。解釈の相違 による

落胆 と困惑が幾分後を引 きました。

理解 に欠ける一部の人 々によって無

意識であれ悪意 に基づ いているのであ

れ，多 くの人々が間違った方向に導か

れていることに無関心 ではい られ ませ

ん。人の心 と良心の裁 きは，万 人の公

平 な審判者 にお任せするのがいちばん

よいと思い ます。だれがキリス トの真

の弟子かの判断は救い主にゆだねられ

ています。主はこの ように言われまし
ひつじかい

た。 「わた しはよい羊 飼 であって，わ

たしの羊 を知」る(ヨ ハネ10：14)。

わた しの友人で牧師を しているチ ャ

ールズ ・テー ラー師 に
，わた したちの

教会の基本的な教義の幾つかについて

紹介 しま した。す ると しばら くして，

わたしに電話で，福音の理解が深め ら

れたと連絡 して きました。彼は多少興

奮気 味にこう言 いま した。 「モルモ ン

教会の教 えと教 義を勉強す る時間を取



っていただいたおかげで，モルモ ンは

ほん とうのキ リス ト教徒であることが

はっきりしました。実のところ，最近

知 り合 ったモルモンの人 ほどキリス ト

のような人々にわた しは会ったことが

あ りません。」

わた しは彼が 『モルモ ン書』 を読ん

で救い主 に関す る 『モルモ ン書』の証

と教えに目を向けてか ら，彼が どの よ

うに感 じ，理解 しているかを聞きたい

と言いました。する と彼はこう答えた

の です。 「もうす で に 『モルモ ン書』

を読み始めています。すば らしい書物

ですね。キ リス トとキリス トの使命 に

関す る理解が広が りました。 『モルモ

ン書』 を読んでいる とすば らしい霊 を

感 じます。」

この友人は判断を下す前に， 自分 で

学ぶ時間を取 りました。彼 は理解が不

十分の状態で，あるいは聞違 った考 え

に基づ いて，人 々に影響 を与 えるよう

な言動 を慎みました。判断を下す前に，

そ して当然のことですが 自分の誤解 を

他人に押 しつ けようとする前 に理解 し

ようとすること，これはわたしの責任

で もあると感 じました。

わたしの友人であるダー レー ンに も

う一度説明 したい と思い ます。その名

称が示す ように教会 のあ らゆる教義，

儀式，原則 はイエス ・キ リス トが中心

となってい ます。 『モ ルモ ン書』 はイ

エス ・キ リス トにつ いて証 してい ま

す。そ してキ.リス トの教 えを強調 し，

明確 に してい ます。『モルモ ン書』の

預言者ニーファイは世界に向けてこの

ように宣言 しています。 「わた した ち

はキリス トのことを話 し，キリス トの

ことを喜び，キリス トのことを説教 し，

キ リス トのことを預言 し，また， どこ
ゆる

に罪の赦 しを求めればよいかを，わた

したちの子孫 に知 らせるために，自分

たちの預言 した ことを書 き記すのであ

る。」(2ニ ーファイ25：26)

ニー ファイは さらにこのように述べ

てい ます。「わた しが語 って きたイエ

ス ・キリス トのほか に，人 に救 いを与

えることのできる名 は天下 に与え られ

ていない。」(2ニ ーファイ25：20)

わ た しは ダー レー ン との話 し合 い

で，その結末に悔 いを残 したことを長

年考えてきました。けれどもその とき

以来，わた し自身に誤解 を正す責任が

ある場合 を除いて，誤解や不合理な教

えに基づいた見解 にあれこれ悩 むべ き

ではないとい う考 えを持ち ました。ほ

んとうに大切 なことはほかの人 々がわ

たしたちについてどのような定義を下

すかではな く，救い主がわた したちを

どの ような人物 と見 られるかです。 し

たがって，問題 になるのはこの点です。

す なわち，救 い主御 自身はわたしたち

一人一 人を
，そしてわたしたち全員を

どの ように見てお られるか とい うこ と

です。

このような理由か ら，わたしたちは

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会の会員

として，わた したち と天の御父な らび

にイエス ・キリス トとが どのような関

係 にあるかに最大の関心 を向ける必要

があ ります。

わた しの父 は義にか なう，模範的な

生涯を送 りま した。その父が最後の瞬

間に，持てる力 を振 り絞 り， ようや く

かすか に聞 き取れる声で このように言

い ました。「わた しは救 い主か ら友 と

呼ぶにふ さわ しい者 と認 め られた ら，

もう何 も望 まない よ。」救い主か ら友

と呼ばれた らどれほどすば らしいこと

で しょう。父が望んだように，わたし

も，はた してキリス トは御 自分の羊の

中にわた しを加えて くださるか どうか

と考 えます。 キリス トはわたしが主の

教 えの良い模範 とな り，主の神聖 な原

則 に従 って生 きる努力 をしたと認 めて

くださるで しょうか。わた しを弟子 と

呼んで くださるで しょうか。友 と呼ん

で くださるでしょうか。これ こそがほ

ん とうに大切 なことです。

救 い主は ヨハネによる福音書第15章

で，弟子 となるための基準 を与えられ

ました。主はこのように述べておられ

ます。「あなたがた にわた しが命 じる

ことを行 うならば，あなたがたはわた

しの友である。」(14節)救 い主はさら

に この ように述べ て，過酷 な試験が行

わ れ るこ とを明 らか に され ま した。

「あなたが たは，その実 によって彼 ら

を見わけるであろう。」(マ タイ7：16。

17-18，20節 も参照)わ た したちは皆，

このように して裁 かれるのです。すな
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わち，わた したちが良い実か悪い実の

いず れを結 ばせるかを。最後の裁 きに

おいて，わた したちの実が確かに良い

ものであれば，神の右に座 ることを許

されるで しょう。そこに座 る人々は主

の友 となる人々であろうと思い ます。

ですか ら，た とえ歩 みが弱 々 しく，

おぼつかな くとも，わた したちがキ リ

ス トのような生活を送ろ うと熱心 に努

力 しているならば， ほかの人がわた し

たちをどのように考 えようとも，それ

は大 した ことではあ りません。わた し

たちがキ リス ト教徒であるか どうかの

責任 はわた したちにあ ります。ほかの

人々には，わたしたちの人格 を自由に判

断させてかまいませ ん。真の公平 な審

判者 はあるが ままのわた したちを裁い

てくださることでしょう。弟子であるか

どうかは自分で判断することであって，

ほかのだれがするのでもあ りません。

わた したちはバ プテスマに際 して，

各人の自由な選択 に基づいてキ リス ト
み な

の御名を受けます。キリス トの御名を

身に受けることによって，主の教えに

従 うことを聖約 します。わたしたちは
せいさん

聖餐 を受ける度に，聖約を更新 し，日常

生活 を吟味す る機会が与えられます。

そ こで次の標準的 な質問をすること

がで きます。個 人としてまた家族 とし

て毎 口祈 りをさ さげて いるで し ょう

か。聖文を読んでい るで しょうか。家
じゅうみん

庭の夕べ を開 き，什分の一 を納めてい.

るで しょうか。質問事項 はさらに続 き



ます。 これらの質問を突 き詰めると次

の ようにな ります。，「わた したちは弟

子になろうとしているだろうか。」 「わ

た したちは友 となるための道を歩 んで

いるだろうか。」

アルマは この ように尋 ねて います。

「あなたが たは霊的 に神か ら生 まれて

いるか。あなたがたの顔に神の面影 を

受けているか。あなたがたの心の中に，

この大 きな変化 を経験 したか。」(ア ル

マ5：14)大 切 なのは心 の中で起 きる

変化です。生活が変わることによって

起 きる変化です。

続 くアルマの質問は一般的な質問か

ら，具体的 な質問 に入ってい きます。・

アルマはこう尋ねています。

● 「あなたがたは，罪のない状態で神
み まえ

の御前 を歩んで きたか。」

● 「あなたがたは， もし今死ぬように

召 された として，……十分 にへ りくだ

っていると言 えるであろうか。」

● 「あなたがたは高慢な心 を取 り去 っ

ているか。」(ア ルマ5：2728)

ここでわたしたちは以下 のような質

問を付け加えることができるで しょう。.

●わた したちは兄弟たちを自分の よう

に愛 しているか。

●わた したちは仕事上の取 り引きやそ

のほかの関係でまった く正直：に行動 し

てい るだろうか。

●わたしたちは自分の関心事 より家族

を優先 しているか。
き よう

●わたしたちは今 日，世の中のために

何か善いことをしたか。

●わた したちは預言者の勧告 と教 えに

従っているか。

そ うです。 問題は，わた したちが 目

に見える形で礼拝 しても，それがキリ

ス トのような生活 を送 っていることを

真 に証明する ものか どうか ということ

です。キリス トの ことを話 し，キ リス

トについて説 き， さらにはキ リス トに

関 して預言 しても，それだけでは不十

分です(2ニ ーファイ25：26参 照)。 わ

た したちはキ リス トの弟子 として生活

しなければな りませ ん。 なぜ ならば，

救 い主は個人の 日々の生活 を御覧 にな

って，わた したちが主の真の弟子1真

総 大会 参加 者 ととも に賛 美歌 を歌 う大 管長会 。 左か ら， トー マス ・S・ モ ン ソン第 一副 管長 ， ゴー ドン ・B・

ヒン ク レー大 管長 ，ジ ェーム ズ ・E・ ファ ウス ト第二 副管 長。
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の友であるか どうか を判断 されるか ら

です。

世界 中の ダー レ.一ンに申 し上 げま

す。わた したちはキリス ト教徒 と呼ば

れるにふさわしい実 をもたらしてい る

とわた しは考 えています。末 日聖徒イ

エス ・キ リス ト教会の会員 であるわた

したち自身に対 して申し上 げます。わ

た したちの行い，振 る舞い，心，そ し

て顔 に救い主の教 えの良い模範が浮 き

彫 りにされ，全人類 のために果たされ

た主の偉大な犠牲に対す る感謝の気持

ちが表 されてい ることをわた しは望 ん

でいます。

わたしたちの神学 と個人の生活にキ

リス トとのかか わ りがあるか どうかを

疑問視 している人々がいれば，わた し
あがな

たちはキリス トが世の蹟い主であられ

ることを彼 らに証 します。キ リス トは

わた したちの主であ り，光であ り，救

い主です。キ リス トは高 い所か ら聖任

されて，万物の下 に身を落 とし，いか

なる人 よりも大 きな苦 しみを受け られ

ました。わたしたちはキ リス トを中心

に据 えて，あらゆることを教 え，あら

ゆることを行い ます。 この教会は，救

い主 の弟子 であ るこ とを証す るために

務め励んでいる一人一人のキリス ト教

徒 の集 まりです。それは組織 としてで

はな く，個 人として追求することなの

です。

主がかつて生 きておられたこと，主

が亡 くなられたこと，そ して現在生 き .

てお られ るこ とを証 します。主はわた

した ちの罪 を蹟 って くだ さい ました。

わた したちがそれぞれの人生 を一生懸

命 に生 きるように， また生けるキ リス

トの真 の弟子であることが教会員 にも

教会員でない人にもはっ きりと分かる

ような方法で礼拝 をささげられるよう

に祈 っています。 しか し，あ らゆる人

にとって真の公平 な審判者である主イ

エス ・キ リス トによって，わた したち

がその ように行っている者であること

を認 めていただ くことの方がはるかに

大切 です。 イエス ・キリス トによって
しもべ

真 の患実な僕，弟子，友 と認め られる

こと以上に大 きな報 いがあるで しょう
み な

か。 イエス ・キリス トの御名 によって

お話 しします。 アーメン。



備えの時

十二使徒定員会会員

ジョセフ ・B・ ワースリン

訂 しの生涯にば阪りがあ ります。しか し，それが61つ 終わるのかばだ

れにr5分か りまゼん。億えの生涯ば毎日毎日が實61i5の さす。

愛
する兄弟姉 妹の皆 さん，教会 の

総大会に再 び皆 さん とともに出

席で き，心か ら感謝 してお ります。 わ
み たま

た しは今，御霊の導 きを祈 り求めてい

ます。備えの時 としての死すべ き生涯

の大切 さについて皆 さん とともに深 く

考えたい と思 います。 アミュ レクはこ
あかし

う証 してい ます。「現世 は人が神 にお

会いす る用 意をする時期である。 まこ

とに，現世の生涯は，人が各 自の務 め

を果 たす時期である。」1

末 日聖徒 イエス ・キリス ト教会の会

員 として，わた したちは人の永遠性 に

ついて特別の理解を得ています。わた

したちは，人には前世があったことを

理解 しています。また，わた したちは

人を幸福に導 く天の御父の偉大な計画

を受け入れ，主 なる救い主イエス ・キ

リス トに従 う道 を選びました。わた し

た ちは次の3つ の原則 を受 け入 れ， そ

れを得るために奮闘 しま した。(1)選 択

の 自由，すなわち，善悪 を選択する能力

(2)成 長，すなわち学 び，天の御父のよう

になろ うとする能力(3)信 仰 ，すなわ

ち，神 のみ もとへ戻れるようにわた し

たちを導いて くれる，御父の計画 とイ
あがな

エ ス ・キリス トの頃いに対す る信仰 ，

とい う3つ の原則です。それ によって，

わた したちはこの世へ来 ることを許さ

れたのです。この世の生涯について主

は次の ように言われ ました。「わた し

たちはこれによって彼 らを試 し，何 で

あ ろうと，主なる彼 らの神 が命 じられ

るすべ ての ことを彼 らがなすか どうか

を見よう。」2

わ た したちは，永遠 に続 く来世の生

活があること， また，現世における思

い と行 いによって どのような生活をす

るようになるかが決まるということも

理解 してい ます。 この世の生涯 は非常

に短い ものですが，その大切 さには計

り知れないものがあ ります。
わ

聖典 には 「主の道は一つの永遠の環

で ある」3と いうこ と， また神 は 「永

遠か ら永遠にわたって存在 〔する〕す

べ てのこ とを」4御 存 じである， とい

うことが述べ られています。わた した

ちもまた永遠の存在 です。わた したち

が この地上にいることは，御父のす ば

ら しい計画 の中の重要 な課程 なので

す。御父の この計画は，神 の子たちに

幸福 を与 えるために定め られた もので

す。「〔わた したち〕が存在す るのは喜

びを得 るためである。」5預言者 ジ ョセ

ブ ・ス ミス は次の よ うに教 えてい ま

す。 「わた したちが存在す る 目的 は，

幸福 を得 ることです。徳，正直，信仰
きよ

の聖い・…・・道を歩み続 け，神のすべ て

の戒めを守るなら，そこに達す るこ と
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ができます。」6

今 というこの非常に大切な時は，家

族 とともに天の御父のみ もとへ戻 る永

遠 の成 長の 一つの過程 です。 ゴー ド

ン ・B・ ヒンクレー大管長はこう教 え

てい ます。「わた したちはす ばら しい
たまもの

受け継 ぎ，神 からの賜物を得 て，ここ

〔地上〕にい ます。 自分 の行 いのすべ

てが永遠 に続 く計画をもた らす という

ことを，一人一人が理解 したら，この

世は どれ ほど大 き く変 わることで しょ

う。 もし……わた したちが毎 日，永遠

の生活 を形作 るもとになる ものを積み

上げているのだとい うことを理解 した

ら，人生 はどれほ ど充実 したものにな

ることで しょう。」7

そ のことへ の理解 は， 日々の生活の

中で求め られる多 くの選択 につ いて，

賢明な決定ができるように，わた した

ち を助 けて くれます。人生を永遠の観

点か ら見 るこ とによって，わたしたち

は現世 における限 られたエネルギーを

最 も重要 なこ とに集中することができ

ます。わた したちは 「自分 のために，

虫が食い，さびがつき， また，盗 人ら

が押 し入って盗み出す ような地上 に，

宝をたくわえ」8て 人生 を無駄に過ごす

ような ことを避ける ことがで きます。

わた した ちは霊的な永遠の生得権 を売

り渡すことな く，天に宝を蓄 えること

ができるのです。

この現世は，試 しの生涯の時期です。

わた したちの永遠の旅路は トラックを

3周 す る競技 にた とえ られるので はな

いで しょうか。わた したちはすでに第

1周 を無事 に走 り終 えて，す ばら しい

成長 を遂げて きました。今 は第2周 を

走ってい るところです。世界的な走者

が，花 をつむために レースの途中で止

まった り，行 く手を横切ったうさぎを

追いかけた り， というようなことを考

えることがで きるで しょうか。わたし

たちは， この世的な事柄を追い求めて

時間を過 ごす ときに，そのような状態

になって しまいます。それを続けるか

ぎ り，神の賜物の中で最 も大いなる永

遠の命へ向か う第3周 に入 ることはで

きません。9

救 い主 は新 旧両世界 において，人々

に 「あなたがたも完全 な者 とな りなさ



い」 とお命 じにな りま した。10そ の欽

定訳聖書の脚注には 「完全」 と訳 され

た言葉 に当たるギ リシャ語 には 「完全

な，完成 した，完全 に発達 した」 など

の意味がある と説明されています。天

の御父はわた したちに，この現世の試

しの生涯の時間を用 いて，自分 自身を

完全に成長 させ，才能や能力 を最大 限

に活用す るようにと望 んでいらっしゃ

います。 もしそうするならば，わた し

たちは最後の裁 きの ときに，「完全 な，

完成 した」息子，娘 として，また従順な

生活 を通 して磨 き上げ られ，御父が忠

実な人々に約束 された受け継 ぎにふ さ

わ しい者 として，喜びをもって天の御
み まえ

父の御前 に立つことができるで しょう。

救い主はわた したちにその模範 を示

し，「わた しがす るの を見たその行い

を，あなたがた もしなさい」11と お命

じにな りま した。モロナイが地上での

働 きの最後 に，告別の勧告の中で述べ

た力強い誘いの言葉は，いつ もわた し

に強い感銘 を与 えて くれ ます。「まこ

とに，キ リス トの もとに来て，キリス
み

トによって完全にな りなさい。神 の御
こころ

心 に添 わ ない もの をすべ て拒み な さ

い。」12

アルマは 自分 につ いて来 る人 々に，

バ プテスマを受ける人 には，人のため

に働 き 「互いに重荷 を負い合 うことを

望み……悲 しむ者 とともに悲 しみ，慰

めの要 る者を慰めることを望み……い

つで も……神 の証人になること」が求

め られ ると説明 しました。13わ た した

ちは，一人では救いを得ることはで き

ません。兄弟姉妹 を助 けることをせず

に，天の御父のみ もとに戻 ることはで

きないのです。人 は皆文字 どお り神 の

家族の中の兄弟姉妹であることを理解

したら，互いの幸福 のために尽 くすべ

き責任 を感 じ，親切な行い と関心を も

って愛 を示す必要があ ります。天の御

父の どの子供 と交 わるときで も，「キ

リス トの純粋 な愛」14で あ る慈愛 を，

自分の行動の動機 としなければな りま

せん。

わたしたちは成長 し，さらに救い主

に似 た者 となるにつれ，家族や友人 を

含め， 自分が交わる人々を強めること

がで きるようにな ります。主はわた し

たちを，福音の原則 を学 び日々の生活 ・

の中で実践 できる聖徒の交わ りの中に

置いて ください ました。この交わ りは

同時に，訓練 と試 しの場 でもあ り，福

音を実践 しなが ら学 び行 う，実験の場

で もあ ります。

パ ウロはコリン トの聖徒 たちにあて

た手紙の中で，教会が一つになり，会

員同士が助け合 うようにと求め，次の

ように書いてい ます。「か らだの中 に
たがい

分裂がな く，それぞれの肢体が互にい

たわ り合 うためなのであ る。 もし一つ

の肢体が悩めば，ほかの肢体 もみな共

に悩み，一つの肢体 が尊ばれると，ほ

かの肢体 もみな共に喜ぶ。」15キ リス ト

の体，す なわち教会の力 は，ひとえに

会 員一人一 人の強 さにかか ってい ま

す。わたしたちは一人一人の会員が「神

の相 続人 ……キ リス トと共 同の相続

人」16としての神聖な可能性 に気づける

ように，自分にできるすべてのことを

する必要があ ります。

わた したちは人 に奉仕す るときに，

毎年教会 に改宗す る数多 くの人々にフ

ェローシ ップの手 を差 し伸べ，愛 を分

かち合 うように との ヒンクレー大管長

の勧告 を思 い起 こす必要が あ ります。

改宗者 を温か く迎 え 「正'しい道にとど

める」17た めの，主の最 も偉大 な手段

は，時間を割いて彼 らに 自己紹介 をし

た り，彼 らの名前を覚えた り，あるい

は，彼 らの話 に耳を傾けた り，彼 らに

つい て知 る努力 をした りなどの方法

で，わた したち一人一人が差 し伸べ る

愛です。

新 しい教会 に加入 し，新 しい生活の

ス ター トを切 るのは，決 して易 しいこ

とではあ りません。 なじめない と思 う

ことが よくあるのです。

新 しい会員が教会 に活発 で，信仰 を

守 り続 けるには，友達が必要です。そ

して，わた したち一人一人がその友達

になる必要があるのです。友情が築か

れると，新 しい改宗者たちは 「もはや

異国人でも宿 り人で もなく，聖徒 たち

と同 じ国籍 の者であ り，神の家族」18

に なります。バ プテスマを受けた人は，

「その名が記録 され」，会員記録 に加 え

られ ます。「それは，彼 らが覚え られ，

神の善い言葉で養われ」るためです。19
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神 の善い言葉 で よ く養 われ た場 合

に，新 しい会員の生活 に起 こる奇跡的

な変化 に関連 して，ジョン ・A・ ウイ

ッッ ォー長老 は こう述べ て い ます。・
けんそん

「謙遜 なモルモ ンの宣教師 の口か ら語

られる福音 を受け入れ る，ご く普通の

平凡 な人々が，心を啓発する福 音の真

理によって，生活を大 きく変 え，以前

とは異なる民になるのです。」20

わ た したちはこの現世において成長

してい く過程で，過ちを犯 した り，道

か ら外れた りす ることがあるか もしれ'

ません。過ちをそのまま続けてい くな

ら，わた したちは徐 々に自分 のいるべ

き場所か ら離れてい くことで しょう。，

わた したちの人生は，宇宙船の航行

にた とえることがで きます。モー ター

が始動す ると，その航跡が正確 に監視

され ます。定め られたコースか ら少 し

でも外 れるようなことがあ ると，直ち

に軌道の修正が行われます。コースの

角度がわずかに違 って も，修正 しない

ままにしてお くと，軌道か ら大 きく外

れてしまいます。修正が遅れれば遅れ

るほど，必要 とされ る調整の度合い も

大 き くな ります。軌道修正がないとし

た ら， コースか らどんなに遠 くに外れ

て行 って しまうか，皆さんは想像で き

るでしょうか。

主 はわた したちのために，進むべ き

コースを教 えて くれる預言者，聖文，

親，賢明な指導者 を備えて くだ さい ま

した。預言者 ，聖文 ，親 ，指導者 は，

わた したちが 自分 自身の進路 を見 詰

め，必要に応 じてその方向を修正す る

助けを与えて くれます。それは地上の

追跡ス テーシ ョンが衛星の進路 を監視

し，正 しい軌道 を保つの とまった く同

じです。わたしたちが この地上で どの

ようなコース を進むか とい うこ とは，

非常 に大切 な ことなのです。それは，

わた したちが毎 日下す決定によって決

まります。わた したちの現在の思いや

行いを，将来の結果 と切 り離す ことは

で きません。

自分 自身の今の生活が，御父の計画

の中に約束 された数 々の祝福 に値する

ものかどうか， 自問 してみる とよいで

しょう。試 しの生涯には限 りがあ りま

す。 しかし，それがいつ終わるのかは



だれに も分か りません。備えの生涯は

毎 日毎 日が貴い ものです。

わた しはアメリカ南西部のナバホイ

ンデ ィアンの女性が，慣れた手つ きで

美 しい敷物に複雑な模様 を織 り込んで

い くのを見たことがあ ります。彼女 た

ちは色のついた一本一本の織 り糸をと

て も慎重に選んで準備 し，それを正 し

い位 置に正確 に織 り込 んで いきます。

彼女たちは様々な色 を全体の中に芸術

的に織 り合 わせ ，創作者が頭の中に思

い描いていた模様の敷物 に仕上 げてい

きます。

それと非常によ く似 た方法で，わた

したちも生活 とい う織 り物の中に模様

を織 り込んでいます。そ して，その模

様は最終的な形 となって，やがてわた

したちの 目の前 に現 れて くるのです。

この世におけるわた したちの生活 は，

日々の行い とともに，主 というデザ イ

ナーの プラ ンに従 って，複雑な美 しさ

を持つ織 り物 に編 み込 まれて い きま

す。間違った選択 をした場合，霊の織

り物の まずい ところを見 なが ら生活 し

ていか なければな りません。 しか し，

悔い改めを通 して生活 をや り直 し， 自

分の人格の中に過って織 り込んだ糸を

取 り除 き，主が望んでお られるもっ と

美 しい糸に置 き換 えてい くこともで き

ます。

わたしたちは，人生 という名の織 り

物に， 日々模様を織 り込んでいるので

す。主は，わた したちがこの現世の前

にいた時を第一の位 と呼び，すべての

人 に次の よう な約 束 を され ま した。

「第一の位 を守る者は付 け加 え られる

であろ う。 また，第一の位 を守 らない

者 は，第一の位 を守る者 と同 じ王国で

栄光を受けることはない。 さらに，第

二の位 を守る者 は， とこしえに栄光を
こうべ

その頭に付け加 えられるであろう。」21

引 き延ば しと優 柔不断は，現世の後

に来る生活に備え ようと努力するわた

したちの足 かせ とな ります。 ジ ョセ

ブ ・ブイールデ イング ・ス ミス長老 は

次の ように述べ ています。 「福 音の原

則 に当てはめて考 えた場合，引 き延ば

しは永遠 の命の盗人です。永遠の命 と

は御父 と御 子の もとで暮 らす こ とで

す。」22『 モルモン書』の中には， アミ

.一.一一一一一一一一一一一一一一一一一一_一 ■■

大会の部会で演奏される音楽に熱心に耳を傾けるコー ドン

ユ レクの心か らの訴 えが，次のように

書 かれています。 「最後 まで悔い改め

の 日を引 き延ばす ことのない ように切

に勧める。……なぜな らば，現世 を去

るときにあなたがたの肉体 を所有 して

いるそ の同 じ霊が，あの永遠の世で，

あ なたが たの肉体 を所有する力 を持つ

か らである。」23

あ る人が次の ように述べ ています。

「人生 は貴 い贈 り物 であ り，不要 にそ

の質を低下させる ものか ら守 る必要が
きょ う

あ ります。…… 『今 日という日は，今

日しかあ りません。一 日は一滴 の水の

ように，長い人生 の黄金 のひとときと

して，絶 えず増え続ける豊かな命の水

の池に注 ぎ込んでいるのです。』」24

優 柔不 断な生 き方は， この世 におい

て備 えをなす妨 げとな り，わたしたち

の動 きを封 じ，まひさせてしまいます。

わた したちもニネベの民のようになる

危険性があ ります。主 はヨナに語 った

言葉の中で，ニネベの民を 「右左 をわ

きまえない人々」25と 呼 んでお られ ま
ふたこころ

す。使徒ヤコブは 「二 心の者であって，

そのすべ ての行動 に安定がない」26と

述べ てい ます。スイスの古 くか らの こ

とわざが，優柔不断が どうい うものか

を，次の ように説明 しています。

「片足 は中で，

片足 は外，

・B・ ヒンク レー大 管長

中でも外 でも

どっちでもない。

熱 くもな く，冷た くもなく，

四角 くもなく，丸 くもない，

貧 しいことこの上 なく，

いつ も身動 きが取れないでいる。

こんな人は

・いつまでたっても分からない
，

どこから始め

どこへ行 くのか。」27・

夫婦 関係，親子 関係の中 において，

二心であってはな りませ ん。子供が少

し大 きくなるまで，あるいは仕事が楽

になるまで，子供 と楽 しい時間を過 ご

すのはおあずけにしようと考えている

人はいないで しょうか。心 のこもった

長い手紙 を書 こうというつ もりでいな

が ら，それを書 き終 える ことも，送る

こともしていないために，大切 な友情

が色 あせているということはないで し

ょうか。定期的に神殿に参入すること

については忠実で しょうか。 自分が読

もうとしている本 について考えてみて

ください。何か親切な行為 をしてみよ

うとい う強い気持 ちが あるで しょう

か。 自分が支持 している大義について

深 く考えてみて くだ さい。バ ッグの中

に人生 でいちばん大切 なものを常に入

れてお きなが ら，それを持 って出か け

た ことは一度 もない， とい うようなご
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き よ う

とはないでしょうか。いつ も，今 日な

すべ きことを明 日に引 き延 ばしてはい

ないで しょうか。明 日か らで はな く，

今 日か ら生 きる決心 をしま しょう。今

日とい うこの 日には，まだ時間が残 さ

れているのです。

わたしたちは，死 という変化 が必要

なものであることを知ってい ます。そ.

れ は遅かれ早かれ，すべ ての人にやっ

て来るものです。 わた したちの肉体は

土に帰 り，霊 は霊界に戻って行 きます。
あがな

救い主の贋 いの犠牲 の功徳 によって，

人は皆，復活 します。わたしたちはす

べて残 らず，偉大 なエホバの法廷 に立

ち，現世における行いに応 じて報 いを

受けます。

この裁 きを念頭 に置いて，地上にお

けるすべての判断を行 うなら，わた し

たちは死すべ き試 しの生涯 を賢明に用

いるようにな り，現世にお いては，平

和 を得，来るべ き世 においては永遠の

命 を授 けられ るでしょう、

わたしは， これ らの教 えが真実であ
あかし

ることを証 します。皆さんは，心 にさ
み たま

さや きかける御霊の確認 によって，福

音 の真理 を理解す ることがで きます。

主はこ う言 われました。「神 のみ ここ

ろを行お うと思 う者であれば，だれで
おしえ

も，わた しの語 っているこの教が神 か

らのものか，それとも，わた し自身か

ら出たものか，わかるで.あろう。」28

救 い主は生 きてお られ，わたしたち

一人一人を愛 してお られます
。わた し

はそのことを，心か ら確信 しています。

わたしたちは，完全な福音 を回復する

ために預言者 ジョセブ ・ス ミスをお立

てになった，慈愛 に満ちた天の御父の

子供です。 また天の御父は，その慈愛
み うで

あふれる御腕の中にわたしたちを導 き

戻すために， この時代に，生ける預言

者を授けてこられました。 ゴー ドン ・

B・ ヒンクレー大管長は，その預言者

中央幹部の座る上段の席。大管長会と十二使徒定員会会員の姿が見える。説教壇の前に立っているのは，ジェ
ームズ ・.E・ ファウス ト第二副管長。
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です。これらの ことをイエス ・キリス
み な

トの御名によって証いた します。アー

メン。
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神よ，どうか，

わた しを探 って，

わが心を知 ってください

第二副管長

ジェームズ ・E・ ファウス ト

主ば旛元と聖約を遍しτ，わたしたちを導き永遠の命仁至る道筋を案

内しτくださるのざ抗

愛
す る兄弟姉妹，そ して友人の皆

さん。わた しはへ りくだった思

いで この説教壇 に立ってい ます。 これ

まで100年 以 上 もの間， この説教壇 は

数え切れないほどの霊感あふれるメ ッ
み こと ば

セージに込められた神の御言葉に よっ
きよ

て聖められてきました。そ してそのメ

ッセージは，聴 く人の心 を霊的に満 た

してきたのです。この遺産 を受け継 ぎ

なが ら，この大会で語 られるすべ ての

事柄 に対 してわた したちが心 を開ける

ようにと祈 ってやみ ません。
き よ う

今 日わたしは，主 と聖約 を交わす こ

とによりもた らされる祝福についてお

話 ししたい と思い ます。その前提 とし

て，主がイスラエルの家 と交わされた

聖約 について見てみ ましょう。

「しか し，それ らの日の後にわた しが

イス ラエルの家 に立てる契約はこれで

ある。すなわちわた しは，わた しの律

法 を彼 らの うちに置 き，その心 にしる

す。わた しは彼 らの神 となり，彼 らは

わた しの民 となると主 は言われる。」1

この聖約は どの種族の人で も 「キ リ

ス トに合 うバ プテスマを受けた」2人に

とって共通するものです。パ ウロが述

べている ように，「もしキ リス トの も

のであるな ら，あなたがたはアブラハ

ムの子孫であ り，約束による相続人な

のである。」3

聖 約は単 なる外形的な儀式ではあ り

ません。人が変わるための現実的で効

果 的な手段 なの です。「再 び生 まれる
み たま

こ とは儀式 を通 して神 の御霊 か ら来

る。」4わ た したちはいつ も，主 と交 わ

す救いの聖約を尊び，神聖に保たなけ

ればな りませ ん。これを実行す るわた

したちに，主はこう約束 してお られま

す。「啓示 の上 に啓示 を，知識の上 に

知識を受けて，数々の奥義 と平和 をも

た らす事柄，すなわち喜びをもた らし

永遠の命を もた らす ものを知ることが

で きるようになるであろう。」5

多 くの聖約はこの世 と後の世 で幸福

を得るため に欠 くことので きないもの
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です。最 も大切 な聖約の一つに夫 と妻

の問で交 わされる結婚の聖約があ りま

す。人生最大の喜びは， この聖約から

もた らされます。

バプテスマの聖約は，確認の儀式 と対

になって，永遠の命への門を開きます。

神権の誓詞 と聖約 は，ふさわ しい教

会の長老が 「父が持 っておられるすべ

て」6を 受けることを約束 しています。

神殿での聖約は，主がわた したちに

用意 してお られる最 も大いなる祝福 を

得 るための土台 となる ものです。
ばんさん

わた したちは主の晩餐である聖餐 に

あずかるとい う偉大な特権 を得ていま

す。聖餐 を受けてバプテスマの聖約 を

新たにす ることにより，あ らゆる悪か

ら守 られます。救い主の犠牲の象徴で

ある聖め られたパ ンと水 をふ さわ しい

状態で頂 くとき，わたしたちは進んで
み な

御子の御名 を受けること，御子をいつ

も覚 えていること，主が与 えて くだ さ

った戒めを守る ことを，父 なる神に証

明す るのです。これ を行 うならば，わ

た したちは常に主 の御霊 を受け られる

で しょう♂ 定期的に聖餐 を受け， これ

らの聖約 に忠実であれば，律法 はわた

・したちの内に置かれ
，わた したちの心

に記 されます。 このことを 『チ ャーチ

ニ ューズ』(C加rchNews)の 記事か

ら紹介 しましょう。

「ある聖職者 のグルー プが，特 にた

とえを中心 とした，救い主の生涯 につ

いての夏期講座に出席 していた。

講座修 了試験の 日になって教室 に来

てみ ると，試験はキャンパスの反対側

にある別のビルで行われるとのメモが

あった。 またそのメモには，試験の開

始時刻 は今であ り，2時 間以内に完成

しなければならない とも書いてある。

出席者 たちは焦 った。途中で彼 らは，

新 しい自転車がパ ンク して泣 いている

小 さな女の子 のそばを通 り過 ぎた。 ま
つえ

た，片手で杖 をつ き， もう一方の手で

ようや く抱 えている数冊の本 を支え切

れず に落 としなが らも図書館 に向かっ

てつ らそ うによろよろと歩 く老人がい

た。ユニオンビルディングのベ ンチに

は，無精 ひげ を生や したみすぼ らしい

身なりの人が，〔疲れ切った表情で〕座

っていた。



麟縮欝

灘総`購 叢鰯驚聯

彼 らが息せ き切 って指定 された教室

に着いてみると，そこに待 っていた教

授 は，全員が期末試験 に落第 したこど

を告げた。

『救 い主 の生涯 と教 えを皆 さんが ほ

んとうに理解 したか どうかがはっきり

と分かる唯一の試験は，皆 さんが助け

を必要 としている人に どう接 したかを

見るこ とだったの です。』教授 はそ う

言った。

この有能な教授 のもとでの数週 間に

わたる学習を通 して，彼 らはキ リス ト

が何 を語 り，何を行われたか を学 んで

いたはずであった。」8

彼 らはその講座 で要求 される課題 に

気 を取 られるあま り，教わったことを

意図的に作 られた3つ の場面 に応用で

きなかったのです。文字は学 んで も霊

にかかわることを学 びませんで した。

一人の女 の子 と二人の男性 を見過 ごし

にした ことは，講座で紹介 された大切

なメ ッセージが 自分の ものになってい

なかったことを物語つていたのです。

わたしたちは時々自分の心の奥底 を

探 って， 自分がほんとうは何者なのか

を見いだす必要があ ります。わた した

ちの真 の性格 は， どんなに願 って も隠

すことはで きません。内か ら輝 き出る

1難轍 耀 守

か らです。人 を欺 こうとすれば，自分

を欺 くことにな ります。わた したちは

しば しば，自分では美 しい洋服で着飾

っていると思い込んでいたがほん とう

は裸だった，あの童話に出て くる王様

のようになってしまうことがあ ります。

生涯 を通 じて，わたしは教会員の忠

実 さが高 まってきていることに注 目し

てきました。一定の基準 に照 らしてみ

ても，現在の教会員の忠実 さはかつて

ないほ どのものです。 どの 日曜日を取

ってみて も，わたしが子供の ころと比

べ て倍以上 の人々が世界 中で主の晩餐

である聖餐にあずかっているのです。

わたしたちは断食の律法 を守 り，霊

感を受けた福祉プログラムに参加す る

忠実な教会員の篤志 を通 して，貧 しい

人や乏 しい人を助けようとしてい ます。

数百万 ドルに上 る数々の救援物資が多

くの国々に送 られ，人々を飢 えや苦 し

みか ら救 っているのです。これは人種

や皮膚の色，宗教 にかかわ りな く，必

要に応 じて行われています。
じゆうぶん

また，古代 の律法である什 分の一に

従 うことによ り祝福 を受 ける人々も増

えて きました。彼 らは主から頂いた収

入の10分 の1を 進 んで主 に返 してい ま

す。さらに，神殿 での礼拝の特権 にあ

L 、
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ずかる忠実な聖徒 の数 も何万 とい う単

位で増 えています。 また，現在奉仕 し

ている宣教師は5万8，000人 に上 ります。

わた しはこのことをうれ しく思い ます 一

し，主 もきっとお喜びのことでしょう。

しか し， わた したちはこれ らの数値の

増大 に見合 うほどキ リス トに似 た者 と

なっているで しょうか。 わた したちの

奉仕 は，純粋 な，心か らのものでしょ

うか。

聖約 を守 ることの大切 さについてお

話 ししたい と思います。長い間培われ，

貴ばれて きた，喜 びと幸福 をもた らす

価値観か ら離反する傾向にある世の中

にあって，聖約はわたしたちを守っで

くれます。今後， この倫理観 の喪失は

さらに進むで しょう。社会の基本秩序

も弱体化 します。将来，わた したちの

民，特 に子や孫 は，ソ ドム とゴモ ラの

悪の攻撃 をより多 く受ける可能性があ

ります。

あまりにも多 くの家庭が崩壊 してい

ます。善が悪 と呼ばれ，悪が善 と呼ば

れる時代 です。9「方法が容易」10な 現

代 にあ って，開拓者たちが わた したち

の ために示 して くれ た犠 牲 と奉 献の

数々を忘れていないで しょうか。ワー

ズワースはこう言っています。

「昔 も今 も， 人はあま りにも世 に迎

合 し，

得ることや使 うことに力を浪費 して

いる。……

人は朽 ち果てるもののために，心を

売ってしまった。……

何事にも安 らぎがないの はそのため

なのだ。」1]

恐 らく，現代にあって道徳面での強

さを維持 し，かつてないほ ど強烈に吹

きす さぶ悪の風 に立ち向か うことは，

いっそ う困難になっています。それは，
こん

人 をふるいにか けるプロセスです。今
にち

日，現代のバビロンやソ ドム， ゴモラ

に相当す るものが，テレビやインター

ネッ ト，映画，書物，雑誌，また娯楽

施設で，魅惑的にそ してあか らさまに

提示 されています。

前回の総大会で， ゴー ドン ・B・ ヒ

ンクレー大管長は，安息 日の遵守や家



族 の崩壊 など，社会の主流 に向かって

歩み寄 りす ぎるこ とについて，次の よ

うに警告 しています。

「今 申し上げた点 に関 して，わた し

たちは社会の主流 に向かって歩み寄 り

す ぎています。 もちろん，立派な家族

はあ ります。世界 中に立派 な家族 は存

在 します。 しか し，問題 を抱えている

家族があ まりに も多いのです。しか し，

これは治療可能な病気 です。必要 な薬

は，簡単 で実に効 き目があ ります。そ

れは愛です。」12

わ た したちの社会では，多 くの神聖

な価値観が表現の 自由 とい う名 目の下

にむ しばまれてきています。低俗で不

道徳な言葉 も，言論の自由 という名の

下 に擁護 されてい ます。社会の主流 は，

イエスやモーセ，預言者 ジョセブ ・ス

ミス，そのほかの預言者が有 史以来警

告 している行 いに対 して， より寛大に

な り，容認 しようとさえ しています。

た とえ人か ら変わ り者 と思われ よう

と，わたしたちは自分 の価値観 を曲げ

るべ きで はあ りません。わた したちは

昔か らず っと特異な民 と見なされて き

ました。 しか しなが ら，霊的に正 しい

ことは，社会 的に正 しい ということに

比べてはるかに良いことです。 もちろ

ん，個人 としても民 として も，わた し

たちは人か ら好かれ，尊敬される人物

であ りたい と願 っています。 しか しわ

た したちは，シナイ山で授けられ，後

に救 い主 によ.って説かれ，現代の預言

者によって教 えられてきた，義 にかな

った原則 を捨 てて まで，社会 の主流 に

歩み寄 ってはならないのです。わた し
かしら

たちは，御子であ り，教会の頭である

イエス ・キ リス トと神 に逆 らうことの

みを恐れるべ きなのです。

あ らゆる種類の害悪 は，正体 を偽 っ

て現 れます。性的な不道徳 もそうです

し，ギャンブルであ りなが らゲーム と

呼ばれているかけ事 もそ うです。 これ

らは，人々にさらに受 け入れられ よう

として正体 を偽っている，多 くの害悪

の典型的な ものです。有史以来ずっと

い さめられて きた行為 も正体 を偽 って

現れてい ます。それは，社会の根本 を

成す家族 を崩壊 させる行為 です 。『家

族 世界への宣言』の中で大管長会

と十 二使徒 会 はこ う述 べ て い ます 。

「わた したち…… は，男女の問の結婚

は神 に よって定 め られたものであ り，

家族 は神 の子供たちの永遠の行 く末に

対す る創造主の計画の中心 を成す もの

であることを，厳粛に宣言 します。」

親の権威の失墜が社会 にとって不可

欠なつなが りである家族 をむ しばんで

います。

パ ウロは当時この現象 についてこう

表現 しま した。 「彼 らは律 法の要求が

その心 に しるされ てい ることを現 し，

そのこ とを彼 らの良心 も共 にあか し」

す る。13教 会の会員が聖約を交わ した

人に与 え られ る祝福 を享受す るには，

主の律法が 「心 にしるされてい」 なけ

ればな りません。 この世の人々は悪が

善で善が悪であると言い，わた したち

の子供や孫に限 りない影響力 を与 えて

います。その ような中にあって， どの

ようにパ ウロが述べたことを実行で き

るで しょうか。すべての両親および祖

父母がさ らに良い模範を示 し神の戒め

を守 って くだ さるよう願 ってい ます。

両親の皆 さん，あとほんの少 し努力 を

して互いに愛 し合い寛容であって くだ

さい。両親が家庭 をで きるか ぎり悪い

影響か ら守るならば，ρ子供たちは安全

に生活することが きるで しょう。毎日，

聖文を読み，祈 り，家庭の夕べ を定期

的 に開 き，神権指導者の勧告 に家庭 に

おいて もまた教会において も従順に従

うことほど，わたしたちを霊 の滅亡か

ら救い出してくれる方法はありません。

このことに関して，ヨシュアも同様

なことを言ってい ます。「『ただし，わ

たしとわた しの家 とは共 に主 に仕えま

す。』……

民 はヨシュアに言った， 『われわれ

の神 ，主 に，われわれは仕え，その声

に聞 きしたがいます。』」14

主 と預言者 の勧告を受け入れるか拒

むか はわた したち に任 されてい ます。

預言者 に従わない人は往々に して従 っ

ている人を批判する傾向にあ ります。

その中には，教会 の指導者 に従 う教

会員を 「愚かな羊」 と批判す る人 もい

ます。イエス は言われ ました。 「自分

の羊をみ な出 して しまうと，彼は羊 の

先頭 に立 って行 く。羊 はその声 を知 っ
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ているので，彼について行 くのである。

ほかの人には，ついて行かないで逃 げ

去 る。その人の声 を知 らないか らであ

る。」15

もちろん， これらの事柄はわたした

ちの世代か ら始 まったわけではありま

せ ん。時の初めよ り，サタンは常に神

に挑み猛烈 な影響力 を振 るってきまし

た。偽 りの父であるサタンは 「わた し

もまた，神 の子だ」16と 言っています。

サ タンはアダムの子供 に神 に関する事

柄 を信 じてはい けない とそそのか し，

子供たちは 「神 よ りもサ タンを愛 した。

人 々はその ときから，肉欲や官能にお

ぼれ，悪魔 に従 う者 とな り始 めた」17

のです。だれでもしていることだから，

と口実を設け，「こうい う時勢だか ら」

と言い訳 しているのです。

わたしたちが交わす儀式 と聖約 は，

自分が何者であるか ということと，神

に対するわた したちの責任について思

い起 こさせ ます。主はこれ らの ことを

通 して，わた したちを導 き永遠の命 に

至 る道筋 を案内 して くだ さるのです。

儀式 と聖約 を尊ぶ とき，主はさらに新

たな力 を与 えて くださるでしょう。

・ ジ ェー ムズ ・E・ タル メー ジ長老

は， 「心 に神 の愛 を宿 し」確 固 とした

信仰を持つ人は 「その行動の根拠 とな

る規範や法則 をわざわざ疑問に思うこ

とな く奉仕 と義 の人生 を追求す る」18

と断言 しています。

わた したちや わた した ちの家 族が

日々サタンの誘惑にさらされているこ

の世の中にあって，ヒンクレー大管長

の勧告 を心に留め ようではあ りませ ん

か。「もし人が聖約 に従 って生活す る

ようになれば，あ らゆることはおのず

と解決 してい くで しょう。」19

主 と交わ した聖約を忠実に守 ってい

る信仰深い教会員に とって，すべての

ことを 「一点一画に至 るまでことごと

く」知 らされる必要はないのです。キ

・リス トのような行いはうわべか らでは

なく人間の心 の底か らあふれ出て くる

ものです。そのような行いは福音の儀

式で約束 されている主 の御霊の導 きに

よって もた らされるのです。わた した

ちが最 も願 うべ きことはこの神聖な導
たんのう

きによって もたらされる聖めを堪能す



ることであ り，最：も恐れるべ きことは，

これにまつわる多 くの祝福 を失 うこ と

なのです。詩篇の作者が 「神 よ， どう

か，わたしを探 って， わが心 を知」 っ

て ください，20と言 った ようにわた し

たちもそう言えるような人生 を送れま
み な

すようイエス ・キリス トの御名 によっ

てお祈 りいた します。アーメ ン。
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●1998年4月4日(=L)午 後の部会

教会役員の支持
第二副管長

ジェームズ ・E・ ファウス ト

ヒ

弟姉妹の皆 さん， ヒンク レー大

兄管長か らの要 請に より，これか
ら中央幹部，地域幹部七十人，な らび

に教会の中央補助組織会長会の方々の

名前 を提議 しますので，皆 さんに賛意

の表明をしていただ きたいと思います。

預言者，聖見者，啓示者，末 日聖徒

イエス ・キ リス ト教会の大管長 として

ゴー ドン ・ビ トナー ・ヒンク レーを支

持 して くださるよう， また，大管長会

第一副管長 として トーマス ・スペ ンサ

ー ・モンソンを
，大管長会第二副管長

としてジェームズ ・エス ドラス ・ファ

ウス トを支持 して くださるよう提議い

た します。この提議 に賛成の方はその

意を表 して くだ さい。反対の方はその

意を表 して ください。

十二使 徒定員 会会長 として トーマ

ス ・スペ ンサー ・モンソンを，十二使

徒定員会会長代理 としてボイ ド ・ケネ

ス ・パ ッカー を，また十二使徒定員会

会員 と して ボ イ ド ・K・ パ ッカー，

L・ トム ・ペ リー，デ ビッド ・B・ ヘ

イ ト，ニール ・A・ マ ックスウェル，

ラ ッ セ ル ・M・ ネ ル ソ ン ， ダ リ ン ・

H・ オ ー ク ス ，M・ ラ ッセ ル ・バ ラ ー

ド， ジ ョセ ブ ・B・ ワ ー ス リ ン， リ チ

ャ ー ド ・G・ ス コ ッ ト， ロ バ ー ト ・

D・ ヘ イ ル ズ ， ジ ェ フ リ ー ・R・ ホ ラ

ン ド， ヘ ン リ ー ・B・ ア イ リ ン グ を 支

持 し て く だ さ る よ う 提 議 い た し ま す 。

こ の 提 議 に 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 し て

くだ さ い 。 反 対 の 方 が い れ ば ， 同 様 に

そ の 意 を表 して くだ さ い 。

大 管 長 会 の 副 管 長 ， 十 二 使 徒 を預 言

者 ， 聖 見 者 ， 啓 示 者 と し て 支 持 し て く

だ さ る よ う提 議 い た し ま す 。 こ の 提 議

に 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 し て くだ さい 。

反 対 の 方 が い れ ば 同 じ よ う に そ の 意 を

表 し て く だ さ い 。

わ た した ち は ， シ ェ ル ド ン ・F・ チ

ャ イ ル ド，ク エ ン テ ィ ン ・L・ ク ッ ク，

フ ラ ン シ ス コ ・J・ ビ ー ナ ス の 各 長 老

を 七 十 人 第 … 定 員 会 会 員 と して 支 持 し

て く だ さ る よ う 提 議 い た し ま す 。 こ の

提 議 に 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 し て くだ

さ い 。 反 対 の 方 は そ の 意 を 表 し て くだ

さ い 。

わ た し た ち は ， ア トス ・M・ ア モ リ

ン，E・1/イ ・ベ イ トマ ン， バ ル ・R・

ク リ ス テ ンセ ン， ロ ナ ル ド ・T・ ハ ル バ

ー ソ ン， ア ー ル ・M・ モ ン ソ ン ， メ リ

ル ・C・ オ ー クス ，H・ ブ ラ イ ア ン ・リ

チ ャー ズ， ネッ ド ・B・ ローシェイ，

D・ リー ・トブラー，ゴー ドン・T・ ワ

ッツ，スティーブン ・A・ ウエス ト，ロ

バー ト・J・ ポエットン， レイ ・H・ ウ

ッドの各長老 を七十人第二定員会会員

として支持 して くださるよう提議 いた

します。 この提議に賛成の方はその意

を表 してください。反対の方は同 じよ

うにその意 を表 して ください。

わた したちは，以下の方 々を地域幹

部七十人 として支持す るよう提議いた

します。ヘ ンリー ・F・ アセベ ド，ホ

アン ・A・ アルバラデポ，モデス ト ・

M・ ア ミス タッ ド・ジュニア，ホラシ

オ ・P・ アラヤ，グス タボ ・A・ バ リ

オス， クレイグ ・A・ ブロ ック， アデ

マール ・ダ ミアニ，エ ドガルゴ ・E・

フェルナン ド，フランツ ・R・ ガーグ，

ダニエル ・L・ ジ ョンソン，ウ ィルフ

レッド ・R・ ロペス， ジャイロ ・マ ッ

ザガルデ イ， ジェズス ・ニエ ビス，ア

ドリアニ ・オチ ョア，エマニュエ ル ・

0・ オパ レ ・シニア，ウ ィリー ・F・

ズズナ ガ。この提議 に賛成の方はその

意を表 して くだ さい。反対の方がいれ

ばその意 を表 して ください。

わた したちは，そのほかの中央幹部，

地域幹部七十人，中央補助組織会長会

を現状のまま支持 して くだ さるよう提

議いた します。この提議 に賛成の方は

その意 を表 して ください。反対の方は

その意を表 して ください。

提議は全員一致で賛意の表明が得 ら

れたようです。兄弟姉妹の皆さんの信

仰 と祈 りに感謝いた します。

では，新 しく召 された七十人第二定

員会会員の方々，壇上の席においで く

ださい。
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教会監査委員会報告
教会監査委員会

テッ ド・E・ デービス提出

教
会監査委員会は3人の会員で構成

され，教会のあらゆる役員，職

員，業務，部署，また教会の関連会社

から独立しています。当委員会は大管

長会に直接報告することになってお

り，託された責任を遂行するうえで必

要なあらゆる記録類，および教会職員

からすべての情報を入手しました。

教会にはあらゆる業務，部署から独

立した教会監査部もあります。教会監

査部は教会監査委員会から独立してお

り，職員は公認会計士など資格ある監

査役員で構成されています。また監査

部は，認可された専門の監査基準に従

って教会のあらゆる業務を監査する方

法を確立しております。これには地元

の教会ユニットからの献金と支出を監

督することも含まれています。

教会監査委員会は教会基金の収支管

理と保全のために，財務運営の方針な

らびに方法について，また1997年12月

31日 までの1年 間の予算編成，会計，

報告および監査方式について検討いた

しました。1997年 度の教会基金の支出
じゅうぶん

は，定められた方針 にのっとり，什 分

の一配分評 議会 で承 認 された もので

す。同評議会は，啓示 によって規定 さ

れたとお り，大管長会，十二使徒定員

会および管理監督会で構成されていま

す。承認された予算の管理は，予算承

認委員会の管理の下，教会予算部によ

って管理されています。

教会の関連会社は専任の職員によっ

て管理され，それぞれ独立した取締役

員会に報告 します。これらの会社は標

準的な実務処理方式に従って，個々に

会計ならびに報告の制度を設けていま

す。そして，教会監査部および独立し

た公認会計事務所，あるいはそのいず

れかから監査を受けています。ブリガ

ム ・ヤング大学および教会運営のその

ほかの高等教育機関は独立した公認会

計事務所から監査を受けています。

財務運営，予算，そのほかの方針な

らびに方法，そして1997年 中に提出さ

れた監査報告書やそのほかの回答を検

討した結果，監査委員会では1997年12

月31日現在の教会基金の収支に関する

すべての事柄は，啓示と定められた教

会の方針 と手続 きに従って運営され，

会計処理されているという見解に達 し

ました。

以上，謹んでご報告申し上げます。

教 会 監 査 委 員 会

テ ッ ド ・E・ デ ー ビス(委 員 長)

ドナ ル ド ・D・ サ ル モ ン

フ ラ ン ク ・M・ マ ッ コ ー ド
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1997年 度

統計記録`
大管長会秘書

F・ マイケル ・ワ トソン提出

弟姉妹の皆さん，大管長会は教兄会員の参考 のために，1997年12
月31日 現 在の会員数の増加 と現況を示

す以下のような統計記録 を発表 しま し'

た。 この統計 は，今回の大会に先立っ

て提出 された報告書に基づいています。

教会ユニ ット

ス テ ー ク 数 ・ ・ ・ … 一 ・2，424

地 方 部 数 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …649

伝 道 部 数 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …318

ワ ー ド数 と支 部 数 の 合 計 ・ 一24，670

上 記 の ユ ニ ッ ト を有 す る 地 域 は ，143

の 独 立 国 と19の 属 領 地 に 及 ん で い る。

教会員数

総 会 員 数 ・ ・ ・ ・ ・ …10，070，524

1997年 に バ プ テ ス マ を 受 け た

記 録 上 の 子 供 ・ ・

改 宗 者 ・ …

宣教師数

'● ・ …75
，214

・ ・ 。 …317
，798

専 任 宣 教 師 ・ ・ ・ ・ ・ ・ …56，531

1997年4月以降に他界した

著名な教会員

名誉 中央幹部のポール ・H・ ダン長

老，地域幹部七十人のオス カー ・H・

アグワヨ長老，ヘ レン ・カーネス ・リ

チャーズ姉妹(元 七十人会長会会員の

故 フランクリン ・D・ リチ ャーズ長老

夫人)ジ ャネッ ト・イ レイン ・ウィー

チ ・ソレンセン姉妹(元 七十人定員会

会員 リン ・A・ ソレンセン長老夫人)，

カーマ ・ニ ールセ ン ・カ トラー姉妹

(元 七 十人定 員会 会員 の故 クリ ン ト

ン ・L・ カ トラー長老夫人)， 元 中央

若 い女性会長会 第一副会長 モー リー

ン ・ジ ョンソン ・ターリー姉妹。



十二使徒定員会会員

L・ トム ・ペ リー

信仰箇条

信仰箇条を救ω主の教義の研究仁おωτガイドとしτ用ωるならば
あかし

主の回復された真の教会につω～=証を述べる傭えとなるさしょう。

97年 は 教 会 に と っ て す ば ら し

19 い年で した。モ ルモ ン開拓者
のソル トレー ク盆地到 着 を記 念す る

150年 祭 が全世界の注 目を集めま した。

新聞や雑誌，テレビ，ラジオがわた し

たちのことを採 り上げました。世界中

の人々がわた したちのことについて知

る，何 とすば らしい機会であった こと

で しょう。さて，わた したちはこれを

単に報道の一つとして終わ らせるのか，

それ ともあ らゆる国民，部族，国語 の

民，民族に福音 を伝 えるという，わた

したちに課せ られた責任 を果たす機会

とするのか，どち らにするか を決めな

ければな りません。

主が望んでお られるのは後者である

と，わた しは確信 してい ます。バプテ

スマの水か ら上が りイエス ・キ リス ト

の教会の会員 として確認を受けた とき，

わた したちは福音のメッセー ジを御父

のほかの子供たちに伝えることを主 と

聖約 しました。わたしは自分たちに与

え られたこの再生の機会に思いをはせ

た とき， 自分 にこう問いか けま した。

「王 国に貢献す るため に，わた しは ど

のような備 えをしているだろうか。」

わた しは自分 のふ さわ しさを吟味 し

ているうちに，3歳 か ら12歳 まで出席

していた初等協 会で受けた数々の教え

を思い出 しました。わたしは初等協会

からかな りの影響 を受けました。尊敬

す る両親の教えに対する理解 をさらに

深めて くれ るもので した。初等協会の

次 はアロン神権やボーイス カウ ト， 日

曜学校の上のクラスに行 きます。でも，

その前に初等協会 を卒業 しなければな

りませ ん。条件が二つあ りました。当

時 の十二使徒の名前 を覚 える ことと，

13節 の信仰箇条 を暗唱す ることです。
せいさん

聖餐会 で監督のそばに立って質問に答

え，初等協会卒業の条件 を満た したこ

とを証 明するのです。初等協会の卒業

候補生 は通常，監督から信仰箇条のど

れか一つ を暗唱する ように言われるこ

とをわたしは知 っていました。監督 は

わた しの父で した。でもご安心 くださ

い。 自分の子供だか らといって容赦 は

して くれませ んで した。そ うです。初

等協会 の進級証明書を渡す前 に，いち

ばん長 い第13節 を暗唱するように言 っ

たのです。

この経験 を思い出 した とき，ふ とこ

う思い ました。「あの二つ の暗唱課題

をどれほ ど覚えているだろ うか。」当

時健在だった十二使徒の名前 は今 も覚

えてい ました。ラ ドガー ・クラウソン，

リー ド・スムー ト，ジョージ ・アルバ

ー ト ・ス ミス
， ジ ョージ ・F・ リチ ャ

ーズ
，デ ビッド ・0・ マ ッケイ，ジ ョ
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セブ ・フィールディング ・ス ミス，ス

テ ィーブン ・L・ リチャーズ， リチャ

ー ド・R・ ライマン
，メルビン ・J・バ

ラー ド， ジ ョン ・A・ ウ イッツ ォー，

ジョセブ ・F・ メ リル，チャールズ ・

A・ カリスです。で も信仰箇条の方 は，

最初 の5節 まで は大丈夫で したが ，後

は順番があやふやだった り思い出せな

い部分があった りで，だめで した。再

教育が必要で した。そこでわたしは聖

典か ら信仰箇条をコピーして洗面所の

壁 には り，毎朝の歯磨 きとひげそ りの

ときに見 ることにしました。す ると数

日で全部確実に覚 えることができまし

た。 この経験 を通 して強 く確信 したの

は，信仰箇条が預言者 ジ ョセブ ・ス ミ

ス に啓示 として与 えられた ということ

です。そして，この信仰箇条一つ・...一つ

の内容をよく勉強すれば，福音のあら

ゆる原則 を説 明 し擁 護す るこ とがで

き，回復 された真理を探究す る人々に

詳 しい解説をす る機会が得 られる との

結論に達 しました。

教会員一人一人が信仰箇条を暗唱 し，

その一つ一つの条文に込められた原則

を理解 したら，どれほど大 きな祝福が

もた らされることでしょう。人々に福
の

音 を宣べ伝 える備えがで きるのです。

ここで，信仰箇条が どのように して

与え られたかを見てみ るこ とにしまし

ょう。預言者 ジ ョセブ ・ス ミスは しば

しばモルモニズムの教義 と儀式につい

て説 明を求め られ ました。こうあ りま

す。「「シカゴデモ クラ ット』(Chlcago

1)emocra亡)紙 の編集者 ジョン ・ウェン

トワース氏が ジ ョセブ ・ス ミスに 『末

日聖徒の起こ りと発展，迫害，信仰に

ついて』概略 を説明す るよう求めてき

た。」 ウェ ン トワース氏 はニ ューハ ン

プシャーの出身で，郷里の州の歴 史を

編 さんするに当た り，その情報が必要

だったのです。「ジ ョセ ブは彼の 申し

出に応 じ，ウェン トワース氏 に数ペー

ジに及ぶ文書 を送った。それ には最初

の示現や 「モ ルモ ン書』 の出現をはじ

め とす る回復史の初期の出来事が多 く

含まれていた。 また，末 日聖徒 の信条

を13箇 条にまとめたもの もあ った。そ

れが信仰箇条 として知 られるものとな

るのである。」 ウェ ントワース氏に送

一



られた情報 は 『シカゴデモ クラッ ト』

に掲載されることはあ りませ んで した

が，1842年3月 に教会 の新 聞 『タイムズ・

アンド・シーズンズ』(TでmesaηdSea-

soηs)に 発 表され ました。「1851年 ，信

仰箇条はイギ リス伝 道部で出版 された

「高価 な真珠』の初版 に加 えられた。そ

して 『高価な真珠』 の1878年 の改訂 と

1880年 の 標準聖典へ の追加 を受 けて，

信仰箇条は教会の正式な教義 となった

のである。」(ChαrchHfs亡oryof亡 血θ

Fα〃nessofTfmes『 時満ちる神権時代

の教会歴史』256-257参 照)

で はここで，13箇 条の一つ一つ につ

いて簡単に見てみましょう。暗唱 して

教会 の基本的 な教義 を説 明す るのに役

立つ ことと思います。

第1節 は，永遠の父 なる神 と御子イ

エス ・キ リス トと聖霊 を信 じるわたし
いかり

たちの信仰 の錨 となるものです。 これ

らの至高の方 々がこの世を支配 し統治

しておられるとい う知識は，何 とすば

らしいもので しょうか。わたしたちの

この信条は神の存在や属性 についての

人の推測から来た ものではありませんq

聖 なる森で預言者 ジ ョセブ ・ス ミスが

直接体験 した ことか ら得 た ものです。

ジ ョセブ ・ス ミスの経験によ り，父 な

る神，御子なる神 ，聖霊なる神の存在

が人類 に明 らか にされ ました。 こうし

て，この御三方が宇宙の偉大 な管理評

議会を構成 してお られ るとの示現が世

に下 されました。人類への御三方の関

与 を記 した ものとして受け入 れられて

いる記録 にあるように，それぞれ別個
みすがた

の方々 として人類に御姿 を現 されたの

です。わたしたちはこの御三方が別個

の方々であることを示 された例 を知っ

ています。御父が明確 な形の体 と手足

と霊 的な思い を持ってお られる こと，

またイエス ・キリス トが肉体 を得てこ

の世に来られる前 に霊 として御父のそ

ばにお られた こと，そ してイエス ・キ

リス トを通 してこの世が造 られた こと

は明らかです。主 は人間の肉体的特徴

をすべて備 えた存在 として，人々の問

で生活 されました。復活の後，主 はそ

の同 じ形で御姿を現 されました。聖霊
み たま

は，御霊，主の御霊，神の御霊，慰め

主，真理の御霊 とも呼ばれ，骨 肉の体

を受けておられない霊の御方です。聖

霊は御父と御子の証人として神と御子

の属性を人に明らかにし，ともに神会

を構成するその御二方について証され

るのです。

第2節 と第3節はわたしたちの救い主
しよくざい

である主の瞭 罪への信仰 を述べ たもの

です。全人類は救い主を通 して不死不

滅の体 を得 ることがで きます。 これ ら

の条文には，わたしたちに主を救い主

として受け入れる義務が あること， ま

た，「人 は自分の罪のゆえに罰せ られ，

アダムの背 きのゆえには罰せられない」

ことが述 べ られてい ます(信 仰箇 条

1：2)Q

第4節 と第5節 は福音の第一の原則へ

の信仰を述べた ものです。それは主イ

エス ・キ リス トを信 じる信仰 と悔い改

めです。また，福音の第一の儀式がバ
たまもの

プテスマ と聖霊の賜物の授与であるこ

とも学びます。 これ らの儀式は 「預言
あん

によって，また権能 を持つ者 による按
しゅ

手によって，神か ら召 され」た，それ

らの儀式を執行する権能を持つ人々に

よって授 けられ ます(信 仰箇条1：5)。

わ た したちは，主が世の初めか ら地上

の神 の子 らのために救いの計画を立 て

てお られたことを信 じています。そし

て，時 に臨んで地上 に神権者 を立てら

れ，権能によって神聖な儀式 を執行 さ

せることによ り人類 に祝福 を与え よう
み こころ

となさい ました。儀式は主の御心への

従順 を示す ものだったのです。神 の最

も大 いなる賜物である永遠の命を得 る

ためには段 階を踏まなければな りませ

んが，その一つ一つには試験があ りま

した。その基本 は，主の計画 と主の律

法に対 して信仰 を持つ こと，罪 を悔 い

改めて清 く汚れのない者 となる こと，

主の 日の栄えの王国に入 るのに必要な

聖なるバ プテスマの儀式 を受 けること

です。そ してバ プテスマの後 に，大 い

なる賜物である慰め主を受けます。慰

め主は， この世で進歩の過程 をた どる

わた したちのそばにあって，導 きと指

針 と指示 を与えて ください ます。 これ

らはすべて，神か ら人類 に授 けられた

権能の下 に行われるのです。儀式執行

の権能を授け られた人々は，自分の権

能の系譜 を，人類 にその権能を授け ら
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れた主御 自身まで さかのぼ ることがで

きます。

信仰箇条の第5節 までの教 えを土台

に した第6節 は，組織が必要であるこ・

と，そ して初期 の教会にあ った と同 じ

組織 が 回復 され た ことを告 げて いま
こんにち

す。その回復 された教 会は今 日，聖な

る神権 の回復に よって授 けられた神聖

な力 を受 けて，この地上に存在 してい

ます。

第7節 と第9節 は天が閉 じられていな

いこ と，神が過去 と同 じように今 も，'

そ して将来 も続けて人類にその御心 を

明 らか にされるこ とを述べて います。

また，御霊 の賜物 も，過去の時代同様，

今 日の人類 にも授 けられています。

第8節 は 『聖書』 について，「正確 に

翻訳 されているか ぎり，『聖書』は神

の言葉であると信 じる」、とし，「『モル

モ ン書』 も神 の言葉 である と信 じる」

としています。 『モ ルモ ン書』 は 『聖

書』 に記された聖文の正当性 を証明す
あかし

る第二の証 です。主は末 日における福

音回復の計画の中で，救い主である主

の使命の もう一つの証明 として 『モ ル

モ ン書』 を世に出 され ました。『モ ル

モ ン書』はまた，天の御父の子供 たち

にとって非常 に重要な宗教上の歴史 を

提供 して くれます。

第10節 は 「イスラエ ルの文字 どお り

の集合」へ のわた したちの信仰 を示す

ものです。シオ ンの再建があ り，キリ

ス トが再臨されて 「自ら地上 を統治 さ

れ」ます。預言者の弟であるサ ミュエ

ル ・H・ ス ミスが最初 の伝道旅行 に出
の

発 し， 『モルモ ン書』 の真実性 を宣べ

伝 えたのは1830年6月 の ことで した。

シオ ンの集合 はその ようにして始 まり

ました。言葉は シオ ンの山か ら出て，

福音の回復を受 けた地上の民にもた ら

されたのです。今 日，天の御父の子供

た ちを集める業 は，主 の再臨 と地球 の

福千年 の統治のためにわた したちが備

えをする問，続 きます。わた したちは

主の永遠の福音 を友人や隣人，そ して

地上のほかの民 に宣べ伝 えることに よ

って，この偉大 な集合 の業に自 ら熱心

に携 わることになります。

第11節 と12節 は信教 の自由，宗教 的

寛容，選択の 自由について述べ たもの



です。選択の自由は，神か ら子供たち

への大いなる賜物の一つです。それに

よ り人は選択 の権利を得， 自分の力 で

救いを勝ち取ることがで きます。また，

この世の政府に従い，国の 「法律 を守

り，尊び，支える」 ように述べていま

す(信 仰箇条1：12)。

第13節 は，わたしたちが どのような

生活 をして，この世の人 々の前 にあっ

てどう振 る舞 うべ きかについての特別

な考えを述べたものです。 こうあ りま

す。 「わた したちは，正直，真 実，純

潔，慈善，徳高 くあるべ きこと， また

すべての人に善を行 うべ きことを信 じ

る。実に，わたしたちはパウロの勧 告

に従 うと言ってもよい。 わた したちは

すべてのことを信 じ，すべてのことを

望む。わたしたちはすでに多 くの こと

を堪え忍んで きてお り， またすべての

こ とを堪 え忍 べ る ように と望んで い

る。どのようなことで も，徳高いこと，

好 ましいこと，あるいは誉れあること

や称賛に値することがあれば，わた し

たちは これ らのことを尋ね求めるもの

である。」

信仰箇条 は学者のグルー プによ り作

られた ものではあ りません。霊感 を受

けた一人の人が，イエス ・キ リス トの

福音の本質的な教義 を，余す ところな

く，しか も簡潔に述べたものです。そ

こにはわた したちの宗教の原則 に関す

る率直 で簡潔 な声明が含 まれてお り，

預言者ジ ョセブ ・ス ミスが確 かに神 の

霊感 によって記 した という確固 とした

証拠 となっています。

わた しは皆 さんに，信仰箇条 とそれ

が教 える教義 を研 究す るようにお勧め

します。それは 「教会 における霊感 と

歴史 と教義についての最 も重要な声明

の一つであ り，……条文一つ一つが ，

モルモニズム とこの世のほかの人々の

信条 との違いを説明す る建設 的な声明

となってい る」か らです(『 時満 ちる

神権時代の教会歴史』257)。 信 仰箇条

を救い主の教義の研究 においてガイ ド

として用 いるな らば，主の回復 された

真の教会 について証を述べる備 えとな

るで しょう。確信 をもって 「わた した

ちはこれらのことを信 じています」 と

宣言することがで きるのです。

この特別に明らかにされた真理が真

実の ものであることを証 し，救い主で
み な

ある主イエス ・キリス トの御名 により

申し上げます。アーメン。

モルモンタバナクル合唱団による賛美歌コ」ラスを指揮するクレーグ ・ジェソップ
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「神か らこられた教師」

十二使徒定員会会員

ジェフリー ・R・ ホラン ド

家庭，説教壇からの話，営理菓会，そ しτもちろん 各クラス さ学ぶし

教会の優れた教えにつωτ改めτ認識し，尊ん ざくださω。

救
い主が教 導の業 を始 め られ て問

もない ころ，ニコデモが イエス

を訪れて語った言葉はわた したちすべ

てを代表 して語 った ものです。「先生，

わたしたちはあなたが神か らこられた

教師であることを知っています。」1

キ リス トが単なる教師以上の御方で

あ られたことは言うまで もあ りません。

キ リス トは神の御子，永遠の福音 の計
あがな

画の聖者，世 の救 い主，照い主です。

しか しニ コデモが歩 み始 めた道 は，

皆 さんやわたしとさほど変わりません。

それはすべての子供 たちや若 い生徒 ，

また新 たに改宗 した人たちが，心の琴

線に触れる感動 を与えて くれる教師を

認め，その教師にこたえることによっ

て歩み出す道で もあ ります。

最近，ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大

管長は教会員，特 に新たに改宗 した会

員を教会に定着 させるよう訴えました。

この中で， ヒンクレー大管長 は，すべ

ての会員が信仰 を強 く保つため最低 限

必要 なものと して，次の3つ を強調 し

ました。それは友情 と責任 と 「神の善

い言葉 〔による養い〕」です。2

家 庭 と教会での霊感に満た された教

育は，神の善い言葉 による養い とい う

きわめて重要 な要素 を満たす助け とな

ります。わたしたちは教えて くださる

すべ ての皆 さん に大変 感謝 してい ま

す。皆 さんへ の愛 と感謝の気持ちは言

葉に尽 くせ ませ ん。皆 さんに大 きな信

頼 を寄せてい ます。効果的に教 えた り，

うま くいっていると感 じるようになっ

た りするためには大変な労力を要 しま

すが，その働 きには価値があ ります。

わた した ちは 「大 いなる召 し」3を 受

け られ るのです。確かに，この召 しを

尊んで大いなるものとする機会は至 る

所に存在 します。それは永遠 にわた り

必要 とされます。父，母，兄妹，友人，

宣教師，ホームティーチ ャー，訪問教

師，神権指導者，補助組織指導者，ク

ラスの教師 といった人々はそれぞれ 自

らの道を歩みつつ，わた したちを教え，

救 いに導 くために 「神か ら来た」ので

す。実際教会内で，周囲に影響 を与え

ていない人を探すのは不可能です。パ

ウロが手紙の中で，「神 は教会の中で，

人々を立てて，第一 に使徒，第二 に預

言者，第三に教師 とし」 と記 したのも

何 ら不思議ではあ りませ ん。4

わ た したち一人一人が 「キ リス トの

もとに来」 て5， 主の戒め を守 り，主

の模範に従い天の御父のみ もとに戻 る

のは，人類が存在する最 も高 く尊い 目

的です。そ して，人々が この 目的 を果
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たせ るよう助 けること，すなわち，彼

らが賭いの道 を歩むよう教え，説 き勧

め，祈 りをもって導 くの も，間違いな

く人生でそれ に次 ぐ重要な務めです。

以前にデビッ ド・0・ マ ッケイ大管長

が 「神の子供 たちの教師となる以上に

大 きな責任 は この世 にない」6と 語 っ

たの も，その ような理 由か らで しょう。

実際，わたしたちは皆，ピリポが遣わ

されたエチオピア人の ような側面があ

ります。彼 と同様 ，宗教への探求心が

あ り，聖文の研究に多 くの時間を割 き，

この世の財産 を手放 しさえ します。 し

か し，十分な教 えを受 けなければ，そ

れ らすべての 目的，また将来求め られ

る事柄 の意味を理解で きないことにな

ります。そ うしてわた したちは，大 き

な権力を持ったこのエチオピァ人とと

もに次 のように叫ぶ のです。 「だれか

〔先生〕が，手 びきを して くれな けれ

ば，どうしてわか りましょう。」7

使 徒 パ ウロ は こう教 えて い ます。
み な

「なぜな ら， 『主の御名 を呼び求める者

は，すべて救 われ る』 とあるか らであ

る。 しか し，信 じた ことのない者 を，

どう して呼 び求め ることがあろ うか。

聞いた ことのない者を，どうして信 じ

ることがあろうか。…… 量 は 耳 こ

とによるので ，聞 くことはキリス

トの言葉か ら来るのである。」B
み こと ば

預言者か ら，神 の御言葉 を聞 きさら

に信仰 を増 す よう呼 びかけ られた ら，

家庭，説教壇か らの話，管理集会，そ

して もちろん各 クラスで学ぶ，教会の

優 れた教 えについて改 めて認識 し，尊

んで ください。教会の中で，霊感 され

た教えを決 して失われた芸術 としては

な りませ ん。そのような教 えを伝統 と

して絶やさないため に，固い決意 をも

って求めていかな くてはな りませ ん。

キンボール大管長 は以前次の ように

勧 め ま した。 「ス テー ク会長 ，監督，

な らびに支部長の皆 さん，教会におい

て，教育の質の向上 に特別 な関心を払

って ください。……わた しは，多 くの

会員が教会に来てただ漫然 とクラスや

集会に参加 し，…… 〔霊的に感化 され

ることもなく〕家路に就 く場合が多す

ぎるので はないか と懸念 してい ます。

特 に 〔日々の生活での〕 ス トレス， ま



た誘惑や試練に悩む……ときに， この

ような状況 にあれば非常 に不幸 なこと
み たま

です。 わた したちは皆，御霊 に触れ，

養 いを得 る必要が あ ります。」そ して

キンボール大管長 は，次のように結論

づ けま した。 「これ を実現する最 も大

切 な方法の一つに，交 に えるこ

.とが挙げ られ ます。わた したちは，会

員が教会に来るため に多大 な労力 を注

ぎますが， 出席 した会員が教会で何 を

得 るかについて十分 な関心 を払ってい

ない場合が よくあ ります。」9こ の件 に

関 して，ヒ ンクレー大管長 はこのよう

に述べ ています。 「 ム にお}る'

の 首bは ホ に'る ことで 」

繰 り返 します。 「教会 にお ける指導の

真 髄 は，効 果的 に教 え るこ とです。」

さらに大管 長はこ う続廿 ま した。 「永

・遠の命 は，兄弟姉妹が一

力 。で'を 再}， 自らの生活 を

変え，訓練す ることによってのみ もた

らされ ます。強制によ り彼 らに義を行

わせ，天国に行かせるのは不可能です。

皆が導 きを得 なくてはな りません。つ

まり教育が必要なのです。」10

救 い主が弟子 たちに最後 に語 られ，
こんにち 　 み

今日わたしたちに第一に伝えられる御
こと ば

言葉 の中 に次 の よ'うな ものが あ りま

す。「それゆえに，あなたが たは行 っ

て，すべての国民を弟子 として，……

あなたがたに命 じておいたいっさいの

ことを守る ように教 えよ。見 よ，わた

しは世の終 りまで， いつ もあなたが

た と共 にいるのである。」11ま た復活 と
かしら

昇栄の後，使徒の頭 であったペ テロに

対 し，「わた しの小羊 を養 いなさい…

…わた しの羊を飼いなさい……わた し

に従って きなさい」12と 言われました。

主からの勧告の うち，次の言葉ほ ど

強調 された ものはないことを，忘れて

はな りません。「御霊 ，す なわち真理

を教えるために遣わ された慰め主に よ

って」福音 を教 えなさい。

主が尋ね られたように，わたしたち

は 「真理の御霊 によって」福音 を教 え

ているで しょうか。それ とも 「何かほ

かの方法 によって」教 えているでしょ

うか。主は次のように警告 してお られ

ます。 「もしもそれが何 かほかの方法

によるとすれば，それは神か ら出ては

_.一 一一___■ 一 」■

いない。」13同 様 に，ほかの聖句では次

の ように戒 めてお られ ます。「御霊 を

受 けなければ，あなたがたは教 えては

な らない。」14

天 か らの御霊による働 きかけなしに

は，永遠に関する事柄 は何 も学べ ませ

ん。親，教師，指導者 として，わた し

たちはモーセが約束の地で対処 した方
なら

法 に倣い，課題に取 り組 まなくてはな

りません。 ほかの方法では達成不可能

だ と知っていたモーセは，エホバ に次

の ように語 りま した。 「もしあなた 自

身が一緒に行かれないな らば，わたし

たちをここか らのぼらせないで くださ

い」15。

これ こそ，会員が集会に集い，様々

なクラスに参加する際，ほんとうに求

めてい るものです。福音の知識を新た

に幾つか学び，友 人に会 うことは大切

な要素ですが，単 にそれだけを目的に

教会 に来る会員はほとん ど存在 しませ

ん。会員が教会に集 うのは，霊的な経

験 を求め，平安 を感 じ，信仰 を強 め，

新 たに希望を得たいと望んでいるから

です。つ まり，神 の善い言葉で養 われ，

天の力 により強め られ るよう望んでい

るのです。話 の責任や，教 え，あるい

は指導する責任 を受ける人は最善を尽

くし，教会に集 う目的 を満 たせるよう

にする義務があ ります。 自ら神 を知 る

よう熱心 に努め，神 の独 り子 の光を求

め続けるときにのみ，この義務は達成

されます。そ して，自らの心が正 しく，

最善 を尽 くして自らを清め，自身の力

の及ぶか ぎり祈 り，涙 を流 し，備 え，

悩むな らば，神 はアルマ とモーサヤの

息子 に語 られたと同様， わた したちに

も次 のよ うに言 われ るで しょう。「頭

を上げて喜びなさい。……あなたがた

に成功 を得 させ よう。」16

わた したちは新会員の方々について

もちろん心配 してい ます。彼 ら一人一

人がわた したち とともに教会にとどま

り，すべ ての祝福 を享受す るよう願っ

てい ます。宣教 師が示 した と同様に，

キリス トの精神 ，説得力，教義，そ し

て個人的な関心を もって引 き続 き彼ム

鎧 ならば，新 しい改宗者 はわた

したちとともに教会 にとどまるだけで

な く，文字 どお り教会を離れることは

決 してないと思います。継続 して入念
こんにち

に教 え導 く必要性 は明 らかです。今 日

のような時代 において，わた したち皆

が必要 とするのは，モルモンが語 った

ように 「神の言葉の力」 なのです。な

ぜな ら，それ は 「剣やそのほか， これ

まで民 に起 こった どのようなことより

も民の心 に力 強い影響 を」17及 ぼすか
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[

らです。現在，また将来において人生

に危機が訪れる とき，少々の聖句 と詩

を織 り交ぜ て形成 した人 間の哲学 は，

そのような影響はもた らしませ ん。わ

た したちは青少年や新会員 に対 し，生

活で困難に陥ったときに支 えとなるよ

うな方法で，ほんとうに養 っているで
し こう

しょうか。神学 的な嗜好品の ように，

霊的に栄養価のない内容で済ませては

いないで しょうか。ジ ョン ・テーラー

大管長 はかつてそ の ような教 え方 を

「調理 した泡」 と表現 しま した。 一 日

中食べても決 して満足す ることはない

か らです。1B数 年前，ある寒 さの厳 し

い冬に，ボイ ド・K・ パ ッカー長老 は，

かな りの数 に上る鹿が，干 し草で 胃袋

がいっぱいだったにもかかわ らず餓死

したことについて触れました。動物保

護i事務所 は親身になって鹿 を助 けよう

としましたが，彼 らが与えたの はいわ

ゆる量であ り，本来必要であったのは

栄養価 とい う質の方で した。残念なが

ら，職員が鹿 に 「えさ」 を与 えは しま

したが，「養い」 までには至 らなかっ

たのです。

わた しは，半世紀以上 も前 に 」・ル

ーベ ン ・クラーク副管長が青少年につ

いて語 った言葉が大好 きです。 これは

新会員 にも当ては まります。 このよう

に言いました。「〔彼 らは〕霊的な事柄

に飢えてい ます。福音 を学 びたい と心

から願 い，あるが ままの形 で学ぶよう

望んでいます。……

……皆 さんは 〔彼 らの〕後 ろにそっ

と近づ き，宗教について耳 もとでささ

や く必要はあ りません。…… これ らの

真理 を率直に伝えればいいのです。」19

サ タンでさえ，自分の教 えを説 くに

当たって難解な言葉を用いないのなら，

わた したちは どうあるべ きで しょうか。

家庭で子供たちを教 えるときで も，教

会で聴衆を前 に話す ときでも，自らの

信仰 を分か りにくい言葉 で伝 えるのは

絶対 に避 けま しょう。 わたした ちは，

「神か ら来 た」教師 とな らなければな

らない ことを心に銘記 しましょう。疑

いの種をまかないで ください。利己的

な行動 や虚栄心 を遠 ざけて くだ さい。

よくレッスンを準備 して くだ さい。聖

文に基づ いた話を して ください。明 ら

かにされた教義を教えて くだ さい。心
あかし

か らの証 を述べ て ください。祈 り，実

行 し，向上 しようと努めて くだ さい。

また，管理集会 においては，啓示 に示

されているように，「教 え合 い，教化

し合」いましょう。そうすれば，集会

で学ぶことに より 「高い所か ら教えを

受 け」 られるで しょう。20こ うして教

会 も皆さんも，よ り良いもの となれる

のです。パウロはローマ人にこう語っ

ています。「なぜ ，人を教 えて自分 を

教えないのか。」21

教 えることに伴 う力 に.ついて，印象

深い話が預言者エ レミヤの生涯 を基 に

記 されてい ます。 この偉大 な人物 は，

たいていの教 師や話者，教会役員が召

されたときに感 じる気持ちにさいなま

れました。 自分は経験，ふさわしさの

面で欠 けるという思 い，そ して恐 れで

す。「ああ，主 なる神 よ」 とエ レ ミヤ

は叫 びました。「わた しはた だ若者 に

す ぎず， どのように語 ってよいか知 り

ませ ん。」

しかし主は，エ レミヤを励 まして言

われ ました。「彼 らを恐れて はならな

い， わた しが あなた と共 にい 〔る。〕

……あなたは腰に帯 して立 ち
，……彼

らに告げよ。」22

そ こでエ レミヤは人 々 に語 りまし

た。 しか し，最初 はあ まり成功 しませ

んで した。それ どころか，事はいっそ

う悪化 し， しまいには投獄 され，人々

の物笑いの種 とな りました。虐待 され，

中傷 されたエ レミヤは怒 り，実際， も

う二度 と人に教えを説かない と決心 し
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ました。相手が求道者であろうと，初

等協会の子供であろうと，新会員であ

ろ うと，そ して，一筋縄 ではいかない

青少年であろうとです。「主のことはダ

重ねて言わない，この うえその名によ

って語 る事 は しない。」落胆 した預言

者はそ う語 りました。そんなとき，エ

レミヤに とって人生の転換期が訪れ ま

した。彼が述べた証，読 んだ聖句，教

えた真理のすべてに対 して何かが起 こ

りました。彼が想像 もしなかった何か

が起 きたのです。 口を閉ざし，主か ら

遠 ざか ろ うと決心 した に もかか わ ら

ず，彼は自分にはそんなことはできな

い， と悟 りま した。 なぜで しょうか。

「主の言葉がわた しの心 にあって，燃

える火 のわが骨 のうちに閉じこめられ

ているようで，それ を押 えるのに疲れ

はてて，耐 えることができ」なかった

のです。23

これこそ，福音 にあって，教 師と学

ぶ者の双方 に起 こることです。それは，

ニー ファイとリーハイにも起こ りまし

た。 ヒラマ ン書 には こ うあ ります 。
し み たま

「そ して見 よ，神 の聖なる御霊 が天 か
くだ

ら降って，'彼らの心の中に入 られたの

で，彼 らはあたか も火で満たされたか

の ようになり，驚 くべ き言葉を語るこ

とができた。」24そ れは，マグダラのマ

リヤが経験 した天与 の喜びに も似てい

ます。マ リヤは園の墓で思いがけず，

復活 された愛する主に まみえま した。

そ して，主 に向かってただ 「ラボニ」25

と言いました。それは 「先生」 という

意味です。

教 えを受けて きたわた したちすべ て

の者 か ら，教 えて くだ さるすべ ての

方々に，心 を込めて感謝をお伝え しま

す。家庭や教会にあってわたしたちが

さらに教 授技術 を向上 で きます よう

に。そ して，教え合い教化 し合 ういっ

そ うの努力 をしていけます ように。あ

らゆる集会，あ らゆるメ ッセージを通

じて，神 の善い言葉で養われ ますよう

に。わたしたちの子供や改宗者，隣人，

新 たな友人か ら，わた したちの誠実 な

努力に対し，「あなた 〔は〕神か らこられ

た教師である」 と言 っていただけます

ように。教師である主，イエス ・キ リ
み な

ス トの 聖 な る 御 名 に よ っ て ，ア ー メ ン。
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キリス トは人の行動を
変えてくださる

七十人

リチャー ド ・E・ クック

改宗者が福音仁あっτrω ぎωきノすると

要 びすが 彼らば学生と しτ，両親と しτ，

としZ「にわかにrω きωぎノ しτきます。

た しはク ック姉妹 とともに，正

わ式な伝道部が組織 される1年 ほ ど
前にモ ンゴルへ宣教師 として派遣 され

ました。この召 しを振 り返ってみ ると，

わた したちの人生で最 も忘れ難い，充

実 した，そ して祝福 された時期 の一つ

に数えることがで きます。モ ンゴルで

過ご した時間か ら，今なお祝福 と豊か

な経験 という報いを受けています。

主は宣教 師に対 してこのように言わ

れ ま した。「あなたが たはこの民 に悔

い改め を叫ぶ ことに生 涯力 を尽 くし，

一人で もわた しの もとに導 くな らば，

わた しの父の王国で彼 とともに受ける

あなたがたの喜 びはいかに大 きいこと

か。」(教 義と聖約18：15)

この約束はすべての宣教 師にとって

そのため仁ば養ωが泌

仕事におωτ，一市房.

灯台 とも呼ぶべ きものです。 しか し伝

道活動か らもた らされる祝福 はほかに

もあ ります。それは数多 くまた多岐に

わたっています。す ぐにもた らされる

祝福 もあ りますが，時間を必要とする

ものもあ ります。

わた したちは2月 に， プロボで この

「時間を必要 とす る」祝福 を経験 しま

した。伝道を通 して大家族 となった我

が家 の一員に加わった，モンゴル人の

か わいらしい女の子の命名 と祝福 に立

ち会ったのです。彼女の名前は タンガ

ラグといいます。母親のダバジャーガ

ルは現代の開拓者であ り，モ ンゴルで

最初にバプテスマを受 けた女性で，父

親のサ ンチルはブ リガム ・ヤング大学

の経営学修士課程の学生です。

わた しはサンチルを，モ ンゴルで彼

が教会員 になる以前か ら知っています。

知 り合 ってか ら1年 後，サ ンチルは，献

身的な宣教師たちか ら福音を何度 も学

びバプテスマを受 けま した。改宗から

わず か2年 しか経ていないこの若 い父

親が，次の ような言葉 で始 まるすばら

しい祝福 を述べ ることがで きたのは，

まさしく奇跡 です。 「タンガラグ，わ

た しはあなたが善 い人になれるよう祝

福 します。」 わた しは この最初の言葉

を決 して忘れないでしょう。

サンチルは祝福 の中で，バプテスマ

を受ける前 には知るどころか想像す ら

しなか ったことを述べ ました。この祝

福 の儀式に立ち会って，福音がこの青

年 と家族をここまで変 えたことを実感
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したこの 日は， まさに宣教師 としての

報酬 を受 ける 日とな りました。

ヒンクレー大管長 はこのように述べ

てい ます。「最 も満 ち足 りた経験 は福
ま

音が人々に与 える影響 を目の当た りに

することです。福音 を知ると人生観が

変わ り，それまでに感 じたことのない

ような視野が開けます。気高 く神聖 な

事柄 に目を向ける ようにな り， 目を見

張るような奇跡が起 こ ります。彼 らは

キ リス トを仰 ぎ見 て，い きい きとしま

す。」(「改宗者 と若い男性 について」

『聖徒 の道』1997年7月 号，58)

わ た しの経験では，改宗者が福音 に

あって 「い きいき」す ると そのた

めには養いが必要ですが 彼 らは学

生 として，両親 として，仕事 において，

一市民 としてにわかに 「いきい き」 し

て きます。彼 らの生活 と子孫の生活が

永遠の変化を遂げるのです。

モンゴルに到着 して間 もなく，わた

したちは二人の若 い長老 たちと一緒 に

ム レンという都市 まで行 くように との

要請を受けました。旅を終 えて戻 ろう

としましたが，悪天候のために飛行機

の出発が延期 されました。搭乗す る飛

行機が到着す るか どうかを確認す るた

めに，毎 日飛行場へ行 きました。到着

すればその飛行機 で帰 れるか らです。

わたしたちは，ほかの乗客 と同様，そ

の 日に出発で きるか市内に戻って宿泊

しなければならないか分 かるまで空港

で待 ちました。

同 じ便 に乗ろ うとしていた人々の中

に海外 か らの観光 グル ープがい ま し

た。彼 らは馬に乗 ってモンゴルで も最

も遠 い，開発がほとん ど手つかずの地

域に行って来た とい うことで した。

空港で待 っている と，観光 グループ

の一人が長老 に近づ いて，こう言いま

した。「わた しはあなたが どうい う人

か知 っています よ。 ここで何 をしよう

というのですか。この国の人々はあな

たが たを必要 としてい ませ ん。豊か な

文化 を持 つ汚 れのない人 々ですか ら。

このまま引 き揚 げて，彼 らをそっ とし

ておいてやって ください。」

その長老 はとて も感情 を害 してわた

しの もとへ やって来 ました。わた した

ちは長老がどの ような返答がで きたか

を話 し合いました。 しか し，それか ら

2週 聞もたたない うちに，わた しはベン

ソン大管長が語った話 を読みました。そ

こには完全 な答えが示 されていました。

「周囲 には大 きな問題が山積 してい

るにもかかわらず，わた したちが一個

人または教会 として静かにまた一貫 し

て個人を変 えようと努力 しているのは

なぜか と尋 ねる人がいるか もしれませ

ん。…… しか し，崩壊へ と向かう都市

は単 に，堕落する個人の姿が時を経て

反映 されているにす ぎません。……神

の戒めでは，社会 に真 の改善をもた ら

す唯一の方法は個人が向上することだ

けであると強調 しています。」(APlea

表)rAmerlca『 ア メリカへの祈 り』18)

「主 は心の内側 か ら外側 に向けて働

きかけ られ ますが， この世は外側か ら

内側 に向けて働 きかけます。この世は

貧民窟か ら人々を連れ出そ うとします

が，キ リス トは人々か ら悪や汚 れた面

を取 り去 り， 自分 自身で貧民窟か ら抜

け出 られるようにされます。キリス ト

は人問自体 を変 え，それか ら環境 を変

えられます。この世は環境を変 えるこ

とによって人間を形成 しようとします
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が，キリス トは人の行動 を変 えられま

す。」(「神 によって生 まれる」 『聖徒の

道』1986年1月 号，6参 照)

キ ンボール大管長はかつて，伝道活

動は教会の生命線であると語 りました

が，まったくその とお りです。それ は，

新 しい改宗者が教 会に活力 と力 を与 え

るか らだけでな く，宣教師 自身 も改宗

者 がキリス トに対 して決意す る過程 に

参画す るこ とによって同様 の新 しい力

を得 るか らです。これ らの力は，ダニ

エルが示現 で見たように福音が転が り 『
み て

出て全地を満たすため に神 の御 手に使

われる者が手 にする強大な力 とな りま

す(教 義 と聖約65：2参 照)。

わた したちには選択の 自由があ りま

すが，伝道活動はどの ような形であろ

うと，任意のプログラムではあ りませ

ん。わた したちは伝道活動 による祝福

について語 りますが，伝道 は実際に行

わな くてはな りません。伝道はわた し

たちの義務なのです。聖文 とジョセブ・

ス ミス以降のすべ ての預言者の言葉は，

全世界に出て行って，隣人 に警告の声

を上げるのはわた したちの義務 である

ごとを思い起 こさせて くれます。

ウイルフォー ド・ウッ ドラフはこの

点 について非常に明確 に述べ ています。

「神が世界 を創造されて以来，この世代

の人々に警告の声 を発す る責任 につい
こんにち

て今 日ほど強 く求め られている人々は

いません。わた したちは昼夜 を問わず

声 を遠 く高 らかに発 し，あ らゆる機会

をとらえて，この世代 の人々に神の言

葉 を宣言 しなければな りません。わた

したちは実行するよう求め られていま

す。〔これ〕 はわた したちの召 しです。

わた したちの義務であ り，務 めなので

す。」(Desere亡NθwsSemf一 匹eekly

「デゼ レトニューズ 隔週刊』1880年7月

6日 付け，1)

伝 道活動を自らの責任 としてとらえ，

さほ ど重要でないほかの仕事 によって

妨げ られる ことのないように祈 ってい

ます。 わた したちは神のすべての戒め

を守 ることによって祝福 を受 けます。

しか し宣教師が受ける祝福 に勝 るもの

はほ とんどあ りませ ん。何 とすば らし

い業で しょうか。イエス ・キリス トの
み な

御名 により申 し上げます。アーメ ン。



「聖徒を完成する
神の王国の道」

七 十 人

デ ー ル ・E・ ミ ラ ー

シオンを築 くため仁，わた した ちの時周，才能，持ち物をささげるな

ら，わた したちののば清められ，知恵力囎 し加わり，日の栄えの資質

力皓 われます。

古
代 の預言者 たちが示現の中で現

代 のわた したちを見た とき，言

葉 にな らないほ どの喜びに満たされた

と預言者 ジ ョセブ ・ス ミス は話 してい

ます。彼 らは，この時代の大いなる終

わ りについて預言 し，歌い，ほめたた

え，記録 に残 したのです。神は確かに

この地上の神の王国にあふれるばか り
み たま

に御霊 を注いでお られます。

わた したちは，主の王国が決 して閉

ざされた社会ではないことを世界 に向

けて宣言 します。主は，神の真理の完

全 な道を歩むようにすべての人を招 い

てお られます。その報 いとして，主は

喜 びと永遠 に続 く幸福 を約束 してお ら

れます。そのために支払 う代価 は，打

ち砕かれた心 と悔いる霊，そ して主の

足跡 に喜 んで従 うことです。
み こと ば

この ことに関する主の御言葉に耳 を

傾 けてみましょう。「見 よ，善い望みを
かま

持 ち，刈 り入れのために鎌 を入れてい

るすべての者 に，わたしは語る。

見 よ，わた しは神 の子 イエス ・キ リ

ス トである。わた しは世の命であ り光

である。……

…… まことに
，まことに，あなたに

言 う。わた しを受け入れるすべ ての者，

す なわち，わた しの名 を信 じる者 に，

わたしは神の子 となる力 を与えよう。」

(教義 と聖約11：27-28，30)

兄 弟姉妹の皆さん，主の王国を建て

る手助 けのため に鎌 を入れ ることが，

わたしたちの生活の中心 とな らなけれ

ばな りません。前世において，わた し

たちが皆 この ことに賛成 した と考 える

のは理にかなっているように思います。

教育，職業，結婚，あるいはわた した

ちの時間，才能，持ち物の使 い方に関

す る重要 な決定は， どうした ら主に最

もよく仕 え，主の王国を建設 し，主に

あって完全な者 となれるかを考 えなが

ら祈 りの気持ちで決めるべ きです。

シオ ンを築 くための働 きには様々な

方法があ ります。ある意味では，シオ ン

はその中心から地理的な広が りを持 ち，

その境を広げなが ら全世界を覆 うよう

になります。わたしたちが人々と福音

を分かち合 うことにより，シオンの境

を広げているのです。 これがこの地上

でわたしたちが行 う働 きの一つです。

また別の意味では，シオ ンは，わた
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したちの召 しを通 してそのステークを

強めるために働 く組織です。それぞれ
くい

のステー ク(杭)は 次 々に福音の土の中

に深 く打ち込 まれ，防御 と避け所 とな

る場所 を備 え，キ リス トに従 う者たち

が悪魔のわなに固 く立ち向かえるよう

にします。ステークは，地上における

神の民 を完成するための土台 となる文

化を形成 してい ます。

聖典には，シオ ンには3番 目の意 味

があって，それはきわめて個人的なこ

とである と述べ られています。それは

わた したちに内在す る完成へ と向かう

力の ことです。喜んで奉仕する人々は，

主のぶ どう園で働 くように招 きを受

け，心の清い者 となるように着実に自

らを変えてい くのです。

教会 と会員 との相互関係には，際立

った作用があ ります。シオンを築 くた

めに，わた したちの時間，才能，持ち物

をささげるなら，わたしたちの心は清め

られ，知恵が増 し加わ り，日の栄えの資

質が培 われ ます。そ してわた したちが

御父 と御子の臨在 を受けられるように

聖霊が備 えて くださるのです。わたし

たちは鎌 を入れてわた したち自身 と神

の王国という二重の刈 り入れをします。

したが って，永遠 に大切 なこ とは，

自分に次の ように問いかけることです。

「わた しは心の清 い者 と認 め られるで

しょうか。」ベニヤ ミン王 の説教 を聞

きに集 まった民の ように，「そのとお

り，わた したちは，王がわた したちに

語 って くだ さった言葉 をすべ て信 じて

います。 また，全能の主の御霊のおか

げで，わた したちは王の言葉が確かで

真実であ るこ とを知っています。御霊

は，わたしたちが悪を行 う性癖 をもう

二度 と持つこ となく，絶えず善を行 う

望みを持つ ように，わたしたちの中に，

すなわちわた したちの心の中に大 きな

変化 を生 じさせ て くだ さい ま した」

(モ ーサヤ5：2)と ， 一点 の曇 りもな

く言 えるでしょうか。

この大会の最後に，ヒンクレー大管

長がベニヤ ミン王 と同 じ問いかけをし

たら，わた したちは心 に大 きな変化が

生 じました と言 えるでしょうか。わた

したちの性 質は，神がお喜 びにな らな

いことを捨 てるに十分なだけ強め られ，
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いつ も善を行 うように変わったで しょ

うか。

初期のニー ファイ人の聖徒の生活 に，

教会 としてまた個 人としてのわた した

ちのあるべ き姿の明確 な理想像 を見 る

ことがで きます。それ は主が，その両

方 に働 きかけてお られるか らです。

わた したちが完成に向かって歩むと

き，容易 に自分の至 らなさを感 じます。

主 はわた したち をよく知 ってお られ，

わた したちの心の思いも御存 じなのは

間違いのないことです。わたしたちが
けんそん

謙遜かつ従順 で，絶え問な く成長 して

い くな ら，主は確 かに道 を示 して くだ

さるで しょう。今 この時に も，主はわ

た したちの知 らない所で道を備 えて く

ださってい ます。戒めを守って主に仕

えることにより，わた したちの理解の

目が開かれ るで しょう。わた したちに

は，将来キ リス トの ように完全 になる

可能性 が秘め られています。わた した

ちは，それ を神か ら受 け継いでいるか

らです。

キンボール大管長は，一つの指針 と

して，わた したちの心にシオンを もた

らし，シオ ンを実現す るための3つ の

原則 について話 しました。

「まず第1に ， わたしたち は魂 を迷

わせ，心をいしゅくさせ，暗 くす る自

己本意な考 え方を捨 てる ようにしなけ

ればならない。……

第2に ，わた したちは完全 な協力体

制を敷 き，互いに調和 を保 って働 くよ

うに しなければな らない。決意を一つ

にし，行動に一致がなければならない。

第3に ，わた したちは祭壇を築いて，

主に よって求 められるものは何で も犠

牲 として ささげなければな らない。そ

のためにはまず，打 ち砕かれた心 と悔

いる霊をささげる必要がある。次いで，

自分に託 された務めと召 しに最善を尽

くす。そ して， 自分の義務 を理解 し，

それを完全に果たす。最後に，指導者

か ら要請 されたとき，そ して御霊 のさ

さや きに促された ときに，自分の時間

と才能 と財産 を奉献す る。」(『聖徒の

道』1978年10月 号 ，129-130)
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家庭 は，利己心を捨て 自分本位 にな

らないことを教 えるのに非常 に適 した

実験場です。そ して大管長会 と十二使

徒 評議会に よる 『家族一一世界への宣

言』の勧告 をいつ も見 える所 に掲げて

お くことほ どすば らしい処方せんはな

いで しょう。その意味深い宣言の中の

二つの文が，家庭内における完成へ の

道を示 しています。

第1に ，「両親 には，愛 と義 をもって

子供 たちを育て，物質的に も霊的に も

必要なものを与 え，また互いに愛 し合

い仕 え合い，神の戒 めを守 り， どこに

いて も法律 を守 る市民 となるように教

えるという神聖 な義務があ ります。」

第2に ，「家庭生活 におけ る幸福 は，

主イエス ・キリス トの教 えに基づいた

生活を送る ときに達成 されるに違いあ

りません。」 この宣言 の中か ら，家族

会議や家庭 の夕べのテーマを限 りな く

列挙 で きる で し ょう(『 聖 徒 の 道』

1996年6月 号，10-11)。

兄弟姉妹の皆 さん，この王国は地上

の どの組織 とも異なっています。 ビジ

ネス用語 を借 りて表現す るな ら， この

王国は非常に優れた競争力を持 った組

織です。 この王国だけが人を永遠の命

へ導 きます。この王国だけが，堅固な

岩すなわち啓示の岩を土台に して建 て

られています。 この王国だけが主イエ

ス ・キリス トの完全 に回復された福音

を所有 しています。また個人のレベル

においても，この王国はわた したちを

清めるための訓練 を行い ます。 この王

国はわた した ちが成長で きるように，

簡単にできるこ と以上の ことを行 うよ

うに励 まします。 この王国は，来世に
たまもの

持って行 ける大 いなる霊的な賜物 を増

やせるようにわたしたちを促 し，教化

します。 この王 国は，火のバプテスマ

を授けます。この王国は，神 からのみ

与えられる方法で個人に力を与えます。

この王国があ らゆる時代を通 じて預

言 された地上における偉大な神の王国
あかし

であることを感謝 と喜 びをもって証 し
あがな

ます。この道が，神 の御子の順いに よ

り愛ある天の御父のみ もとに帰 る旅路

でわた したち を導 く唯一真実 の道 で

す。 この こ とをイエス ・キ リス トの
み な

御名により証 します。 アーメン。



驚くべき主の啓示

十二使徒定員会会員

M・ ラッセル ・バラー ド

わた した ちにi3与え られ乙1る.明 らかにされた真理を受けスれ，研

究 し，感謝するの要があ りま弟 わた した ちば御父のすべτの子らに

対 しτ借しみなく，また愛をr5っ τ福音を宣言する勿要があります。

人
類 史上 最 も驚 くべ き出来事 が

1820年 の 早春 に起 こ りま した。

その 日， ジョセブ ・ス ミス ・ジュニア

は神 に導 きと光 と真理 を求めるために

家の近 くの森に入 りました。 ジ ョセブ
けんそん

はひざまずいて謙遜 にまた心 からの祈

りをささげま した。その ときに起 きた

出来事 を彼 自身の記録か ら読 んでみま

しょう。「わた しは 自分 の真上 に，太

陽の輝 きにも勝 って輝いている光の柱

を見 た。そ して，その光の柱 は次第に

降 りて来て，光 はついにわた しに降 り

注いだ。

……その光がわた しの上に とどまっ

た とき，わた しは筆紙 に尽 くし難い輝

きと栄光 を持つ二人の御方が わた しの

上 の空中 に立ってお られるのを見た。

する と，そのうちの御一方が わた しに

語 りかけ，わた しの名 を呼び，別の御

方を指 して，『これはわた しの愛する子

である。彼 に聞きなさい』と言われた。」1

この瞬間に世界 は一変 しました。長

い間沈黙を守ってきた天が再び開かれ，

明らかな光 と真理があふれるばか りに

注がれて，ついに末 日聖徒 イエス ・キ

リス ト教会が地上 に組織 されることと

なったのです。

啓示の霊が力 強 く預言者 ジョセブ ・

ス ミスに注がれるなどということは尋

常でない出来事 でした。 ジョセブが啓

示 を受けるその場 に居合 わせた人々が
み たま

います。彼 らはそうしたときに御霊の

臨在やはっきりとした現れがあった こ
あかし

とを証 しています。彼 らが一様 に語る

変化はジ ョセブを包み込んだ白さある

いは輝 きです。教義 と聖約第76章 が与

えられたときのことを，一…例 として挙

げてみ ましょう。 フィロ ・ディブルは

この ように記 してい ます。 ジョセ ブは

「輝 くばか りの白さを身にまとい，その

顔 は透 き通 るように輝 いていた。」2ブ

リガム ・ヤ ングはこう証 してい ます。

「〔ジ ョセブ〕をよ く知る人たちは，啓

示の霊 が彼 に臨むと，す ぐにその こと
ようぼう

を理解 できた。 なぜなら，彼 の容貌が

そ うい うときに特有のものになるか ら

である。 ジ ョセブ ・ス ミスは啓示の霊

によって人々に教えを説 き，評議会で

教 えた。そ してジョセブ ・ス ミスを親

しく知 る人々は彼が啓示の霊 を受けた

ことをす ぐに知 ることがで きた。その

ような とき，彼の容貌 には特有の まば

ゆさと透 き通るような輝 きがあったか

らだ。」3

啓示 を受けるとい う驚 くべ きこの体
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験 を分かち合 った一部の人々は，主か

ら与 えられるこれ らの啓示が水のごと

く滑 らかに流れ出ること，単語のつづ

りや句読点などささいな部分での訂正

を除 くと，ジョセブが受けた啓示 は編

集す る必要が まった くなか ったことに

感銘 を受けています。パー リー・P・プ

ラ ッ トは この よ うに述 べ てい ます 。

「それぞれ の文章 はゆっ くり，そ して

非常 にはっきりと，文 と文の問に並の

筆記者が普通の筆記法で記録で きるに

十分な問を置いて語 られた。……主題

の流れか らそれないようにするために

口ごもった り，見直 した り，読み直した

りす ることは一度 もなかった。またこ

れ らの どの啓示に も修正や挿入，訂正

が なされたことはなかった。わた しの

知 る限 りでは，預言者は彼 らがついて

こ られるように，その ように して口述

していた。わた しは一つ一つが数ペー

ジの長さの啓示を口述す る場に何度か

居合わせ，その様子を自分の目で見た。」4

興 味深 いことに， これらの一部始終

を見て最 も驚いたのは，ジョセブをい

ちばん よく知っている人々で した。彼

らはジ ョセブが受 けた正規の教育 とジ

・ヨセ ブの生来の能力が どの程度で しか

なかったか をだれよりもよく知 ってい

ました。 このため，彼 らは神が奇跡的

な方法で生ける預言者 を通 して語 られ

たことをだれ よりもはっき りと知って

いました。

ジョセブの妻であるエマもパーリー・

P・ プラ ッ トと同 じような証 を述べて

い ます。彼女は，啓示が もた らされる

方法を知 った ときの驚 きは長年 にわた

って心を離れなかったと証 しています。

預言者が亡 くなって何年かたった後 に，

エマはこのように述べています。「彼が

霊感を受 けていなかったとしたら，だ

れ も聖典の記録の口述 はで きなかった

だ ろう。 わた しはそのことをうれ しく

思 っている。彼 の筆記者を していたと

き，〔ジ ョセブ〕は何時間 も続けてわた

しに向かって口述 した。食事が済んで

またその仕事 に戻るときも，何かの用

事で中断 された後で も，彼は原稿を見

た り，前の部分 をどこか読 ませた りと

い うこ ともな く，前に終わっていたと

ころか らす ぐに口述に取 りかかること

一一.一一一____■ 』



がで きた。」5

愛 する兄弟姉妹の皆 さん，わたした

ちは啓示 とい う驚 くべ き奇跡が持つ価

値 を十分 に理解 してい るで し ょうか。

わたしたちは啓示 によって，『モルモ ン

書』『教義 と聖約』『高価 な真珠』を受け

ています。これ らの書物 には神 の子 ら
み こと ば

であるわた したちに対する神の御言葉

が収められてい ます。わた したちが主

か ら受 けて きた これらの啓示は何 と驚

くべ きもので しょうか。わたしは常々，
み て

ジ ョセブ ・スミスが主の御手 に使 われ

る者であって，それによってイエス ・

キリス トの完全な福音の回復が成 し遂

げられたか，あるいはジョセブは主の

御手に使われる者でなかったかのいず

れかです， とお話 しして きました。こ

の教義には少 しの妥協点 もあ りません。

わた しは全世界に対 して声を大にして，

いかなる条件を付けることもな く，一

点の疑いもな く証 します。ジ ョセ ブ ・

ス ミスは神の啓示 によって この神権時

代 の幕を開き，イエス ・キ リス トの真

の教会を回復する業に着手 しました。

人類に与 えられた最 もすば らしい啓

示の中に教義 と聖約第76章 があります。

短 く「示現」とも呼ばれている啓示です。

この示現は預言者 ジ ョセブにとって最

も力強 くまた重大 な意味を持つ霊的な

体験の一つであったと思われ ます。 ジ

ョセブ ・ス ミス とシ ドニー ・リグ ドン

が正 しい者 と正 しくない者 の復活 につ

いての理解 を求めて祈 った ときに， こ

の示現が，実際には連続 した6つ の示

現か ら成 りますが，二人に与 えられま

した。 ジ ョセ ブとシ ドニーは約1時 間

半 にわたって文字 どお り主 と言葉を交

わしました。救い主はその間に，ジ ョ

セブが後 に 「神の示現 によって描かれ

た永遠，過去にあったまま，現在ある

まま，そ して未来にあるままの永遠」6

と表現 した示現 を示 されました。示現

が開かれると，二人は御父の右 に神 の

御子の栄光 を見 ました。そ して思わず

こう叫んだのです。 「そ して今 ，小羊

についてなされ てきた多 くの証の後，

わた したちが最後 に小 羊についてなす

証は これである。す なわち， 『小 羊は

生 きておられる。』

わたしたちは まことに神の右 に小羊

を見たか らである。 また，わたしたち

は証す る声 を聞いた。す なわち， 『彼

は御父の独 り子であ り……。』」7

続 いてジ ョセブとシ ドニーが見たの
み まえ

は，反抗 したために神 の御前か ら落 と

された前世のルシフェルでした。そ し

て，滅びの子たちと永遠 の世界 におけ

る彼 らの行 く末を見 ました。次に二人

は，日の栄えの王国，月の栄えの王国，

星の栄 えの王国に関する示現 を見 まし

た。彼 らは各王国に入 るための条件 と，

それぞれの王国が栄光において異 なっ

ていることを知 りました。彼 らは 日の

栄えに入 る資格 を持つ人々が 「とこし

えにいつ までも神 とそのキ リス トの前

に住 む」 ことを知 りました。8

預言者 ジョセブとシ ドニーは実に驚

くべ き経験 をしました。主は1時 間以

上 にわたって，わた したちの前世での

生活，地上での生活，死後の生活 を彼

らに示 されました。この啓示によって，

わた したちの永遠の幸福 と平安 に関す

る天の御父の計画は，人類の理解の手

が届 くところ まで驚 くほど広範囲 にま

た詳 しく知 らされ ることとなったので

す。 もちろん，ジ ョセブは示現で見た

すべてを記録 してはな らない と指示 さ

れたことを付 け加 えておかなけれ ばな

りません。当時の聖徒 たちは，ジ ョセ

ブに与え られた新 しい情報のすべて を

受け入れる準備がで きていませんで し

た。 けれ ども，預言者のその後の教え

に 目を向けると，聖徒たちの霊的な理

解力が増すのに応 じて，ここに も少 し，

そこにも少 しと，この偉大 な啓示が断

片的に教え られていった様子 をうかが

い知 ることがで きます。

主が絶えず教育，特 に霊的 な教育の

大切 さを強調 してお られるのはここに

理由があ るのです。わた したちは無知

で救 われることはで きませ ん。9けれど

も，わた したちに受ける用意がで きて

い る程度 まで しか，主 は光 と真理を明

らかにす ることがおできにならないの

です。このため，わた したちは聖文 と

生 ける預言者 の言葉を研究することに

よって霊 的な知識 と理解 を深 めるため

に，全力 を尽 くす義務があ ります。わ

た したちが啓示 を読んで研究す るとき

に，御霊 は，学 んでいることが真実で
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あることをわた したちの心 に確認 して
み こえ

くださいます。こうして，主の御声 が

わた した ち一 人一人 に及ぶ のです。10

福 音の教 えを深 く考 え， 日常生活で応

用す るな らば，わた したちはさらに光

と真理 を受 けるための準備 を整えるこ

とがで きます。今 口， ゴー ドン ・B・

ヒンクレー大管長が教えて くれること

を理解する備 えがわたしたちにで きて

いて，熱心 に耳 を傾 けることがで きる

ように願ってい ます。なぜ ならば，大

管長は使徒 たちとともに，現在の悩み 「

多 き時代を切 り抜 け，そ して生 きる方

法を示 して くれ るからです。

聖典にはこのような約束があ ります。

「あなたがたは……父 が どれほ どの大

いなる祝福 を……持 っていて，あなた

がたのために備 えてお られるか をまだ

理解 していない。あなたがたは，今 は

すべてのことに耐 えることはで きない。

しか し，元気を出しなさい。わた しが

あなたが たを導いて行 くか らである。

王国はあなたがたの ものであ り，その

祝福 もあなた がたの ものであ り， また

永遠の富 もあなたがたの ものである。」11

わ た しは天の御父 とその愛する御子

イエス ・キリス ト，そ して福音 に対す

る理解を深めて くれ る啓示 にどれほど

感謝 していることで しょうか。この知

識 はわた しの人生 と家族 の生活におい

て祝福 となって きました。数年前， カ

ー トラン ド神殿 を訪問 したときにわた

したちは神殿内に座 って，預言者 ジョ.

セ ブとオ リバー ・カウ ドリは明 らか に
ロ み ざ

された真理 の中に 「輝 く神の御座 ……

そ こには御父 と御 子が座 して お られ

た」12の を見た ときに，あるいは 「主

が……教壇 の手す りの上に立 っておら

れるのを」見て，主が 「あなたがたの
ゆる

罪は赦 されてお り，あなたがたはわた

しの前に清い。それゆえ，頭を上げて喜

びなさい」13と言われたときに，どのよ

うな気持ちが しただろうか と想像 して

みま した。
へんぽつ

兄弟姉妹，約2，000年前 に変貌の山で

起 きたことと同じように，モーセ，エ
かぎ

ライアス，エ リヤが現れて，鍵 と，神

権時代 と，結び固めの力 を託 した とき

に，ジ ョセブ とオリバ ーが覚 えたに違

いない感動が どれほ ど大 きな ものだっ



たかを想像で きるでしょうか。

光 と真理 を求めている人であれば，

1918年10月 に ジ ョセブ ・F・ ス ミス大

管長に与え られた啓示 を読んで，明 ら

かにされた真理の持 つ霊 と力 を感 じな

い人はいない と思います。教義 と聖約

第138章 には人の永遠性 に関す る教義

と，この教会の偉大 な業の 目的があふ

れんばか りに記 されてい ます。ス ミス

大管長はこのように述べています。

「わた しの理解 の 目が 開かれ，主 の

御霊がわた しのうえにとどまった。そ

して，死者が小 さな者 も大いなる者 も

ともに群れを成 しているのが見 えた。

非常 に多 くの正 しい者の霊が，一つ

の場所 に集 まっていた。彼 らは死すべ

き世に住んでいた問，イエスの証に忠

実であった者たちであ り，……

これ らの者は皆，父なる神 とその独

り子 イエス ・キリス トの恵みに より，

栄光ある復活の望み を確固 として持っ

て死すべ き世を去ったのである。

わた しは彼 らが喜び と楽 しみに満た

され，解放の 日が近づいたので， とも

に喜んでいるのを見た。……

この大群衆が死の鎖か らの解放 を喜

び，語 り合いなが ら待 っていると，神

の御子が現れて，・∴…

また，そ こにおいて神の御子 は，永

遠の福音 と復活 の教義，堕落か らの人
あがな

類の蹟い，お よび悔い改め を条件 とす

る個人の罪か らの順いについて彼 らに
　の

宣べ伝 えられた。……

そ して，聖徒 たちは彼 らの蹟いを喜

び，ひざまず き，神 の御子 を照 い主，

および死 と地獄 の鎖か らの解放者 とし

て受け入れた。

彼 らの顔 は光を放 ち，主の前か ら発

する輝 きが彼 らの うえに とどまった。

そ して，彼 らは主の聖なる名 を賛美 し

た。……

このようにして，真理を知 らずに罪

の うちに死 ん.だ者や，預言者たちを拒

んで背 きのうちに死 んだ者 に，福音が

宣べ伝 えられた。

これらの者 は，神 を信 じる信仰，罪

の悔 い改 め，罪の赦 しのための身代 わ
あんしゅ

りのバ プテスマ，按手 に よる聖霊 の
たまもの

賜物 について教 えを受けた。

またこのほか に，……知ってお く必

要のある，福音のすべ ての原則が教 え

られた。

そ してこのように，神の御子の十字

架上での犠牲 によって蹟いが行われた

ことが，死者の間に，すなわち，小 さな

者 にも大いなる者 にも，不義 な者に も

忠実な者にも知 らされたのである。」14

ス ミス大管長は 「主 の来臨の時に全

地がのろい をもって打 たれて， ことご

と く荒廃することのないように，時満

ちる神権時代 に，主の神殿 で死者の蹟

いと親子の結び固めのために大いなる

業が行われることをあ らか じめ示す」15

ために尽力 した，古代 と現代 の預言者

たちの姿を見 ました。

ス ミス大管長は 「この神権時代の忠

実 な長老たちが，死すべ き世を去って

も彼 らの働 きを続 け，死者の霊 たちの
くらやみ

大いなる世界において暗闇 と罪の束縛

の下にいる者たちの間で，悔 い改め と

神の独 り子の犠牲 による順いの福音を

宣べ伝 えているのを見た。

悔い改め る死者 は，神の宮の儀式に

従 うことによって順われるであろう。

彼 らは自分 の背 きの代価 を支払い，

洗 われて清 くなった後，その行 いに応

じて報いを受けるであろう。彼 らは救

いを受 け継 ぐ者だか らである。」16

神 か らその忠実 な預言者たちに与 え

られた驚 くべ き啓示 を通 して，わた し

たちは何 と偉大な永遠の光 と知識 を授

け られていることでしょうか。この最

後 の偉大な神権時代 に与え られてきた

すべての啓示 を通 して得た理解 に対 し

て，わた したちは どれほ ど感謝すべ き

で しょうか。わた しは世界 中の どこへ

行 って も，忠実な教会員にお会いす る

ことができます。彼 らはわたしと同様，

御霊の力によって明らかにされたので，

末 日聖徒イエス ・キリス ト教会が真の

教会 であることを知 っています。心か

ら知 りたい と願 う人はだれでも，同 じ

御霊 の力に よってこれ らの真理につい

て確認 を受けることができます。

兄弟姉妹の皆 さん，わた したちに今

与え られている，明 らかにされた真理

を受け入れ，研究 し，感謝す る必要が

あ ります。わた したちは御父のすべ て

の子 らに対 して惜 しみな く，また愛 を

もって福音 を宣言す る必要 があ りま
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す。それ によって，すべての人がイエ

ス ・キリス トの回復 された福音の光 と

知識に従 って歩むためです。主がわた

したち一人一人にさらなる知識 と証 を

祝福 して ください ますように， また過

去 において預言者たちに示 され，未来

にあっても預言者たちに示 される啓示

の霊 をわた したちが心 を開いて，受 け

入 れる こ とがで きます ように， イエ
み な

ス ・キ リス トの御名によってへ りくだ

りお祈 りします。アーメ ン。
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新たな収穫の時

十二使徒定員会会員

ラッセル ・M・ネルソン

家族歴史の新たな時代の到来さす』

家禦器藷よ器憲驚
き りした形で表現される愛はあ りませ

ん。両親に対する子供たちの愛あるい

は子供たちに対する両親の愛 ほど，確

かな ものはあ りません。

最近，わた したちにとって大切 な孫

たちの一人で，5歳 になる孫娘 に会 う

機会があ りま した。 わた しは彼女 を抱

いて，こう言いました。「おじいちゃん

はおまえを愛 しているよ。」

彼女はどちらか と言えばそっけな く，

「分かっているわ」 と答 えました。

「どうしてお じいちゃんが愛 している

って分かるの」 と尋ねま した。

「どうしてって，わたしのおじいちゃん

だか らよ。」

彼女 にとって理由はそれで十分でし

た。わたしたちは心 から孫を愛 してい

ます。 また，祖父母を愛 しています。

4人 の祖父母の うち3人 とともに生活 し

た思い出をわた しは大切に しています。

しか し祖父のネルソンには会 ったこと

があ りませ ん。1祖父はわた しの父が ま

だ16歳 の ときにこの世を去 りま した。

祖父は亡 くなるときまで，ユ タ州の公

立学校指導主事 を務めていました。祖

父は，立派 な懐中時計 を持 っていま し

た。その時計 は後に父か らわた しの手

に渡 りました。現在， この懐中時計 は

わた したちをつな ぐ，形あるきずなと

なっています。

わたしは祖父 を思い起 こす とき，深

い感謝の念 を抱 きます。わたしが子供

のころに受 けた教育の多 くは，祖父が

その一員 として開発 した もので した。

わた しは，この教会の会員 であること

に喜 びを感 じています。祖父の両親 は

約150年 前 にデンマークで改宗 しました。
そう そ ふ ぽ

わたしの8人 の曾祖父母は全員がヨーロ

ッパで改宗 した人たちです。そのうち

1人 はスウェーデンで，2人 はイ ングラ

ン ドで，3人 はノルウェーで教会 に入 り

ました。これら開拓者の先祖 に言葉 に

尽 くせ ないほど感謝 しています。わた

しが彼 ら先祖 に負 っている負債につい

て 『聖書』 には このように記 されてい

ます。「まく者 も刈 る者 も，共々に喜ぶ

ため」に，「ひとりが まき，ひとりが刈

る。」2

昔 まかれた種 が実 を結 んだため に，

現在 わた したちは家族の愛 とい う収穫

を刈 り取ってい ます。家族の きずなを

強めるための備 えは，1823年 ， 天使モ

ロナイが預言者ジ ョセブ ・ス ミスに初

めて姿を現 した ときに始 ま りま した。

モロナイは子孫の心 を先祖 に向けさせ

るため にエ リヤが訪れることを宣言 し

ました。3

エ リヤの地上へ の再訪はこの神権時

代 に建て られた最初の神殿 において実
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現 しました。主の指示 を受けた4エ リ

ヤ とほかの天使たちはその神殿で，以

下に述べる ような神権 の権 能の特別な
かぎ

鍵を，回復 された教会に託 しました。 一

●モ ーセはイスラエルの集合の鍵を託

しました。5

●エライアスはアブラハムの福音の神

権時代 をゆだねました。6

●エ リヤは先祖の心を子孫に，子孫の

心 を先祖に向けさせるために訪れ まし

た。7

この出来事 によって，世代 間に生ま 「

れる自然な愛が豊かにはぐくまれるこ

とにな りました。 この回復 に付随する

のがエ リヤの霊 と呼ばれているもので

す。言葉を換 えれば，家族が神聖な起
あかし

源を有 していることを証する聖霊の現

れです。8エ リヤの訪れ を契機 に，宗

教 に関係な く全世界 の人々は亡 くなっ

た親族の記録 を猛 烈な勢いで集め始め

ました。9

エ リヤが訪 れたのは先祖 の探求を奨

励するためだけではあ りませんでした。

家族が この世 の境 を超 えて永遠 に結ば

れることを可能 にしたのです。実の と

ころ，わた したちが先祖 を探求するほ

ん とうの理由は家族 に永遠の結び固め

を受ける機会 を提供す ることです。主

は預言者ジ ョセブ ・ス ミスを通 してこ

の ように宣言されました。

「これらは死者 と生者に関する原則で

あ り，わた したちの救いに関して軽 々

しく見過 ごすことので きないものです。

彼 らの救いはわた したちの救い にとっ

て必要であ り，不可欠だか らです。…

…わた したちなしには彼 らが完全 な者

とされ るこ とはない…… ように，わた

したちの死者 な しには，わた したちも

完全な者とされることはないので曳 」10

現 在の神権時代 に家族歴史 に対 する

関心の種 を最初 に まいた人々の中に，

十二使徒 定員会の会員であったオーソ

ン ・プラッ トと兄 のパー リー ・P・ プ

ラットがいました。二人の努力によっ

てプラッ ト家の系 図が編さんされま し

た。そ して，約3，000人 の先祖のために

神殿の儀式 を執行す ることがで きま し

た♂1

しか し，多 くの教会員は自分の親族

に対す る責任 をよく理解 してい ません



で し た 。 ウ ィ ル フ ォ ー ド ・ウ ッ ドラ フ
き ぐ

大管長はこの問題を非常に危惧しまし
みこころ

た。そして主の御心 を伺 うために熱心

に祈 りました。その後， ウッ ドラフ大

管長 は1894年4月 の総大会 において，教

会員 に一つの啓示 を示 しま'した。12そ

れ を引用 したいと思い ます。「わたした

ちは末 日聖徒 たちが今か ら，できるか

ぎり昔 まで 自分 たちの系図を調べ，そ

の父や母たちに結び固められるよう望

むものである。 また，子供たちをその

両親に結 び固め，その結 びつ きをで き

るだけさかのぼっていただきたい。…

…これは，主がその民に伝 えられる御

心である。」13

この年 の後半 ，大管長会 と十二使徒

会 はユ タ系 図協会 を設 立 しました。14

教 会歴史記録者事務所の2階 で ささやか

に始められた系図協会でしたが，15やが

て集め られた資料の数 と規模は飛躍的

に拡大 されるこ とにな ります。現在，

家族歴史 図書館 は近代 的な5階 建ての

ビルに事務所 を移 し，28万 冊の蔵書 と

70万 枚のマイクロフィッシュ，そ して

200万 巻 以上のマイクロフィルムを有 し

ています。 この種 の図書館 としては世

界最大規模 となっています。

.家族歴 史部は1964年 か ら図書館 の分

室を設置 し始めました。現在 ，世界各地

に設立 されてい る家族歴史セ ンター16

は3，000か所 を超えています。

この大切な業 を支えるために導入 さ

れた技術 も，長年の問に大 きく変化 し

てきました。1927年 に カー ドファイル

方式が導入 されて，執行 されたすべ て

のエ ンダウメ ン トに索引が付 され まし

た。}7こ の索 引方式 は1969年 まで採用

されま した。そ してこの年か ら，新規

に執行 されたエ ンダウメン トは 「ジ ャ

イアン ト」(GIANT)と 呼 ばれた大型

コンピューターを初めて使 ったシステ

ムに記録 されるこ とにな りま した。18

「ジャイアン ト」は20年 以上にわたっ

て用い られました。19

系 図協会 は世界各地でマイクロフィ

ルム化 を実施することによって記録 を

収集 し，同協会の資料 として保存 して

きま した。後に これ らの複製版は家族

歴 史図書館 と家族歴史セ ンターに置か

れて，各地 で閲覧がで きるようにな り

ました。マイクロフィルムを作成す る

事業は世界 の110か 国 で実施 され まし

た。収集 されている写真 は20億 枚以上，

人名は約130億 に上 ってい ます。記録

のマイクロフイルム化に よって家族歴

史図書館は所蔵する資料を劇的に増や

すこ とがで きました。 これらの資料 は

全世界で爆発的 な成長 を遂 げている系

図探求活動を支援す るために活用 され

ています。また，これ らのマイクロフ

ィルムは現在実施されている自動化 さ

れたシステムに納め られている情報の

核 となっています。

.1980年 代 になると，パーソナルコン

ピューターが情報管理の分野 に改革 を

もた らします。家族歴史部はこのテク

ノロジーを採 り入れて 「パーソナル ・

ア ンセス トラル ファイル」(Personal

AncestralFile)TMを 開発 し，教会員が

先祖 のデー タをまとめ られるようにし

ました。1990年 に は 「ファミリーサー

チ」(FamilySearch)⑪ が発表 され，リ

チ ャー ド ・G・ ス コッ ト長老がその年

の10月 の総大会で 「ファミリーサーチ」

に含まれる 「ア ンセス トラルファイル」

(AncestralFile)TMや 「家族歴史図書

カタログ」(FamilyHistoryLibrary

Catalog)TM， 「国際系図索引」(lnter-

nationalGenealogicalIndex)⑭ ， その

ほかについて説明 しま した。20妻 とわ

た しはこのメ ッセージに刺激 されて，

わたしたちや親族が長年にわたって集

めた情報をこのッールを用いてまとめ

ることにしま した。

また，家族歴史プログラムを分散化

し簡素化 するとい う目標か ら，記録抄

出プログラムが生 まれ，何千人 もの教
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会員が参加 しています。21抄 出プ ログ

ラムに よって生み出 された記録は3億

人分に上 ります。22

増 え続 ける系 図情報 に索引を付 ける

作業 も，多 くの教会員 の援助 によって

進められてきました。 その一つの例が

イギリスの1881年 度人口調査資料です。

このプロジェク トには全 ブリテン諸島.

の家族歴史協会から8，000人を超えるボ

ランティアが集ま り，3，000万人 の名前

を書 き写 しました。この努力が実 を結

び，マイクロフィッシュとして出 され

ました。 コンパ ク トディスク版 も間 も

な く教会配送センターか ら入手で きる

ことになっています(訳 注 日本で

は未定)。

また，アメ リカ合衆国1880年 度 人口

調査のデータもコンパ ク トディス ク版

で発行 され ることを発 表いた します。

そ して現在，ボランティアの人々によ

って，エ リス島を通ってアメリカ合衆

国に入植 した人 々の到着記録 などのプ

ロジェク トが進め られています。

ボラ ンティアの方々すべてに深 く感

謝いた します。過去，現在，未来にわ

た り，数 々のプロジェク トに熱心 に携

わってお られます。

こうした業績 について説明していま

す と，この業 にあ まりかかわっていな

い方々の罪悪感 を募 らせて しまうので

はないか と懸念 してお ります。 もしそ

うで した ら申 し訳あ りませ ん。恐 れや

不慣れが障害 になっているか もしれま

せん。また， コンピューター と聞いた

だけでしりごみする方 もお られること

でしょう。できれば残 された 日々をコ

ンピュー ターには触れずに暮 らしたい

とひそかに思 っている方 もお られると

思います。一方，コンピュー ターにア

クセスで きる方には 「希望 をもってア

クセスしてみて ください。すば らしい

ものが入って ます よ」 と申し上げたい

と思います。

「刈 り入れの時」23は 来ています。家

族歴史の新たな時代の到来です。 ゴー

ドン ・B・ヒンクレー大管長は最近 こう

語 っています。 「主は優 れた才能を持

った男女に霊感を与えて， この神聖な

業の前進 とい う大義実現のために新 し

いテクノロジーを開発させてこられま

. L

した。」24こ れまでは名前 と日付 を集め

てそれをまとめ ることが中心で した。

今 は，コンピューターの案内によって

実際に先祖を探す ことがで きるのです。

新 しい1「家族歴史史料 ガイ ド(仮 題

日本 での発刊 は未定)」(Family

HistorySourceGuide)TMを 紹 介 します，

この コンパク トディスクは教会配送セ

ンターで入手 で きます。25これ は皆 さ

んを世界中の国や州，地方の系図記録

に導 き，そ こから先祖の記録 を見つ け

る方法を教えて くれます。またこれに

は，地図，手紙の書 き方のガイ ド，英

語以外の言語の翻訳，系 図関連用語の

定 義 な どの資料 も含 まれて い ます。

「家族歴 史史料 ガイ ド」が あれ ば，系

図専 門家が何百年 もかけて得た知識や

経験 の多 くに指先で触れることができ

ます。ボ タンを押せ ばすべ て皆さんの

ものです。活用 し，そ して楽 しんで く

ださい。

新 たに出された 「重要記録索引(仮

題 日本 での発刊 は未定)」(Vital

Recordslndex)TMは ，多 くの民間なら

びに宗教関係の記録 を基に した抄 出プ

ログラムの成果 をコンパ ク トデ ィス ク

にしたものです。この記録 と 「国際系

図索引」に収め られた情報 には多少の

重複があ りますが，「重要記録索引」の

中のほとんどの名前 は神殿の儀式が ま

だ行われていませ ん。この索引には約

2，500万の 記録が収め られてお り，今後

数か月中にブリテン諸 島で500万 ，北ア

メリカで450万 な どのように地理区分 ご

とに発行 され ます。 これは抄出に携わ

った大勢の方々の努力の結晶です。

わた しはこうした発展 に胸 の高鳴 り

を覚えます。今 まで手の届かなかった

作業が，今や手 もとでで きるようにな

りました。 「神 には，なんでもできない

ことはあ りません。」26新 しい刈 り入 れ

の時が来 ました。主の御心27に 従 い，
わ

すべての神権時代 をつな ぐ環28を もた

らす道が開かれたのです。

始めるのに道具は要 りませ ん。系 図

表 と家族 の記録か ら始 めま しょう。29

知 ってい る人 の名前 を書い て くだ さ

い。それか ら，生 きている親族か らの

情報を付け加 えましょう。家庭でこの

簡単なことを行 えば， さらなる助けを
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受 ける準備は完了です。死者のために

バ プテスマ を受 ける とき， この神聖な

業が真実であることを感 じ，喜 びを得

ることで しょう。.一

先祖 に対するわた したちの義務につ.

い て思 いをはせ るとき，主の業が広大

なものであることも心 に留める必要が

あ ります。 ジ ョセブ ・F・ ス ミス大管

長 はこう語 ってい ます。「イエ スは殺

された ときその業を終 えてお られなか

った し，死 か ら復活 した後 も終 えられ

たわけではなか った。地上に降臨 した 「

目的は達成 された.が，すべ ての業を成

就 され なかった。ではいつ成就 される

のだろうか。それは…… この地球の終

わ りに至るまでに生まれた，あるいは

生 まれ るであろ う父祖 アダムのすべ て
あがな

の息子娘を蹟い，救 うまで成就 しない

のである。 これ らがイ手スの使命 であ

る。 わた したちは自分 自身 とわた した

ちに頼 るすべての人を救 うまで業を終

えないであろう。わたしたちはキ リス

トと同じように，シオン山の救 い手 に

なるはずだか らである。わたしたちは

この使命を与 えられている。死者 はわ

た したちな しには完全ではな く，わた

したちは死者な しには完全 にはなれ な

い。」30

この 目的のために，主の御心 がヒン

クレー大管長に伝 えられ，さらに多 くの

神殿が建て られるようになりました。31

末 日聖徒 はエ ンダウメ ン トを受 け，先

祖や子孫 と結び固め られる民であるは

ずです。

祖父の時計を見 ると，わた したちを

見ている先祖のことが心に浮かびます。

彼 らはわた したちが名前 を調べ てつな

が りを見いだ し，彼 らのために神殿 の

儀式を施すのを待 っています。神の祝

福があって，わたしたちが皆 この業を

成功 させ ることがで きます ように。イ
み な

エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ り祈 り ます 。

ア ー メ ン。

注

1.ア ン ドリュー ・C・ ネ ル ソン

2， ヨ八 ネ4：36，37

3， 教義 と聖 約2：1-3参 照

4.教 義 と聖 約110：2-10参 照

5.教 義 と聖 約110：11参 照



6.

7，

8.

9.

10，

11，

12，

13.

教義 と聖 約110：12参 照

教義 と聖 約110：13-16参 照

工 リヤの 霊 は ，個 人の 改宗 ，定 着 ，活

発化 に非 常 に良 い影響 を もた らす こと

がで きる 。

系 図は現 在 ，家庭 で コン ピュー タ ーに

よ って非 営利 的 に利用 で きる よ う ，応

用 が 急 速 に 進 め られ て い る 。 「先 祖 」

と題 した テ レ ビの 連続 番組 は空 前 の反

響 を 呼ん だ 。353の 公 共 放送 機 関中

340の 機 関 か ら 申 し出 が あ り ， この

数字 は週 去最 高 を記録 した。 この 努力

か ら， 『先 祖 一 家族 歴 史 と系 図の 初

心者 用 ガ イ ド』(Aηoθs亡ors∴4θ ひ

91mθr'Sθ α1dθ 亡oFθm〃y月1S亡roy

θησ θθηθθ10gy)と 題 した 本 が 出版

さ れた 。 この 本 は出版 か ら1年 を経 ず

に3万5.000部 を売 り上 げた 。一 部の

専 門家 はイ ン ター ネ ッ ト利 用 の20パ

ーセ ン トは系 図 関連 で 占め られて いる

と推 測 して いる 。

教 義 と聖 約128：15。 マ タ イ5：

48参 照 。 この 聖句 と 『新 約 聖 書』 の

ほ かの 箇 所 で は ， 「完 全」 の 語 源 はギ

リシ ャ語 の"telelos"に 由来 してお

り， 「果て まで 連れ て行 く，終 了す る ，

完成 す る」の 意 味を表 す 。

ブ レ ック ・イ ン グ ラ ン ド， τわθL1プ θ

∂ηd茄oσg尻ofOrsoη ρrθ亡亡 『オ

ー ソ ン ・プラ ッ トの生 涯 と教 え』183

参 照 。1853年 ，ワ シ ン トンD.C.で

の伝 道 中 ，オー ソ ン ・プラ ッ トは ，マ

サ チ ューセ ッツ州の ウ ィ リア ム ・プ ラ

ッ トの 子孫 に関 する 情報 提供 を求 めた

新 聞広 告を 見て 連絡 した 。 この接 触 か

ら ，プラ ッ ト長 老 は初期 の ニ ューイ ン

グラ ン ド州 の祖 先 との つな が りを見 い

だ した 。20年 後 ，プ ラ ッ ト長 老 は11

代 ま で祖先 を さ かの ぼ り ，プラ ッ ト家

の兄 弟た ちはお よそ3，000人 の祖 先 の

た め にバ プテ スマ を受 けた こ とを報告

した 。L/0ロrηθ10fDISOOαrsθ ε 『説

教 集』16：300参 照 。

ウ ッ ドラ フ大 管長 は ，1894年4月5

日 ，大 管長 会 と十=使 徒 定員 会 と とも

に こ の 啓 示 に つ い て 話 し 合 っ た 。

M断or〔y臨oodrαffJoαrη θノ『ウ ィル

フ ォー ド ・ウ ッ ドラフの 日記 』1894

年4月5日 ，296参 照 。教会 歴史 部 所蔵

7「わθ01soO鮮sθsof幽 γわr(ゴ胃ooσ 一

14，

15，

16.

17，

18，

r扉f『 ウ ィル フ ォー ド ・ウ ッ ドラ フ説

教 集 』G・ ホ ー マ ー ・ダ ー ラ ム 選 ，

157， また はM〃1θm1∂1S亡 ∂r「ミ レ

ニ アル ス タ ー』1894年5月28日 付

け ，339

大管 長会 と十 二使 徒定 員会 は ，協会 設

立 の 条 項 を 承 認 し ，フ ラ ン ク リン ・

D・ リチ ャーズ長 老 に協会 の組 織 を開

始 する よ う指 示 した 。 リチ ャーズ長 老

は また ，当協 会の 初代 理事 長 に任命 さ

れ た。 ジ ェーム ス ・B・ ア レン ，ジ ェ

シ ー ・L・ エン ブ リー ，カー ライル ・

B・ メー ル ，θθθr亡s7刀mθd亡o亡 わθ

Fヨ亡わθrs/Aん ガS亡oryof亡 わθ θθηθ一

θ10910θ1Soσ1θ 亡yofし 忙θわ， ア894

一 ア994『 先祖 へ向 ける 心 ユ タ系

図 協 会 の 歴 史1894年 一1994年 』

45

設 立 当初 ，蔵 書 数 約300冊 か ら始 ま

った。 「先 祖へ 向 ける心 』47参 照 。

『先 祖 へ 向 け る 心 』280参 照 。

1987年 に系 図部 が名称 を家 族歴 史部

に変更 した の に関連 し，この 名称 も変

更 とな った。 『先祖 へ 向け る心 』278

参 照。

TIBカ ー ド索 引 と呼 ばれ る(訳 注

バ プテ スマ ，エ ン ダウメ ン トのた めの

公 式 記 録 カ ー ド)♂ この 索 引 によ り ，

儀 式 の執 行 の 重複 が 減 少 した 。 『先祖

へ 向け る心 』96-103参 照 。

系 図 情 報 と 氏 名 表 の 意(訳 注

"G
enealogica口nformationand

NameTabulation"の 頭文 字 を取 っ

19.

20.

21.

22.

23.

24，

25.

26.

27.

28.

29，

30，

31.

た名称)

この方 式 によ り，神 聖 な儀式 の重 複が

減 少 す る よ うに な った 。 『先 祖 へ向

け る 心 』304-309参 照 。 同 部 は

1991年5月 か ら 「テン プル レデ ィー」

(TempleReady)TMと い うシス テム を

採 用 し，人 名 の処理 を行 って いる 。
しょくざい

「贋 罪一 愛の収穫」 『聖徒の道』

1991年1月 号，5-7

5万 人以上の教会員が 「家族記録抄出

プログラム」を通じて多くの成果を上

げている。 『先祖へ向ける心』314-

317参 照。

1998年2月24日 の 時点で ，3億

2，943万4，125人 の名前が抄出され

ている。

教義と聖約101：64

未公表の声明，1997年9月29日 。

許可を得て引用。

初期の版はウィンドウズ95(Wln-

dows95)TM環 境で使用するよう作成。

ルカ1：37

教義と聖約128：15参 照

教義と聖約128：18参 照

系図作業を始めるに当たり助けとなる

パンフレット 『どこから始めればよい

か』(賄 θ㌍ θ01S亡 ∂r亡?♪(英文)はワ

ー ド家族歴史相談員から入手できる。

ジョセフ ・F・スミス 『福音の教義』

423

多くの会員にとってより近い場所で参

入できる，小規模の神殿も含む。

十二使徒定員会のニール ・A・ マックスウェル長老(左)と ラッセル ・M・ ネルソン長老。二人が見せている
のは，ニール ・A・ マックスウェル長老が若いころに育てていた豚が入賞し，授与されたリボン。
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●1998年4月4日(土)神 権部会

「押 せ ，

十二使徒定員会会員

ニール ・A・ マ ックスウェル

肩の力もて」

労働ば，たとえ経済的に働 くの要のなω場合さ右，霊的にば常に必要

な壱の ざす。

弟 の皆 さん， わた しは アロン神

兄権者の とき， 豚 を飼 っていまし
た。 当時を振 り返 ると，農村 の青年教

育機 関の一つ である4Hク ラブで，純

粋なデュロック種の豚の飼育に参加 し

て，労働 について多 くのことを学 びま

した。 これか ら話す ことが決 して大げ

さでないことを証明するために， ネル

ソン長老 に手伝 っていただいて，数年

間の様々な品評会でわたしの優秀 な豚

が勝ち取った100近 い リボンをちょっと

お見せ しましょう。

ネルソ ン長老 の手 もとにあるピンク

の リボンは，60年 前の もので，わた し

が初めて勝ち取 った賞です。その とき

の審査員 は優 しい人で，豚の出来 はも

うひとつでしたが，わたしに必要 な励

ましとなるように4等 賞 を くれたのだ

と思い ます。 この紫の リボンが，後の

品評会で優勝 したときの ものです。

ネルソ ン長老，あ りが とうございま

した。

兄弟の皆 さん，わた しは苦い経験か

ら，地元の食肉出荷工場 で豚肉価格の

動向を見守 る必要があることを学び ま

した。利益 と損 失の細かい記録 は，わ

た しの帳簿係である父の助けを借 りて

付 けました。すべて において，両親は

いつ も協力的で，最後には豚の世話 ま

で手伝 って くれました。95歳 になった

わた しの大切 な母もそうでした。どのよ

うに働 くか身 をもって示 し，わたしの

間違いを愛 をもって正 して くれました。

豚 のえさを安 く手 に入れ るため に，

わた しは定期的にパ ン屋へ行 き，3日 た

った古いパ ンを1斤 わずか1ペ ニーでた

くさん買 い入れました。 さらに，地元

の乳製品工場にち ょうどよい時間に行

くと，ただで70ガ ロンのスキム ミルク

がもらえました。今は1ガ ロ ンに2ド

ル50セ ン ト払ってい ます。皮肉な話で

す。 こうして節約することよって，え

さに必要な穀類 を少ない現金で買 えた

のです。

豚の出産 は真夜中過 ぎになることが

よくあ りました。ずっと起 きていて立

ち会 うと，疲れ切って しまうのが現実

でした。 しか し，すべ てや り終 えた と

きには，達成感があって，家計 にも幾

らか貢献 しました。同年代のほとん ど

の少年が，同 じような仕事を してい ま

した。兄弟の皆 さん，当時はだれ もが

貧 しかったので， 自分が貧 しいとは思

いませ んで した。働 くのが当然の こと
こんにち

でした。今 日では， もらうのが当然 と

考える人がいます。

しか し豚の飼育には，人 との付 き合

いで困ることもあ りました。わた しは

すでに人 目を気 にする年代で した。い

聖徒の道/1998年7月 号

42

までもはっ きり覚えていますが，中学

校 の校長が教室にやって来て，みんな

の前で大声でこう言ったのです。「二「

ル，お母さんが呼んで るぞ。君の豚が

逃げたんだ。」わた しは机の下に隠れた

い気持ちで した。それで も走って家 に

帰 り，豚 を集めるのを助けました。

父 は愛のある厳格 な人で，わた しが

精 いっぱい働 くと時々注意が行 き届か

な くなることを知っていま した。 わた

しは 「卓越 した仕事」とは無縁で した。
さく

ある夏の 日，父を喜 ばせるために，柵 ・
くい

に必要なた くさんめ杭 を立 てる ことに

しました。一直線 にしっか り埋 め込む

のです。一 日中懸命 に働 きました。そ

して，父が帰って来 る道を今か今か と

見 てい ました。父 は帰宅す ると，心配

そうに見守 るわた しの前で，注意深 く

杭 を調べ，水準器 まで持 ち出してチ ェ

ックしました。そ して，申 し分 のない

出来だ と断言 したのです。そ して褒め

て くれ ました。 自分の流 した汗 が父の

称賛 を勝 ち得て，心 は喜びで満 たされ

ま した。

短い 自叙伝の ような話になったこと

をお許 しぐだ さい。わた しは若いとき

に労働 について学べた ことに，心か ら

感謝 して きました。 とは言 って も，兄

弟 の皆 さん，いつ も 「歌 いて義務 を果

た し」肩の力で車 を押 したわけではあ

りません。 しか し，そ こで肩の力 と車

について学んだことが，後 に大 きな車

を押す ときに役立 ちました。現代の若

人の中には，車を押す とは，車 を運転

す ることだ と誤解 している人がいるよ

うです。

天父は神の子供 たちのための壮大な

計画をこう表現 されました。「見 よ，人

の不死不滅 と永遠の命 をもた らすこと，

これがわた しの業であ り，わた しの栄

光である。」(モ ーセ1：39)主 が 使わ

れ た 「業」 の意味 を考 えて くだ さい。
しょくざい

主が愛 と蹟 罪をもって行ってお られる

の は，業です。主 も働かれ るのです。

わた したちも同 じように 「救いの達成」

「収穫の律法」「額 に汗 して」 といった

言葉 吏い ます(モ ーセ5：1。 ジ ョ

セ ・ス ミス訳 創世4：1も 参 照)。

レずれ も無意味 な言葉で はな く， 働

くことの大切 さを強調 してい ます。 事



実，労働 は，たとえ経済的 に働 く必要

のない場合で も，霊的には常に必要な

ものです。

伝道 している2人 の孫や，最近執 事

に聖任 された3人 の孫 を含 め，今晩話

を聞いている7人 のす ばらしい孫たち，

そ して立 派な若人 の皆 さん，労働 が

「完全 な福音」の一部であ ることを心

に留めて くだ さい。喜びにあふれてい

ますが，伝道活動 は労働 です。喜 びに

あふれていますが，神殿活動 も労働で

す。悲 しいことに，現代 の無気力 な若

人たちは， きちんと働ける人 も幾 らか

いますが，ほとん どは勝手気 ままな生

活 をしようとしています。

残念 なことに，立派な若人の中には，

働 くことをせずに，無料パ スをもらっ

ているような入 もいます。 ガソリン代

と保険料の付いた車 を含め，様々な特

典を与 えられ，支払 いはすべて親に し

て もらい ます。 しか も，子供か ら感謝

の言葉を聞 くのは，まれなことです。

若人の皆 さん，学校の勉 強や家の仕

事，教会の責任，アルバイ ト，奉仕活

動な ど，様 々な仕事 に費やす時間は，

時期や環境 によって もちろん変わって

きます。それぞれの仕事が皆 さんの才

能を伸 ばします。 しかし，警告灯に注

意 して くだ さい。例 えば，アルバイ ト

をしているな らば，給料 をすべて 自分
じゅうぶん

のために使 うで しょうか。什 分 の一を

納めますか。伝道のため に貯金 します

か。スペ ンサー ・W・ キンボール大管

長は，明快 な助言 をしています。「〔も

し若人が〕得る ものすべてを 自分のた

めに使 うことを許 された ら，その利己

的な態度 は墓に入 るまで続 くだろう。」

(乃eTeachfηgsofSpeηcer冊

Kfmわa11『 ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボー

ルの教 え』560)

学校 の宿題は確か に必要ですが，勉

強が霊的な働 きをすべて締め出 しては

いないで しょうか。学校 の成績はとて

も大切ですが，クリスチャンとしての

奉仕の成績はどうで しょうか。

教会の責任は，重要な能力 を伸 ばし

ます。 この種の働 きが必要 な くなるこ

とは決 してあ りませ ん。 しか し，皆 さ

んは本気で責任 を果 たしているで しょ

うか。

家の仕事 も重要ですが， 自分の部屋

の掃除や服の片付 け以上の ことをして

いるで しょうか。

いかなる仕事を抱 えてい ようと，皆

さんやわたしが行う最 も困難な仕事は，

利 己心 をな くすこ とです。実に難 しい

ことです。

仕事のバ ランスを取る必要があ りま

す。 なぜな ら，父親が頻繁 にする残業

の ように，ある種 の仕事 は，ほかのこ

とを行 う時間を奪 う傾向が あるからで

す。偏 った仕事好 きは抑 えなければな

りません。スペ ンサー ・コンデ ィー長

老が引用 しましたが，オーケス トラの

指揮者たちに与えたシュ トラウスの警

告 にあ るとお りです 。「金管楽器 を励

ます ような合 図 を送 ってはいけない。

さもない と，弦楽器の音は二度 と聞こ

えな くなる。」

父親の皆 さん，気 をつ けて ください。

自分のときよりよい ものを子供 に与 え

ようと考えすぎてはいけませ ん。 しか

し，子供が経験すべ き手 ごろな仕事 を

取 り除 き，今 の自分を形成 して きた機

会 を子供か ら奪 って，知 らず に状況を

悪化 させない ように して くだ さい。

確 かに，状況 は変わ りました。ほ と

んどの若人は，牛の乳搾 りや豚の飼育

などはしません。現代の仕事の中には，

機械的で不 自然 に思えるものが あるか

もしれません。しか し，若人の皆 さん，

有意義な仕事をさせ ようと努力 してい

る両親 に，忍耐強 くあって くだ さい。

この点において，もっ と多 くの息子た

ちが，ほんの時たま，父親 と働 く機会

を得 ることがで きたら，どんなに祝福

されることで しょう。父親 と息子のチ

ームワークがまだで きて いなけれ ば
，

これか ら3か 月聞 に共同で行 う仕 事を

一つ選んで ください。

若人 の皆 さん，各 々の持 っている
たまもの

賜物が何かは知 りませんが，確 かに与

え られています。 どうか 自分の賜物 を

使 って才能を伸ば して くだ さい。また，
はんりょ

伴侶 を亡 くした人や病人のために， ご

み を出 し，芝を刈 り，落 ち葉 を掃 き，

あるいは雪か きなどを行って ください。

仕事のや り方 を知っていれば，生活

に役立 ちます し，卓越 した経験があれ

ば，特に有利になります。
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若人の行 う仕事に対 し， よくで きた

ときには特に，直ちに惜 しみな く褒 め

るようにしましょう。

末 日聖徒が労働 という価値観で今後

も知 られるか どうかは，新 しい世代 の

人々にかかっています。 ブリガム ・ヤ

ング大管長はずっと以前 にこう勧告 し

ました。 「長老たちがその高潔さを買

われて……会社 から好まれるようにな

っていただきたいと思っています。福

音 を守って生活 し，末 日聖徒 の名 にふ

さわしい行動 を取 るならば，わた した

ちはそ うしたすべ ての仕事 をまった く

安心 して任せ られる人物 になることが

で きるで しょう。 もし任せ られない仕

事が ある とすれば，それはわた したち

が福音に従 った生活 をしていないか ら

です。」(「歴代大管長の教え ブリガ

ム ・ヤ ング』24)

若 人 の皆 さんは，時が来た ら自分の

職業 を選択 します。神経外科医，森林

警備員，機械工，農業，教師 など，何

を選ぶかは，原則 に よるのではな く，

好みの問題です。こうした職業の選択

は明 らか に重要な ことですが，皆 さん

が歩 むべ き真 の道 を示 して はい ませ

ん。兄弟の皆 さん，皆さんは神の息子で

あり，御父のみ もとへ至 る道を歩 むよ

うに招かれているのです。そこで職 を

失 うの は葬儀屋 だけでは ないで しょ

』一1



う。しか し，働 くための能力や知恵は，

決 して失われ ません。学習す る能力 も

1司じです。若い兄弟の皆 さん，労働な

しに日の栄えの王 国に入 る近道はあ り

ません。楽なエスカレー ター はないの

です。

アロン神権者であれ，メルキゼデク

神権者であれ，今ほど， 自分が何者で

あるか知ることが大切 な時代 はあ りま

せん。ずっと昔か ら，皆 さんはこの偉

大 な ドラマに携 わって きました。 「初

めに神 とともにいた」のです(教 義 と

聖約93：29)。 神 の霊の息子 として前

世の大会議に参加 し，天父の救いの計

画の下に現世 を経験できることを知っ

て，喜びの声 を上げました。

さらなる ドラマが忠実な人々を待ち

受 けてい ます。その 日には，すべ ての

ひざがかがみ，すべての舌が イエスは

キリス トであると告白 します。すべて
あわ

の人が主は神であ り，正義 と憐れみに

おいて完全 な御方 であ ると認 め ます

(モーサヤ27：31;16：1;ア ルマ12：

15参 照)。 主 を愛す る人 々は 日の栄え

の王国に入って，主が備 えられた 「目.

が まだ見ず，耳が まだ聞か……なかっ

た」 ものを受 け継 ぐのです(1コ リン

ト2：9)。 イエスはす でに，その よう

な栄光ある場所をわた したちのために

備 える業を終えられたのです。

兄弟の皆 さん，年齢 を問わず，皆 さ

んの霊 的な歴史 と未 来 を表す 言葉は

「広大な」 とい う形容詞 です。いつ も

果たすべ き多 くの仕事があ ります。主

の業 を行 う方法 を知 っている人には，

特 にです。わた しはヒンクレー大管長

の次の言葉を喜びをもって支持 します。

「わた したちには，教会 の歴 史上，最

も優 れた若 い世代 が いる。」(Teacか

加gsofθor(10nB.石 堅hckley『 ゴー ド

ン ・B・ ヒンクレーの教 え』69)

わ た しは皆 さんの将来の可能性 を信

じています。皆さんは特別な仕事 を行

うために地上に送 られて きたえり抜 き

の霊です。それが今晩，親 しみを込め

て伝えようとして きたことです。

皆さん を愛 しています。神の祝福が

あって，みもとに戻る道 を歩 んでいけ

ますように， イエス ・キリス トの聖な
み な

る御名 により祈 ります。アーメン。

七十人会長会

アール ・C・ ティンギー

伝道活動

専任實教師にな る喜びば，アロン神権を持つ若 ω男倥が望み得る何よ

り大きな祝福の一つさす。

△ 晩わた しは，伝 道に備 えている

7ア ロ ン神権者，専任 宣教 師，そ

して伝道 に出るよう若人 を励 まし，備

えてお られる父親や祖父の立場にある

すべての皆 さんに向けて話させていた

だきます。

何か月か前，わた しは ミズーリ州 フ

ァー ウェス トを訪ね ました。かつてそ

こには，3，000か ら4，000人 に及 ぶ教会

員が住んでいました。今では，家 もな

くな り，草 原 だ けが残 ってい ます。

1838年7月 ，預言者ジョセブ ・ス ミスは，

「1839年4月26日 に なればファーウェス

トをたってイギリスでの伝道活動に着

手 しなさい」1とい う旨の十二使徒会へ

の啓示を受けました。

『ウイルフォー ド・ウッドラフ説教集』

(Dfscoαrsesof剛jbrdWbodrα 劫 に

は，次 のように書かれてい ます。「こ

の啓示を受けた とき，その地にあって

皆の心は比較的落ち着いていた。 しか

し，十二使徒 たちが啓示 を成就すると

きになると，聖徒たちは皆 ，その地 を

強制退去させ られていた。……

ヤ ング大管長 は， ともにいた十二使

徒たち にこう尋ねた。 『この啓示 を成

就するために，我々はどうした らよい

で しょうか。』2十 二使徒会の何人かは

こう言 った。 『主 は我 々十二使徒の思

い を受 け入れて くださるで しょう。啓

示 を成就するために，命 まではお求め

にならないで しょう。』」

ウィルフォー ド ・ウッ ドラフはこう
レ み た ま

続 けて います。「主の御霊が十二使徒

の うえに注がれ，彼 らは言った。 『主

が言われたのだか ら，わた したちはそ

の啓示 と戒め を成就 しましょう。』そ

れがヤ ング大管長や彼 とともにいた者

たちの感 じたことである。」

こうして十二使徒 たちは，啓示 に従

って伝道に旅立ちま した。ウィルフォ

ー ド ・ウッ ドラフは病 に冒され
，立つ

こともままならない状態でした。また，

ヒーバー ・C・ キ ンボールに よれば，

ブリガム ・ヤングはあまりにも病状が

重 く，助けな しに30ロ ッ ド(約150メ

ー トル)も 歩 けなかったとのことです
。

さらに彼は，.病床の妻 と子 を残 して旅

立ちま した。 この ときブリガム ・ヤ ン

グは，長いキル トを肩 にかけていまし

た。コー トがなかったか らです。3

1852年8月28日 ， 聖徒 らがソル トレ

ー ク盆地 に到着 した5年 後の ことです

が，ブリガム ・ヤ ングは，特別な大会

を召集 しました。 この大会で は約100

人 の男性が遠い国々への伝道に召 され

ました。十二使徒 ジ ョージ ・A・ ス ミ

スによって宣教師に与 えられた責任は

次の ような もので した。 「今大会でわ
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たしたちが召す伝道の任期 は，それほ

ど長い ものではあ りませ ん。恐 らく家

族 を離れる期間で言えば3年 か ら7年 く

らいで しょう。」4
こんにち

今 日，教会の宣教師がこのように極

限の状況で伝道に赴 くことはあ りませ

ん。彼 らは比較的快適な状態で伝道 に

出ます。適切 な服装 をし，十分な食事

を取 り，ジェッ ト機で旅立つのです。

現在，5万8，000人 以上の宣教師が136

の 国や属領地で働 いています。7月 には，

全部で331の 伝 道 部 とな ります。専任

宣教師になる喜びは，アロ ン神権を持

つ若い男性 が望み得 る何 より大 きな祝

福の一つです。

ほ とんどの宣教師は，世界15か 所 の

宣教師訓練セ ンターの一つで特別な訓

練 を受 けます。 プロボにある最 も大規

模 な訓練 セ ンター には，現在 お よそ

3，000人の宣教師がいます。最近宣教 師

訓練セ ンターを訪れ，幾つかのお もし

ろい統計 を入手 しました。宣教師たち

は，1か 月に約2β00キ ロ以上 もの シリ

アルを消費 します。つま り，2.3ト ン以

上です。そのうちの1，000キ ロは砂糖だ

らけの 「ラッキーチ ャーム」です。 「ラ

ッキーチャーム」 は朝食用 シリアル と

して大人気 なわけです。宣教師になる

最良の備 えの一つは，「ラッキーチャー

ム」 を食べ ることか もしれません。 自

分の子供の好み をもっと栄養価 の高い

食べ物に向けさせ ようとしているご両

親には，栄養 豊かな 「オールブラ ン」

を宣教師たちが1か 月にわずか7キ ロし

か消費 しないことをお伝 え してお きま

しょう。

アロン神権を持つ若い男性の皆 さん，

ここで伝道に備 える方法 を6つ 提案 した

いと思います。

第1に ，イエス ・キリス トの福音 は
あかし

真実であるという個人的 な証 を確固 と

した ものとして くだ さい。 自分 は神権

を有 してお り，イエス ・キ リス トはわ

たしの救い主であられるとい う事実を

自分 自身で知って ください。

第2に ，『モルモン書』を読む ときに，

それが天使モロナイか ら預言者 ジ ョセ

ブ・ス ミスに授 けられた ものであ り，金

版から翻訳 されたものだと証できるくら

いに研究 し熟考する必要があ ります。

第3に ，清 くあることです。過ちを犯

したな ら，監督のもとに行 き，助けと勧

告 を受け，悔い改めることがで きます。
じゅうぶん

第4に ，什 分 の一 と献 金を ささげる

ことです。このこ とによって，この偉

大な福音の原則を真 に証す ることがで

きます。伝道 に備 えて貯金 して くださ

い。伝道にかかる費用は無料ではあ り

ませ ん。宣教師は伝道費用 を自分 で準

備す るよう求められています。

第5に ，働 くすべを身に付けて くださ

い。自 ら進んで朝早 く起 き，その 日一

日を一生懸命働 き，そ して決 まった時

聞 に寝 るようにしましょう。伝道の備

えをす るに当たって，働 くすべ をぜ ひ

身に付けて ください。

第6に ，所属ユニ ットでホームティー

チ ャー としての召 しを果た し，人に仕

える喜びを味わって ください。

専任宣教師の皆 さんにも幾つか提言

をしたい と思います。

まず最初 に，口を開いて くだ さい。

主 はこのようにお っ しゃってい ます。

「あ なた はいつ もロ を開 き，喜びの声

を上げてわた しの福音を告げ知 らせな

ければならない。」5

店 の従業員，バスの乗客，通 りを歩

いてい る人など，あなたが 出会 うすべ

ての人に話 しかけてください。

2番 目に，一生懸命働いて ください。

伝 道の業には数多 くの障害が付 き物で

す。す ぐに落胆 して しまうこともある

で し ょう。 「あなたがたはわた しの選

民 を集めるために召 されている。わた

しの選民はわた しの声 を聴 き，その心

をかた くなにしないか らである。」6

3番 目に，従順 で，信仰深 く，誠実

であって ください。同僚 とペアを組 ん

で働 くことによって，身の危険か ら守

られ ます。主に忠実であ り，かつ同僚

を守る とき，宣教師は最 も安心 して伝

道 の業 に携 わることがで きるのです。

宣教師に課せ られた規則 を守って くだ
み たま

さい。そうすれば，御霊の導 きを十分

に受け られるで しょう。

4番 目に，福音 を教 え，証を述べ て

ください。「あなたがたはわた しの御霊

の力 をもって出て行 き，二人ずつ組ん

でわたしの名 によってわたしの福音 を
の

宣べ伝え， ラッパの音のように声 を上
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げ，神 の天使 のようにわた しの言葉 を

宣べなければならない」7と主 は勧告 し

てお られ ます。

5番 目に，伝道 を終えてか らも宣教

師時代の霊性 を保ち，身な りを整えて，

人か ら信頼 されるように努めましょう。

ブリガム ・ヤ ングはかつて帰還宣教 師

に対 してこのように言い ました。「頭

を上 げ自信 をもって帰還 しな さい。頭

のてっぺ んか ら足のつま先 に至 るまで

清潔 に保ち，心 を清めなさい。」8

次 にアロン神権 を持つ若人の父親そ

して祖父の立場にある方々に向けてお

話 しします。

どうか息子 さんやお孫 さんが伝道に

出 られるよう助け励 ましてあげて くだ

さい。

義にかなった家庭 を築 き，平安 に満

ちた雰囲気を提供することで，若人が

立派に成長 し， よく仕 える備 えができ

るように してあげて ください。

戒めを守 り，身 をもって模範を示 し

て ください。皆 さんが什分の一やその
せいさん

他の献金 を納 め，聖餐会 に出席 し，聖

文 を読み，家庭の夕べ を開 くことによ

って，息子 さんたちは伝道に出る備 え

をすることができます。

皆 さんは，将来適切 な時期 に夫婦宣

教師 として働 く備 えをす る必要があ り

ます。世界中で，もっ と多 くの夫婦宣

教師が必要 とされています。

専任宣教師 として働 くことによって

受ける喜びと祝福 は，個人的で神聖な

ことなので，それをうまく表現す るこ

とは難 しい ものです。最初の伝道が終

わって35年 たった とき，かつての求道



者 で当時まだバ プテスマを受けていな

かったある家族か ら1通 の手紙 を受け

取 りました。その手紙 には次のような

ことが書いてあ りました。当時その家

族 には4人 の幼い子供がい ましたが，子

供 たちは皆神殿で結婚 し，3人が専任宣

教師 として奉仕 し，3人が監督の召 しを

受け，1人 は扶助協会の会長を務め，12

人 の孫が福音の中で成長 しているとい

うのです。わた しがこの家族を探 し出

し，イエス ・キリス トの福 音を教える

ことに携 わったと知れば，手紙 を読ん

でわた しが どれほど感動 し，喜 びを感

じたか十分想像で きると思い ます。

最後に伝道活動 を通 して与え られる
あかし

祝福について証 したい と思います。昨

年，父が88歳 で亡 くな りました。青年

時代，父は大恐慌の さなかに宣教師に

召 され ました。当時伝道 に出 られる人

はまれで した。伝道に出ることは非常

に困難 なこ とで した。父 は，「伝 道に

出たことは今まで行った選択の中で最

善の選択であった」 といつ も言 ってい

ま した。そ して亡 くなった ときには，・

10人 の子供(9人 は今 も健在です)，56人

の孫，116人の ひ孫に恵まれていました。

父の子孫か ら，32人 が専任宣教師の
はんりよ

召 しを受 け，子孫 と結婚 した伴侶の う

ちの15人 も同 じように伝道の業 に携 わ

りました。 したがって，合計47人 が伝

道 に出たことにな ります。言 い換 えれ

ば，約100年 間 にわたって専任宣教 師

として伝道の業 に携わっていることに

なるのです。これ らの偉業を達成で き

た一つの理由は，一人の青年が伝 道に

出た ことにあるのです。父が伝道に出

たことと，わた しを感化 し，その模範

に従うよう導いてくれたことに対 して，

わた しは永遠 に感謝 し続けるで しょう。

主の教会で宣教師 として奉仕で きる

こ とは特権であ る， と証いた します。

神権者 として第一の責任 は，宣教師に

なることです。わた したちが皆，主か

ら受けている義務 を忠実 に果 たせ ます
み な

よ う ， イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ っ

て お 祈 りい た し ま す 。 ア ー メ ン。
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「心と進んで行 う精神」

七十人

ジ ェームズ ・M・ パラモア

皆さ'んが行える善き業ぱた くさ'んあ ります。その業によっτ皆さんや

ぼかの入 々か：変わる様子を見 τ，ぎっと驚 くことざしょう。

■ワ の地上 にい る神の王国の神権者

Lに 敬意 を表 します。今晩，皆 さ

んとともにこの場 にい られ るのは名誉

なことです。この場 にいる，そ して全

世界 に広が る神権者 には驚嘆すべ きも

のがあ ります。数か月前のことですが，

教会本部ビルでエレベー ターを待 って

いる と，3人 の男性が来て，受付の人

に こう尋 ねま した。 「兄弟たちがお ら

れるのはこ こです か。」受付の人 はほ

ほえみ ました。何 とい うす ばらしい呼

び名で しょうか。

どこへ行 こうとも，わた したちは兄

弟です。す ぐその場で きずなが結ばれ，

安 らぎが生まれ ます。担当の訪問を終

えて家路に就 くとき，わた しは 自分が

目に した兄 弟としての きずなと愛，そ

して善 き業について，神に感謝せず に

はい られ ません。皆 さんはすば らしい

方々です。わたしの友です。

神権者の皆 さん，これは，ある学校

の教師の話です。彼女 は夏休 みを終え

て学校 に戻って来た生徒 に，休み中に

父親か ら自立について何 を学 んだかを

尋ね ました。何人か答えた後 で，彼女

はジョニーに聞きました。ジ ョニーは

こう答 えま した。 「父か らは水泳 を教

わ りました。父にユ タ湖の真ん中まで

連れて行かれ，湖 に放 り投げ られ まし

た。わた しに，岸 まで泳いで帰 って来

いと言うんです。」教師は言い ました。

「す ごい。 とて も勇気が要ったで しょ

う。」 ジョニー は答えま した。「閉 じ込

め られていた袋か ら抜 け出すのが大変

でした。」若い友人の皆 さん，人生 には

難問が待 ち構 えています。 しか し，天

の御父はその難問を安全 に解決す る手

段 を与えて くださっています。その こ

とについて少 しお話 ししましょう。

主 は皆 さんがこの地上での旅路の中

で， この上 ないすばらしい経験 をする

よう願ってお られます。もし皆 さんが

途中の数々の選択 の機会で正 しい道 を

見いだしてい くな らば，その旅路 は文

字 どお り無数の驚 くべ き経験や霊的な

確認に満ちあふれたもの となることで

しょう。天の御父が備えて くださった

道には標識が明確に記されていますが，

この世の様式や手段がわた したちを惑

わ します。しか し，「あなたがたは，選ば

れた種族，王国の神権者」(欽定訳1ペ

テロ2：9)で ある ことを忘れないで く

だ さい。皆さんを通 して真理や善 き業

や永遠の命が全世界に知れわたるので

す。わた したちはその…翼を担ってい

ます。1831年 ，主が預言者ジ ョセ ブ ・

ス ミスに言われた ように，わたしたち

には 「心 と進 んで行 う精神」が必要 と

なります(教 義 と聖約64：34)。
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若い兄弟の皆 さん，命 は永遠です。
しもべ

主イエス ・キリス トとその僕たちによ
あかし

り，この世 に希望 と証が もたらされ ま

した。わた した ちの旅路は，天の御父

の もとか ら地上に来 て，再 び御父の待

つふるさとに帰 り，そ こで永遠に生活

する計画なのです。 わた したちは皆，
の

この善 きお とずれを世の人々に宣べ伝

えます。 これは永遠 の命 と永遠のきず

な，す なわち永遠の結婚 と永遠の家族

に関す る天か らのメ ッセージです。そ

の意味，その価値，その約束 を超 える

ものは何 もあ りませ ん。 この知識 と愛

があれば，希望 と夢 を実現 し，人々が

永遠の真理 を，そ してこの知識 と愛が

もた らす内なる平安 と安 らぎを見いだ

せるように助けることがで きます。

例えば，わた しの友人ボブはたばこ

を吸っていた一人の長老を助 けました。

ボブはほとん ど毎朝，自分の定員会に

属するその長老 と会い，たばこをやめ

られるようともに祈 り，代 わ りにあめ

や ガムを渡 しま した。後 にボブは，こ

の長老が妻 と神殿の聖壇越 しに手 を握

り，永遠 に結び固め られ るのを見るこ

とにな ります。何が この長老 を変え，

その ような祝福 をもた らしたのでしょ

うか。福音 と 「心 と進 んで行 う精神」

です。

若人の皆 さん，皆 さんが 「心 と進ん

で行 う精神」 をは ぐくめるように，幾

つかのことを話 しましょう。まず第ユに，

わた したちは以下の ことを世の人々に

宣べ伝えます。それ は， 「が 在 して

おられること その ・が 忍 る稚

墨 ，御 自分のもとから地球 を往

復す る旅路が大切 な ものであ ることを

世の人々に伝 えるため，愛する御子 を

遣わされたことです。天の御父はその

旅路の成功 のために計画を授けて くだ

さい ました。 『聖書』 には次の勧告の

言葉があ ります。「心 をつ くして主 に

信頼せ よ，自分の知識にたよってはな

らない。」(箴 言3：5)人 が考 えた哲学

は，これか らも存在するで しょう。 し

か しそれ らは，永遠 の命はお ろかこの

世 の平安 さえ約束 して くれ ないので

す。主に全幅の信 頼を置 きま しょう。

聖文 と生ける預言者は主 を証 し，道 を

示 してくれます。 ・



第2に ，神 は御子 イエ ス ・キリス ト

を通 して培 弄 を{め られました。つ

ま り，安全な旅ができるように神 が授

けて くだ さった戒め です。 「心 と進ん

で行 う精神」 をもって この戒めに従順

であるとき，わた したちの心 に変化が

起 こり，わたしたちの考えや思い，服

装，生活の仕方，取 る食べ物や飲み物、

奉仕の仕方が変わるのです。息子 アル

マは 「彼 らは新 たな者 となる」(モ ー

サヤ27：26)と 言 ってい ます。わたし

たちを守って くれるこの境界線は，安

全 な旅には欠かせません。

5歳 の ころ，母 はわた しが この境界

線 につ いて理解で きるように，毎 日の
りゅうさ

ようにこう言いました。「ジミー，流砂

の近 くに行っちゃだめ よ。」そこは我が

家か らほんの数百メー トルの所。わた

しと友人は どうしたで しょう。 そ う，

行 って しまったのです。流砂 に近づ く

と，一人の友人が，湿 っていてほかの

部分 よりも黒 く見える砂に足 を乗せ ま

した。最初，彼の足 は動かず，みんな

笑 い ました。ところが，次第 に足 が砂

に潜 り始め，抜けな くなりました。彼

はパニ ック状態 に陥 りました。砂 から

出 られず，悲 鳴を上げています。わた

したちは懸命 に走ってカウボーイの家

に行 き，あ りったけの声で助 けを求め

ました。する と彼はロープをつかむと，

一緒 に流砂の所 へ走 って行 きました
。

友達はもう腰 まで砂 に埋 まっています。

カウボーイはす ぐにロープを投げて友

人の体に巻 き付 けると，わた したちに

そのロープを持たせ ました。そ して丸

太を砂の上 に置いてそれに乗 り，友達

を砂か ら引 き上げたのです。

主が定められた境界線を越えるとき，

わた したちは流砂 のようなものに捕 ら

えられ ます。 この世の手段 は，多 くの

場合 この流砂の ように，非常に破壊的

な ものです。それ らは主が定め られた

境界線である戒めか ら，わた したちの

心 をそ らそ うとします。・このような，

この世的な手段(麻 薬 ，飲酒，喫煙，
どうせい

同棲，ある種の音楽 など)に は，以下

のような特徴があ ります。

.●非常に心を奪われやす く感 じる
。

●普通の生活様式であるかのように映る。

●だれか らも容認されるように思 える。

●テ レビ，映画，インターネッ ト， ビ

デオなどで絶賛 されてい る。

これらは主が定められた境界線の外

にわた したちを連れ出す ものです。後

をついて行 けば，絶望感 に襲 われ，健
は たん

康上の害悪，財政の破綻 を招 き，その

ほか様 々な問題による破滅 をもたらし

ます。

主の境界線 は，『若人のために』という

小冊子に明確 に定め られ，従 う人 は皆，

確 かで偉大 な祝福 を受けます。わた し

たちは宣教師として，また会員 として，

人々が戒めとい う主の境界線 を見いだ

し，大切 にす るよ うに助 けます。「心

と進 んで行 う精神」 をもって，言い換

えればヒンクレー大管長が世界各地を
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訪問す るときの ように，進 んで，楽 し

く，熱意を込めて行 うな らば，わた し

たちは一つ一つの機会に よってわたし

たちの態度 は変わ り，それぞれの機会

に感謝す るようになることでしょう。

第3に ，若い人だけでな く年配の方 に

も言 えるこ とですが，一

は 許 を'ま しょ'。 皆 さんは19

歳 のとき，あるいは定年時にどこにい

るよう望みますか。伝道ですか。それ

な ら，今夜 その決意 を して ください。

約束 します。そ うすれば皆 さんやほか ・

の人 々の生活は変 わ り，神が皆 さんを

伝道 に導いて くださるで しょう。主が

求め られるのは，「心 と進んで行 う精神」

だけです。皆 さんが行える善 き業 はた

くさんあ ります。その業によって皆 さ

んやほかの人々が変 わる様子 を見 て，

きっと驚 くことで しょう.。

イタリアのバ リとい う町で証会があ

りました。す ると驚いたことに，一人

の若い宣教師が立ってこう言 うのです。

「宣教師がいなければ，わた しはここに

いませんで した。」彼 は母親 と祖父母が

30年 前，フランスのパ リでベ ン ・・ウォ

ル トン長老 とジェームズ ・パ ラモア長

老 に会 ったこ とを話 して くれ ま した。

多 くの集会の後，その家族 はバプテス

マを受けま した。そ して，その息子が

伝道 に出ていたのです。後で分かった

ことですが ，この家族 を通 じて170人

以上がバプテスマを受けました。わた

しは伝 道 とい う特権 を得 て， その2年

半はわた しの証に欠かせない ものとな

りました。感謝に堪えませ ん。

わた しは証 します。神 は生 きてお ら
あがな

れます。御子は順い主であられ，この

福音 は世界 中の全人類に祝福を もた ら

します。

わた したちが皆，以下の事柄 に従え

るよう願っています。

●神 と御子に信頼 を寄せる。

●与えられた境界線を守って生活する。

● 「心 と進 んで行 う精神」 をもって結

果 を考えなが ら物事を始める。

主 は 「わた しを尊ぶ者 を，わたしは

尊 〔ぶ〕」 と言われ ました(サ ムエル

上2：30)。 そ の ような旅であ ります よ
み な

う，イエス ・キ リス トの御名によ り申

し上げます。アーメン。

1



「わたしたちはこれら
のことを尋ね求める」

第二副管長

ジェームズ ・E・ ファウス ト

r話さ'れたことば何さあろうと，ωつ～烈5誠 実 仁果たすノ でアルマ53'

20ク 青年ざあることをわた した ちば希望 しごωます。わた しば， ……

信条と行ωをこれまざ以上に一致させることを皆さんに訴えたωと考

えτωます。

弟の皆 さん，今 晩こ うして皆 さ

兄ん と集える ことを喜 び として い
ます。 このように大勢の神権者 を前 に

してお話 しす ること以上に大 きな責任

をわた しは知 りませ ん。 なぜ な らば，

神権 は地上 に存在 する最 も大 きな力 だ

か らです。B・H・ ロバーツはこのよ

うに述 べてい ます。 「神権 は厳粛 な も

のです。全能の神 か ら委任 された力 を

持つこと，神の名において話 し，行動

する権能を頂 き，神御 自身が語 りある

いは行われると同 じ拘東力 を持つ権能

を受 けるこ とは，名誉であるとともに

大 きな責任で もあ ります。」1若 い神権

者の皆 さんに目を転 じると，わた しは

「非常 に勇敢であ り，体力と活力がみ な

ぎっていた」 ヒラマ ンの若い兵士 を見

ている ような思いに駆 られ ます。皆さ

んが彼 らと同 じように 「託 された こと

は何であろうと，いつ でも誠実 に果た

す」2青 年 である ことをわた したちは

希望 しています。

わた しは今 晩，信条 と行いをこれま

で以上に一致 させ るこ とを皆 さん に訴

えたい と考えてい ます。信仰箇条第13

節 に基づいて話を進めることにします。

それはこのように記されています。「わ

た したちは，正直，真実，純潔，慈善，

徳高 くあるべ きこと.，またすべての人

に善 を行 うべ きことを信 じる。実に，

わた したちはパ ウロの勧告に従 うと言

って もよい。わた したちはすべてのこ

とを信 じ，すべてのことを望 む。わた

したちはすでに多 くのことを堪え忍 ん

で きてお り，またすべてのことを堪 え

忍べるように と望んでいる。 どの よう

なことで も，徳高いこと，好 ましいこ

と，あるいは誉れあることや称賛に値

することがあれば，わた したちはこれ

らの ことを尋ね求める ものである。」3

兄 弟の皆 さん，わた したちは身に受 け
み たま

ているキリス トの御霊 に導かれるまま

に行動す るこ とによって，業の担 い手

としての責任 を果た しているで しょう

か。ブリガム ・ヤ ングはこのように述

べています。 「わたしたちが望 むのは，

聖徒たちが善行 を重ねるこ とによ り，

例えばわた したちの教会の会員である

整備士が大変正直で信頼で きる人物で
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あることか ら，この鉄道会社 からこう

言われるこ とです。 『モルモ ンの長老

を機関士 として派遣 して ください。そ

うすれば乗客は恐れずに列車に乗れま

す。モルモ ンの長老は，危険があると

分かれば，命を預 った人 々を守 るため

に必要なすべての手段 を尽 くすか らで

す。』わたしはモルモ ンの長老たちがそ

の高潔さを買われて，エ ンジ ン製造工

として，警備員 として，機関士 として，

事務員 として，経営の管理者 としてこ

の会社か ら好まれるようになっていた

だきたいと思ってい ます。福音 を守 っ

て生活 し，末 日聖徒 の名 にふさわ しい

行動 を取 るな らば，わた したちはそう

したすべての仕事 をまった く安心 して

任せ られ る人物 になることができるで

しょう。 もし任せ られない仕事がある

とすれば，それはわたしたちが福音に従

った生活 をしていないか らです。」4ヤ

ング大管長が当時の神権者 に強 く勧め
こんにち

ていたことは今 日わた したちにも同じ

ように大切な ことです。職場 であれ，

学校であれ，家庭であれ，わた したちが

行 うすべてのことにキリス トの御霊があ

ふれていなければなりません。

。スペンサー ・W・ キンボール大管長

は 「正 しい行 いをすると一度だけ決意

する」 ように と教えました。キ ンボー

ル大管長は重大 な決意 を人生の早いう

ちにな したので，繰 り返 しその ような

決意を改めてす ることはあ りませんで

した。彼は この ように述べ ています。
ひとたび

「わた したちは一 度あることを片付け

て しまえば，もう二度 とそれ にはかか

わる必要がな くなります。……そ うす

ればわたしたちが何をし，何をしないか

を何百回 も思 い悩み，再三再四決定す

る必要はなくなるのです。」5

第二次世界大戦中にわた しは，忠実

な末 日聖徒 の家庭か ら戦地へ向かった

とて も大切 な青年たちが少 しずつ標準

を下 げ，霊性 を失ってい く様子に気が

つ きました。外国のある地域では，安

心 して飲 める水 はあ りませ んで した。

そのために水 を浄化す る化学薬品を加

えるのですが，それによって水はひど

い味にな ります。ある青年たちは味 を

ごまかすためにコーヒーを飲み始め ま

した。軍は時々，たばことアルコール



飲料をわたしたちに支給 してい ました。

一部の青年 はその支給品をまった く受

け取 りませ んで した。ほかの青年たち

は，自分でたばこを吸った りアルコー

ル飲料 を飲 んだ りしな くても，支給品

を受け取って，品物や現金 と交換 して

い ました。けれ ども中には，ためしに

吸った り飲んだりして，それか ら一生，

これ らの とりこになった青年 もいまし

た。戦争 中に身に付いた習慣 によって，

霊的に成長す る可能性 と主 の多 くの祝

福 を失ったのです。

神の神権を持つ者 は非の打 ち所 のな

い人でなければな りませ ん。わた しは，

エジプ トか らパ レスチナに戻 った とき

に父アブラハムが示 した高潔 な態度に

ずっと尊敬の念 を抱いてきました。ア

ブラハムはおいの ロ トとともに戻 りま

した。間もな く，アブラハムの家畜の

牧者 とロ トの家畜の牧者 との間で争い

が起 きま した。 「アブ ラムはロ トに言

った， 『わた した ちは身内の者 です。

わたしとあなたの問に も，わた しの牧

者たちとあなたの牧者たちの問にも争

いがない ようにしまし ょう。』」6ア ブ

ラハムはロ トに右 でも左で も好 きな方

の土地 を選ぶ ように言いま した。 ロ ト

はより肥えた地を選んで東へ行 きまし

た。このためアブラハムは西の土地 を

取 りました。時は移 り，ロ トとロ トの

一族全員 は戦 いで捕虜にな り
，160キ ロ

以上北のダ ンへ連 れて行 かれま した。

アブラハムはロ トの悲運を聞 くと，武
しもべ

器 を持たせ た318人 の僕 とともに追跡

を始めました。アブラハムはロ トとそ

の一族 を救 出しただけでな く， ソ ドム

にあった彼 らの土地をも取 り返 しま し

た。逃亡先から帰って来たソ ドムの王

は感謝 して，戦利品をアブラハムに差

し出しました。 しか しアブラハムはそ

の申し出に対 して このように言 って断

りました。「わた しは糸一本で も，くつ

ひも一本で も，あなたのものは何 も受

けません。アブラムを富 ませたのはわ

たしだと，あなたが言わないように。」7

ア ブラハ ムはこれ らの出来事の中で，

彼 の公平さ，高潔 さ，信仰 を表 しまし

た。そ して主はアブ ラハ ムに霊 的な祝

福 とこの世の祝福 を報いとして与 えら

れたため，最終 的にアブラハムはロ ト

よりも繁栄することとな りました。

正直は人格の中で非常 に重要 な位置

を占めます。国の法律 も神の律法 もま

った く意 に介 さない，傍若無人に振る

舞 う入々を見 たこ とが あるで し ょう。

彼 らは人 としての行動規範な ど自分に

は関係 ない といった顔 を してい ます。

「罰せ られ ない ようにうま くやるには

どうした らよいだろうか」 という考'え

方が 多 くの 人 々の 問で見 られ ます 。

「道義 をわ きまえた人 と信義 を重ん じ

る人の違いは，後者 は不正直な行為に

よってた とえ成功 したとして も，その

行為 を悔 いる」8と 言った人がいます。

正直さを身に付けるには若い年代か

ら始めることが大切 です。わた しは11

歳 の ときに，不思議 な12歳 の誕生 日が

来 るの を首 を長 くして待 った もので

す。なぜ不思議か と言 えば，12歳 にな

ると執事 とスカウ トになれるか らで し

た。わたしの特別な誕生 日が来 るとす

ぐにもス ター トを切 れるように，母に

助 けられて信仰箇条 とス カウ トの規律

とモ ッ トー を覚 え，そのほかの条件を

満たす準備 をしました。

家族 に女の子供がい なか ったため，

わた したち兄弟 は，牛の乳搾 りや家畜

の世話 といった外の仕事 のほかに，家

の中の仕事 を分担 していました。ある

日，母はわた しに皿を洗 って，台所を

掃 除する ように言いつけると，近所の

病人の世話 をす るため に出か けま し

た。 わた しはその仕事をす ると言 った

のですが，皿洗いを後 回しにしました。

時間が どん どん過 ぎてい きま したが，

仕事 は終わっていません。実は手 をつ

ける ことさえ していなかったの です。

母が帰 って来て，台所 を見 ました。そ

してエ プロンを着けると，流 しに向か
ひとこと

い ました。母 はたった一言 しか言 いま
ばち

せんでしたが，それは12匹 のすずめ蜂

か ら刺 されるよ りもきつい一刺 しで し

た 。そ れ はス カ ウ トの規 律 で した。

「わた しは名誉にかけて行います。」わ

た しはその 日， もう二度 とわた しの行

いのせ いで母 にその言葉を言 わせ まい

と決意 しました。

名誉 を守るためにはあ らゆる行動が

正直でなければな りません。一部の青

少年は両親か らの負債 をそのままに し
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てい ませ んか。 「映画 に行 くか ら5ド ル

借 りていい?」 この言葉 には借金 を返

す とい う意味が含 まれていますが，安

易 な約束であるため に，それを口にし

たときもうすでに忘れて しまってい る

のです。

わた したちは信用 を誤用する ことの

ない ように注意 しなければなりません。

様 々な場所 でクレジッ トカー ドを使用

してい るために，支払い切 れないほど

の負債 を負 っている消費者が増えてい

ます。この ような話 を思い出 しました。

「一 人の年老 いた農夫が通信販売の会

社 に次 の よ うな手紙 を書 き ま した。

『787ペー ジに載 っているガソリンエン

ジンを1台 送 って ください。使えるもの

だった ら，小切手を送 ります。』

しばらくして彼はこの ような返事 を

受け取 りました。 『どうか小切手 を送

って くだ さい。使 える ものだった ら，

エ ンジンをお送 りします。』」9

現代社会はこの世にかかわるものを

増やすため にが むしゃらに突っ走 って

います。 こうした社 会の風潮は，従来

の収穫 の法則を変 えることができると

いう思いを多 くの人々に抱かせ てい ま

す。すなわち，正当な労苦 と労働 とい

う対価 を支払わな くて も収穫を刈 り取

る という法則 に換 えて しまうのです。

瞬時 に成功 を勝 ち取 るために，彼 らは

短期間で金持ちになれる と約束 してい

る，高 リスク型 の計画に投資 してい ま

す。 これ らの投 資はすべ て，損失を招

くことが しばしばあ り，時 には経済的

な破滅を迎 える人 もい ます。箴言には

この ように書 かれています。 「忠実 な

人は多 くの祝福 を得 る，急いで富を得

ようとする者 は罰を免れない。」10

わ たしたちは教会員 として，また特

に神権者 として，純潔の大切 さを信 じ

ています。教会の男女 にとって道徳 的

な清 さに関す る標準 は一つ しかあ りま

せん。二重の標準 といった ものは存在

しないのです。特に神権者 は結婚前 の

純潔 と結婚後 の貞潔 に関する標準を維

持する責任 が大 きい とわた しは考えて

い ます。「主の器を担 う者たちよ，清 く

あ りなさい」 と主 は言 われま した。11

これは思い と行いにおいて清 くあ りな

さいという意味です。預言者 ジョセブ・



・ス ミスは 「神 の前に行 こうとす るので

あれば，わた したちは自らを清 く保た

なければなりません。神 は清い御方だ

か らです」 と述べ ています。12美 婦 が

清 く純潔であって，人生の浮 き沈みに

あってもお互いに対 して完全 に自分を

ささげるな らば，二人の愛はます ます

深まって，やがて天において大 きな実

りを もたらす ことで しょう。'初期の末

日聖徒の使徒であつたパー リー ・P・

プラッ トは この ように述べ ています。

「愛 に基づ くこの結 びつ きか ら， ほか

のすべての関係，対人関係 のうちに喜

びや愛情が生 まれて，人類 のあ遡

枝 にまで行 き渡 るのである。」13

預 言者ジ ョセ ブ ・ス ミスが信仰箇条

第13節 に記 した ように，「わた したち

は……慈善……，またすべ ての人に善

を行 うべ きことを信 じ」ています。教

会が設立されて以来，専任宣教師は善

い働 きを行 って きま した。 わた したち

は現在働いている5万8，000人 以 上の宣

教 師に感謝 しています。大管長会 は全

世界か ら訪 れた，多 くの大使 ，首相，

統治者，著名な公人，政治家の方々と

お会いする機会があ ります。彼 らか ら，

しばしば 「あなたがたの宣教師 とお会

い した ことがあ ります。様 々な場所で

彼 らを目に しています」 とい う話 を伺

います。時 々これらの著名人はプロボ

の宣教 師訓練セ ンターを訪れて，数千
ま

人の宣教師 を目の当た りにしています。

これ らの公職者は例外 な く大 きな感動

を覚えてい るようです。宣教 師は外見

を きちんと整 え，堂 々としてい ます。

訪れた人々から，「うちの子供たちも教

会の学校 に入れて，教会の若い人たち

と交際させたいですね」という声 を聞 く

の も決してまれなことではありません。

宣教 師の務 めは限 られた期 間だけ果

たす責任ではあ りませ ん。宣教師は帰

還 した後 も，伝道地で人々に教 えた原

則 に従 って，模範 となるような生活を

する必要があ ります。スペ ンサー ・W・

キ ンボール大管長はこのように述べて

い ます。「帰還 宣教 師の皆 さんにお願

い します。……皆 さんはアルマやモー

サヤの息子たちの ように，紛れ もない

神の天使 として人々に出会 い，彼 らに

教 え，バプテスマ を施す というすばら

しい経験 をしてきました。伝道中に身

に付 けた身だ しなみ，原則，習慣 を捨

てないで ください。学生生活 に戻 った

皆 さんにネクタイを締め，ワイ シャツ

とダークブルーの背広 を毎 日着てほ し

い と言 っているのではあ りません。 け

れ ども，かつ て教 えた福音 の原則 の中

で求め られている清潔，威厳，誇 りを

皆 さんの 日常生活に反映できるように，

身だ しなみを整える習慣 を維持 してい

ただきたい と思います。わたしたちは

王国が栄えるため と，皆さんを誇 りに

していた人々といまだ に皆 さんを誇 り

に している人 々のために， これをお願

いします。」14

パ ウロの勧告 にはすべてのことを堪

え忍べ るように望むこ とが含 まれてい

ます。 クリン トン ・カ トラー長老 は，

希望 と忍耐 と揺 るぎない意志が天の祝

福 を招 くことについて模範を示 して く
み て

れました。彼 は文字 どお り，主の御手

に使われ る者 となったのです。 クリン

添とカーマ ・カ トラーは高校時代 から

の恋人で，バ スケ ッ トボールで奨学金

をもらって大学 に通 うようになる と，

二人は結婚 しました。 けれ どもす ぐに

経済的に苦 しくな り，クリントは電話

会社 で働 き始 めました。 クリン トの最

初の仕事は会社の トラックを洗い，グ

リースを補給 し，管理することで した

が，後 に本社 に呼び寄せ られ電線 の修

理の仕事 を命 じられました。 クリント

は3年 半の間フルタイムで働 きなが ら，

大学 もフルタイムで通い，1960年12月

に優秀な成績で卒業 しました。その と

き，すでに4人 の子供がいました。

それか ら，転勤 と昇進が繰 り返 され

ました。1963年 にユ タ州 リバーデール

で働 いているときにクリン トは監督に

召 され ました。3年 後 に彼 らはユ タ州

ミッドベールに引っ越 しました。 クリ

ン トはそ こでステーク会長会の第二副

会長 に召 されました。

さらに3年 後，クリン トはコロラ ド州

デ ンバーに転勤を命 じられ，そこで リ

トル トンステークの会長に召 されまし
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た。転勤はまだ続 きました。アイダホ

州ボイシに転勤する と，彼 はボイ シ西

ステーク.の会長に召 されま した。次の

転勤でクリントはソル トレー ク ・シテ

ィーに戻って来 ました。そ して彼 は地

区代表に召 されま した。1984年 に彼 は

最後の昇進を して，副社 長補佐兼販売

管理部長 とな りました。彼 の会社 は主 、

が必要 とされる場所ヘ クリントを転勤

させたように思われます。

クリントは退職する とユ タ州へ戻 っ

て来 ました。間もなく， ワシン トン州

シア トル伝道部の部長 として働 く召 し

を受けま した。そ して，1990年4月 に

最後の奉仕の召 しが来ま した。七十人

第二定員会 において中央幹部 として働

く召 しで した。彼の奉仕の召 しは1994
がん

年4月9日 を もって終わ りま した。癌 と

雄々 しく闘った後 に息 を引 き取ったの

です。

管理の召 しや仕事上の昇進が忠実 さ

やふ さわしさの物差 しとなるとい う意

味でお話 し.しているつ もりはまった く

あ りません。現在 も過去に もその よう

なことはあ りません。わたしたちは皆，.
けんそん

教訓 と模範 によって福音 を教 える謙遜

で忠実な教師か ら豊かな祝福 を受けて

い ます。けれ どもカ トラー長老の模範

は，天の御父が信仰，希望，忍耐 を持

つ者 を強めて くださ り，わた したちの

能力 と機会 を，たとえそれらが月並み

な ものであって も，増 し加 えて くだ さ

ることを示 しています。

教会員は好ましいことを追求します。

わた したちはうわべ だけのこの世的な

美 しさを求めるのでな く，神がわたし

たちの心 に植 えられた純粋 で本来人に

備わっている美 しさを追求 しますbわ

たしたちは高尚な思いと立派 な行動 に

駆 り立てる力を授けて くれる ものを尋

ね求めるべ きです。ジ ョン ・テー ラー

大管長はかつてこのように語 りました。

人は 「現在地上にある状態 よりも高尚

で偉大な祝福 と栄光 を得 るために，与

え られた機会 を活用するならば，……

神 の息子 として清 く，徳高 く，英知豊

かな，誉れある者 となり，御父の勧告を

尋ね求め，御父の勧告 によって導かれ，

治め られ る者 となる定めにある。」15実

に，わた したちはブリガム ・ヤ ング大

管長 とともに， このように言 って もよ

いで しょう。わた したちは 「優 しく，

親切 で，謙虚で，誠実であること，信
いつく

仰に満 ちて高潔であること，……慈 し

みは，それを持つすべての人の周 りに

愛の光輪 を放 ち，彼 らの顔は光 を発散

し，彼 らの交 わ りはそのすば らしさの

ゆえに魅力的」であることを望んでい

ます。16

この教会の歴史 を通 じて，わた した

ちはすでに 「多 くのことを堪え忍んで」

きました。将来に目を転 じて，「すべて

の ことを堪 え忍べ るようにと望 んで」

います。未来 に何が待ち受 けているか

完全 にはだれ にも分か りませんが，わ

た したちは堪 え忍 ぶであろうことを確

信 してい ます。ではどの ようにしてす

べての ことを堪え忍 ぶので しょうか。

答えは驚 くほ ど単純です。信仰に よっ

て，一致 によって，神の預言者に従 う

ことによって堪 え忍ぶのです。わた し

た ちはこれ までそのように してきまし

た。またこれか らもそ うす るでしょう。

地球が創造 されて以来，神 は無限の

英知に よって預言者を通 して主の民を

導 いて こられ ました。 どの時代 にあっ

て も，主のすべての権 能を行使で きる
こんにち

のはたった一人です。今 日，その権能

を持つ預言者 はゴードン・B・ヒンクレー
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大管長です。世界 中のすば らしい教会

のプログラムを顧 みるとき，だれが ヒ

ンクレー大管長の預言者 としての指導

力 に疑問を持つで しょう。わた したち 一

は，神が大管長 を支えあ らゆる面で強

め られることを祈っています。わた し

たちが ヒンクレー大管長や大管長 とと

もに働 く者たちを預言者，聖見者，啓

示者 として完全 に支持す ることにより

すべてのことを堪え忍 ぶことが できる

ようにな ります。わた したちがその こ

とを実行で きるようイエス ・キ リス ト
み な

の御名 によりお祈 りします。アーメ ン。
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第一副管長

卜一マス ・S・ モンソン

危険な道

こんにち

多旧 の若入の生活に'ば，重大な結果を招 く勤6、かあ ります。簡潔に'言

えば 善を行うか悪を行うかの 戦ωざす。

45年7月16日 ， 米 艦 イ ン デ ィ ア

19 ナポ リス号は， カリフォルニ
ア州メア島の海虻 巌から趣 秘の荷

を積 んでマリアナ諸島のティニア ン島

へ 向けて出港 しま した。その積 み荷の

中には，あらゆる苦難 と後悔 と死 をも

って，第二次世界大戦 を終結 させ る非

常 に精巧 な兵器が あ りま した。船 は7

月26日 に その荷 を降ろし，護衛艦 のな

いまま，フィリピンの レイテ島に向か

いました。

船はフィリピン海の敵 の海域 を進ん

だので，艦長は敵か らの探知や攻撃を

防ぐために，ジグザグに航行するよう，

任意の指令を出しました。 しか しそれ

は行 われ ませ んで した。1945年7月29

日， 日曜 日の真夜中近 く， この巡洋艦

はレイテ湾に向かって航行中に，敵の

潜水艦 に発見され ました。潜望鏡 を出

して隠れていたその潜水艦 は，1，400メ

一 トルの距離 か ら6発 の魚雷 を一斉 に

発射 しました。魚雷が命 中し，弾薬や

燃料が爆発 して鑑首 を引 き裂 き，送電

室が破壊 され ました。電気が止 まった

ため，通信兵は遭難信号 を送れません

でした。退鑑命令が出たとき，伝達手

段がすべ て壊 れていたので，口伝えで

知 らせる しかあ りませ んで した。命 中

か らち ょうど12分 後に，船尾が垂直に

30メ ー トルも押 し上げ られる と，船 は

そめまま海底に沈んでい きました。

1，200人 近 い乗 組員の うち，お よそ

400人 が 即死 したか，船 とともに沈 み

ました。残 りの800人 は沈没 を逃れて，

海に飛び込みま した。

4日 後の1945年8月2日 ，ロッキー ド・

ベ ンチュラーのパイロッ トが，海上 を

漂 う異常な油の帯に気づいて，25キ ロ

ほどそれ をたど りま した。そして， イ

ンディアナポリス号 の撃沈 から生 き残

った人々を見つけたのです。

大がかりな救助活動が始まりました。

船がその地点 に急行 し，飛行機は空か

ら食料や水，緊急用品を投下 しま した。

海に逃れた約800人 の中で，助かったの

はわずか316人 で した。残 りの人々は，

サメのすむ危険な海で命を奪われたの

です。

それか ら2週 間後 に戦争は終わ りま

した。イ ンデ ィアナポ リス号の沈没は

「第二次大戦，海軍最後の惨事」として

今 も語 り継がれています。

この船の乗組員の恐 ろしい経験 には，

今 に当てはまる教訓があるで しょうか。

彼 らは危い場所 にい ました。危険が潜

み，敵が忍び寄 っていま した。船はジ

グザグに航行す るようにとい う命令を
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聞かず に進み続け，簡単に標的になっ

たのです。破局がその結末でした。

イ ンデ ィアナポリス号が レイテに向

かった 日に，わた しは海軍 に入 りまし

た。そ して， カリフォルニア州サ ンデ

ィエゴに近 い海軍訓練所 で，基礎キャ

ンプの厳 しい軍事教練 と激 しい戦闘訓

練 に耐えていました。

ついに最初の休みがやって来ました。

泳げる者は皆，軍のバスでサ ンデ ィエ

ゴに行けるが，泳 げない者は残 って水

泳の訓練を受けるように言われました。

自分が泳げて，水泳の経験が何年 もあ

ることをどんなに喜んだことで しょう。

ところが，思いが けない命令 を受けま

した。泳 げると答 えたわた したちは，

バスを待つ場所で なく，プールに向か

って行進 させ られたのです。プールの

端 に集合する と，服を脱 ぐように言わ

れ ました。そ して一人ずつ飛び込んで，

反対側 まで泳 ぐように命 じられたので

す。ほ とん どの兵士は苦 もな く成 し遂

げて，サ ンディエ ゴ行 きのバスに乗 る

の を待 ちわびてい ました。 しか し，正

直でなかった者がいま した。ほんとう

はカナヅチなのに，泳げる と答えたの

で す。下士官 は，彼 らが2，3度 水 中に
たけざお

沈むまでは，救助用の竹竿 を差 し出そ

うとは しませ んで した。教訓は何 でし

ょう。正直に話す ことです。 もし皆 さ

んが危険な道 にいるなら，最後にはそ

れが命を救 うことになるで しょう。

わた したちはこの世の旅で，危険な

道を歩むこ とがあ ります。安全な場所

へ導 く地図はあ りますか。助けを求め

られる人がいますか。

今晩は，皆 さんを安全な場所へ導い

て くれる6つ の標識を紹介 しま しょう。

1.よい友達を選ぶ。

2.両親に助言を求める。

3.福音を勉強する。

4.戒めを守る。

5.愛をもって仕える。

6.目的をもって祈る。

今 日の若人の生活には，重大 な結果

を招 く戦いがあ ります。簡潔に言えば，

善 を行 うか悪 を行 うかの戦いです。

その昔，モロナイはこう助言 してい

ます。 「見 よ，善悪 をわ きまえること

がで きるように，すべ ての人にキ リス



み たま

トの御霊が与え られているか らである。

さて，その判断の方法 をあなたがたに

教 えよう。善 を行 うように誘 い，また

キリス トを信 じるように勧 めるものは
たまもの

すべて，キ リス トの力 と賜物 によって

送 り出されているのであ る。 したがっ

てあなたがたは，それが神か ら出てい

ることを完全 に理解 してわ きまえるこ

とができる。

しか し，悪を行 うように，キリス ト

を信 じないように，キリス トを否定す

るように，神 に仕 えないようにと人に

説 き勧 めるものは何であろうと，それ

は悪魔か ら出てい るこ とをあなたがた

は完全に理解 してわ きまえる ことがで

きる。」1

先 ほど紹介 した，危険な道か ら皆 さ

ん を守る6つ の標識 について，一つ一

つ説明 しましょう。

Lよ い友達を選ぶ。友人は皆 さんの

将来に影響 を与えます。皆 さんは彼 ら

に似 た者 となって，彼 らの選ぶ場所に

行 く傾向があ るか らです。 この世で歩

む道が，来世で歩 む道に通 じているこ

とを忘れないで ください。.

教 会の ワー ドとステークを対象 に行

った標本調査か ら，重要な事実が分か

りました。神殿結婚 をする友人を持つ

人は，一般に神殿 で結婚 し，そ うでな

い友人を持つ人は，一般に神殿で結婚

していないのです。同 じことが，伝道

について も言 えました。友人か らの影

響 は，明 らかに最 も強い要因の一つで

す。両親か らの勧 めや教師の指示 ，神

殿 に近い住 まいな どに匹敵 します。

皆さんの選ぶ友達 は，成功 を助 ける

か，あるいは妨げるかのどちらかです。

2.両 親に助言を求める。両親や家

族 は皆さんを愛 し，永遠の幸福のため

に祈 ってい ます。父親の皆 さん，息子

の模範 になって，行 くべ き道を示 し，

信仰 と義をもって ともに歩んでください。

急いで裁いてはいけません。わた し

は大学院のテキス トで， この助言が正

しいこ とを実証す る話を読み ました。

大量生産 の機械 を備えた大工場で，従

業員がチームになって働いていました。

ある機械 の担当チームに問題があ りま

した。一人が よく遅刻す るのです。工

場 長はその男 に言い ました。「もう一

L

度遅刻 した ら，首にするぞ。」

翌 日，その手 に負 えない男 は，また

遅れて来ました。ここで質問です。「あ

なたが工場長なら，どうしますか。」

約半数の学生 は 「言 った とお り首 に

する」 と答え，残 りの半数は気の毒 に

思 って 「もう一度チ ャンスを与える」

と言いました。教師の出 した正解はこ

うです。「わたしなら，なぜ遅れたのか

聞きます。 もっともな理由があるか も

しれませんか ら。」

3.福 音を勉強する。イエスは言われ

ま した。 「すべて重荷 を負 うて苦労 し

ている者は，わた しの もとに きなさい。

あなたがたを休 ませてあげよう。

わた しは柔和 で心のへ りくだった者

であるか ら，わた しの くびきを負 うて，

わた しに学びなさい。そ うすれば，あ

なたがたの魂に休みが与 えられるであ

ろう。」2

この神権時代に主は明言 されました。

「最良の書物か ら知恵の言葉を探 し求

め，研 究によって， また信仰によって

学問を求めなさい。」3

主 を知 り，戒めを理解 し，主に従い

たい という望みを高めて くだ さい。そ
やみ

うすれば，希望の光が絶望の闇を追い

散 らし，悲 しみは喜びに変わ り，天父か

ら愛 されているという確 かな思いが，人

生における孤独感 を消 し去るでしょう。

4.戒 め を守 る。神 に仕 えることを決
み こと ば

意 し，主の御言葉 を学んでそれに従 っ

て ください。

ある若いアロン神権者 は，スカウテ

ィングに活発で，正 しい選択 を積み重

ねてきました。彼 はス タース カウ トに

昇進するための面接で，スカウティン

グが どの ように役立 っているか聞かれ

て， こう答えました。「わた しがすべ き

ことを行い，そ うでないことは しない

ように助 けて くれます。」合格で した。

格 言が思い浮かびます。 「悪い こと

を行 えば正 しい人にはなれない し，正

しいことを行えば悪い人にはならない。」

よく知 られた賛美歌 に，次の ような歌

詞があります。

「選べ，正義を選べよ

みたまに導かれ

正義に頼 るときには
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光，常 にあ り」4

ジ ョー ジ ・アルバー ト ・ス ミス第8

代大管長は，「主の側 にとどまりなさい」`

と勧告 しています。5

5.愛 をもって仕える。『スポークン ・

ワー ド』に次のような勧 めがあ ります。

「自分の才能を発見 し，それを分 かち

合 う機会 を見 いだすのは，各 自の義務

である。そ して自分の能力 を人のため

に役立 てられるの は，家族や友達，隣

人のおかげである。落胆や孤独，力の

なさを感 じる ときはまさに，神か らす

ばらしい可能性が与え られていること

を思い出す必要がある。だれ もが 自分

や愛す る人々の生活の中で，大切な存

在なのである。」6

イエスは奉仕 の典型 と言 える御方で

す。 「よい働 きをしなが ら……巡回 さ

れました」7と記されています。兄弟の

皆 さん，その ようにしていますか。機

会 は多 くても，す ぐに過 ぎ去る もの も

あ ります。兄弟の皆 さん，人を よい行

いに導 く際 に皆さんの与えた助言や示

した模範，教えた真理，及 ぼした影響

力 をだれかが思い起 こすな ら，それは

何 とすばらしい喜 びで しょうか。

青少年の指導者 は，使徒パウロがテ

モテに与えた助言を忘れないで くださ

い。「言葉に も，行状に も，愛に も，信仰

に も，純潔 にも，信者の模範にな りな

さい。」8監督 は，義 にか なうふ さわ し

い人 をアロン神権 の指導者 に召 して く 、

ださい。同 じ条件がス カウ トの隊長 に

も当てはまります。

青少年の責任に召す ときは，その人

の会員証明書が監督の手 もとにあるこ

とを確認 しなければな りませ ん。また，

スカウティングで働 く人 を召すときは，

正式 に登録 された人で，その召 しにふ

さわ しい業績があることを確認 して く

だ さい。 この手順は何度 も説明 しま し

たが，い まだに羊の群れを滅ぼそ うと

す るおおかみ が入 り込 んで いるので

す。わた しは ヒンク レー大管 長か ら，

今晩この指示 を強調す るように頼まれ

ました。

6.目 的 をもって祈 る。神 には，すべ

てのことが可能です。 アロン神権者 と

メルキゼデク神権者は，預言者 ジョセ



一

基礎工事も終わ り，テンプルスクウェア北側のアッセンブリーホール(座 席数2万11000)の 建設が始まった。西暦2000年4月 の総大会までの竣工を目指すこの新 しい
建造物には，900人 収容の劇場も併設される。後ろに見えるのは，教会本部ビル(左)， ソル トレーク神殿(中 央)， ドーム型のタバナクル(右)。

フが聖なる森で ささげた祈 りを心に留

めて くだ さい。周囲を見回 して，祈 り

の答 え となる ものを見つ けるのです。

祈 りは霊的な力の源であ り，安 らぎへ

のパスポー トです。

巡洋艦インデ ィアナポ リス号 とは違

って， 自分が危険な道にいることに気

づ くならば，わた したちの電気系統 は

壊 れていません。父 なる神 につなが っ

ています。 わた したちの方で受ける備

えがで きれば，主は助けて くださるの

です。

数年前の経験 が思 い出 され ます。友

人たちとモルガン種の馬で遠乗 りに出

かけました。やがて，青々とした草が

生え， きれいな小川が くね くね と流 れ

ている低地 に出 ました。 ミュール鹿 に

とって，これ以上 の住みかはないでし

ょう。しか し，危険が潜んでいま した。
やぶ

野生の鹿は，周囲の藪のわずかな動 き

や，小枝の折れる音，人影 などを敏感

に察知 しますbし か し，無防備な方向

があ ります。頭上です。ハ ンターが大

きな木に台 を設置 し，上 からその場所

をねらっていました。多 くの地域で は

禁 じられていますが，草や水 を求めて

.来る動物を獲物にす るのです。小枝の

音 も，動 きも，人影 も，ハ ンターの居

所 を告げては くれません。 なぜ で しょ

うか。迫 り来る危険に非常 に敏感な雄

鹿であって も，直接上 を見 て敵 を見つ

ける能力がないか らです。気づいたと

きは， まさに危険な道 に踏 み込んでい

るのです。人 にはその ような制限はあ

りませ ん。最 も安全 な道は，天を見上

げる，すなわち 「神 に頼って生 きる」9

能力 と願望にあるのです。

ある詩人がこう歌いました。

神の驚 くべ き業の中心 を成 し，

その計画の最高を極 めるのは，

人の心 に向上心 を

植 えつけて くださったこと。]o

兄 弟の皆 さん，人生の航海に備 えて

い ますか。時 には海が荒れ狂 うことも

あ ります。心の動揺 とい う恐るべ き大

波に襲われるか もしれ ませ ん。進路 を

定め， よく注意 し，すでに説明 した安

全 の規準 に従 って ください。

1. .よい友達を選ぶ。

2.両 親に助言 を求める。

3.福 音を勉強する。

4.戒 めに従う。

5.愛 をもって仕える。

6.目 的をもって祈 る。

これ らを実行するなら，人生の海 を

安全 に渡って，神 の日の栄 えの王国と

いう母港に着 くことがで きるでしょう。

そ して，この世の航海を終 えた船員は，

次の ように称賛する声 を聞 くでしょう。
しもべ

「良い忠実 な僕 よ， よ くや った。……

主人 と一緒に喜んで くれ。」11

・ この祝福 が与 え られる よう， イエ
み な

ス ・キリス トの御名 により心か ら祈 り

ます。アーメン。

注

1.

2，

3，

4.

5，

6.

7，

8，

・9
.

10.

11，

モロ ナイ7：16-17

マ タ イ11：28-29

教 義 と聖約88：118

『賛美 歌』152番 「選べ ，正義 を」

Ooηferθ η0θ 月θρσr亡 『大 会 報 告 』

1945年10月 ，118

"Fl
ndlngaNiche"Mσsloaηd

肋 θSρokθ ηWbrd「 適所 を見 いだ す」

『ミュー ジ ック ・ア ン ド・ザ ・ス ポー ク

ン ・ワー ド』1998年2月15日 放 送

使 徒10：38参 照

1テ モテ4：12

アル マ37：47

八 リー ・ケ ン プ ，℃odtheArchi-

tect7「77」7θL/レ石01プ(ゴビ∋〔3rθ∂亡月θ〃9'oしr5

ρoθ々y「 神 なる 造 り主」 『世 界 の 偉

大 な 宗 教 詩 』 キ ャ ロ ラ イ ン ・マ イル

ズ ・ヒル編211

マ タ イ25：21・

聖徒の道/1998年7月 号

55



いつか結婚する女性に
ふさわしく生活する

大管長

ゴー ドン ・B・ヒンクレー

世界さωちばん す乙'きなその女倥にふさわ しω入間となるように努力

しτくださω。そしτ生涯，その努力を続けτくださω。

週 間 前 ， フ ァ ウ ス ト副 管 長 と 中 央

1 若い女性会長会がこの タバナクル
で教会の若い女性 の皆 さんにお話をい

たしました。

集まって くださっている美 しい若い

女性の皆 さんのお顔 を拝見 して，「彼

女 たちにふ さわしい若い男性 を育てて

いるだろうか」 という思いがわた しの

胸 をよぎりました。

彼女 たちはさわやかで活発です。美

しく，そして，輝いています。能力が

あ ります。忠実です。清 く，誠実です。

すてきで楽 しい若い女性 たちです。
こ よい

そ こで今宵， この偉 大な神権会 で，

彼女たちと肩を並べるあなたがた若い

男性の皆 さんにお話 ししたい と思いま

す。テーマ は 「いつか結婚する女性に

ふさわ しく生活す る」です。

皆 さんと結婚す る女性 は，大 きなか

けをするような ものです。彼女 は結婚

する若者 にすべ てをゆだねる ことにな

ります。 その男性 は彼女 の残 りの生涯

にか なりの影響 を及ぼす でしょう。ご
はんりよ

れか ら彼女 は，伴侶の名前 を名乗 るよ

うになるのです。

アダムはエデ ンの園でこう語 りまし

た。「わたしの骨の骨，わた しの肉の肉。

それで人はその父 と母 を離れて，妻

と結 び合 い，一体 とな るのであ る。」

(創世2：23-24)

皆 さんは末 日聖徒 イエス ・キ リス ト

教会の会員として， とりわけ神 の神権

を持つ若い男性 として，結婚する女性

に対 して とて も大 きな義務 を負ってい

ます。そのことについて今 はあま り考

えていないか もしれませ ん。で も，そ

のことについて考えるようになる日は，

遠か らずやって来るで しょう。妻 とし

て，そ して主の前にあって対等な伴侶

として彼女を迎えるその最 も大切 な日

のために，今 は準備 をする時なのです。

義務の第一 は絶対的な忠誠です。古

代英 国教会の結婚式 の言葉にこうあ り

ます。「豊 かで も貧 しくとも，病気の

ときも健やか なときも，恵まれた とき

もそ うでない ときも」あ なたはその人

を妻 とするのです。 どの ような生活 を

送ろ うと，彼女は皆 さんの もの，皆 さ

んだけの もの とな ります。そ して皆 さ

んも彼女の もの，彼女だけのもの とな

るのです。ほかの女性 に目を移 しては

な りません。互いに絶対的な，妥協の
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ない忠誠がなければな りません。皆 さ

んは主の宮で永遠の神権 の権能により，

彼女と永遠の結婚 をすることで しょう。

そ して生涯，北極星のように互 いに不

動の誠実 さを持たなければな りません。

皆さんが結婚 しようとしている女性

は，皆 さんが完全 に清 い状態で結婚の

聖壇にやって来ることを期待 してい ま

す。思いと言葉 と行いのすべてに清い

若い男性を待っているのです。

今宵若い男性の皆 さんに訴えたいの

は，世の汚れに染 まらないようにして

ほしい とい うことです。学校で軽薄な

話 に時聞を費や した り，みだ らな冗談

を言った りしてはな りませ ん。インタ

ーネッ トでポルノサ イ トをあ さるよう

なことがあ ってはな りませ ん。長距離

電話 をかけて卑 わい な話を聞いてはな

りません。種類 を問わず， ポル ノビデ

オを借 りてはな りません。その ような

わいせつなものは皆 さんのための もの

ではあ りません。疫病を避 けるように

ポル ノグラフ ィーを避 けて ください。

それらは破壊的です。習慣 となります。

そのような ものにふ けっているとそこ

か ら離れ られな くな ります。病みつ き

になってしまうのです。

ポル ノグラフィー は制作する人々に

とって50億 ドルのビジネスです。人々

の気持ちを くす ぐるような魅力的な も

のに して，その犠牲者 を誘 い，滅ぼす

のです。 どこにで もあ ります。わた し

たちみんなの周 りにあ ります。若い男

性 の皆 さん，こうしたものに決 してか

かわ らないで くだ さい。そのようなこ

とにかかわっている時間な どないはず

です。

皆 さん と結婚する女性は，こうした

汚れた，心 をむしばむものに染 まらな

かった人を夫にする資格があ ります。

知恵の言葉 をあ りきた りのもの と考

えないで ください。健康に関す る最 も

優 れた文書 だとわたしは考えてい ます。

知恵の言葉 は1833年 ，人の食生活につ

いてあま り知 られていなかった時代 に

預言者 ジ ョセブ ・ス ミス に与 えられま
こんにち

した。そして今日において科学的研究

が進めば進むほど，知恵の言葉の原則

の真実性が証明されてきています。今

やたばこの有害性の証拠には圧倒され



るほ どです。 しか し，若い男女の喫煙

者数 は，驚 くべ き増加を見せています。

アルコールについても同 じです。

わたしに とって，ガソリンス タン ド

で ビール を売 るの は皮 肉な ことです。

ビールを飲 めば，ほかの アルコール類

と同 じように酔 っ払い，車を運転する

には危険 な状態 にな ります。単 に飲 む

量の問題です。車の運転がで きるよう

にガソリンを売るガソリンスタンドが，

ビー ルを売 って酒気帯び運転 をさせ ，

道路上での脅威 の原因を作ってい るの

は，まった く矛盾 しています。

そのような もの を避 けましょう。何

もいいことはあ りませ ん。取 り返 しの

つかない害を受ける可能性があ ります。

飲んで車 を運転 して死亡事故を起 こす

とどうなるで しょう。生 きているか ぎ

り苦 しむで しょう。四六時中悩み は去

りません。すべ きことは簡単です。触

れなければいいのです。

同様 に，不法 な薬物を避けて くだ さ

い。不法 な薬物 は間違いな く皆 さんを

滅ぼ します。理性 を奪 って しまいます。

たちの悪 いひ どい方法で皆 さんを奴隷

に してい きます。そ して皆 さんの心 と

体 を滅ぼ し，望むものは何 としてで も

手に入れようという思いを募 らせ るの

です。

麻薬常習の，アルコールの奴隷 にな

っている，ポルノグラフィー にふける

若い男性 を夫 に望む人が，正 しい心 を

持った女性の中にいるで しょうか。
ぽうとく

冒漬 的な言葉を避 けましょう。学校

では どこでも聞かれます。若人はわい

せつ な話を した り冒漬的な言葉 を使 っ
み な

た り，主の御名をみだ りに口にした り

することを誇 りに思 っているようです。

これはたちの悪い習慣で，若い うちに

慣れて しまうと一生抜けな くな ります。

汚れた冒漬的な言葉遣い をす る人をだ

れが結婚相手に望むで しょうか。

多 くの若人 にとって習慣 となってい

る重大 なことが もう一つあ ります。怒

りです。小さなことでも，怒 りを抑 え

られな くなってかん しゃ くを起 こして

しまうのです。そのような意志の弱い

.人を見 るとかわいそ うになります。で

もそれが高 じる と理性をまった く失い，

後で嘆 くようなことを して しまうこと

が多いのです。

最近 は車を運転 しての争 いが多 く見

られるようにな りました。少 しのこ と

で怒 りをあ らわにし，かっ となって殺

人 にまで発展す るのです。そ して，後

悔の人生が始ま ります。

箴言の作 者は こう言い ました。「怒

りをおそ くする者は勇士 にまさ り， 自

分の心 を治める者は城 を攻め取 る者に

まさる。」(箴 言16：32)

短気 な人は，今か らコン トロールの

仕方 を学 んで ください。若ければそれ

だけ直すの も簡単です。 この教会の会

員 であれば， 自分 をコントロールで き

な くなるような不必要で見苦 しい態度

は避け ましょう。そ して，結婚生活を

平安で落ち着 きのあ る言葉で満 たしま

しょう。

わた しは神殿 で結婚 した にもかかわ

らず，後に離婚 し，神殿 の結び固め を

解 くための申請を して くる会員の問題

を，絶 え間な く取 り扱ってい ます。結

婚 当初，彼 らは期待で胸 をふ くらませ，

幸福 に満ちてい ました。 しか し，この

愛 の花 は，批判 と不平，乱暴 な言葉，

抑制の利かない怒 りとい う空気 にさら

されて しおれて しまい ました。愛 は窓

か ら飛 び去 り，代 わ りに憤 りが姿を現

します。兄 弟たち，繰 り返 しますが，

皆さん若人の中 に短気で困っている人

がいれば，それ を改める努力 をぜ ひと

も今か ら始めて ください。 そうしない

と，皆 さんが将来築 く家庭 に涙 と悲 し

みをもたらすことになるで しょう。 『モ

ルモ ン書』 の中でヤコブは，結婚生活

における邪悪な状況について民を戒め，

こう言 っています。「見 よ，あなたがた
はらから

は，同胞であるレーマン人よ りもひ ど

い罪悪 を犯 した。あなたがたは妻子 の

前に良 くない手本 を示 して，感 じやす

い妻の胸 を張 り裂けさせ，子供たちの

信頼を失 った。彼 らの心のむせ び泣 き

が神のみもとに上って，あなたがたを

訴 えている。また，あなたがたを責 め
み こと ば

る神の御言葉が厳 しいために，多 くの

者が心 に深い傷 を負って，死んだよう

になっている。」(『モルモ ン書』ヤコブ

2：35)

教 育 を受けるために努力 して くだ さ

い。受けることので きる訓練はすべて
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にふ さわしい報いを与 えて くれること

で しょう。パウロはテモテに次の よう
えんきょく

に言いましたが，決 して娩 曲的な言い

方 を してい るわ けで はあ りませ ん 。

「もしあ る人が，その親族を，こ とに

自分 の家族 をか え りみ ない場合には，

その信仰 を捨てたことになるのであっ

て，不信者以上 にわ るい。」(1テ モテ

5：8)

自分 の家族 を養 うことは，皆 さんに

とって何 よりも大切な責任です。

皆 さんの奥 さんは，外 に出て仕事探

.しをしな くても済むな ら，幸せに思 う

はずです。夫が家族 を食べ させるため

に働 き， 自分が家 にとどまることがで

きるな ら，それは女性 に とって2倍 の

祝福 となるで しょう。

教育は経済的に恵 まれた機会を得る
かぎ

ための鍵です。主はわた したちに 「研

究によって， また信仰 によって」学問

を得 るようにと命 じてお られます(教

義 と聖約109：14)。 皆 さんはこれか ら

社会 の一員になっていきますが，その

中で何か価値 あることをするために頭

と手を鍛えるなら，家族 を養 う者 とし

て より良い機会 を得 られる ようになる

で しょう。

いろいろと欲 しい ものがあっても，つ

ましい生活 を心がけて くだ さい。結婚

生活 を始めるときか ら，大 きな借金をし

て大 きな家 を買う必要 あ りません。大

きな負債 はしないで済ませ ることがで

きます し，そ うすべ きです。大 きな負

債以上に，結婚生活に過大な緊張を も

た らす もの はあ りません。そのような

負債は，皆 さんを債権者の奴隷 にして



しまうのです。家 を初めて持つ ときに

は，お金 を借 りる必要があるか もしれ

ませ ん6し か し，昼 も夜 もその ことで

頭がいっぱいになって しまうほどの多

額のロー ンを組むべ きではあ りません。

わたしは結婚 したときに，賢明な父

親か らこう言 われま した。 「あ ま り大

きくない家 にして，借 り入れ金を完済

しなさい。そ うしておけば，経済 的に

難 しい状況になっても，妻子 を路頭 に

迷わす ようなことにな らないか ら。」

皆 さん と結婚す る女性 は，皆さんが

度 を過 ぎて出費を抑 えるような生活 を

することを望 まないで しょう。 また浪

費の多い生活 も望 まない と思 います。

妻 となる女性 には，家の財政状態 のす

べてを知ってお く権利があ ります。彼

女はあなたのパー トナーなのです。 こ

の ことについて，夫婦の問に完全 な理

解がない と問題の種 になる誤解や疑い

が生 じ， さらに大 きな問題 に発展 して

い く可能性 もあります。

彼女が結婚相手 として望むのは， 自

分 を愛 して，信頼 し，歩みを共にす る

人であ り，最高の友，連れ合い となる

人です。また自分の才能 を伸ば し，人々

のためにさらに貢献するのに役立つ教

会や地域社会の様 々な活動への参加 を

勧めて くれる人です。奉仕の精神 を持

ち，教会やほかの有意義な事柄のため

に献身する気持ちのあ る人を求めてい
みこころ

るのです。そ して主 を愛 し，主の御心

をなそうと努力する人 との結婚を望ん

でいます。ですか ら，伝道 に出て，無
じゅうぶん

私の心を もって人生の 「什 分の一」 を

天の御父にささげること，自分の利益

をまった く考 えず に世界 のどこへ遣わ

されようとも平和 の福音 を説 き広 める

ために出て行 くことが一人一人の若い

男性 に勧め られているのです。宣教師

として良い働 きをす るな ら，皆さんは

続けて主に仕 え，戒め を守 り，御心 を

果た したいとい う望み をもって，家 に

戻って来ることで しょう。そのような

行いは，皆 さんの結婚生活 に計 り知れ

ない喜びをもた らします。

これ までにも述べた ように，皆 さん

はある一つの場所，たった一つの場所

で結婚 したいと思 うようになるで しょ

う。 そのたった一つの場所 とは主の宮
はんりよ

です。皆 さんが 自分の伴侶 に贈 れるも

ので，永遠 の結婚に伴 う結 び固めの聖

約 という守 りの翼の下に，神の聖なる

宮で結婚すること以上にす ばらしい も

のはあ りません。それに代わ り得 る適

切なものはあ りませ ん。ほかに取 るべ

き道はあ りません。

注意深 く，そ して賢明な選択 を して

ください。 その結婚相手は，皆 さんの

永遠の連れ合い となる人です。 どんな
あらし

ことがあっても，晴れの 日にも嵐の 日

に も，互 いに愛 し合 ってい くのです。

そ してその女性 は，皆 さんの子供の母

親にな ります。天の御父 の娘，息子で

ある貴い子供の父親 となること以上 に

すば らしいことが， この世の中に何か

あるで しょうか。わた したちはそれぞ

れの子供に対 して， この地上における

管理の責任 を果たす権利 と責任 を与 え

られています。

小 さな子供は，ほん とうに大切 な存

在 です。また驚 くべ き存在です。家族

は最高の ものです。妻や子供に誇 りに

してもらえる父親になれるよう，それ

にふ さわしい生活 をしてください。

主はわたしたちが結婚 し，愛 と平安

と一致の中で ともに暮 らし，子供 をも

うけ，神聖 な方法で育てるようにお定

めにな りました。

愛する若い男性の皆 さん，皆 さんは

まだそのことを深 く考えないかもしれ

ません。 しか し，いずれ皆 さんは恋 を

するようにな ります。そ して，寝て も

覚めて も，その相手のことだけで頭が

いっぱいにな ります。世界でいちばん

すてきなその女性 にふさわしい人間 と

なるように努力 して ください。 そして
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生涯，その努力 を続 けて ください。お

互いに，親切で誠実であ り，優 しくし

て ください。世の中には憎 しみが満 ち

満ちています。怒 りに任せ た言葉か ら'

生 じる苦 しみや悲 しみであふれかえっ

ています。不実な行為が原因の涙があ

ふれています。 しか し，伴侶 を喜 ばそ

うとい う努力 と，幸せ にしようという

強い望みがあれば，大 きな喜びがあふ

れるようになるのです。

結局の ところ，福音はそれ らの大切

さを教 えているのです。家族は神が造

られた ものであ り，非常に重要な もの

です。国家 を強めるには，人々の家庭

を強めるのがいちばんの方法 です。

わた したちが罪悪ではな く，互いに

徳 を求めるならば，家庭がはるかに幸

福 な場 になると確信 しています。そ し

て離婚，不貞，怒 り， う.らみ，反 目が
ゆる

影 をひそめ，赦 し，愛，平安，幸福が

増 し加 え られる ようになるで しょう。

それが主の望まれていることなのです。

若い男性の皆 さん，今こそ将来への

備 えをなす時です。将来，永遠に絶 え

ることのないきずなによって皆 さんと

結ばれ るご とを最大の望み とするす ば

らしい若い女性が現れることでしょう。

いずれ皆 さんは家庭の中における幸

福以上 に大 きな幸せ はないとい うこと

が分か るようにな ります。 また，皆 さ

んが持つようになる責任 で，家庭 にお

ける責任以上に大切 なものはあ りませ

ん。人生の成功を示す最 も確かな しる 、

しは，皆 さんの結婚生活その ものなの

です。

親愛 なる若い男性の皆 さんのうえに，

神 の祝福が注がれます ように。わた し

が皆 さんに望 む最 もす ば らしいもの，

それは皆 さんの伴侶 に対す る愛 ，絶対

的で純粋 な愛です。伴侶 となる女性 を

あ らゆる点で誇 りに思 うとともに，彼

女 にあ らゆる点でふ さわ しくなって く

ださい。この選択 は，皆 さんが人生の

中でするあらゆる選択のうち最 も大切

なものです。皆さんの選 びの うえに天

のほほえみがあ ります ように。皆 さん

が導 きを得 られます ように。悔 いるこ

とのない生 き方がで きます ように。 こ
み な

れ らの ことをイエス ・キリス トの御名

により祈っています。 アーメン。



●1998年4月5日(日)午 前の部会

神に頼って生きる

第一副管長

卜一マス ・S・ モンソン

ス生の苦難に揮しっぶざれそうなとぎにば，ぼかの入 々i5周療の経験

をし，それに耐え，乗 り越えτぎたことを思ω起こしτくださω。

△ 朝 のメッセ ージを，一つの質問

フ か ら始 めたいと思い ます。皆 さ

んは，家族そろって旅行 に出かけたこ

とがあるでしょうか。 まだの方は，将

来旅行に出かけ られ るときに思い も寄

らない経験 をなさるで しょう。数年前 ，

妻 とわた しは子供夫婦 と孫 と一一緒に南

カリフォルニアのディズニー ラン ドへ

行 きました。 この有名な遊園地の門を

くぐると，一行は当時オープンしたば

か りの乗 り物 「スター ツアー ズ」のあ

る所へ一 目散 に走って行 きま した。宇

宙ロケッ ト風の乗 り物 に入 り，座席 に

着 くと， シー トベ ル トを締 めま した。

突然，乗 り物が激 しく動 き始め，スピ

ーカーか らのけたたましい機械音声が

「乱気流 に突 入」 と叫 んでいるように

聞 こえました。(わ た しはそれ以来 こ

の乗 り物 に乗 った ことはあ りませ ん。

で も，責任を果たすため に口ごろあち

こち飛行機で移動 し，本物の乱気流を

実際に経験 しているので，それで十分

だと感 じてい ます。)

何分 か休憩 した後，わた したちは遊

園地の中でいちばん長い列がで きてい

る 「スプラッシュマ ウンテン」 と呼ば

れる乗 り物の所へ行 きま した。蛇行す

る列はゆっ くりゆっくりと進んで行 き

ます。待 っている大勢の客 に聞こえる

ように音楽がス ピーカーか ら流 れてい

ま した。歌詞の内容はこうです。

「ズ ィ パ デ ィ ー ド ゥ ー ダ ー ， ズ ィ パ

デ イ ー エ ー 。

何 て す ば ら し い 日だ ろ う。

幸 福 の 光 が 降 り注 い で い る 。

ズ ィパ デ ィ ー ドゥ ー ダ ー ， ズ ィパ デ

ィー エ ー 」1

程 な く，わた したちは急流下 りのボ

ー トに乗 り込み ました。前 を行 くグル

ープが絶叫 とともに
，滝を真っ逆 さま

に滑 り落ち，終着点目がけて流れ込ん

で行 きました。 しか し，わたしは滝 に

落ちる寸前 ，壁に深遠なる真実の書か

れた小 さな看板があることに気づいた

のです。そこに書いてあった言葉を引

用 したいと思います。「問題か らは逃げ

られない。地の果てまでも追って来る。」

この短い言葉 はわたしの心 に残 りま

した。それはスプラッシュマウンテンの

テーマであるばか りか，わた したちの現

世の生涯にも当てはまる言葉なのです。

人生 とは様 々な経験 をする学校のよ

うなもので，試験期間と言えます。苦難

に耐え心痛 を乗 り越えることによって

わた したちは様々なことを学ぶのです。

すべ ての人 に降 りかか って くる病，

事故，死 をは じめとする様々な試練の
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ことを考えるとき，わた したちはいに
うま

しえの ヨブ と同様 ，「人 〔は〕生れて

悩みを受 ける」2と言 えるのではないで
まった

しょうか。 ヨブは「全 く，かつ正 しく，

神を恐れ，悪に遠 ざかった」3人で した。

ヨブは信仰深 く，物 質的に も豊かでし

たが，普通の人なら耐 え切れない試練

を受けなければな りませんで した。財

産 をすべて失 い，友に侮 られ，苦痛 に

さいなまれ，家族 まで失い，悲 しみで

胸が張 り裂けんばか りの彼は，「神 をの

ろって死になさい」4と迫 られました。し

か し彼 はこの誘惑 に抵抗 し気高い魂の

奥底か ら「見 よ，……わた しの証人は天

にある。わたしのために保証 してくれる

者は高い所にある」5と宣言 したのです。

「わた しは知 る，わた しをあがなう者

は生 きてお られる……。」6こうして，

ヨブは信仰 を貫きました。

苦痛や大 きな試練がまった くなかっ

たとい う人は，恐 らく，一人 としてい

ないで しょうし，入類史上，悩み，荒

廃，苦難などがなかった時期はない と

言ってもよいで しょう。

わた したちは，人生の厳 しい局面に

立たされた とき， 「なぜわた しが」 と

いう疑問を投げかけた くなるものです。

その苦境 を自分ではどうす ることもで

きない ようなときでさえ，わた したち

は，自分を責めて しまいがちです。時

折，苦境 を，終わ りのない トンネルや
くらやみ

夜 明けのない暗闇のように感 じること

もあ ります。 また，心痛，破れた夢へ

の落胆，絶望 に取 り巻かれているよう

に感 じます。そして，『聖書』に記され

た言葉 を口に します。 「ギレアデ に乳

香」 はないのか， と。アこうしてわたし

たちの心は，疎外 感，悲嘆，孤独 でい

っぱいになるのです。

絶望 しているすべ ての人々に，詩篇

に記された次 の約束をお伝 えしたいと

思い ます。「夜 は よもすが ら泣 きかな

しんでも，朝 と共に喜びが来る。」8

人 生の苦難に押 しつぶ されそうなと

きには，ほかの人々も同様の経験をし，

それに耐 え，乗 り越えてきたことを思

い起 こして ください。

苦難はあ らゆる人に際限な く訪れる

ものです。問題 は，それを乗 り切るに

はすば らしい美徳である忍耐を要する



ということをしばしば忘れ，即座 に解

決する方法 を見いだそ うとして しまう

ことです。

次のようなチャレンジのいずれかを，

皆 さんは経験 されたかもしれ ません。

●障害 を持つ子供たち

●愛する者の死

●失業

●自分の技能の衰え・

●不従順 な息子や娘

●精神的，情緒的な病気

●事故

●離婚

●虐待

●過剰債務

数え上 げればき りがあ りませ ん。現
たま

代 の世界 では，時折，あらゆる良い賜
もの

物 を下さる神 か ら遠ざか り，孤立す ら

感 じる傾 向があ ります。人々は人生を

独 りで歩 んでい くことに不安を感 じま

す。そ して，「どう対処 した らよいで

しょう」 と尋ねます。 しか し，わた し

たちに究極の慰め をもたらして くれる

ものは，福音なのです。
まくら

苦 しく，枕 を涙でぬ らした病床 にあ

って，わたしたちを霊 的に高めて くれ

るのは，「わたしはあなたを見放す こと

も，見捨 てる こともしない」 とい う神

の確証 と貴い約束です。9
う よ

紆余 曲折す る現世の道 を歩む とき，

その ような慰めには，計 り知 れない価

値があ ります。輝 くしるしや大 きな声

を介 して確信 を得 ることは まれです。
み たま

むしろ，御霊の声は，穏やかで静かで，

心 を高揚 させ ，魂に安 らぎを与 えて く

れます。

遭遇す る苦難 について，わたしたち

は主を疑 わないように しなければな り

ません。神の知恵は，人に とって愚か

に見えることもある， とい うことを覚

えておきましょう。しかしなが ら，わた し

たちがこの世 で学べ る最 も大切 な教訓

は，「人は神が語 られたことに従ってい

れば，必ず正しい」ということなのです。

「テシベ び と」エ リヤ の経験 は， こ

れが真理であることを物語っています。
き きん

ひどい飢謹 と干ばつに見舞われて，飢

え，苦 しみ，そして恐 らくは死 をも覚

悟 したときに，「主の言葉が彼に臨んで

言った，『立って……ザ レパテへ行って，

そこに住みな さい。わた しはその とこ

ろのや もめ女に命 じてあなたを養わせ

よう。』」10

エ リヤは主の言葉 を疑 いませ んで し

た。「そこで彼 は立 ってザ レパテへ行っ

たが，町の門に着いた とき，ひと りの

やもめ女が，その所でたきぎを拾 って

いた。彼はその女 に声 をかけて言った，

『器 に水 を少 し持って きて，わた しに

飲 ませて ください。』

彼女が行 って，それを持ってこようと

した時，彼は彼女 を呼んで言った，『手

に一口のパ ンを持ってきて ください。』

彼女 は言 った， 「あなたの神 ，主 は

生 きてお られ ます。わたしにはパ ンは

あ りませ ん。ただ，かめに一握 りの粉

と， びんに少 しの油があ るだけです。

今わた しはた きぎ二，三本を拾い， う

ちへ帰って，わたしと子供のため にそ

れを調理 し，それを食べて死 のうとし

ているのです。』

エ リヤ は彼女 に言 った， 「恐 れるに

はお よばない。行って，あなたが言っ

たとお りにしなさい。 しか しまず，そ

れでわたしのために小 さいパ ンを，一

つ作って持ってきなさい。その後，あな

たと，あなたの子供のために作 りなさい。

「主が雨 を地のお もてに降 らす 日ま

で，かめの粉 は尽 きず，びんの油は絶

えない」 とイスラエルの神，主が言わ

れるか らです。』」11

実 現 しそうにもない約束で したが，

彼女 は疑いませ んでした。「彼女は行っ

て，エリヤが言ったとお りにした。彼女

と彼および彼女の家族は久 しく食べた。

主がエ リヤによって言われた言葉 の

ように，かめの粉は尽 きず， びんの油

は絶 えなか った。」12

こ こで歴史 のペー ジ を早 め く りし

て，羊の群れの番を していた羊飼いた

ちが聖 なる宣言 を聞いた特別 な夜 に場
み つか

面を移 しましょう。御使いはこう宣言

しました。「恐 れるな。見 よ，すべ て

の民 に与え られ る大 きな喜びを，あな

たがたに伝 える。

きょうダビデの町に，あなたがたの
すくいぬし うま

ために救 主がお生れになった。 このか

たこそ主なるキリス トである。」13
おさなご

ベッレヘムに幼子が誕生 したこ とに

よって，大 きな祝福が もた らされまし
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た。それは武器 よ りも強 い力 であ り，

カイザルの金貨 よりも永続する富で し

た。 こうして長い間予告されて きた約

束が成就 しました。幼子のキリス トが

お生 まれになったのです。

少年イエスは 「ます ます知恵が加わ

り，背たけも伸 び，そ して神 と人か ら

愛 された」 ことを，聖なる記録 は明 ら

かに してい ます。14そ して， 目立たな

い記述ですが，さらに長 じたイエスは

「よい働 きを」 された ことが記録 され

ています♂5

イエスの卓越 した模範，イエスが人々

を招いてお られる言葉，そして数 々の

神聖な業 に関する記録は，ナザ レか ら
こんにち に

長い年 月を経て今 日まで伝 えられて き

ました。これ らの記録 はわたしたちに，

苦 しみを堪 え忍ぶ よう励 まし，悲 しみ

に耐える力を与え，死 に直面する勇気 を

与 え，人生 に立ち向か う自信を与 えて

くれます。わたしたちは神の導きなしに，

混乱 と試練 と不安定が渦巻 く現在の世

の中を生きてい くことはできません。

ナザ レ， カペナウム，エルサ レムそ

してガ リラヤで与 えられた教えは，距

離 と時間とい う障害 を乗 り越え，理解

の壁 を突 き破 って，悩 み苦 しむ人々に

光 と道 をもた らして います。そ して，

行 く手にはゲツセマネの園 とゴルゴタ

の丘が待っています。

「聖書』 にはこのよ うに記 されてい

ます。 「それか ら，イエスは彼 らと一

緒 に，ゲツセマネという所へ行かれた。.

そ して弟子た ちに言 われた， 『わた し

が向 こうへ行 って祈っている問， ここ

にすわっていなさい。』

そ してペ テロと 〔ヤ コブとヨハネ〕

とを連 れて行かれたが，悲 しみ を催 し

また悩みはじめられた。

その とき，彼 らに言われた，「わた し

は悲 しみのあま り死ぬほどである。 こ

こに待 っていて，わたしと一緒 に目を

さましていなさい。』

そ して少 し進んで行 き， うつぶ しに

なり，祈 って言われた……。」16

「『父 よ，み こころな らば， どうぞ，
さカずき

この杯 をわたしか ら取 りのけて くださ

い。 しか し，わた しの思いではな く，

みこころが成るようにして ください。』
みつかい

そのとき，御使 が天か らあらわれて



イエス を力づけた。

イエスは苦 しみ もだえて，ます ます

切 に祈 られた。そ して，その汗が血の

したた りのように地に落ちた。」17
あがな

世の罪 を蹟 うためにイエスは どれほ

どの苦 しみ を受 け， どれほどの犠牲 を
く もん

ささげ，どれほ どの苦 悶を経験 された

ことでしょうか。

一人 の詩人が わた した ちのため に
，

次の ような詩を詠んでいます。

「わた したちが若 く，全地が陽気 で
とこなつ

歌の響 きわたる常夏の島の ように思

える とき，

また，魂が喜び，心 に光があって，

一点の陰 りもな く感 じる とき
，

夜空の下に何が隠れているかを

だれ も知 らない。 ・

それはわた したちが行か なければな

らない園，

ゲッセマネの園。……

破れた夢で橋がかけ られた，

暗い小道の先，

見知 らぬ小川の向こうに，

記憶 の薄れた遠 い歳月の陰に，

涙でできた大 きな池の向 こうに

この園は存在する。

どんなにもがいでも，

園を避 けて行 くことはで きない

昔 も今も，この世のすべての道で

ゲツセマネを通 らない道はない。」18

世 の救い主の この世 における使命 は

急速にその終局 を迎 えようとしていま

す。神 の御子の血に飢 えた者たちが犯

した極悪非道な行為 ，カルバ リの十字

架が行 く手に見 えます。そのような人々

に対 してイエス は簡潔であ りなが ら深

遠な祈 りをもってこたえておられます。

「父 よ，彼 らをおゆる しくだ さい。彼

らは何 をしているのか，わか らず にい

るのです。」19

そ して，終局が訪れ ます。「『父 よ，

わた しの霊 をみ手 にゆだね ます。』 こ

う言 ってつ いに息を引 きとられた。」20

偉 大な蹟 い主は亡 くな られました。イ

エスは墓 に葬 られ ま した。そ して，3

日 目の朝によみがえられました。主の

弟子たちは救い主に会いました。 この

歴史上最 も大いなる瞬間に発せ られた

次の言葉は，時 とい う隔た りを超えて，
こんにち

今 日もなお，わた したちの心に慰め と
いや

確信 を与 え，癒 しと約束 を与えて くれ

ます。 「もうここにはお られない。…

…よみがえ られたのである。」21こうし

て復活は，全人類 にとって現実のもの

となりました。

先週，わたしはローレンス ・M・ ヒル

トンか ら信仰あふれ る手紙 を頂 きまし

た。揺る ぎない信仰 によって悲劇 を乗

り越えた物語 を紹介 したいと思います。

ロー レンスの祖父母である トーマス

とサ ラ ・ヒル トンは1892年 にサモアへ

向かって旅立 ちました。サモアに到着

後 ， トーマス は伝道部長に任命 されま

した。 この とき，二人ば生 まれたばか

りの娘 を連 れて行 きま した。 そ して，

伝 道中に二人の息子 に恵 まれま した。

不 幸な ことに3人 の子供 たちは全員サ

モアで亡 くな りました。このようにし

て子供のいない夫婦 となってしまった

ヒル トン夫妻 は，1895年 に伝道 を終 え

て帰国 しました。

ヒル トン家族と親 しかったデビッド・

0・マッケイは彼 らが子供たちを失った

ことを聞いて，たいそう心 を痛めま し

た。1921年 ，各国の教会員を訪れるた

めに旅立ったマッケイ長老 は，同行 し

た ヒュー ・J・ キ ャノン長老 とともに

サモアに立ち寄 りました。マ ッケイ長

老は世界訪問に旅立つ前に，3人 の子供

たちの墓 を訪れることを，当時すでに

未亡人 となっていた ヒル トン姉妹に約

束 していました。サモアか らヒル トン

姉妹にあてて書 き送ったマ ッケイ長老

の手紙をここで紹介 したい と思います。

「親愛なるヒル トン姉妹，

1921年5月18日 水 曜 日，高 くそびえ

るココナツの木の頂に 日差 しが 降 り注

ぐ午後 に， わた した ち一行5人 はサモ

アに到着 しました。そ して，フ ァガリ

イ墓地の小 さな墓 の前で頭 を垂 れまし

た。……覚 えてお られるで しょうが，

出発の前にお約束 した とお り，わた し

たちは墓地を訪れたのです。

墓地 と墓石は傷 むことな く，良い状

態で保存されています。……埋葬 され

た場所 に巡 らされた石壁の外側か ら…

…墓石 に刻 まれた文字 を書 き写 しま し

たので，御覧 ください。
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ジ ャ ネ ッ ト ・ヒ ル トン

誕 生 ：1891年9月10日

死 亡 ：1892年6月4日

『愛 す る ジ ェ ニ ー ， こ こ に 眠 る』

ジ ョー ジ ・エ メ ッ ト ・ヒ ル トン

誕 生 ：1894年10月12日

死 亡 ：1894年10月19日

『安 らか に 眠 り な さ い 』

トー マ ス ・ハ ロ ル ド ・ヒ ル ト ン

誕 生 ：1892年9月21日

死 亡 ：1894年3月17日

『こ の 丘 の 中 腹 で ， 安 心 し て 休 み な

さ い 』

.こ れ ら3つ の小 さな墓 を見ている間，

わた しはあなたが若い母親 としてここ

サ モァで生活 した 日々 を想像 しまし

た。そうしている間に， これ らの小 さ
おさなご

な墓石はその下に幼子が眠っているこ

との記念碑であるだけでなく，真理と

命の原則に対する母親の信仰 と祈 り
あかし

の証で もある ことに気づ きました。ヒ

ル トン姉妹，眠っている3人 の幼子は，

30年 近 く前 にあなたがたが始めた尊い

伝道の業が現在 も続け られていること

を雄 々 しく感動 的に語 りかけて いま

す。 これからも，彼 らの地上における

最後の休息地 を手入れす る優 しい人々

がいるか ぎり，あなたの3人 の子供 た

ちは語 り続けることで しょう。

愛があふれる手に よって，彼 らの

目は閉 じられま した。

愛があふれる手 によって，彼 らの

手足はここに納められました。

異国の人 々の手 によって，つ まし

い墓は飾 られています。

彼 らの見知 らぬ人々が彼 らをたた



え，悲 しみ を寄せてい ます。

トファ ・ソイフア 〔訳注 サモア

語で 「さようなら」の意〕

デビッド・0・ マ ッケイ」

この感動的な話は嘆 き悲 しむ人々に

「人知では とうてい測 り知 ることので

きない……平安」 を与 えます。22天 の

御父 は生 きてお られます。主イエス ・

キ リス トはわたしたちの救い主であ り

蹟い主です。主は預言者ジ ョセブを導

かれました。主は現在の主の預言者で

あるゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管長

を導いていらっしゃいます。 これが真
あかし

実であることをわた しは証 します。

救 い主がなさったように，わたした

ちも悲 しみに耐 え，重荷 を負い，恐れ

に立ち向かえるように祈 ってい ます。

わたしは救い主が生 きておられること

を知っています。イエス ・キ リス トの
み な

御 名 に よ っ て ， ア ー メ ン。
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あなたは
救われていますか

十二使徒定員会会員

ダリン ・H・ オークス

末日聖徒がr救 われるノやr救 ωノと61う 言葉 を用61る 場合，少なく

とr56つ の巽な った意昧があります。

で し ょう。 しか し， 「救 わ れ る」 や

「救 い」 とい う言葉 に込め られ たい ろ

いろな意味を考慮 して答えるのであれ

ば，その答 えは 「はい」か 「はい，で

も条件付 きで」のどち らかになります。

1

だ醐：鵬繊轡麗
えますか。この問いはあるクリスチ ャ

ンの間では普通に交わ される会話です。

しか し，末 日聖徒イエス ・キリス ト教

会の会員 にとっては，普段 この ような

言い方をしないため奇妙に聞こえるか

もしれません。教会員は，「救 われる」

または 「救い」 とい う言葉を未来の出

来事を表す ときに用 い，すで に起こっ

た事柄 について話す際 にはあまり用い

ない傾向があります。

善良なクリスチ ャンは，福音の中で
かぎ

鍵 となる 「救 われる」や 「救い」など

の言葉に異なった意味 を付 け加える場

合 があ ります 。「救 われ ていますか」

と聞いた人の意図のままに答 えるとし

たら，わた したちは 「はい」 と答 える

わた しの理解では， これ らの言葉 を

用 いる善良 な クリスチ ャンに とって

「救 われる」 または 「救 い」 とは， イ

エ ス ・キ リス トをわた した ち個 人の

主，救 い主 として受け入れると誠実 に

宣言，すなわち告白す るこ とを意味 し

ます。 これは，使徒パ ウロが当時の ク

リスチ ャンに教えた言葉が元になって

い ます。

「自分の 口で， イエス は主であ ると

告白 し， 自分の心 で，神が死人の中か

らイエ スをよみがえらせたと信 じるな

ら，あなたは救われる。

なぜな ら，人は心に信 じて義 とされ，

口 で告 白 して救 われ るか らであ る。」

(ローマ10：9-10)

末 日聖徒 は このパ ウロの教 えか ら，

「救 われる」 または 「救い」 とい う言

葉 を次の ように とらえます。 それ は，

イエス ・キ リス トとの現在の聖約関係

であ り，従順 を条件 に罪の結果からの

救 いを保証 される ものです。 この意味

に基づ けば，すべ ての忠実 な末 日聖徒

は 「救われて」います。回復 されたイ

エス ・キ リス トの福音に改宗 し，悔い
せいさん

改め，バプテスマを受け，聖餐 を受け

る ことによりバプテスマの聖約 を新た

に しているからです。
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末 日聖徒が 「救 われ る」や 「救い」

とい う言葉 を用 いる場合，少な くとも

6つ の異な った意味があ ります。 この

うち幾つかの意味か らすれば，わた し

たちの救いは約束 されてい ます。つま

りすでに救われています。 しかしほか

の意味か ら言 うと，救 いは未来の出来

事 として(例1コ リン ト5：5)， あ

るいはその ように条件 の下 に(例

マル コ13：13)語 られるべ き出来事 と

な ります。 しか し，これ らどの意味に

おいても，また意味に基づ くどの救 い

の定義 にも言 えるのは，救いはキ リス

トに よって，キリス トを通 じてもた ら

されるということです。

まず，すべての人間はイエ ス ・キリ

ス トの復活によって永遠の死か ら救 わ

れ ました。「アダムにあってすべ ての

人が死んでいるの と同 じように，キリ

ス トにあってすべての人が生か される

のである。」(1コ リン ト15：22)

罪 や 罪の結果 という点か ら，わたし

たちが救 われているか どうか との問い

に対 しては，答えは「はい，しか し条件

付 きで」 とな ります。その信条につい

て信仰箇条第3節 で言及 されてい ます。
しょくざい

「わた したちは，キリス トの蹟 罪に

より，全人類は福音の律法 と儀式 に従

うことによって救 われ得 ると信 じる。」

(信仰箇条1：3)

「聖書』 には，イエス ・キ リス トが

世の罪を取 り去 るために来られたと宣

言す る聖句が数多 くあ ります(例 一一

ヨハネ1：29;マ タイ26：28)。 また 『新

約聖書』は，神の恵み，また神の恵み

による救 いについて何度 も触 れてい ま

す(例 ヨハネ1：17;使 徒15：11;エ

ペ ソ2：8)。 しか し，個人の振 る舞いに

関す る具体的な戒めや行動の大切 さに

ついての聖句 も多 く見 られ ます(例 一

マ タイ5：16;エ ペ ソ2：10;ヤ コブ

の手紙2：14-17)。 さ らに救い主は，

救われるためには最後 まで堪 え忍ばな

ければ な らない と教 えて お られ ます

(マタイ10：22;マ ル コ13：13参 照)。

わた したちは 「聖書』の教 えを全面

的に信頼 し，かつ近代の啓示 を通 して

明らかにされた事柄 を土台 として，主

イエス ・キリス トが授け られた救いの

計画 と戒めとは次の ようなものである
あかし

と証 します。すなわち， キリス トの蹟

罪 による罪か らの清め とは罪人個人の

信仰を条件 として行われるものであ り，

それは，悔い改めてバ プテスマを受け，

聖霊 を受けよとの主の戒めに従 うこと

によって示 されるのです(使 徒2：37-

38参 照)。イエスはこう教え られました。

「よ くよくあ なたに言ってお く。 だれ
うま

でも，水 と霊 とか ら生れ なければ，神

の国にはい るこ とはで きない。」(ヨ ハ

ネ3：5。 マル コ16：16;使 徒2：37-38

も参照)こ のように，再び生 まれるこ

とを経験 したわた したち末 日聖徒 は，

懲 で罪か ら救 われた と言 うこ と

がで きます。 しか し，悔い改めや忠実

な生活，奉仕 を続けて最後まで堪え忍

ぶ ことによりこの世 の生涯を終 えるま

では，目終白に救われた ことにはな り

ませ ん。

ク リスチ ャンの中には，末 日聖徒 は

救いを自分 で勝ち取 ると主張す ること

によって神 の恵みを否定 している と非

難する人々がい ます。わた したちはこ

の非難 に対 して 『モルモ ン書』 の二人

の預言者の言葉 をもって答 えたい と思

います。ニーファイぱこう教 えま した。

「わた したちは子孫…一 に，キ リス ト

を信 じ，神 と和解す るように説 き勧め

……ている。それは，わたしたちが最

善を尽 くした後，神の恵みによって救

われることを知っているか らである。」

(2ニ ーフ ァイ25：23)「 最 善 を尽 くし

た後」 とは どういうことでしょう。悔

い改め(ア ルマ24：11参 照)や バ プテ

スマ，戒めを守ること，最後まで堪え

忍 ぶことを含むのは確 かです。 モロナ

イは嘆願 しています。 「まことに，キ

リス トの もとに来て，キリス トによっ
みこころ

て完全にな りなさい。神の御心 に添わ

ないものをすべ て拒みなさい。 もしあ

なたがたが神の御心に添 わない もの を

すべて拒み，勢力 と思いと力を尽 くし

て神 を愛す るな らば，神の恵みはあな

たがたに十分であ り，あなたが たは神

の恵みによ り，キリス トによって完全

になることができる。」(モ ロナイ10：

32)

わた したちは罪があるままでは救 わ
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れません。すなわちキ リス トに告白を

すればその後で罪 を犯 して も無条件で

救 われ るこ とはないのです(ア ルマ

11;36-37参 照)。 わた したちが罪か

ら救われるのは(ヒ ラマ ン5：10参 照)，

毎週悔 い改 め るこ とに よ り再 び生 ま

れ，神 の恵み と救いの計画によ り清め

られて救われるのです(3ニ ー ファイ

9：20-22参 照)。

人が救われているかどうかの問いに

ついて 「再び生 まれる」 という表現 を

用い ることがあ ります。 『聖書』で も

『モルモ ン書』 で も，この言葉 をよ く

目に します。前 にも述べたように，イ

エスは人が水 と霊 とか ら 「新 しく生れ」

(ヨハ ネ3：3)な け れば神 の国に入れ

ない と教え られ ました(ヨ ハネ3：5参

照)。 また 「モルモ ン書』 には，「再び

生 まれ 〔る〕」 こ とや 「神か ら生 まれ

〔る〕」 ことの必要性 を教える聖句がた

くさんあ ります(例 モーサヤ27：

25。 モ ーサヤ27：24-26;ア ル マ36：

24，26。 モ ーセ6159も 参 照)。 これ ら

の聖句 を理解すれば，再び生 まれてい

るか との問い に対 し，わた した ちは

「はい」 と答 えます。水 と霊 とか ら生
み な

ま れ，イエス ・キ リス トの御名を受け

ることによ り救い主 と聖約の関係 に入

る とき，わたしたちは再び生 まれます。

そ して毎週安息 日に聖餐 を受けること

により，再生を新たなものとするのです。

この ようにして新たに生 まれた人は

イエス ・キリス トの霊の息子，娘 にな

ると，末 日聖徒 は主張 します(モ ーサ

ヤ5：7;15：9-13;27：25参 照)。 し

か しそれでもなお， この再生の状態か

ら得 られるはずの祝福 を理解するには，



聖約 を守 り続け，最後まで堪え忍 ばな

ければな りません。，そ うすればやがて

神の恵みによ り，霊の両親 と，栄光の

受け継 ぎを受ける可能性 とを得た新た

な存在 として再び生 まれることができ

るのです。

救われる ことの4つ 目の意味 は，父

なる神 とその御子 イエス ・キ リス ト，

人生の目的，そ して人の行 く末に対す
くらやみ

る無知 という暗闇からの救 いです。 こ

の救 いはイエス ・キリス トの導 きと教

えの業 により福音 が知れ渡るようにな

ったため に，わた したちに も授け られ

ました。イエスは教 えられ ました。「わ

たしは世の光である。わた しに従って

来 る者 は，やみの うちを歩 くことがな

く，命の光 をもつであろう。」 また，こ

う宣言 されました。「わた しは光 として

この世にきた。それは，わたしを信 じ

る者が，やみのうちにとどまらない よ

うになるためである。」(ヨ ハネ8：12;

ヨハ ネ12：46も 参 照)

末 日聖徒 にとって 「救 われる」とは，

次の世で栄光の王国に入 るとの確信を

得て(1コ リン ト15：40-42参 照)，第二

の死(最 後の霊 的な死)か ら救 われる，

または解放 され ることを意味 します。

復活が万人 にもたらされるように，こ

の地上に生 を受けた人は，わずか な人

を除き，この意味での救い を得 ること

ができます。近代の啓示 にはこうあ り

ます。

「天か らの声 がわた したち に証 した

福音，すなわち喜 びのおとずれはこれ

である。

『彼，す なわちイエスは，世のため

に十字 架につ け られ，世の罪 を負い，
きよ

世を聖め，それをすべての不義から清

めるため世に来た。

御父 か らイエ スの力 の下 に置 かれ

て，彼 に より造 られ たすべ ての者 が，
オによ
って・・われるためである。

彼は御父の栄光を現し，そして，御

父から御子を示された後に御子を否定
み て

する滅びの子 らを除 ぐ，その差 によ

って浩 られた べての を・・われる。』」

(教義 と聖約76：40-43， 下 線付加)

預言者ブ リガム ・ヤ ングは次のよう

な言葉で この教 義を教 えま した。 「慈

悲の 日を追いやるほどの罪 を犯 さなけ

れば，そ して悪魔の使いにならなけれ.

ば，すべての人が復活 して栄光の王国

に住 む というのは真実です。」(『歴代

大管 長の教 え ブリガム ・ヤ ング』

315)こ こ での 「救 い」の意味 は，主

であ り救い主であるイエス ・キ リス ト

の恵みに より，全人類 を高貴な存在 に

することです。 この意味で，すべ ての

人は 「はい，わた しは救われています。
たまもの

御子 の福音 と賜物 と恵みを授けて くだ

さった神に栄光あれ」 と答 えるこ とが

で きます。

最後 に，これ も末 日聖徒特有の親 し

まれた意味合いですが，「救 われる」や

「救い」という言葉を永遠 の命への昇栄

(アブラハ ム2：11参 照)を 表す意味 に

使い ます。これはしばしば 「完全 な救

い」(ブ ルース ・R・ マ ッコンキー，

ThθMbr亡alMessfah『 地上のメシヤ』

1：242)と 呼 ばれ ます。 この救いを得

るには悔い改めと正当な神権 の権能に

よるバプテスマ以上の ものが必要です。

また，神の神殿 における永遠 の結婚を

含む神聖 な聖約 を交わす ことや，最後

まで堪 え忍ぶことに よりその聖約に忠

実であることが求め られ ます。救いを

この 「昇栄」 と同義語 として用いるな

らば， この世 にい る問 に 「救われた」

と言える人はだれもいません。その栄

光 は，生者 と死者双方の偉大 な裁 き主

である主の最後 の裁 きの後に しか得 ら

れないのです。

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会の忠

実な会員が救われているか，あるいは

再 び生まれているか との問いへの短い

答：え として， わた しは熱烈 に 「はい」

と言 うべ きであると提案 してきました。

わたしたちは救 い主 と聖約の関係 にあ

るので，質問者 の意図か らすれば，わ

た したちは 「救 われて」お り， 「再び

生まれて」い ます。近代 の預言者の中

には 「救 い」や 「救われる」 という言

葉を現在 のこととして表現 している人

がいます。 ブリガム ・ヤ ング大管長は

こう述べ ました。

「わた したちが救いの状態 を保つに

は，今，救 われること，今，聖霊か ら

影響 を受けるという状態を日々維持 し

なければなりません。……

わた しは今 ，救 いを求 めてい ます。
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……人生はわた したちのためにあ りま

す。救いは福千年まで待つのではなく，
き ょう

今 日得 るためにあ ります。今 日救 われ

るための方法に従 いましょう。」(Dls-

COロrsesofBn幼amYbロ η9『ブリガム・

ヤ ング説教集』 ジョン ・A・ ウイ ツツ

ォー選，15-16)同 様 に，デビッ ド・

0・ マ ッケイ大管長 もこう述べていま

す。「明 らかにされたイエ ス ・キリス

トの福音は，まさに救いに至 る神の力

である。それはここでの現在の救いで

あ る。そ してすべの人に今 ここでの，

そ して後の世での完全 な生活 をもた ら

す。」(σospelIdeals『 福 音の理想』6)

3

最後 に，末 日聖徒 イエス ・キリス ト

教会の会員や指導者が尋ね られるもう

一つの大切 な質問につ いて話 したい と

思 います。「なぜ ク リスチ ャンに宣教

師 を派遣す るのか」 とい うものです。

好奇心 からの，また時には憤慨 しての

質問です。

この質問 につ いて，わた しは決 して

忘れることので きない経験 をしま した。

何年か前，'当時は東側 ブロック と呼ば

れていた国でのことです。東側諸国は

長年の間，共産党 による宗教敵視の中

にあ りましたが，突然，奇跡的に宗教

の自由が認め られました。門戸が開か

れたとき，キ リス ト教 の多 くの教派が

宣教師を送 りま した。当教会は準備の

一部 として
，大管長会が十二使徒定員

会 の会員 をそれ らの 国々に派遣 して，

政府や諸教会の指導者 と会談する機会

を設け ました。わた したちの任務 は教

会 の紹介 と宣教 師の活動内容の説明で

した。

ラッセル ・M・ ネルソ ン長老 とわた

しはあ る国の東 方正教会の指導者 を訪

ねました。共産党の弾圧 の暗黒の数十
ともしび

年 間，キ リス ト教の灯火をともし続 け

てきた人です。わた しは彼の ことを日
しもべ

記 に，温厚で優 しく，キ リス トの僕で

あるとの印象 を受けたと書いています。

このことに触れるのは，約1時 間のわた

したちの会談には横柄な態度や対立が

まった くなか ったことを知 っていただ

きたいか らです。心 地 よい，温 かな，

自らの理解 に従って主 を愛 し，主に仕



一

し

ソル トレーク神殿とシ ョセフ スミス記念館(左)

えようとす る人々の会話によ く見 られ

る思いや りにあふれた語 らいで した。

彼 は共産党の弾圧の中で彼の教会が

どのような活動を していたか を話 して

くれ ました。 またその弾圧の時代 を終

えて，彼 の教会が国家や国民の心 の中

にかつての存在 感を取 り戻 してい くう

えでの数々の課題 について も説明 して

くれ ました。

彼 は尋 ねま した。 「あ なたがたの宣

教 師が教 えるのは不信者 だけですか。

それ とも信者 もですか。」わた したち

は，メ ッセージは万人 の もので あ り，

信者，不信者 を問わないと答 えました。

その理由 として二つの ことを挙げまし

た。原則面 と実践面か らです。まず原

則面では，回復 された福音であるわた

したちのメッセージは，全人類が得て

いる知識 や幸福 ，平和を補完する重要

な ものであるということです。実践面

では，信者 か不信者かの区別がつかな

いので全員を対象 にす るというもので

す。わた しはこの著名な指導者にこう

問いかけ ました。「前 に立 って会衆の

皆さんの顔 を御覧になったとき，ほん

とうの信者 とそ うでない人との区別が

つ きますか。」彼 は苦笑 いをしました。

わた しの真意 を理解 して くださったの

で しょう。

回復 された福音のメッセージは，宣

教師 と会員を通 してクリスチ ャンか否

かを問わず全世界の人々に伝 えられて

います。ク リスチャンでない人々には

キ リス トについて証 をし，主の回復 さ

れた福音の真理 と儀式 を伝 えます。 ま

たク リスチ ャンの人 々に も同様に伝 え

ます。た とえ彼 らが前に述べた一つだ

けの意味で 「救われている」としても，

学び経験すべ きことがほかにもあるこ

とを教 えます。 ヒンクレー大管長は近

ごろこう語 りました。「〔わたしたちは〕

論争を好 み ませ ん。議論 は しません。

ただ， こう言 うだけです。 『あなたが

得 てい る良いものはそのまま大切 にし

て くだ さい。わた したちの方で何が補

足 できるか考 えてみ ましょう。』」(「ブ

リガム ・ヤ ング大学 における経験」ブ

リガム ・ヤング大学ディボーショナル，

1997年11月4日)

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 はす

べ ての神 の子 に，末 日に回復 されたイ

エス ・キ リス トの完全な福音 を学 んで

いただ く機会 を提供 します。すべ ての

神の子に，救いと昇栄に必要なすべての

儀式 を受 ける特権 を差し上げています。

すべての人がこのメ ッセージを聞き，
み たま

それに従 うように との御霊の証を得て

いただ きたいと思います。 これ らが真

実であ るこ とをイエス ・キリス トの御

名により証 します。アーメン。
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子供たちと家族

七十人会長会

W・ ユージン ・ハンセン

家族の強ωきずなば，偶然にば生まれません。蒔間が要ります。決意

と 祈：りと，働きが要 ります。

目 回 文を読むと，そこには子供たちヨ ≡
1への主の愛が明確に記されてい

しぎょう

て，「子供たちは神から賜わった嗣業…

…である」(詩 篇127：3)こ とが よく

分か ります。

『新約聖書』の中で救い主は，「これ

らの小 さい者」 を傷つけた り，つまず

かせた りすることの重大 さを指摘 され

ま した。マ タイ伝 にこう記録 されてい

ます。「大 きなひ きうす を首 にか けら

れて海の深みに沈め られる方が，その

人の益 になる。」(マ タイ18：6)

イエ ス ・キ リス トについてのもう一
あかし

つ の証， 『モルモ ン書』 には最 も感動

的な光景の一つが記されています。救

い主の時代に西半球に住んでいたニー

フ ァイ人が，復活 された主の訪れを受

けたときのことで魂 主はそのときに，幼

い子供たちを優 しく教 え導かれました。

記録によれば，主は群衆に子供たち

を連れて来 させ ると，その真 ん中にひ

ざまずいて，彼 らのために御父に祈 ら

れま した。その言葉 はあま りに神聖な

ので，書 き記せ ませんで した。主 は涙

を流 し，子供たちを一人一人抱 いて祝

福 されました。

群衆が天 を見上 げると，天が開いて
くだ

天使が降って来るのが見 えました。子

供 たちは火 に包 まれ，天使か ら恵み を

受けました。

幼い子供 たちに示 された主の愛 を理

解すれば，少 しも驚 くことではあ りま

せんが，今 この地上で主を代表する人々

が，子供 に対す る親 の責任 につ いて，

優 しくまた力強 く宣言 しました。

大管長会 と十二使徒評議会が発表 し

た 『家族 世界への宣言』のことで

す。そこにはこうあ ります。

「夫婦 は，互い に愛 と関心 を示 し合

うとともに，子供 たちに対 して も愛 と

関心 を示すとい う厳粛な責任 を負 って

います。…… 両親には，愛 と義を もっ

て子供たちを育て，物質的にも霊的 に

も必要な ものを与え， また互いに愛 し

合い仕 え合 い，神 の戒めを守 り， どこ

にいても法律 を守る市民 となるように

教える とい う神聖 な義務が あ ります。

夫 と妻，すなわち父親 と母親は，これ
み

らの責務の遂行について，将来神 の御
まえ

前で報告することにな ります。」(『聖徒

の道』1996年6月 号，10)

これ は誇張のない言葉です。実際に，

家族の持 つ伝統 的な価値や影響力が，

サ タンの攻撃 を受けてい ます。家族 を

危険な状態に追い込 んでい く傾向を変

えるために，多 くのことを行 う必要が

あるのは明 らかです。

社会 は絶望の中で， この世的な解決

に目を向けてい ます。様 々なプログラ

[_.
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ムが制定され，政府は公的 な基金や計

画 を導入 して，破壊的な傾向に歯止め

をかけ ようとしています。時には成功

が見 られても，全体的な傾向は相変わ

らず警告 を発 しているのです。永続す

る真の変化 を起こす には，霊的な源に

返 る しかない と，わた しは思 います。

預言者の勧告に聞き従 う必要があるの

です。

現代 の啓示である家族の宣言か ら再

び引用 しましょう。「家族は神 によって

定 められたものです。……子供 たちは

結婚の きず なの中で生 を受 け，結婚の

誓 いを完全 な誠意をもって尊ぶ父親 と

母親に より育て られる権利 を有 してい

ます。家庭生活における幸福は，主 イ

エス ・キリス トの教 えに基づいた生活

を送 るときに達成 され るに違いあ りま

せ ん。実 りある結婚 と察庭 は，信仰 と
ゆる

祈 り，悔 い改め，赦 し，尊敬，愛，思

いや り，労働，健全 な娯楽活動の原則

にのっ とって確立され，維持 されます。

神 の計画によ り，父親 は愛 と義 をもっ

て 自分の家族 を管理 しなければな りま

せ ん。 また，生活必需品を提供 し，家

族 を守る とい う責任 を負 っています。

また母親には，子供を養い育てるという

主要 な責任があ ります。これらの神聖

な責任 において，父親 と母親は対等の

パ ー トナー として互い に助 け合 うとい

う義務 を負 っています。心 身の障害や

死別，そのほか様 々な状況 で，個 々に

修正 を加えなければならないことがあ

るかもしれません。 また，必要な とき

に，親族が援助 しなければなりません。」

この現代 の啓示 の霊感あふれる言葉

について考 えるとき，わた しは よい家

庭 で育て られるという祝福 に感謝 しま

す。両親がこの世の名声や富 よりも，神

か ら授かった子供のことに もっと関心

を寄せる家庭 です。

わたしは8人 兄弟の上か ら2番 目で し

た。家族はユ タ州北部の小 さな農場 に

住 んでいました。家が貧 しかったので，

恵 まれたこ とに，幼い ころから働 く習

慣 を身 に付 ける必要があ りました。事

実，収入が限られていたので，子供た

ちは倹約 し，ある程度の年 になればす

ぐに家計を助 けるように求められま し

た。怠 けることについて，父 には好 き



な言葉があ りました。「怠 けた暮 らし

ほど退屈な もの はない。それをやめて

休めないのだか ら。」

時代 は変わ りましたが，原則は同 じ
こんにち

です。今 日の両親は，一人一人の子供

に，家族のため に貢献す る機会 を与え

る必要があ ります。その ような家族で

は，子供たちがい っそ う幸福 にな り，

家庭 には愛 と一致の精神があ ります。

わたしはあの小 さな農場で学んだの
かぎ

ですが，金銭や財産は幸福 や成功の鍵

ではあ りませ ん。 もちろん，生活を支

えるだけは必要ですが，金銭それ 自体

が，幸福 を生み 出すことはまずないの

です。
けんそん

我が家の農場では，謙遜について学

ぶ機会 もあ りました。作物の収穫iや価

格が期待で きそ うな ときで も，早霜や
ひよう

電の被害 に遭えば，かろうじて生活す

るだけの収入 しか得 られません。

父がよ くこう言 うのを耳にしました。

「試練 とい う学校 で鍛 え られるのは何

で もないが，大変なのはなかなか卒業

で きないことだ。」

経済的 にいつ も苦 しくて も，恵 まれ

た生活で した。家庭 に愛があ りました。

家族 のだれ もが家庭 にいたし・と思いま

した。家族の必要 を満たすために，自

分の欲 しい ものをあ きらめるのは，わ

た したちにとって よい経験：で した。

我 が家の居 間の家具 は，雑誌の表紙

を飾 るような代物では ないのですが，

二つだけとても大切 な ものがあ りまし

た。 ピアノと本棚で した。 このあ りふ

れた二つの所持晶が，成長期 に大切な

創造 的 な才 能や興味 をは ぐ くむうえ

で， どんなに重要な役割 を果た した こ

とで しょうか。

よい音楽 と書物の影響 は，次の世代

に受け継がれていきました。わたした

ちの家庭では，テレビでさえ，この ピ

アノや本棚に取 って代 わることはあ り

ませんで した。

わた したちはまた，両親か ら祝福 を
はんりよ

受けました。二人は対等の伴侶 として，

家族 を育てる というきわめて重大 な責

任 を果た しました。わた しは，両親が

最 も効果的な方法，すなわち模範 によ

って子供 たちを教 えるのを見て，多 く

のことを学 びました。

一
父か らはこのような教 えです。

●何度 も自分の仕事をおいてワー ドの

会員を助けに行 く父を見て，義務 と慈

愛 について学びました。

●父の祈 りを聞 き，家族や ワー ドの会

員 に神権の祝福 を授ける父 を見て，信

仰 について学びました。

●年老いた両親の世話 をする父を見て，

愛 について学びました。

●父が経験や出来事をとらえて従 うべ

き道を教 えて くれた ときに，標準につ

いて学 びました。

●高校 時代 に， 目覚 まし時計 と一緒 に

5頭 の牛の乳搾 りと朝 晩の世話 を任 さ

れた ときに，信頼について学びました。

●わた しは，父 の不正直 な行いを一度

も見 たことが ない と断言で きますが，

そのことか ら誠実について学びました。

母からも多 くの教 えを受 けま した。

●開拓者 の格言 ，「使い切 るか，間に

合 わせ るか，な しで済 ませる」 を実践

す る母か ら，倹約について学びました。

●子供 のために自分はなしで済 ませ る

母 を何度 も見て，犠牲 について学びま

した。

●子供 のころか ら道徳 的に清 くある よ

うに期待 されていることをはっ きり教

えられて，純潔について学 びま した。

●家庭 で母の愛 を目に し，感 じるとき

に，愛 について学びました。

●決 して不親切 なことを しなかった母

か ら，優 しさを学びました。

わた しは，愛 にあふれた両親か ら霊

的，道徳的に価値あることを学び，絶

対的な真理があることをはっきり教わ

ったことに感謝 しています。その中に
じゆうぶん

は，教会への出席，什分の一，聖文の

勉強，両親や教会指導者を敬 うことが

あ ります。そ して最 も大切 なこ とは，

両親が言葉ではなく，模範によって教

えたことです。

家族 を強める際に理解すべ き重要 な

点は，家族の強い きず なは偶然には生

まれないとい うことです。時 間が要 り

ます。決意 と，祈 りと，働 きが要 りま

す。両親が責任 を理解 し，進 んで果た

す必要があ ります。そうすれば，やが

て言いようのない喜びと幸福が もたら

されるで しょう。

わた したちの愛する預言者， ゴー ド

ン ・B・ ヒンク レー大管長は，こう勧

告 しています。「子供たちを養い，愛 し

続けて くだ さい。……どの ような資産

も，子供ほ ど貴重ではないからです。」

(ChロrchNews「 チ ャーチニューズ』

への引用，1996年2月3日 付け，2)

先 ほ ど引用 した家族 の宣言が，末日

の預言者 を通 して主か ら与えられた現

代の啓示であることを証 します。

神が生 きてお られ，イエスがキ リス

トであ られ，この教会が生ける預言者

に導かれる主の教会であることを，イ
み な

エ ス ・キ リ ス ト の 御 名 に よ り 証 し ま

す 。 ア ー メ ン 。
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キリス トのもとに来る

中央若い女性会長

マーガ レッ ト・D・ ナ ドール

わた したちがキグヌ トのみもとへ行ぎたωと思うのば，キ リス1・によ

る以外に御父のみもとへ戻れな6に とを知っごωるからざす。

ワ の復活祭 の季節 に， また どの よ

(・一 うなときにも，わた したちは，人

類に与え られた最 も意義深い言葉のす

ば らしさを味わいます。それは，キリ

ス トの もとに来るようにとの招 きの言

葉です。その招 きはすべての入に向け

て与 えられています。聖文 にはこのす

ばらしい招 きの言葉が，繰 り返 し記録

されています。次 の賛美歌 には，その

内容が美 しい言葉で要約されています。

「主に来たれ

国々や島々より来たれ

『われに来 よ』 と主 は呼ぶ

すべての人を呼ぶ」

(「主に来たれ」 『賛美歌』67番)

主 はわた したちを愛 し，わた したち

が主を必要としていることを御存 じな

ので この招 きの言葉 を下 さるのです。
いや

主はわた したちを助け癒 して ください

ます。主がわた したちをよく理解 して

お られるのは主御 自身の体験 のゆえで

す。 「そ して神の御子は，あ らゆる苦

痛 と苦難 と試練 を受け られる。 これは

・…御 自分の民 を彼 らの弱 さに応 じて

どの ように救 うかを肉において知 るこ

とがで きる ように」 す るためで した

(アルマ7：1112)。 わた したちがキ リ

ス トのみ もとへ行 きたい と思 うのは，

キリス トによる以外に御父のみもとへ

戻れない ことを知っているか らです。

何年 も前にある出来事があ りました

が，今まで片時もそれを忘れたことが

あ りませ ん。それが，救い主の使命に

ついて考 えさせ て くれた出来事だ った

からです。子供 らしい出来事で したが，

意味のある出来事で した。それは，わ

た したちの双子の子供がわずか5歳 の

ころにあった出来事です。二人は何 と

か自転車 に上手 に乗れるようになろ う

と一生懸命練習 していま した。わた し

が窓の外 に目をや ると，やっ と乗れる

ようになった二人にとっては手 に負え

ないほ どの スピー ドで道路 を走 ってい

るのが見 えました。アダムは突然すさ

まじい音 を立て て転 んで しまい ま し

た。 自転車 と もつれ るように転 倒 し，

その後 目に入ったのは， 自転車のハ ン

ドルや車輪に腕や足がか らみ合 った姿

のアダムで した。その一部始終 を見て

いた弟のアロンは，急 いで 自転車 を止

め，それを放 り出して，大好 きな兄を

助 けるために駆 け寄 りま した。小 さな

双子は，まさしく心が一つで した。一

人が苦 しめば，もう一人 も苦 しみ，片

方が くす ぐられると， もう一方 も一緒

に笑いだすのです。一人が何 かを言い

始め ると， もう一人がその締 め くくり
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を言 うという具合で した。片方があ る

ことを感 じると，もう一人 も同 じよう

に感 じるのです。ですか ら，アロンに

とってアダムの衝突 は見るに堪 えない

苦 しい出来事だったのです。アダムは

惨 めな状態 で した。 ひざは擦 りむけ，

頭の傷口か らは血が出ていました。そ

して，プライ ドも傷ついて，泣 いてい

るばか りで した。5歳 のアロンは，そっ

とアダムが立ち上が るのを助け，その

傷 を調べ ると，次 に最高に感動的なこ

とをしたのです。彼はアダムを抱 きか

か えて家 まで運 んだのです。いや，何

とか運 ぼうとしたのです。 自分 と同 じ

大 きさの体のアダム を抱 いて運ぶのは

容易 なことで はあ りませ ん。 しか し，

アロンはそれ を しようとしたのです。

自分 の力 を振 り絞 って兄 を抱 き上 げ，

半分引 きず るようにしなが ら，やっと

の思いで玄関の所 まで着 きました。そ

のときには，ア ダムは もう泣 きやんで

いました。 ところが，アロンの方が泣

いているのです。「アロ ン，どうして泣

いているの」と聞かれた彼が答 えたの

は 「だって，アダムが けが した んだ も

の」という'返事だけで した。彼 は兄 を

助 け るために家 まで運 ぼ うと しま し

た。家に着 けばそこには，何を した ら

いいかを知 っている人がい ました。傷

口をきれい にして，包帯 を巻 き，手当

てをして くれる人がいま した。 そうで

す， アロンは愛のある家庭 にアダムを

運んだのです。

困ってい る双子の兄が弟 に助 けられ

たの と同 じように， わた した ちも皆，

救い主イエス ・キリス トによって抱え

上 げられ，助け られるのです。 キリス

トはわた したちが感 じるの と同 じよう

に感 じ，わた したちの心を御存 じです。

キリス トの使命は，わた したちの涙 を
いや

ぬ ぐい，傷 を清 め，その癒 しの力 をも

って祝福す ることです。 キリス トは，

そのた ぐいない愛の力 をもってわた し

たちを天の御父 のお られる家に運ぶ こ

とがおで きにな ります。

神の子供であるわた したちが互いに

手 を差 し伸べ合 い，助 け合い，人々を

キリス トのみ もとへ さらに近づ けるな

ら，主は きっとお喜びになるで しょう。

「わた しの兄弟である これ らの最 も小



さい者のひとりに したのは，すなわち，

わた しにしたのである」 と主 はお教 え

にな りま した(マ タイ25：40)。 ま た

主はわた したちが 「悲 しむ者 ≧ともに

悲 しみ，慰めの要る者を慰 め」(モ ー
たがい

サヤ18：9)， そ して 「愛 をもって互 に

仕え」 るように望んでお られます(ガ

ラテヤ5：13)。

スーザ ン ・エバ ンス ・マ ックロー ド

はこう表現 しています。

「われ主を愛して その道進まん

奉仕の業なし み力悟らん
ゆ

われ主を愛 して 従い行かん

いや

兄弟守 りて その傷癒さん

迷いて疲れし 子羊訪ねん
ゆ

やさしく仕えて 従い行かん

ゆ

兄弟愛して 主にならい行 き

光と力を 天より受けん
ゆ

われ主に仕 えて 従い行かん」

(「われ主 を愛 して」『賛美歌』134番)

愛 す る兄弟姉妹の皆 さん，この歌詞

はわたしがへ りくだる思いをもって望

んでいることを表現 してくれてい ます』

わた しは教会の若い女性 とともに歩 む

ようにとい う，天の御父か ら与え られ

た用 向きを，喜びをもって果た し始 め

ています。わた しは主に仕 える者 とし

て，喜んで働 く意志 を持 っています。

そ して常に，主 にあって力 と光 を見 い

だせ るように祈ってい ます。

若い女性 たちの霊 的な成長を助 け，

キ リス トのみもとへ来 るように彼女た

ちを備 える家族 を援助するこ とが 「若

い女性」の組織の使命であ り最大の望

みでもあ ります。

非常 に多 くの若い女性が，立派にこ
せいさん

の道を進んでい ます。例えば，聖餐会

の どうい うところが好 きかを，何人か

の若い女性 に質問 したとき，ある少女

は 「聖餐です。聖餐 は主 と，主がわた

したちのためにして くだ さったすべ て

の ことを思い起 こさせて くれるか らで

す」 と答えて くれ ました。また別の若

い女性 は 「聖餐会に出席することに よ

っ.ていつ も心が満たされ ます。わた し

は聖餐 を受けるのが大好 きです」 と言

い ました。 どの くらい祈ってい るかを

聞 くと，多 くの若い女性 が 「朝 と夜」

と答えて くれました。彼女 たちは，試

験の前や試練 のさなかに祈 り，聖文を

読んでいます。 このす ばらしい若い女

性た ちは，個人の備 えを行 いなが ら，

人々の生活に祝福をもたらしています。

彼女 たちの愛の奉仕 を受けた人か ら

寄せ られた感謝の手紙 をお読み したい

と思い ます。

「〔わた しのワー ドの〕若 い女性 た

ちは文字 どお りわ た しの命 の恩 人で

す。その ときわた しはまだ29歳 の若い

監督で4人 のかわいい娘がい ましたが，

その中の一人は，わた しの妻が天の御

父のみ もとへ召 されたときに， まだほ

んの小 さな赤 ちゃんで した。 わた しは

娘たち一人一人と話 し，母親の死が彼

女たちにどのような衝撃 をもたらすの

か尋ねてみ ました。4歳 のエ ミリーは

多 くのことを心配 してい ました。中で

も 『教会へ行 くとき，だれがわた しの

髪 をとか して， カール して くれるの。

だれが リボ ン.を付けて くれるの』 と心

配 していました。それはわた しにとっ

て も良い質問で した。 『だれがそれを

するのか?』 わた しは，家族全員がで

きるだけ今 までどお りに生活 したい と

考えていました。 ということは，わた

しが新 しい生活の仕方 をすべ て学ばな

ければいけないとい うことで した。わ

た しは娘たちの父親であ り，ただ一人

の親なのです。 しか し，母親の役割を

果たす だけの技術 を身に付 けていない

ことに気づ きま した。それで，わた し

はワー ドの若い女性に，髪の手入れの

仕方を教 えてほ しい と頼み ました。彼

女たちはわたしの家 に何度 も足 を運び，

手 を取 って教えて くれま した。6か 月

の娘ナタリーの洗髪の仕方 まで難な く

教 えて くれ ました。『この訓練が終了』

す るころには，わた しは娘たちの髪 を，

かわいいヘアスタイルにまとめ上げる

こ とが できるほどになってい ました。

また，その技術 だけでな く，その若い

女性たちはわた しの これか らの人生が

どのようなもの になろうとも，4人 の

娘の父親 として娘たちを愛 し，世話を

し， ともに歩んでいけるという自信を

与 えて くれ たのです。」 マイケル ・マ
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一ス トン兄弟
，心温 まるお手紙あ りが

とうございました。

世界 中にいるすば らしい若い女性た

ちの両親が，愛 をもって彼女たちを導

くという親 としての務めに，常に感謝

の気持 ちを抱 いてお られるように祈っ

てお ります。若い女性の指導者たちが，

各 自の責任が持つ永続的な重要性 をよ

く理解す るように願ってお ります。 ま

た，一人一人の若い女性が，天の御父

の娘 であることが どれほ どの祝福 であ

るか を理解す るように祈 っています。

天の御父 は彼女たち一人一人 を深 く愛

し，成功するように望んでいらっ しゃ

い ます。

最後 に，わたしの感謝の気持ちをお

伝え したい と思い ます。 まず，キ リス

トがお教 えになった愛 に満ちた家庭で

育て られた こと，そ して，愛する夫ス

ティーブンと歩み を共 にで きることに

感謝 してい ます。夫 との生活 の中でわ

た しは常 に祝福 され，備 えられ，支 え

られてきました。 また，大切 な子供た

ちに も感謝 してい ます。いつ も優 しく

助けて くれる子供たちの生 き方は，わ

たしを励 まし，大 きな喜びを与 え，何

度 も進むべ き道を示 して くれています。

キ リス トのみもとへ来 るようにとの

招 きを受 け入 れるとき，主がすべての
あかし

傷 を癒 して くださるこ とを証 いた しま

す。主はわた したちの重荷を負い，運

んで くださいます。そ してわたしたち
み つで

は 「主の愛の御腕 に永遠 に抱 かれてい

る」 こ とを感 じることがで きます(1

ニー ファイ1：15)。 イエス ・キリス ト
み な

の御名によってお話 ししました。アー

メン。



L

わた したちが一つと

なれるように

十二使徒定員会会員

ヘンリー ・B・ アイ リング

世の救ω主ば，一つになることと，そのために自分を変える方法につ

ωzr話されま した。

世
の救 い主 イエ ス ・キ リス トは，

主の教会に属 する人々にこう言

われま した。「一つ とな りなさい。 も

しもあなたがたが一つでなければ，あ

なたがた はわた しの ものではな い。」

(教義 と聖約38：27)男 女 が創造 され

たとき，結婚 によって一つ となること

が，希望 としてではな く，戒め として

与 えられ ました。「それ で人 はその父

と母を離れて，妻 と結び合 い，一体 と

なるのである。」(創 世2：24)天 の御

父 はわたしたちが心 を一つ にするよう

に望んでお られます。 この愛における

一致 は
，単なる理想 ではあ りませ ん。

必要不可欠な ものなのです。

一つ になれとい う要求は
， この世だ

けの ものではあ りません。終わ りが な

いのです。最初の結婚は，アダムとエ

バがエデンの園で死 なない状態の とき

に，神 によって行われました。神 は創

世の初めか ら，男女が夫婦 として結 び

合い，義 にかなった完全な一致の中で

永遠の家族にな りたいと望むようにさ

れ ました。また，神 の子供たちが，す

べての人 と平和に暮 らしたいと願 うよ

うにされました。

しかし堕落 によって，一致 した生活

が簡単で はない ことが明 らかにな り，

間もな く悲劇が起こ りました。 カイン

が弟 のアベルを殺 したのです。アダム

とエバの子供 たちは，サ タンの誘惑 を

受けるようにな りま した。サ タンは憎

しみをもって巧妙に目的 を達 しようと

します。それは天の御父 と救い主の目

的 とは正反対です。神は完全 な一致 と

永遠 の幸福 を与えて くだ さいます。神

とわたしたちの敵であるサタンは，創

世の以前か ら救いの計画を知 っていま

した。永遠の命だけが神聖で喜びにあ

ふれた家族 関係を永続 させ ることも知

っていました。サタンは家族 を引 き裂

いて，惨 めな状態 に しよう とします。

人の心に不和の種 をまいて，分裂 を起

こさせようとします。

だれで も一致 と分裂の両方 を経験 し

ています。時々，家庭やほかの場所で，

人のために自分のことを後回 しにする

愛 と犠牲 の精神を見た ことがあると思

います。 まただれで も，仲たがいや孤

独 の悲 しみや寂 しさを知 ってい ます。

どちらを選ぶべ きか助言は要 りません。

分か っているか らです。 しか しわた し

たちは，この世で一つ となれるように，
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そして来るべ き世で永遠 にその関係 を

持つ にふさわ しくなれるように，願い

求め る必要があ ります。 また，何 をす

べ きか知 るために， この偉大な祝福が

どの ようにして もた らされるか理解す

る必要があるのです。

世 の救 い主 は，一つ になることと，

そのために自分 を変 える方法について

話 されま した。 この世を去る前 に，使

徒 との最後の集 ま りで祈 りをささげ，

その 中で はっき り教 えられたのです。

その神聖で美 しい祈 りは， ヨハ ネの福

音書に記録 されてい ます。すべ ての人

が永遠 の命 を得 られるように，恐ろ し

い犠牲 を払 う時が近づいてい ました。

主は まさに，御 自身が聖任 し，愛 し，
かき

教会を導 く鍵 を託 した使徒たちのもと

を離れようとしてお られました。そ こ

で主が天の御父 に，完全 な息子が完全

な父に，祈 られたのです。その言葉か

ら，家族が一つ とな り，救い主 とその
しもべ

僕に従 うすべ ての天の御父の子供たち

が一つ となる方法が分か ります。

「あなたが わた しを世 につ かわされ

た ように，わた しも彼 らを世につかわ

しま した。'

また彼 らが真理に よって聖別 される

ように，彼 らのためわた し自身を聖別

いた します。

わた しは彼 らのためばか りではな く，

彼 らの言葉 を聞いてわた しを信 じてい

る人々のためにも，お願 いいたします。

父よ，それは，あなたがわたしの う

ちにお られ，わた しがあなたの うちに

いるように，みんなの者が一つ となる

ためであ ります。す なわち，彼 らを も

わた したちのうちにお らせ るためであ

り，それによって，あなたがわた しを

おつかわ しになったことを，世が信 じ

るようになるためであ ります。」(ヨ ハ

ネ17：18-21)

この わずかな言葉の中で，主はイエ

ス ・キリス トの福音がいかに人々の心

を一つにす るか明 らかにされま した。

主の教 え られた真理 を信 じる人々は，

権能 を持つ僕か ら儀式 と聖約 を受ける

ことがで きます。そ して，儀式 と聖約

に対する従順 を通 して， 自らの性質 を
あむも

変 えるのです。 この ように救い主の順

いによって，わた したちは聖別 され ま



す。そ うすれば， きっと一つ となって

生活で き，この世で は平和 を得て，永

遠の世では御父 と御子 とともに住 める

ことで しょう。

当時の使徒 や預言者 たちの務 めは，
こんにち

今 日と.同じように，アダムとエバ の子

孫をイエス ・キ リス トを信 じる信仰の

一致 に至 らせ るこ とで した。彼 らが教

えたことも，わた したちが教 えること

も，その究極の 目的は，家族が一つ に

なる ことです。 それは夫 ，妻 ，子供 ，

孫，先祖 ，そ してつ いには， 自ら選択

するアダムとエバのすべての家族 に及

びます。

覚 えていると思いますが，救い主は，

使徒 たちが 「真理によって聖別 される

ように，彼 らのためわた し自身を聖別

いた します」 と祈 られま した(ヨ ハ ネ

17：19)。 聖霊 は聖別す る御方です。
はんりょ

聖霊 を伴侶 にで きるのは，主が預言者

ジョセブ ・ス ミスを通 してメルキゼデ

ク神権 を回復 されたからです。神権の
かぎ

鍵は今地上にあ ります。その力に よっ

て，聖霊 を常 に伴侶 とする聖約 を結ぶ

ことがで きるのです。
み たま

人々が御霊 とともにいる と，調和 を

期待す ることがで きます。御霊はわた
あかし

したちの心に真理め証 を告げて，その

証 を分かち合 う人々 を一つに します 。

神の御霊は決 して争 いを起こ しませ ん

(3ニ ーファイ11;29参 照)。 また，不

和の もとになる差別感情 をもたらしま

せん(ジ ョセブ ・F・ ス ミス 『福 音の

教義』127参 照)。 む しろ平安 と一体感

へ と導 きます。心を一つにするのです。

一致 した家族
，一致 した教会 ，平和 な

世界は，心を一つ にされることによる

のです。

子供で も，聖霊 を伴侶 にするために
せいさん

何 をすべ きか理解で きます。聖餐の祈

りが教 えています。聖餐会に出席 して

毎週聞 く祈 りです。この神聖なひとと

きに，わたしたちはバプテスマで交わ

した聖約 を新 たにします。そ して，教

会員 に確認 されたときの聖霊 を受 ける

とい う約束 を，主 によって思い起 こす

のです。聖餐 の祈 りにこうあ ります。
み な

∫進んで御子の御名 を受け，いつ も御

子 を覚え，御子が与えて くだ さった戒

めを守ることを……証明 して，いつ も

御子の御霊 を受け られる ように……。」

(教義 と聖約20：77)

わ た したちは聖約 を守ることによっ

て御霊 を受け ることがで きます。 第1

に，主の御名 を受ける と約束 します。

すなわち， 自分 を主のもの と見 なす の

です。生活の中で主を最優先 します。

自分の望みや，世の中で望むように教

えられることではな く，主が望 まれる

ことを求めるのです。 この世の事柄 を

何 より先 に愛 しているか ぎり，平安 は

あ りません。物質的なものによって家

族や国家 に快適 な生活 をもた らそ うと

して も，結局は分裂に終わってしまい

ます(ハ ロル ド ・B・ リー，S亡aηd

Ye∫ ηHδ1yPlaces『 聖 なる場所 に立ち

なさい』97参 照)。 しか し，主が望 ん

でお られ ることを互い に行 うな らば，

これは主の御名 を受けた人の自然な行

為ですが，やがてわた したちは地上に

おける天国の ような霊 的な状態 に達す

ることがで きるでしょう。

第2に ，いつ も主を覚 えると約束 しま

す。わた したちは主の御名で祈 る度に

これ を行 います。特に，頻繁にしなけ
ゆる

ればならない ことですが，赦 しを求め

る ときに，主 を覚 えます。 この とき，

悔い改め と赦 しを可能に した主の犠牲

を思い起こすのです。また嘆願 をす る
ちゅうほ

とき，天の御父 との仲保者である主 を

思います。そ して，赦 しや平安 がもた

らされた とき，主の忍耐 と永遠の愛 を

心 に刻むのです。こうしてわた したち

の心は愛で満た され ます。

わた したちはまた，家族で祈 るとき

や聖文 を読むときに，主を覚えるとい

う約束 を果たします。朝食のテーブル

を囲んだ家族の祈 りで，子供の一人が

その 日に試験や何 か発表のある兄弟の

ために祝福 を求める ことがで きます。

そ して祈 りがかな うと，祝福 された子

供は朝感 じた愛 と，その祈 りの仲立ち

をして くださった主の優 しさを忘 れな

いでしょう。心が愛で結 ばれるのです。

主を覚えるとい う聖約は，家族 で聖

文 を読 む度に守 っています。聖文は主

イ エス ・キ リス トを証 します。それが

聖文のメッセージであ り，常 に預言者

たちのメッセージだか らです。た とえ

子供がその言葉 を覚 えていな くて も，

聖文の真の著者 イエス ・キ リス トのこ

とは忘れないで しょう。

第3に ，聖餐 を取 る とき，すべ ての

戒めを守 ると約束 します。J・ ルーベ

ン ・クラー ク ・ジュニア副管長 は，総

大会の説教で何度 とな く一致について

語 り，従 う もの を選ぶ ことについて，

次 のように警告 しま した。「主は無駄

なものや不必要なものは何一つ与えて

お られません。主 は聖文 を，わた した

ちが救 いを得るためになすべ きことで

満たされ ました。」

クラーク副管長 はさらにこう続けて

・います。 「聖餐 を取 るとき，わた した

ちは主の戒めを守 ると聖約 します。こ

れに例外 はあ りません。区別 も，差異

もあ りませ ん。」(OoηfbreηceRepor亡

『大会報告』1955年4月 ，10-11)ク ラ

ーク副管長 は
，わたしたちがたった一

つの罪でな く，すべての罪 を悔 い改め
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るように，戒めすべてを守 ることを聖

約す ると教 えています。難 しそうに聞

こえますが，簡潔です。 ただ救 い主の

権能に服 し，主が命 じられることにす

べて従 うと約束 します。家族 と して，

教会 として，天 の御父 の子供 と して，

わた したちを一つにするイエス ・キリ

ス トの権能に従 うのです。
けんそん しもべ

主 は預言者 を通 して，謙遜な僕 に権

能 を授 け られます。 この信仰 によ り，

ホームテ ィーチャーや訪 問教師の召 し

が主の務 めになるのです。主の指示に

より，主に代わって行 きます。普通の

男性 と10代 の後輩 同僚が家庭 を訪れ，

天の力に より，家族が一致 して，かた

くなや偽 り，陰口，悪口がないように

助けを与 えます。主がこれらの僕 を召

されるという信仰があれば，責 め られ

た ときも彼 らの欠点 を無視で きるで し

ょう。人間としての弱点 よ りも，善意

がはっきりと見 えて くるでしょう。怒

る気持ち よりも，その人々を召 して く

ださった主への感謝の気持ちがわき上

がって くるのです。

わた したちが守 らない と，一致が崩.

れ る戒め もあ ります。何 を話すか，ま

た相手の言葉に どう対処す るかについ

ての戒めです。人の悪口を言って はな

りません。互いの良い点 を見て，で き

るだけ良いことを話すのです(デ ビッ

ド ・0・ マ ッケ イ 『大会報告』1967年

10月 ，4-11参 照)。

同時に，神聖なものを侮辱する人に

L_.

は，反対す る態度を執 らなければな り

ません。そのような攻撃の結果 として，
み たま

御霊が汚され，争いや混乱が起 こるか

らです。スペ ンサー ・W・ キンボール

大管長は，争わず に立場 を守る方法 を

教 えています。病院の担架で運 ばれて

いたとき，い らだった付 き添い人が主

の名をみだ りにロにす るの を聞いて，

こう言ったのです。「やめて くださ い。

それはわた しの主 のお名前です。」 一

瞬静 まり返 った後，その人が小 さな声

で 「すみ ませ ん」と言い ま した(The

Tea-chfngsofSpencθr罪 ，Kf111わa〃

『スペ ンサー ・W・ キンボールの教 え』

エ ドワー ド・L・ キンボール編，198)。
しっせき

霊感 と愛にあふれた叱責 により，一致

を もた らす こ とがで きます。 しか し，

聖霊 に導かれた ときに行 わない と，争

いを招 くことになるでしょう。

一つ となるためには
，自分の気持ち

について守 らなければならない戒めが

あ ります。た とえ傷つけられて も，相
ゆる

手 を赦 し，決 して悪意を抱かないこと

です。救い主は十字架の上で模範 を示

されま した。 「父 よ，彼 らをおゆる し

ください。彼 らは何 をしてい るのか，

わか らずにいるのです。」(ル カ23：34)

わた したちには，傷つけて くる人の気

持 ちが分か りません。 また 自分の怒 り

や心の痛みの源がすべ て分かるわけで

もあ りません。使徒パ ウロは， 自分 自

身を含 め，世の不完全 な人々をどの よ

うに愛す るか教 えてい ます。「愛 は寛
なさけ

容であ り，愛は情深い。 また，ねたむ

ことを しない。愛は高ぶ らない，誇 ら

ない，不作法 をしない， 自分 の利益

を求めない，いらだたない，恨みをい

だかない。」(1コ リン ト13：4-5)そ れ

か らパ ウロは， 自分のことを忘れて人

の過ちを責めることに対 して重大な警

告 を与 えています。「わた したちは，今

は，鏡 に映 して見るようにおぼろげに

見ている。 しか しその時には，顔 と顔

とを合 わせて，見るであろ う。わた し

の知る ところは，今 は一部分 にす ぎな

い。 しか しその時には，わたしが完全

に知 られているように，完全 に知るで

あろう。」(1コ リント13：12)
せいさん

聖餐の祈 りが毎週思い起こさせるよ
たまもの

うに，一致の賜物はイエス ・キ リス ト
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の福音の律法と儀式に従うことに.よっ
み な

て もた らされます。 主の御名 を受 け，

いつ も主を覚 え，すべての戒めに従 う
み たま はん

という聖約 を守る とき，主 の御霊 を伴一
り ょ

侶 として受けるのです。それに よって

心 は和 らぎ，わた したちは一つ とな り

ます。 しか し， この約束には二つの警

告があ ります。

まず，聖霊が とどまられるのは，わ

た したちが清い状態で，この世のもの

に執着 してい ない ときだけです。汚れ

た選択は，聖霊を追い出 します。御霊

は， この世の ことよ り主を選ぶ人にし

か宿 らないのです。「清 くあれ」(3ニ ー

フ ァイ20：41;教 義 と聖約38：42)，

「心 を尽 くし，勢力 と思い と力 を尽 く

して，主 なる神 を愛」 しなさい(教 義

と聖約59：5)， これ らは提案ではなく，

戒 めです。御霊を伴侶 とす るうえで欠

かせ ませ ん。御霊 なしに一つになるこ

とはで きないのです。

もう一つの警告 は，高慢です。御霊

によって和 らげ られた家族や人々が一

つ になると，大 きな力が もた らされま

す。やがてその力が世の中で認められ
せん

るよ.うにな ります。そ して褒め られ羨
ぼう

望の的になると，わた したちは高慢に

なるか もしれ ませ ん。高慢 は御霊 を妨

げます。不一致の源である高慢 を防ぐ

方法があ ります。それは，神 が与 えて

くだ さる恵みを，主の愛の しる しとし

てだけでな く，周囲の人々とさ らに大

い なる奉仕に よって交わる機会 として

とらえることです。夫婦が一致す るに

は，似ている点か ら互いを理解 し，異

なる点から互いを補い合 って，伴侶や

周 囲の人 々に奉仕 してい くことです。

同じようにして，わたしたちは，教会の

教義 を受 け入れなくて も天の御父の子

供たちを祝福 したいと願 う人々と一致

で きます。

わた したちは 「平和 をつ くり出す人」

(マタイ5：9)に なって，祝福 された神の

子と呼ばれるにふさわしくなれるのです。

父なる神が生 きてお られ，御子イエ
かしら

ス ・キリス トが教 会の頭で，すべての

教会員 に 「平和の旗」 を掲げるように

求めてお られることを，イエス ・キ リ
あかし

ス トの聖 なる御名によ り証 します。ア

ーメン
。



大管長

ゴー ドン ・B・ ヒンクレー

あ か し

証

イユ：ス ・ヰ=ワス トの証に雄々しく生 ぎτωるヒθインに閲 する話 ば，

わた した ちの身近にた くさん見 ωだ せます。 しか し彼女た ちの話ば，

ス 々の周 さ語 り継が物 るべぎざあ りなが ら，ぼとんど称賛を受 けるこ

とかあ りま琶ん。

て，わた しの愛 する友人の皆 さ

さ み たま

ん，わた しは聖なる御霊 の導 き

を祈ってい ます。皆 さんがわた しを大

管長 として支持 して くだ さってか ら，
き ょ う

今 日で3年 が経過 しました。 ここで少

し私的なことを言わせ ていただきます

が，わたしは皆 さんの愛 と支持 に，そ

して祈 りと信仰 に心か ら感謝 してい ま

す。 わた しは精力的 にも体力的 にも，

もはや若人 と肩 を並べ ることはできま

せん。年 を取ってきたわた しは，ヘイ

ト兄弟に負けないように頑張ってい ま
めいそう

す。瞑想 と祈 りで時間を過 ごすことも

多 くなって きま した。ロ ッキ ングチ ェ

アーに座 り，医師の勧 める薬を飲みな

がら，穏やかな音楽に耳 を傾け，宇宙

の出来事 について思いをはせるのも悪

くないかもしれない と思 うこともあ り

ます。 しか し，その ような生活 には，

何のチャレンジもなく，人々の役に立

つ ものもあ りません。

わた しはむ しろ立ち上がって行動を

起 こす方 を望みます。決意 と目的に満

ちた毎 日を送 りたい と考 えます。 目を

覚 ましている時間をすべ て使 って，人々

を励 まし，重荷 に苦 しむ人々を祝福 し，
あかし

信仰を確立 し，証 を強める手助 けを し

たい と願 っています。 ある寛大 な友人

の大いなる好意のおかげで，わたしは

この3年 の間に，世界各地を飛び回 り，

何十 という国々で教会員 を訪ねる機会

にあずかって きました。何 千，何万 と

いう人々が集ま り，ある場所 では，会

場 となったス タジアムまで教会員 を運

ぶバスが200台 以 上並ぶ ような状 況で

した。

その間，富める人々 とともに集った

こともあ りましたが，貧 しい人 々とと

もに集 うこ との方が多 くあ りました。

この世のものに貧 しい人々や，教会の

面か らも貧 しい人 々です。わたしとは

いささか 目の色の異なる人々 もい まし

た。 また，肌の色の異なる人々もい ま

した。 しか し，一度そ うした人 々の中

に入れば，そのような差異 は消 えうせ，

まった く無意味なものになって しまい

ます。皆， わた したちの御父の息子娘

とな り，神聖な生得権 にあずかってい

る子供たちとなるのです。わた したちの

話す言葉は違っていて も，皆，共通の

言語である兄弟愛 は理解できるのです。

そうした人々にお会いす るために遠

方 まで旅をすることは，疲れることで

すが，人々としばら く一緒 に時間を過

ご した後でその人々の もとを離れるの
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は，つ らい ものです。 どこへ出かける

ときも，集会が次々に計画 されてお り，

わずかな時間の滞在 しか許されていま

せん。 もっと長 く一緒の時間を過ごせ

たらと願い ます。集会の終 わ りには，
あ

自然に 「神 よ， また逢うまで」(『賛美

歌』85番)の 歌がわき.kが って きます。

皆，涙 をぬ ぐうためにハ ンカチ を取 り

出し，やがてそのハ ンカチを，惜別の

思いを込めて振 り続 けるのです。いち

ばん最近では，わずか7日 間のメキ シコ

滞在 中に，別 々の都市で，llの 大 きな

集会を開 きました。

わた しのア ドレナ リンが刺激 される

のは，その ようなすば らしい人々 とお

会い している ときです。 さらに，わた

しの活力の源 は，彼 らの愛に満ちたま

なざしなのです。

わた しは終 日， 自分の執務室 にこも

って時間を過 ご し，その ような生活 を

何年間も続け，山積 する問題 を処理す

ることもで きるで しょう。そうした問

題の大半 は，それほ ど重大な結果を引

き起 こす ようなもので はあ りませ ん。

実際，執務室でそのようにして過 ごす

こともあることは事実です。 しか し，

わた しは，執務室か ら出て，人々のも

とへ行 くことに，もっと大 きな使命 を，

また， もっと大 きな責任 を感 じていま

す。この何千，何万 という人々は，いや，

この数百万 という人々は，一つの もの

を共通 して持ってい ます。それは一人

一人が持 って いる証です。 この業が，

わた したちの天の御父である全能の神

の業であるという証であ り，カルバリ

の十字架上で亡 くなり，復活 された主

イエスは，明確 に神 と異 なる存在 とし

て，現に今 も生 きてお られるとい う証

であ り，さらに， この業 は，最後のす

ば らしい神権時代 に回復 された，その

御二方の業であるとい う証であ り，さ
かぎ

らに，古代の神権があ らゆる鍵や権能

とともに回復 されたという証であ り，
あがな

また，『モルモン書』は世の順い主 につ

いて証するためにち りの中か ら語 り始

めた記録であるとい う証です。

わた したちが証 と呼ぶ この確信は，

教会の偉大 な力です。それは信仰 と行

動の源泉です。言葉で説明することも，

測ることもたやす いことではあ りませ

燭



ん。理解 し難い，不思議 な ものです。

それでも，この地上 にある様 々な力 と

同様に;現 実 に存在 し， しか も，強力

なのです。主 は，ニコデモにお話 しに

なったとき，その証 について，次のよ

うに言われました。「風は思いのままに

吹 く。あなたはその音 を聞 くが，それ

が どこか らきて， どこへ行 くかは知 ら、
うま

ない。霊か ら生れる者 もみな，それと

同じである。」(ヨハネ3：8)わ た したち
あかし

が証 と呼ぶこの確信 は，定義す ること

も簡単ではあ りませ んが， しか し，そ
み たま

の実は明 白です。聖なる御霊がわた し

たちを通 じて証をしてお られるのです。

個人の証は，人々が教会に加入する

とき，その生 き方 を変 える要 因にな り

ます。その証がある と，教会員 は主に

仕 える ときにはあ らゆるものを捨てて

も仕 えたい とい う気持ちにな ります。

この証 は静かな励 ましの声 であって，

信仰によって歩いている者を，その生

涯の終わ りの 日まで，休む ことなく支

え続けて くれるものなのです。

証 とは神秘的で不思議な ものであっ
たまもの

て，神か ら人 に与え られ る賜物です。

人が奉仕 の業に召 されるときには，証

は貧富 の差 を超越 した働 きをします。

教会員の心の中にこの証があると，進

んで義務 を果たそ うという気持 ちにな

ります。証は，若い人 も年老 いた人 も

同 じように持っています。セ ミナリー

の生徒 も，宣教 師も，監督 も，ステーク

会長 も，伝道部長 も，扶助協会の姉妹

も，ゴ中央幹部一人一人 も，皆同 じよう

に持 っています。証は，教会員である

こと以外 には特 に責任 のない人々か ら

聞 くこともあ ります。証 は，この業に

不可欠なものです。証 は，主の業 を全

世界 に向かって進める ときの原動力 と

なっています。証 は人を行動へ駆 り立

てます。証があると，わたしたちは求め

られていることを実際に行 うようにな

ります。証は，人生 には目的があり，ほ

か よりはるか に大切な事柄が存在する

ということを，そ して，わた したちは

永遠の旅路の途中であ り， また， わた

したちは神 に報告 をする責任があると

い うことを，確信 させてくれます。

アメリカの詩人エ ミリー ・デ ィキン

ソンは，そうした証の一面 を次のよう

L

に表現 しています。

「わたしは原野を見 たことがない。

海 も見 たことがない。

それで もわたしは知っている，

ヒースの花 も，波のことも。

わた しは神 と話 したことはない。

天を訪ねたこともない。

それで も存在 は確かなのだ。

まるで地図でもあるように。」

("Chartless"，ATreasロryof亡he

Famflfar「 地 図のない旅」 「愛唱詩集』

ラルフ ・L・ ウッ ド編，179)

最初 は弱 く， どこか頼 りなさそ うに

見 えても，求道者が改宗の道へ と歩み

始めるの は，この証 を持つようになる

か らです。そ して，改宗者が確固たる

信仰を持つ ようになるの も，この証 の

ためです。この確信があったからこそ，

わた した ちの先祖は，イングラン ドを

後に し， ヨーロッパの国々を後 にした

のです。そ して，悲惨 な目に遭いなが

らも大海 を渡 り，歩みの遅い牛や壊 れ

そうな手押 し車のわ きを歩 きなが ら，

西部の山々に向かって，一向に終わる

気配のない旅を続けたのです。先祖 た

ちは，苦 しみ，働 き，幾千 という人々

がその運命の旅 の途中で亡 くな りまし

た。その証の精神は今，わた したちの

代 に至るまで伝 えられてい ます。わた

したちは，先祖 たちの貴い信仰 を受け

継 ぐ者なのです。

教会が組織されている所ではどこで

も， この証の力が感 じられ ます。わた

したちは 自らの足で立ち，「わた したち

は知ってい ます」 と言います。 まるで

あらか じめ相談 したかのように，わた

したちはそ う言 います。わた したちが

そう言うのは，ほかに表現する言葉を

知 らないか らです。はっきりしている

ことは，神が生 きてお られ，イエスは

確か にキリス トであ り， この教会は御

二方の大義であ り王国である とい うこ

とを，わたしたちが確か に知 っている

とい うことです。使 う言葉 は簡潔でも，

その言葉 にかける思いは心か らわ き上

がって きたものです。教会が組織 され

てい る所 では，また，宣教師が福音を

教 えている所では，そ して，教会員が
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その信 仰 を人々 に伝 えている所 では，

決 まってこの証の影響力が感 じられる

のです。

証には論議の余地が あ りません。反

論する人たちは，聖句 を引用 し，教義

について延々と議論 を仕掛けてきます。

そ ういう人たちは賢 く，説得力のある

場合 もあ るか もしれ ません。 しか し，

ある人が 「わたしは知 っています」 と

言った ら，それ以上論議することはで

きないで しょう。その言葉は相手に受

け入 れ られないか もしれませ ん。 しか

し，確信 をもって語 りかける心の底 か

らの静かな声 を，論議 した り，否定 し

た りす ることので きる人がいるので し

ょうか。

最近 わた しが メキシコで聞いた話 を

皆 さんに紹介 したい と思い ます。 トレ

オンという所で，わた しは立派 な車 で
き ょ う

送迎 していただきましたが，今 日の話

はその車の持 ち主の話 です。その持 ち

主の名 は，ディビッ ド・カスタニ ョー

ダといいます。

30年 前，彼 と奥 さんの トマサ と子供

たちは， トレオ ンの近 くの乾燥地にあ

る，'小さな荒れた牧場 に住んでいまし

た。所有 しているものは，30羽 の鶏と，

2匹 の豚と，1頭のやせた馬だけで した。

鶏 はわずかなが らも卵 を産んで家族を

支 え，時 にはささやかな収入を もた ら

す こともあ りま したが，生活自体は貧

困で した。そんなある 日，宣教師が こ

の家族 を訪ねたのです。 カスタニョー .

ダ姉妹 はこう言 ってい ます。「長老 た

ちはわたしたちの目か ら覆いを取 り去

り，生活に光をもた らして くれました。

わた したちはイエス ・キリス トについ

て何 も知 りませ んで した。長老 たちが

訪ねて くれ るまで，わた したちは神様

のことについて何 も知 らなかったので

す。」

姉妹 は学校教育 を2年 しか受 けてお

らず，ご主人はまった く受けていませ

んで した。長老たちはこの家族 を教 え，

ついに彼 らはバプテスマを受けました。

やがて，この家族はベルメヒー ヨとい

う小 さな町 に引 っ越 しま した。幸いな

ことに，彼 らはこの町で事故車 を買い

集める廃車処理 のビジネス を始 めるこ

とが できました。 この仕事 を通 じて，



保険会社やその ほかの会社 との提携 も

始 ま りました。父親が5人 の息子 さん

と一緒 に働 くこの ビジネス も，次第に

軌道 に乗 り，業績 も上がって きました。
じゅうぶん

純真 な信仰 によって，什 分の一 も納め，

主に全幅の信頼 を置いて，福音の教 え

に従 った生活 をしました。召 されれば

どのような職であっても一生懸命仕 え

ました。息子 さんの うち4人 と娘 さん

の うち3人 が伝道 に出ま した。今 ，い

ちばん末の息子 さんが メキシコの ワー

ハーカで伝 道中です。今では， この家

族は，ビジネスの分野で も立派 に成功

を収め，恵 まれた生活を送っています。

彼 らを批判 し，あざける人々もいます。

しか し，彼 らの答えは， 自分 たちの生
あかし

涯は主の力 で導かれてい るという証 な

のです。'

こ の家族 に影響 されて，親族や友 人

の中か ら200人 ほ どが教会 に加 わ りま

した。 また，親族や友人の息子娘 が，

30人 以上伝 道に出ました。今，教会堂

が建 っている土地は， この家族が寄付

したものです。

立派に成長 した子供 たち と両 親は，

毎月順番にメキシコ ・シティーへ出か

けて行 きます。神殿 で奉仕をするたあ

です。 この家族 は，'人々 を高め変えて

くれる主の業の偉大 な力の生 きた証 で

す。この家族 と同 じように，この業が

真実である とい う証がその生活の中に

もた らされた ときに，モルモ ンの教 え

に伴 う奇跡 を実際 に体験 した人々は，

世界 中に何千何万 といるのです。

この確信 ，この証 は，神のあらゆる
たまもの

賜物 の中で も最 も貴重 なものの一つ と

言 うことがで きます。適切な努力 をす

れば，これは天か ら間違いな くもた ら

され るものです。人がその心の中に，

この偉大な末 日の業が真実であ り，そ

の業を指揮 してお られるのが生ける神

と主イエス ・キリス トである とい う確

信 を得 ることは， この教会に属するあ

らゆる人々の特権であ り，責任です。

イエス はそ うした証 を得 る方法 を，

次 の よ うな言葉 で 説明 され ま「した 。
おしえ

「わた しの教 はわた し自身の教 ではな

.く，わたしをつかわ されたかたの教 で

ある。

神のみ こころを行おうと思 う者であ

一 一一一一一一一一一___一 一■一 ■ ■口

れ ば，だれで も，わた しの語っている

この教が神か らの ものか，それ とも，

わた し自身か ら出た ものか，わかるで

あろう。」(ヨ ハネ7：16-17)

わ た したちが，仕え，研 究 し，祈 る

につれて，信仰 も知識 も深 まってい く

のです。'

イエスが5，000人の飢えを満たされた

とき，その人々はイエスの行われた奇

跡 を認め，不思議に思いました。 しか

し，戻 って来た人 々はわずかで した。

主 はその人々に，御 自分の使命 は御父

か ら託 された ものであるとい う教義を

教 え， 自らが命 のパ ンである と言われ

ました。そ して，人々が教えに関心 を

持 たず，むしろ，肉体 の飢えを満たす

ことにのみ関心 を持ってい ることに触

れて，人々をお責めにな りました。こ
み こと ば

の主の御言葉 と教 えを聞いて， 中には

こう言 う者 もいました。「これは，ひど

い言葉だ。だれがそんなことを聞いて

おられようか。」(ヨハネ6：60)こ ん な

人物の教 えていることを，だれが信 ず

るものか， と言うのです。

「それ以来，多 くの弟子たちは去 って

いって，もはやイエス と行動を共 にし

なかった。

そこでイエスは十二弟子に言われた，

『あ なたが た も去 ろ う とす るのか 。』

〔主は幾 らか落胆 した気持 ちでおっ し

ゃったことで しょう。〕

シモン ・ペテロが答 えた，『主よ，わ

たしたちは，だれの ところに行 きまし
ことば

よう。永遠の命の言を もっているのは

あなたです。

・わた したちは，あなたが神 の聖者で

.あることを信 じ，また知っています。』」

(ヨハネ6：66-69)

これ は大 きな意義を持つ問いかけで

あ り，またそれに対する答えです。わ

た したちは皆，同 じように自問 してみ

る必要が あ ります。 もし，あなたでな

い と言 われ るの なら，「主 よ，わた し

たちは，だれの ところに行 きましょう。

永遠の命 の言 をもっているのはあなた

です。わたしたちは，あなたが神の聖

者であることを信 じ，また知っていま

す。」

生ける神の実在，その愛する御子の神

性， この時代 における御二方の業の回

復，そしてその後の栄光 に満ちた数々の

現れに対 して，心の内か らわ き起 こる

静かな確信 こそが，わた したち一人一

人 の信仰 の基 となっています。これが

わた したちの証 となっているのです。

この大会の冒頭で話 しましたように，

わたしは最近ニューヨーク州パルマイ

ラを訪れる機会があ りました。その辺
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り一帯で起 こった出来事 について，人

はこう言わざるを得 ませ ん。 「それ は

起 こったか，起こ らなかったかの どち

らかである。灰色 の部分，いわば中途

半端 な部分はあ り得ない。」

それに対 して信仰の声 がささや きま

す。「それは皆起 こったことなのです。

ジョセブ ・ス ミスが起 こったと言った、

とお りに起こったのです。」

近 くにクモ ラの丘があ ります。この

丘か ら古代 の記録が取 り出され，それ

が翻訳 されて 『モルモ ン書』 とな りま

した。その神聖な出所 に関 して，人は

受け入れるか，拒 むか， どちらかを選

ぶ必要があ ります。 しか し，その証拠

の重さを考えれば，その書物 を信仰 を

もって読んだ人々は，こぞって，「これは

真実である」と言うに違いないのです。

そ して，わたしたちが，古代の福音

の回復，古代の神権 の回復 ，古代 の教

会の回復 と呼ぶ，一連の奇跡的な出来

事 も，同 じように，「真実である」 と言

うことができるのです。

この証は，これまでも常 にそ うであ

ったように，今で も，わた したちが知

っているままの真理 の宣言であ り，ま

た，真 理の率直な表明で もあ ります。
かしら

この業の頭 に立 ってお られる主 に関 し

て，ジ ョセブ ・ス ミス とシ ドニー ・リ

グ ドンは，実に簡潔 で力強い言葉を残

してい ます。

「そ して今 ，小羊 につい てなされ て
あかし

きた多 くの証の後，わた したちが最後

に小羊 についてなす証はこれである。

すなわち， 『小羊は生 きておられる。』

わた したちはまことに神 の右 に小羊

を見たからである。 また，わた したち

は証す る声 を聞いた。すなわち，『彼

は御父の独 り子であ り，

彼 によって，彼 を通 じて，彼 か ら，

もろ もろの世界が現在創造され，また

過去に創造 された。 そして，それ らに

住む者 は神 のもとに生 まれた息子や娘

となる』と。」(教 義 と聖約76：22-24)

これ と同 じ気持ちで，わた しは自分

自身の証 を付け加えたい と思い ます。

わた したちの永遠の御父は生 きてお ら

れ ます。御父は，宇宙 の大いなる神 と

して，威厳 と力 とをもって統治 してお

られます。それで も，その神 は，わだ

しの御父ですので，わたしは，御父が

祈 りを聞き，心 に留め， こたえて くだ

さるという確信 をもって，みもとに祈

りをささげています。

イエスはキリス トであ り，神の不滅の

御子です。御子 は，御父の指示の下 に，

この地球の創造者 とな られ ました。こ

の御方こそ，『旧約聖書』の偉大なエホバ

であ り，やがて，この地上に身を落 とさ

れ，メシヤとなられた御方です。さらに，

わた したちを愛す るがゆえに，人知の
しょくざい

及ばない順 罪 を果たすために，カルバ

リの十字架上 でその命 をささげ られた

御方です。わたしたちが現在携 わって

い る業 は，その御二方 の業であ り，わ
しもべ

た したちはその僕であって，御二方か

ら責任 をゆだね られているのです。以

上のことを，イエス ・キリス トの聖なる
み な

御名により証 します。 アーメン。

テンプルスクウェア内のかもめの記念碑は，大会訪問者にとって絶好の会合の場とな っている
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●1998年4月5日(日)午 後の部会

十二使徒定員会会長代理

ボイ ド ・K・パ ツカー

扶助協会

姉妹の皆さんば，扶助協会1ζ出置 莚るとωう壼左を卒業し乙 匪屋互

歪とωう気髄 を持たなければなりません。

た しの目的 は，不十分なが らも

わ扶助協会へ の薦めの言葉 を述べ
て，すべての女性の加入 と出席を促 し，

あらゆる レベルの神権指導者の行動 を

求めて，扶助協会が さらに繁栄す るよ

うに助 けることです。

扶助協会は，霊感に導かれた預言者

と使徒 によって組織 され，名付けられ ま

した。そこには輝か しい歴史が あ りま

す。扶助協会は，困っている人々に常

に励 ましと生活物資を与 えてきました。
いや

姉妹 たちの優 しい手 は，癒 しや励 ま

しとい う穏やかな接触をもたらします。

それは，男性の手がいか に善意 に満 ち

ていても，決 して まねので きない もの

です。

扶助協会は女性を霊的に鼓舞 し，女

性に必要な もの，す なわち 「好 ましい

こと，あるいは誉れあることや称賛 に

値すること」1で生活 を飾る方法 を教 え

ます。大管長会は女性の参加 を促 して

こう言 いました。「なぜなら，扶助協会

の働 きには，ほかの どの組織に も見 ら

れない知的，文化的，霊的な価値があ

って，姉妹たちの一般 的な必要 をすべ

て満たして くれるか らです。」2

扶助協会は，母親が娘 を育て，夫や

息子，兄弟 との関係を深め，礼儀，勇

気，そ して価値ある人に必要なあ らゆ

る徳を養えるように，指針を与えます。

扶助協会の発展 は，成人女性や少女 の

ためだけでな く，まさに成人男性や少

年のためで もあるのです。

数年前に，わた しは妻 と…緒 に，ま

だ鉄の カーテンで閉ざされたチ ェコス

ロバ キアを訪れ ました。 ビザの取得 は

容易で なく，会員たちの安全や生活 を

脅かさないよう細心の注意 を払いま し

た。彼 らは何世代 にもわた り，言語 に

絶す る弾圧 の下で，信仰を守るため に

戦 って きました。

最 も心に残った集会は，ある建物の

2階 で開かれ ました。 ブライン ドが下

ろされ，夜 なのに，出席者 はバ ラバ ラ

の時間に，あちこちの方角か らやって

来ました。人 目を引かない ようにする

ためです。

12人 の姉妹が集 ま りました。 わた し

たちは歌詞だけが印刷 された50年 以上

前の本から，シオンの賛美歌を歌いま

した。霊的生活 の レッスンは，手作 り
けいけん

のテキス トを使 って敬慶 に行われ まし

た。わたしたちが持って行 くことので

きた教会文献の数ページが，夜の間に

タイプされ，12部 の写 しがで きていま

した。数少ない貴重な資料をで きるだ

け多 くの会員に分かち合 うためでした。

わた しはその姉妹たちへの話の中で，

彼女た ちが地上で最 も規模 の大 きい，
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あ らゆる点で最 も偉大 な女性組織 に属

してい ると言い ました。そ して，預言

者 ジ ョセブ ・ス ミスと兄弟 たちが扶助

協会 を組織 した ときの言葉 を引用 しま

した。「わた しは今，すべての女性 の
かぎ

ために鍵 を回 します。

この協 会は，女性の性質 にかなって

組織 されます。 ……あなた方 は今や，

神があなた方の胸 に植え られた思いや

りの心に従 って行動で きます。……あ

なた方がその特権 にふ さわしい生活を

す るな らば，天使 たちは喜んであ なた

方の友となるに違いないのです。……

この組織が，教会の指導者を通 して，

全能者の勧告に聞き従 うなら，女王た

ちに命 じる力 を持つでしょう。」3
み たま

御霊がそ こにあ りました。敬慶で上

品 な態度で司会 をしていた愛 らしい姉

妹が，声 を上げて泣きました。

わた しは，国に帰ると扶助協会の大

会で話す責任があ ることを伝 えて，何

か メッセージがあ るか尋ねま した。数

人が メモ を書 きました。 どの言葉 も，

どの姉妹 も，何かを求めるのでな く，

与える精神にあふれてい ました。一人

の姉妹の言葉が忘れ られ ませ ん。 「姉

妹たちの小 さな輪か ら，すべての姉妹

たちに心 と思 いを込めて送 ります。主

の助 けがあ りますように。」

「姉妹た ちの輪」 とい う言葉 に御霊

を感 じました。姉妹たちがその部屋か

ら全世界に広がる輪の中に立 っている

かのように見 えました。わた しは，預

言者 と使徒た ちがかつて見た ビジ ョン

を とらえたのです。今 や扶助協会 は，

単 なる輪 ではなく，大陸中に広が るレ

ースの織物のようになっています
。

扶助協会 はメルキゼデク神権者の指

示の下に働 きます。「教 会における他の

すべての権能 または職は， この神権に

付属する」4か らです。それは 「神権の

規範に従って」5組織 されました。

姉妹の皆 さんは，兄弟 たちが神権定

員会で男性の必要 についてほ とんど話

し合わないの を知 った ら，驚 くか もし

れません。確 かに，そ ういったことに

気 を取 られて いません。福音や神権 ，

家族について話 し合 うのです。

この規範に従 えば，皆 さんはいわゆ

る「女性の必要」に心を奪われることは



大会時のタバナクル内部の模様

ないで しょう。家族 を最優先 し， 自分

の組織で奉仕すれば，皆 さんの必要は

すべ て満たされ，怠慢はな くな り，虐

待や乱用 はすべて正 されるで しょう。

地域社会の活動 には，皆 さんが支援

するのに値す るものがた くさんあ りま

す。 しか し，幸福 な家族に欠かせ ない

価値観 をむ しばむ傷物 もあ ります。皆

さんの必要を真の意味で満 たせない旗

の下に取 り込 まれない ようにして くだ

さい。中央扶助協会 の会長会が定めた

進路か ら外れてはな りません。会長会

の述べた目的は，女性 と家族 をキ リス

トのみ もとに導 くのを助けることです。

わた しは伝道部長の ときに，伝 道部

の扶助協会の大会 に出席 しました。伝

道部の扶助協会会長は，比較 的新 しい

改宗者で，教科課程の変更について発

表 しました。地元の扶助協会の指導者

の中にわきにそれる人がいたので，彼女

は，中央扶助協会の会長会か らの指示

にもっと厳密 に従 うように勧め ました。

すると一人の姉妹が立ち上が り，反

抗的な態度 で言 いま した。 「会長の勧

めには従えません。わた したちは例外

なんです。」少 し慌てた会長が，助 け

を求めて振 り向 きました。わた しもど

う答 えていいか分 か りませ んで した。

しか し，激 しい勢 いのその女性 に立 ち

向か う気にはなれないので，会を進め

るように合 図しました。その とき，霊

感が もたらされたのです。

この愛 らしい扶助協会会長 は，小柄

で体 に障害があ りましたが ，優 しく，

しか しきっぱ りと言い ました。「姉妹 ，

最初 から例外 について考えるのは よし

ましょう。まず規則 に従って，それか

ら例外に 目を向け ましょう。」教科課

程の変更は受け入れられました。

彼女の助言は，扶助協会や神権組織，

家族にも当てはまります。規則 と一緒

に例外 を伝 えれば，まず例外 を受け入

れる ものです。

兄弟たちは，自分が神権定員会に所

艶 ことを自覚 しています。 し

かし，実 に多 くの姉妹 たちは，扶助協

会 は出席すべ き一つのクラスにす ぎな

いと考 えています。単 なる出席でな く，

扶助協会への握昼 感が一人一人の姉妹

の心 に養 われなければな りませ ん。姉

妹 の皆 さん，扶助協会 に戯 とい

う…麩 を卒業 して，塾 という気

益ち を持たなければな りませ ん。

男性 は多 くの神権の力 と権能を有 し，

多 くの知恵 と経験 を蓄積 しているか も

しれませんが，家族の安全，完全 な教

義や儀式，聖約，さらに教会の未来 は，

女性 の肩に も同 じようにかかっている

のです。家庭や家族 の守 りは，妻や母

親，娘が扶 助協 会に所属 する ときに，

大いに強化 されます。

いかなる男性 も，傍 らに女性がいな

ければ完全 な神権を受 けることはで き

ません。 また，預言者 ジ ョセブが語 っ

た ように，主の神殿以外の場所で完全

な神権 を得 るこ ともできません。6そ の

聖 なる場所では，男性 の傍 らに女性 が

い ます。そ して男性の受 けるすべてを

分かち合い ます。男女 は個々に，エ ン

ダウメントに含まれる儀式を受けます。
はんりょ

しか し，伴侶 な しに，最高の儀式であ

る結び固めの儀式 にあずか るこ とはで

きませ ん。いかなる男性 も，妻か らの
たまもの

賜物な しに，ふさわ しい父親 という崇

高 な状態に到達できないのです。

L
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一

家庭 と教会において，姉妹 たちはそ

の特 質を尊重 されるべ きです。男女の

特性 が生み出す男 らしさと女 らしさを

消 し去るような影響力や活動について，

知 らず にそれ らを助長 しないように気

をつ けて ください。父親である男性は，

一般 に女性 の仕事 と思われている多 く

のことを行 えます。逆に，母親である

女性 も，必要 となれば， 自分の役割 を

おろそかにせずに，男性 の責任 と一般

に考 えられている多 くのことを行 えま

す。た とえそ うであって も，指導者 と

特 に両親は，家庭 と家族 の土台に欠か

せ ない明確 な男 らしさと女 らしさがあ

ることを認識する必要が あ ります。何

であれ，男女の違い を乱 した り，弱め

た り，消 し去ろうとした りするものは，

家族 をむ しばみ，それにかかわるすべ

ての人から幸福への可能性を奪 ってい

くのです。

家庭において神権が機能する方法は，

教会において機能する場合 と異 なって

い ます。教 会で は，奉仕は召 しにより

ますが，家庭では選びに よるのです。

教会における召 しは通常，一時的な も

のです。やがて解任 される時が来るか

らです。家庭 や家族 における立場 は3

選 びに基づ くもので，永遠に続 きます。

教会 には，明確 な神権の系譜があ り

ます。わた したちは， 自分 を管理す る

人によって召された場所で奉仕 します。

家庭では，夫婦が対等の伴侶 として

一致 し
，決定を共 にし，常 に協力 し合

います。夫や父親 には，霊感を受 けて

ふさわ しい指導力 を発揮す る責任があ

り，妻 はその夫の後ろで も前でもな く，

横 に並ぶのです。

扶助協会や若 い女性 ，初等協会の指

導者は皆， ワー ドやステー クの評議会

の一員であ り，扶助協会の会員 として

一つに結ばれてい ます
。 もし指導者 が

これ らの姉妹たちの影響力 と貢献 を無

視するなら，その度合 いに応 じて，評

議会や家庭での神権の働 きは制限され，

弱められるで しょう。

神権定員会で働 く兄弟 も，評議会 に

座 を占める姉妹 も，家庭がいか に大切

であるか という意識を，一時た りとも

失ってはな りません。

正常 に機能 しない家族が増加 してい

ます。教会は彼 らの必要 を満たすため

に，様 々な活動や働 きかけ を行って，

家庭か ら失われた ものを補 おうとして

い ます。

神権組織 と補助組織の指導者，そ し

て両親 は特 に， こうした活動が指導者

と会員の両方 に時間や金銭面で負担 を

かけす ぎないように，霊感 のもた らす

知恵を用いなければな りません。 もし

負担 になるようであれば，思いや りの

深 い会員は，手 もとにわずかな金銭や

時問 しか残 らないため に， 自分の子供

の世話もままならなくなります。家庭に

取 って代 わるのでな く，家庭を支 え助

けるように細心の注意を払って ください。

責任 が重荷 になって全部 を果 たせな

い場合 ，両親は知恵 と霊感 によって判

断 し，家庭外の活動 をどれだけ行 うの

が 自分の家族に とって最 もよいか，決

めます。評議会 に集 まった神権指導者

は，姉妹や母親の声を注意深 く聞かな

ければなりませ ん。

強固な扶助協会 は，母親 と娘，ひ と

り親や独身の姉妹，お年寄 り，病弱な
いや

人に力強い守 りと癒 しをもたらします。

初等協会や若い女性の責任 に召 され

る姉妹たちは，扶助協会のクラスに実

際 には出席 で きないか もしれませ ん。

しか し，扶助協 会に所属 しています。

アロン神権 の組織 で働 く多 くの兄弟た

ち も，定員会の集会 には出 られ ません。

疎外感 を持 った り，この無私の奉仕 に

ついて不平を言った りしないでください。

わた したちは，子供や，今では孫た

ちが，仕事や学校 で家族か ら離れるの

を見て きま した。一人か二人の子供を

連 れ，家庭 に必要 な家具 など，ほとん

ど持っていません。

彼 らがどこに行 こうと，教会員の家

族が待って くれている と思 うと， どん

なに慰められることで しょう。引 っ越

したそ の 日か ら，美 は神権定員会に，

妻 は扶助協会に所属するのです。そこ

で彼女 は，自分の母親の代わ りに，「お

ばあちゃん」 と呼べ る人 を見つけて，

料理がうまくいかない ときや，機嫌の

悪い赤 ちゃんが病気 か どうか知 りたい

ときに，その人 に尋ねることで しょう。

そ して，新 しい 「おばあちゃん」か ら

賢明で確 かな助言を受けるで しょう。
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さらに，ホームシックで長い間苦 しむ

ときには，慰 めの言葉 をかけてもらう

ことで しょう。 こうして若い家族，す

なわち定員会の夫 と，扶助協会の妻は，

安心 して暮 らせるのです。二人には家

族を永遠に守 るという最高の目標があ

ります。

次 の詩は，扶助協会でよ く歌われる

ものです。

シオンの娘，主の業に

仕えて共に 恵み得ん

み国の力 強むため

疲れし者を 救わん

天使の務め，いそ しまん

天 よりたもう 召 しあ り

やさしき手伸べ，支 うため

愛の泉を 分 かたん

み業はわれの手 を求む

心 を尽 くし，働かん

みたまの教え，われ助 け

導 き，知恵をたまわん7

初 めに戻 りましょう。わたしの 目的

は，扶助協会への薦 めの言葉 を述べる

ことです。また，イエスがキリス トで

あ り，扶助協会が霊感 を通 して組織 さ

れたことを証することです。扶助協会

に出席する姉妹たちのうえに祝福があ

るように祈 っています。イエス ・キ リ
み な

ス トの 御 名 に よ っ て ， ア ー メ ン。

注
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「忍 び抜いた人たちは

さいわいであると，

わた したちは思 う」

十二使徒定員会会員

ロバー ト・D・ ヘイルズ

今何か困難なことか：起きた場合仁，それか ら逃げるような生活をしτ

ωるスが 後にな っτ堪え忍ぶ ことが さぎるよう仁なるなどとωうこ

とば望めません。

目 口 典の中で・最後まで堪 え忍ぶ ことヨ 三

が必要であると言われています。

「あなたがたは，神 の戒めに従順 で

最後 まで堪 え忍ぶ ならば，終わ りの 日

に救われるで しょう。まことにその と

お りです。」(1ニ ーファイ22：31)

「苦 難 の中で忍 耐強 くあ りなさい。

あなたは多 くの苦難 を受けるか らであ

る。 しか し，それに耐えなさい。見 よ，

わた しはあなたの生涯の最後 まで，あ

なたとともにいるか らである。」(教 義

と聖約24：8)

「忍 び抜い た人たち はさいわいであ

ると，わた したちは思 う。」(ヤ コブの

手 紙5：ll)
みこころ

神の御心を果たすために試練や苦難

を耐え，勇気を示 したあらゆる時代の

預言者が，忠実に最後まで堪え忍んだ

例を示しています。

わたしたちの最も偉大な模範は，救
あがな

い主であ り，順い主であるイエス ・キ

リス トの生涯の中に見いだす ことがで

きます。 カルバ リの十字架の上で苦 し

み を受け られたイエスは，「どう して

わた しをお見捨 てになったのですか」

と天の御父に叫ばれました(マ タイ27：

46)。 この とき主は孤独 を感 じてお られ

ました。 この世の救 い主は，御 自身の

自由意志 と選択 により，燈いの使命を
まっと

全 うするとい う選択 の自由の結果，・一・

人残 されたのでした。

イエスは，御 自分が神の御子である

ことを御存 じでした。また，貝賞い を通

して御父の御心 を果たす とい う目的 も

理解 してお られま した。 イエスが思い

描いてお られたのは，「人の不死不滅 と

永遠の命をもた らす」 とい う，永遠に

関する事柄で した(モ ーセ1：39)。

主 は，御 自分を十字架か ら降ろすた

めに天使 の群れを呼ぶこともおで きに

な りました。 しか し，主 は息実に最後

まで堪え忍 び，御 自分が地上に遣 わさ

れた目的を全 うし，地上 に生 を受 ける

すべ ての人々に永遠の祝福 をもた らさ

れたのです。
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御父が各神権時代 の預言者たちに御

子 を紹介な さる ときに，「これ はわた

しの愛する子，わた しの心にか なう者

である」(2ペ テロ1：17)， あ るいは

「わた しの愛 する子 を見 なさい…… わ

た しは彼に よって，わたしの名 に栄光

を加 えた」 と言われ ましたが(3ニ ー

ファイll：7)， これはわた しにとって

大変感動的なことです。

この神権時代 において，預言者 ジョ

セ ブ ・ス ミスは，末 日聖徒 イエス ・キ

リス ト教会の回復 とい う天の御父の御

心 を果たすために，あ らゆる種類の妨

害 と困難を堪え忍び ました。 ジョセ ブ

は怒 り狂 った暴徒たちによって苦 しめ

られ，つけね らわれま した。彼は貧困，

屈辱的な告発，無慈悲な行い を辛抱強

く耐えました。ジ ョセブに従 う人々は，

町から町，州か ら州へ と力ず くで追い

立てられま した。 ジ ョセブはタールを

塗 られ，その上に羽根を付 けられたこ

ともあ りま した。また偽 りの告発によ

って投獄 された こともあ りました。

ミズー リ州 リバテ ィーに投獄 され，

自分 自身の苦難 と聖徒たちが受けてい

る試 しと苦 しみ は，いつになって も終

わ らないのではないか という，つかの

間の深い情動 に動かされた とき，ジ ョ

セブは次の ように祈 りました。「おお，

神よ，あなたはどこにおられるのですか。

・・…まことに，おお，主 よ，彼 らが ど

れほ ど長 くこれ らの不当 な扱 いと不法

な虐げを受けれ ば，あなたの心 は彼 ら

に和 らぎ，あなたの胸 は彼 らに対する

哀 れみの情 に動か されるのです か。」

(教義 と聖約121：1，3)ジ ョセブに対

する答 えはこうでした。「息子 よ，あな

たの心 に平安が あるように。あなたの

逆境 とあなたの苦難は，つかの間にす

ぎない。」(教 義 と聖約121：7)

ジ ョセブは，この偉大 な業を推 し進

める働 きをやめれば，恐 らく自分の こ

の世での苦 しみが和 らぐであろうこと

を知 っていました。 しか し，彼 にはそ

うす ることはで きませんでした。 なぜ

な ら，彼は自分が何者であ り，地上 に

おいて どのような使命を託 されている

かを知っていたか らです。そ して，彼

には神の御心 を果た したいとい う強 い

望みがあったのです。



イ リノイ州 ノーブーをは じめ様々な

場所か ら家 を捨 て，大平 原を横 断 し，

ソル トレーク盆地に入植 した開拓者 た

ち も， 自分 たちが何者であるか，す な

わち， 自分 たちが地上 に新 たに回復 さ

れた主の教会の会員 であるとい うこ と

を知 っていました。 また彼 らは，自分

たちの 目標 はシオ ンを見つ けるだけで

な く，それを確 立す ることだとい うこ

とも理解 してい ました。彼 らはその こ

とを理解 していたために，シオ ンの確

立 のためにはどのような苦難 も堪 え忍

ぼうとしたのです。

昨年 の1年 間を通 じて，わた しは こ

の教 えを理解 してい る人々に深 い感銘

を受け ました。彼 らは 日々の生活の中

で反対 ，試練，苦 しみを忠実に堪 え忍

んで きました。 また，彼 らはそのよう

・な経験 を通 して， 自分 自身 を強めるだ

けでな く，その信仰 によって周 囲の

人々 も強めたのでした。

ある若い女性 は， 自動車事故で受け

た頭部の重傷 を治療する過程で学んだ

幾つかの教訓について次の ように書い

ています。

「1996年 の 春 まで，わた しは 自分 の

強 さが どれほ どの ものか を理解 してい

ませんでした。ある 日の午後 の出来事

が，将来 どのようなことを学 ばなけれ

ばな らないかとい う自分の予想 をまっ

た く変 えて しまい ました。その前まで

のわた しには，ほかの高校 生たちと同

じような将来へ 続 く道があ りました。

しか し，その出来事 の後の，わた しの

人生はまった く異なるものにな りまし

た。わた しは一度 も想像 しなか った方

法で， 自分 自身 を強める道を歩 くこ と

になったのです。……新 しいことを学

ぶ よりも， もう一度学 び直す道 に入 っ

たのです。 ……わた しは物 の食べ方 を

学び直 しま した。口に入れた食べ物 を

飲 み込む方法 をまた一か ら学ぶのはつ

らい仕事で した。わた しはベ ッ ドか ら

車いすに移 り，5か 月の問に少 しつつ，

立ち上が り，歩けるようにな りま した。

……わた しはこの1年 間様 々な試練 を

通 して多 くのすば らしい真理 を学んで

きました。祈 りは確かにこたえ られ ま

す。断食はわた しの家族に力 を与 えて

います。愛がわた しの命 を支えてきま

....一一一一一一一一一一一一一一一一__咽 暉■帽 ■』

中央若い女性集会で中央若い女性会長会とあいさつするゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管長と トーマス ・S・ モ

ンソン第一副管長，ジェームズ ・E・ ファウス ト第二副管長

した。……自分が どの ようなことに耐

え られるかも分かって きました。……

それ らすべてのことを通 して，わた し

は自分で考 えていた よりもずっ と強か

った ということが分か って きました。

そ して，助けが必要な ときには，それ

を求めてもよいのだ どいうことも学び

ました。わた したちには皆限界があ り，

長所 もあれば短所 もあ ります。……一

つ一つの知識は…… 『日々使用す るお

金』のように どれ もわたしに とって必

要 なものです。鳥のひなが殻 を破 って

出て行 くように，わた しは もう一度飛

び方を学 んでいます。」(エ リザベス ・

マークレーの手紙 より)

しば しばわたしたちは，信仰の試 し

を経験す るまで， 自分が何 に耐 えられ

るか分か らないものです。わたしたち

は主か ら，耐 えられない試 しを受ける

ことは決 してない とも教え られていま

す(1コ リン ト10：13参 照)。

1968年 ジ ョン ・スティーブン ・アク

ワリとい う名 のマ ラソンラ ンナーがタ

ンザニアの代表選手として国際競技大

会に参加 しま した。「〔1位 の選手〕が

ゴールイ ンしてから1時 間 と少 したって

か ら，アクワリが…… レースの最終走

者 としてスタジアムに近づいて来ま し

た。彼 は 〔疲労，足のけいれん，脱水

しようすい

症，方向感覚の喪失 などで憔惇 してい

ましたが，〕心の中か ら走 り続けるよう

に呼ぶ声があったので走 り続 けたので

す。その後，このような記事が出てい

ます。 『若いアフリカのランナーが 「勇

気」という言葉の意味を実行で示 し人間

の卓越 した精神 を象徴 して くれました。』

ある人にとっては，個人的な報い しか

あ りませ ん。 〔メ ダルはな く，た だ〕

彼 らは 目標 としていたことを達成 した

とい う記憶だけが残 っているのです。」

(The五as亡A酬caηRα11ηe若Olympiad

Series「 ア フリカ人の最終 ランナー』

オ リンピック ・シ リーズ，脚 本 ・監

督 ・制作/バ ッ ド ・グ リー ンスパ ン，

キャピー ・プロダクシ ョン，ビデオカ

セ ッ ト)も う勝 ち目がない と分かって

いる レースなのになぜ完走 したのか尋

ね られた際，アクワ リはこう答えまし

た。「わた しの国は8，000キ ロ も離れた

土地でレースに出てスター トを切 るた

めだけにわた しを送 り出 したのではあ

りません。 レースを完走するために送

り出 して くれたのです。」

彼 は自分がタンザニアの代表選手で

あることをわきまえてい ました。そ し

て， レースを完走す るという自分の 目

的を理解 してい ました。誇 りをもって

タンザニアへ戻 るためには，最後 まで
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テンプルスクウェア内にあるアッセンブリーホールの尖塔

堪 え忍 ばなけれ ばな らないことを知 っ

ていたのです。わた したちの人生の使

命 もそれとほ とん ど同じです。わた し

たちは天の御父か らただ単に生 まれて

くるためにこの世に送 られて きたので

はありません。 わた したちは，堪え忍

び誇 りをもって天父のみもとに戻るた

めにこの世 に送 られてきたのです。

わた したちが この世 の中で生活する

ことは，現世における試 しの一部です。

わたしたちに与 えられてい るチャレン

ジは，世に住みなが らも，世の誘惑に

屈 しないことです。それらの誘惑はわ

た したちを霊的な目標 から遠 くへそ ら

してしまうものです。一人の人が努力

することをやめ，悪魔 の策略に屈 して

しまうと，その人 を失 うだけでは済 ま

なくなる場合があ ります。わた したち

が敵に屈す ると，この世代のわたした

ちに関係す る人々も失われて しまうこ

とにな りかねませ ん。わたしたちが誘

惑に負 ける と，将来の子孫や家族 にも

影響 を与 えるのです。

教会は1代 では築かれ ません。教 会

が着実 に成長す るには忠実 な聖徒が3，

4代 以上続 く必要があ ります。一つの

世代から次の世代へ と，最後 まで堪 え

忍ぶ信仰 を伝 えてい くことは，わたし

たちの子孫へ の計 り知れないほどの祝

福 という，神聖な賜 り物なのです。 ま

た，わた したちは一人だけで最後 まで

堪え忍ぶ ことはで きません。ですか ら

互いに助け合 い，励 まし合 うことが大

切なのです。

わた したちは聖文の中ですべてのこ

とには反対の ものがあると教 えられて

い ます(2ニ ーファイ2：11参 照)。 わた

したちが試練 に対 して心構えがで きて

い るか どうか よりも，試練に対 して埜

二2心構 えがで きているのかが問題なの

です。わたしたちは，何の警告 もな く

や って来 る試練 に対 していつでも対応

できるよう準備 しなければなりません。

最後まで堪え忍ぶ うえで必要 な基本

的事柄 の中には，次のようなことがあ

ります。 まず，自分が何者であるか と

いう認識，すなわち自分 は現世の生涯

の後に主 のみ もとへ戻 りたい とい う望

みを持つ神の子供であるとい う認識で

す。次に，最後 まで堪 え忍び永遠の命

を得 る， という人生の 目的 を理解 し，

そ して永遠への展望 をもって，すべて

のことを堪 え忍ぶ望み と決意を もって

従順 な生活 をすることです。永遠への

展望は，この世における妨 げを克服 し，

最終的には永遠の命 という約束された

報い と祝福 が得 られるように，わた し

たちを導いて くれます。

もしわた したちが苦難 を忍 び，それ

らをよく耐え，主 を待 ち望んで，現世

における教訓を学ぶな ら，主がわた し

たち とともにいて くださ り，この人生

の最後 まで励 ましを与 えて くださるこ

とで しょう。「最後 まで 〔忠実 に〕耐

え忍ぶ者は救 われ」(マ ル コ13：13)，

誇 りをもって天 の御父のみ もとへ戻 る

ことがで きるのです。

わた したちは，現在 の責任 を全 うす

ることによ り，最後 まで堪え忍ぶ こと

がで きるようにな ります。そ して，そ

れを生涯続けてい くのです。今何か困

難 なことが起 きた場合に，それか ら逃

げるような生活 をしている人が，後に

なって堪 え忍ぶことがで きる ようにな

るな どということは望め ません。

最後まで堪え忍ぶ ことは，神の戒め

のすべてに当てはまります。主は若人

を宣教 師の責任 に召 されます。宣教師

は，友人や家族 に別れのあい さつ をす

るために派遣されるのではあ りません。

誉れある伝道の業 を行い，名誉の帰還

を果たす ために召 されるのです。伝道

の召 しを果たすには， 自分が何者であ

るか，す なわち主の教会 を代表す る宣

L
聖徒の道/1998年7月 号

82



教師であることを理解す る必要があ り

ます。宣教師たちは，イエス ・キリス

トの福 音 を受け入 れ る備 えので きた

人々 を探 し出 して教 え，主の教会 を確

立する助 けを行 うとい う自分たちの 目

的を理解 して います。宣教師たちは，

必ずやって来る試練 と苦難 を克服 して

い く中で，忍耐心 を養 ってい きます。
けんそん

彼 らは新 たな技術 を学ぶ に十分 な謙遜

さと，最後まで堪え忍ぶ とい う決意を

持 っています。宣教 師が どんなに犠牲

を払って伝道に出て も，その宣教師に

取 っておかれた義 にかなった祝福 を受

けるためには伝道中従川頁でいなければ

ならないのです。

こう言 う人がい るか もしれ ません。

「どうした らわた しの ような人間が宣

教師になって，最後 まで堪え忍ぶ こと

がで きるで しょうか。わたしは生 まれ

つ き内気で，知 らない人に話すなんて，

ドキ ドキして舌が もつれてしまいます。」

あるいは 「わた しは勉 強するのが苦手

で， レッス ンなんて とてもで きそ うに

あ りません」とい う人 もいるで しょう。

主はわた したちに，宣教師になった ら

困難 を取 り除 く， という約束は してお

られ ませ ん。 しか し，さらに努力する

ことによ り，わたしたちは自分 自身の

欠点に対処する能力 を伸 ばしてい くこ

とがで きます。 そして，その対処能力

は，対人 関係，職業，家族の中におい

て，生涯 を通 して必要 とされるもので

す。 どのような人にで も，何 か克服す

べ きものがあ ります。それがほかの人

よりも顕著 な場合 もあ ります。

わた したちが宣教師 として働 き， 自

分の ことを後回 しにして主の業を果た

し人々を助けることに専念するように

なると，すば らしい成長 と成熟への機

会が やって来 ます。若 い長老た ちは，

居心地 のよい家庭や友人 を後 に して，

現実の世界 に対処 してい くための技術

をマス ターしてい くとき，一人前の男

性 となり，主が自分 自身を導いて くだ

さることへ の信仰 を強めていきます。

宣教師は以前 には対処 した ことのな

い数多 くのチ ャレ ンジに直面 します。

伝道地にや って来た ときに身に付 けて

いたものをすべ て出し切 って も，召 し

を果たすには不 十分です。堪え忍ぶた

めには，主か ら与 えられているそのほ
たまもの き ょう

かの賜物 を伸ばす ことによって，今 日

よりも明 日と自分 を改善 してい く必要

があ ります。主 と伝道の指導者 の言葉

に耳 を傾 け，宣教師 として求め られる

すべ てのことを行 うようになるには，

信仰が必要です。 もちろん，それは簡

単 なことではあ りませ ん。だか らこそ，

す ばらしい賜物 となるのであ り，その

ような大いなる報いが伴 うのです。

わた したちは 自分 自身が何者 である

かを認識 し， 自分たちの最終 目的を成

し遂げなければな りませ ん。そ してそ

の後 に，最後 まで堪え忍ぶ とい う固い

決意 をもって， どの ような障害 も克服

す るという決心をする必要があります。

何 らかの責任 を引 き受けるとき，次

のように考えなければな りません。「あ

らゆる尊い手段 によって， この務めを

果 たすすべ を学 び，主の方法によって

その務めを果たそう。学 び，尋 ね，調

べ，祈 ろう。わたしには学び続 ける可

能性がある。 この責任 を完遂するまで

自分の務めが終 わった とは言えない。」

これが終わ りまで堪 え忍 び，務 めを果

たす ということです。

堪 え忍ぶ とは，ただ生 き長 らえて死

が来るのを待つ だけではあ りません。

終 わ りまで堪え忍ぶ には，大いなる信

仰 を要 します。ゲツセマネの園で，イ

エスは 「うつぶ しにな り，祈って言わ

れた，『わが父 よ， もしで きる ことで
さカずき

したらどうか，この杯 をわた しか ら過

ぎ去 らせて ください。 しか し，わた し

の思いのままにではな く，みこころの

ままになさって下 さい。』」(マ タイ26：

39)

次 の ように天の御父に祈 るには，大

いなる信仰 と勇気が必要です。「わた し

の思いのままにではな く，みこころの

ままになさって下 さい。」主を信 じ，堪

え忍ぶ という信仰 は偉大な強 さをもた

らします。皆 さんの中には， 自分 に十

分 な信仰が あれば，時には試練や苦難

を引き起こす環境 を変え られる， と口

にす る人が いるかもしれません。信仰

を用い るのは，環境 を変えるためで し

ょうか，それ とも環境に対 して堪 え忍

ぶためで しょうか。 これか らも，人生

の様 々な局面 を変 え，わたしたちが遭

聖徒の道/1998年7月 号

83

一

遇 している状況を和 らげて くださるよ

う，信仰 を込めた祈 りをささげられる

か もしれませんが，祈 りを終 えるとき

は常に，「みこころが行われます ように」

とい う思 いを持 たなければな りませ ん

(マ タイ26：42)。 主へ の信仰 には主に

対する信頼 も含まれ ます。 よく堪え忍

ぶ信仰は，主の御心 と人生で生ずる出

来事か ら学んだ教訓を受け入れる姿勢

が基盤iとなっていますQ1

主 に信仰 を持 ち，永遠の事柄 に絶 え

ず 目を向けるな らば，いかなる試 しも

受 け入れられるよう祝福 されます。御

存 じの ように，この世 の生涯は一時的

なものであ り，よ く堪 え忍ぶならば主

は次のように約束 されています。「わた

しの戒めを守 り，最後 まで堪 え忍ぶな

らば，あなたは永遠の命 を得 るであろ

う。 この賜物は，神のあらゆる賜物の

中で最 も大いなるものである。」(教 義

と聖約14：7)

個 人 として，わた したちは自分の生

涯がいつ終わるか知 りません。待ち受

けている時代 が どれほ ど困難なもので

あろうと，堪え忍ぶ力 を増 し，今 日の

責任を果たす必要があ ります。

・パウロがテモテに語 った ように，わ

た したちも次の言葉を語れるよう願っ

ています。「わた しは戦 いを りっぱに戦

いぬ き，走 るべ き行程 を走 りつ くし，

信仰を守 りとお した。」(2テ モテ4：7)

「忍 び抜いた人たちはさいわいであ

ると，わたしたちは思 う。」(ヤ コブの

手紙5：11)

わ た したちが堪 え忍 んでいる事柄 は

イエスはすべて御存 じです。主はわた

したちが天の御父 に祈 るよう望 んでい

らっしゃいます。わたしたちが忠実で，

献身的であるな らば，わた したちの祈

りはこた えられ，様々な問題が解決 し，

不安が解消 します。 また，真理の光が
くらやみ

わたしたちを訪れ，暗闇に満ちた絶望

感が消え，わた したちは主 に近い者 と

な り，主の愛 と聖霊に よる慰めを感 じ

るようにな ります。わたしたちが終わ

りまで堪 え忍んでい く信仰 と勇気，強
み つで

さを見いだし，天の御 父の御腕 に戻 る

という喜 びを得 られ ますように，イエ
み な

ス ・キ リ ス トの御 名 に よ っ て 祈 り ます 。

ア ー メ ン 。



じ ゆ う ぶ ん

特権である什分の一

七十人

ロナル ド・E・ ポールマン

わた したちば什分の一の律法を知り，それ仁徒う特権を得τωる時代

仁生ぎτωます。この律法仁従うこと仁よ り得られる祝福ば，物の両

面にわたる右の ざす。

30年 代 ，アメ リカはひ どい経

19済 不況焔 。ていました.我

が家 にはわた しを含めて小 さな子供が

数人い ましたが，父は何か月 も仕事が

あ りませんで した。失業者への公的援

助はあ りません し，教会の福祉 プログ

ラムもまだ始 まってい ません。わた し

たちが必要としていた もの は数多 くあ

り，貧困状態 にあった と言 って もいい

くらいで した。子供なが ら，親の思い

悩む心を感 じ取ったものです。

わた したち家族 は毎朝 ひざまず き，

順番に一人が代表で祈 りま した。その

日は母の番でした。母は幾つかの願い

事 をして，それか ら什分の一の律法 を

守 れる ことを天の御父 に感謝 しまし

た。わたしはす ぐに安心 したの を覚 え

ています。什分の一の律法 を守ること

は特権であ り，祝福 を もた らします。

わたしはそのことを疑い もしませんで

した。母がそれを知っていたか らです。

その思いは消 えることな く，逆に生涯

にわたって強 くなっていきました。

わた しが初 めて納 めた什分の一 は5

セ ントです。父 と監督室に行 きま した。

監督 は1セ ン ト玉5枚 を厳粛 な面持 ちで

受け取 り，領収書 を書いて くれ ました。

それか ら立ってデスクの向こうか らわ

た しのそばにや って来て隣に座 り，肩

に手 を置 きました。そ して，小 さな，

で も大切なその領収書 を渡 しなが らこ

う言い ました。「ロナル ド，よくやった
き ょう

ね。これか らもずっ と今 日のように続

ければ，什分の一は完全だ よ。」完全 と

いう概念 は， どんなことであれわた し

の能力 をはるか に超 えているように思

われ ました。ですか らただ，良い子 に

なろ うと努力 しました。で も監督の言

葉のおかげで，わた しは福音 の基本概

念の一つである什分の一 については完

全 を目指 しました。そ して，物心両面

にわた り豊かな祝福 を頂いています。

以来，什分の一 を納め ることが特権
あかし

であ るとの証を確認する機会が頻繁に

訪れ ました。 とりわけ，什分 の一の律

法 に従順であったので，聖なる神権 に

聖任 され，主の宮でエ ンダウメン トを

受け，フルタイムの伝道 に召 され，こ

の世か ら永遠にわた る家族 との結び固

めを受けました。 また，繰 り返 し神殿

に参入 して奉仕 を し，永遠の原則 につ

いての教えを受けています。

什分の一が神聖なものであることは，

救い主御 自身が確認 されました。復活

の後， また現在アメリカ大陸 として知

られている場所で主が民 の問で教導の

業に携わってお られたときのことです。
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『モルモン書』には，救い主がニーフ

ァイ人に教 えを施 された ときに，彼 ら

が持っていた聖文 を使いなが らも彼 ら

にはない別の聖文 について語 り，御父

がマ ラキに授け られた次の言葉を書 き

記す ようにお命 じになったことが記 さ

れています。

「人は神か ら盗むだ ろうか。 ところ

が，あなたがたはわた しか ら盗んでい

る。 しか し，あなたがたは，『わた し

たちはどのように してあなたか ら盗 ん

でいるので しょうか』 と言 う。什分の

一 とささげ物 によってである
。……

わた しの家 に食物があるように，什

分 の一 をすべてわた しの倉 に携えて来

な さい。これを もってわた しを試 み，

わたしが天 の窓 を開いて，受 け入れる

余地が ないほどの祝福 を，あなたが た

に注 ぐか どうか を見 なさい と，万軍の

主は言 う。」(3ニ ー ファイ24：8，10)

救 い主は また，ニーファイ人への次

の言葉の中でこの戒めの大切 さを強調

してお られ ます。「あなたがたの持 っ

ていないこれ らの聖文が，後の時代 の

人々に伝 えられ ることは，父の知恵に

か なっていたので，父は， これ らの聖

文 をあなたがたに伝 えるようにわた し

に命 じられた。」(3ニ ーファイ26：2)

わ た したちは什分の一の律法を知 り，

それに従 う特権 を得ている時代 に生 き

てい ます。 この律法に従 うことにより

得 られる祝福 は，多 くの人が証する よ

うに，物心両面にわたるものです。

この末 日に主 は言 われ ました。「見
り ら い り ん き ょ う

よ，今 ，人の子 の来臨までは今 日と呼

ばれる。 まことに，今 日は犠牲 の日で

あ り，わた しの民が什分の一を納める

日である。」(教 義 と聖約64：23)

什 分 の一 を納 めることは犠牲 でしょ

うか。 そのとお りです。特 に(「 犠牲

(sacrifice)」 という英語の言葉の)語

源であるラテン語の二つの言葉 を理解

す れ ばそ れが言 え ます。 ラテ ン語 の
ll
sacer11と"facereFllよ結 合 して 「神聖にす

る」の意味 にな ります。わた したちが

什分の一として主 にお返 しする ものは

まさに神聖 なものとされ，それに従 う

人々は高め られるのです。

それ よりかな り前の こと，主はモー

セに什分の一の神聖 さにつ いて強調 さ



れました。 レビ記にこうあ ります。「地

の十分の一は……すべて主の ものであ

っ て，主 に聖 な る物 であ る。」(レ ビ

27：30)

わた したち夫婦が初めての子供 を授

かろうとしていた ときの ことです。わ

た しは夜 ，ガソリンス タンドで働 きな

が ら，昼 は大学で法律の勉強 をしてい

ました。 お金はあ りませ ん。地下のア

パー トには中古の家具 と木箱が並 んで

いました。

やがて出産の 日が近づ き，必要 なも

のをそろえましたが，ベ ビーベ ッドが

あ りません。買 うお金 もないのです。

わた したちは毎月の断食 日曜 日に什

分 の一 を納め るように してい ました。

その 日が近づいて，わた したちは什分

の一の支払いを先 に延ば してベ ッドの

頭金 に しようか と考 えました。で も，

断食の霊 に満たされて祈 った後で，什

分の一を納めて後 は主に頼ろ うと決心

しました。

数 日後，オフィス街 で偶然 にわた し

の前の伝道部長 と会いました。彼はわ

たしに学生なのかそれ とも働 いている

のか尋ね ました。両方です とわた しは

答えました。

「結婚 しているの噸?」「はい。」

「子供 は?」 「いいえ。で も，最初 の

子があと数週間で生 まれます。」

「ベビーベ ッドはあるの?」 わたしは

その率直 な問いに驚 きなが らも，遠慮

がちに 「いいえ」 と答えました。

「そ う。」彼は言いました。「今，わた

しは家具の仕事 をしてい るんだが，ベ

ビーベ ッ ドをアパー トに運ばせ るよ。

わた しか らのプレゼン トだ。」
あかし

安 らぎと感謝 と証が豊かにわた しを

包みました。

そのプレゼン トは物質的な必要 を満

たして くれま した。でも，そのときに

感 じた御霊は強烈で，什分の一が約束

を伴 う戒めであることを再確認 したの

です。

人生 にあってほん とうに重大な問題

に直面 した ときに求められるのは，物
たま

質的な助けではなく，む しろ御霊の賜
もの

物です。病気や悩み，愛する人 との死

別，家族の反抗 と不従順，言いがか り，

失意などの試練の中で，わた したちは

…一 一「

信仰を深め，霊感 と慰 め，勇気，忍耐，
ゆる

人 を赦す力 を増 し加えていかなければ

な りませ ん。そ して，その ような祝福

は天の窓か ら注がれるのです。

父アルマの教 えを信 じて神 の群れに

加 わった善良で忠実な人々のこ とが思

い出されます。『モルモン書』は彼 らが

従順で義 にかなった人々であったと記

録 しています(モ ーサヤ18章 参照)。 彼

らはその善良さにもかかわ らず，敵の

手 によ り大 きな苦難 にさらされ ます。

そ して，心 を神 に注 ぎ出した ときに神

は彼 らに慰めの言葉を与 え，苦難にあ

る彼 らのもとを訪れると約束され まし

た(モ ーサヤ24：14参 照)。

こうあ ります。「主は，彼 らが容易 に

重荷に耐 えられるように彼 らを強 くさ

れた。そこで彼 らは心楽 しく忍耐 して，
みこころ

主の御心 にすべて従った。」(モ ーサヤ

24：15)

わ た したち もこの ように強 く，また

従順であ りたいと思い ます。

た とえ什分の一の律法 を守 っていて

も，この世の試練や苦難はな くなりま
み まえ

せん。 しか し，主の御前に正 しく生活

していれば，逆境に遭 って も信仰 と力

と知恵，それに人々からの助 けが与 え

られて逆境 を克服で きるだけでな く，

その経験から学び，成長できるのです。

わた したちの預言者 であ り指導者で

あるゴー ドン ・B・ヒンクレー大管長は

こう語 ってい ます。「わた しは自分の

体験を通 して什分の一 の律法 とそれに

かかわる祝福 について証 をすることが

で きます。 また， この教会の会員で正

直 に什分の一を納め，主に正直 な人は，

この原則が神 からの ものであることを

証で きることで しょう。」(Eηsfgn『 エ

ンサイン』1996年7月 号，73)

そ の ような教会員の一人 として，わ

た しも証 します。什分の一の原則に従

うことにより得 られる祝福は，わたし

たちの心 に平安 をもた らし，信仰 と霊

感 を増 し加え，天の御父のすべての戒

め にさ らに完全 に従おうという望みを

もた らして くれることで しょう。

最後 に，最 も大切 なことについて証

します。それは，生ける神はわた した

ちの霊の父であ りわた したちを愛 して

・くださっていることです。また，ナザ

レのイエスは神の御子で，わたしたち
あがな

の救い主であ り蹟い主であ られます。

今 日，わた したちは生 ける預言者 ゴー

ドン ・B・ ヒンク レー大管長によって

導かれているのです。 イエス ・キ リス
み な

トの 御 名 に よ り， ア ー メ ン。
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選択の自由と怒り

七十人

リン ・G・ ロビンズ

サタンの策諮の巧妙な点 ば，怒 りを選折の自由の支配 下から切り離す

こと仁より，自分ば自制さぎぬ感情の犠牲者だと，わた したち仁信じ

：込ませることざす。

たしのすて きな家族 ……。」す「わ
べ ての子供たちの望 みが この

賛美歌に歌 われてい ます(「賛美歌』187

番参 照)。

家族 に関 して，わた したちはこの よ

うに宣言 しています。 「家族 は……創

造主の計画の中心 を成す ものであ り…

…」
，「夫婦は，互いに愛 と関心を示 し

合 うとともに」，「愛 と義をもって子供

たちを育て……る とい う神聖 な義務が

あ ります。」(『家族一一世界への宣言』

1995年9月23日)

家族 はサ タンに とって も最大の標的

です。サ タンは家族 に対 して戦いを挑

んでいます。サ タンは敵の前線に侵入

す るための巧妙で悪知恵にたけた策略

を巡 らして，ほかな らぬわたしたちの

家庭 と生活の中に入 り込 もうとしてい

ます。

サ タンはわたしたちの家庭 を囲 う壁

をも乗 り越えて入 り込み，家族に危害

を加え，しば しば破滅に追いや ります。

サ タンは家族の間に怒 りをあお り立て

る戦略を用います。サ タンは 「争いの

父」であって，「互いに怒って争 うよう

に人々の心 をあお り立てる」のです(3

ニーファイll：29， 下 線付加)。 この 「あ

お り立てる〔stir〕」という方法は，災い

をもたらす レシピの ような ものです。
しんらつ

まず，中火でい らだちを温めて辛辣 な

言葉に加 えて混ぜ 〔stir〕，煮立たせ ま

す。そのままどろどろす るまでよ く混

ぜて冷やします。不快 な感 じのまま数

日間放ってお きます。冷た くしてか ら

どうぞ。おかわ りも十分できます。

サ タンの策略の巧妙な点は，怒 りを

選択の自由の支配下か ら切 り離す こと

によ り，自分は自制で きぬ感情 の犠牲

者だ と，わた したちに信 じ込ませ るこ

とです。 「か っとなる」 とい う言葉 を

耳 にします。かっとなって 自制心 を失

うとい う言葉は，興味ある単語 を選ん

で組み合わされてい ます。 これは広 く

一一般的に使 われてい る慣用句で もあ り

ます。「何かを失 う」 とは，「故意 にで

はない」「たまた まそうなった」「好ん

で行 ったことではない」恐 らくは 「責

任 を問われない」不注意 による出来事

か も しれ ませ んが，いず れ に して も

「責任が ない こと」 とい う意味 を含 ん

でい ます。

「彼が わた しを怒 らせたんです。」 こ

れ もよく耳にする言葉で，同様に， 自

らをコン トロールせず，選択の自由を

行使 していない状態 を表 してい ます。

このような迷信は正体を暴かなけれ ば

なりません。わた したちを怒 らせ る人
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な どい ないのです。だれかがわた した

ちを怒 らせるのではあ りません。何 ら

強制力 は働 いていないのです。怒 りは

意識的 に選ぶ ものであ り，意志に基づ.

い て決める ことなのです。ですか ら，

わた したちは怒 らないとい う選択が可

能なのです。わた したちが選ぶのです。

「しか し自分 ではどうす るこ ともで

きませ ん」 と言 う人に， ウィリアム ・

ウィルバンクスは 「それはたわごとだ」

と答 えています。

「争いを好む，……怒 りを抑える，怒

っていることを人 に話す，金切 り声 を

上げる，大声でわめ く」な どの行為は

すべ て，怒 りに対処す るために計算の

うえで取 る戦術です。「わた したちは

過去の経験か ら効果が実証 されている

ものを選巡 のである。上司に不

満 を持 っていても感情 を抑え られるに

もかかわらず，友 人や家族か らうる さ

くされると我慢 できないことに気づい

ているだろうか。」(TheNewObscen-

ity「 現 代 に見 られ るみ だ らな行為 」

『リー ダーズダイジェス ト』1988年12

月号 ，24， 下 線付加)

ウィルバンクスは高校2年 生のときに，

学校のバスケ ッ トボールチームの入部

テス トを受 けて合格 しました。練習の

初 日に，ウィルバ ンクスは全選手が見

守 る中で1対1の プレーをす るようにと

コーチか ら言われました。 ウィルバ ン

クスは簡単なシュー トを外 したときに，

思わず頭に血が上 ってじだんだを踏み，

泣 き言 を言い ました。するとコーチが

やって来て言 ったのです。「今度そんな

態度 を見せた ら，二度 とうちのチーム

ではプ レーさせないそ。」(23)そ れか ら

3年 間，ウィルバ ンクスは自制心 を失 う

ようなことは一度 もあ りませんで した。

後 年，彼 は この出来事 を振 り返 って，

その 日コーチから，人生を変える原則 を

教 えられたと知 りました。それは，怒 り

はコントロールできるということです。

ジ ョセブ ・ス ミス訳のエペ ソ人への

手紙 第4章26節 で ，パ ウロはこの よう

に問いかけています。 「あ なたがた は

怒 りなが ら罪 を犯 さず にい られ よう

か。」主 はこの問題 につい て非常 に明

確 な答えを与えてお られ ます。 「争い

の心 を持つ者 はわた しにつ く者ではな



く，争いの父である悪魔につ く者であ

る。悪魔 は互 いに怒 って争 う ように

人々の心 をあお り立てる。

見 よ，互いに怒るように人 々の心 を

あお り立てるのは，わた しの教義では

ない。 このようなこ とをやめるように

とい うのが，わた しの教義 であ る。」(3

ニ ーファイ11：29-30)

主 が お与 えになったこの教義すなわ

ち戒 めは，わた したちに選択の 自由が

あることを踏 まえたうえで，良心 に基

づいて決断を下すよう呼びか けていま

す。主はわたしたちに，怒 らない とい

う選択をするよう望んでお られ ます。

いかなる場合で も，怒 りを正当化す

ることはできません。主はマ タイによ

る福音書 第5章22節(欽 定訳)で この

ように述べ てお られ ます。 「しか し，

わた しはあなたがたに言 う。兄弟 に対

して理上墜 怒る者 は，だれで も裁判

を受 けねばな らない。」(下 線付加)興

味深い ことに，ジ ョセブ ・ス ミスの霊

感訳(マ タイ5：24参 照)と 第三ニー フ

ァイ第12章22節 に は，「理由な く」 とい

う語句が見 当た りません。主は 「理由

な く」 という語句 を取 り除いて，わた

したちが言い訳する余地を取 り払 われ

ました。「このようなことをやめるよう

にとい うのが，わた しの教義である。」

(3ニ ーフ ァイ11：30)わ た したちは怒

りを 「やめる」 ことがで きます。 なぜ

な らば主がその ように教 え，命 じてお

られるか らです。

怒 りとは， 自制心 を放棄す るこ とに

より，サタンの影響下に身を置 くこと

です。それは心の中で犯す罪であって，

やがて憎 しみの気持ちや行動へ と発展

してい きます。また，それは高速道路

でほかの運転者 に怒 りを向ける起爆装

置であ り，峯ポーツ競技場での激高 し

た姿であ り，家庭内暴力 となって現れ

てい ます。

抑制 されない怒 りはいと も簡単 に，

残酷 な言葉があふれ出る引 き金になっ

た り，感情 を虐待す る様 々な形態 と化

した りして，人々の純粋 な心 に傷跡 を

残 します。 「口か ら出 るものが人 を汚

すのである」 と救い主は述べてお られ

ま.す(マ タイ15：11)。 デ ビッド ・O・

マ ッケイ大管長はこの ように述べ てい

...一一.一一.一一一一一一一一一一一一一一一一一一__一_一 騨■■■圏■

ます。

「夫婦は 「家が火事で燃 えている場合

を除いて』，相手 に向かって大声 を上げ

てはな りません。」(デ ビッド ・O・ マ

ッケイ，S亡epp加gS亡oηes亡oaηAわ ロn-

dan亡Lffe『 豊 か な人生への踏 み石』

294)。

肉体への虐待は，怒 りが抑制の利か

ない状 態に まで達 した結果 であって，

決 して正当化で きるものではあ りませ

ん。いかなる場合 にも，義 とされるこ

とはあ りませ ん。

怒 りは人に罪悪感 を抱かせ る野蛮 な

行為であ り，人 を正そ うと試みる残忍

な方法 にほかな りません。 これは しつ

け と混同 されがちですが，ほとんどの

場合，逆効果 に終 わります。このため，

聖典 には次 のような警告が記 されてい

ます。「美たる者 よ，妻 を愛 しなさい。

つ らくあたってはいけない」， さらに

「父 たる者 よ，子供 をい らだたせては

な らない。心がい じけるか も知れない

か ら。」(コ ロサイ3：19，21)

選 択 と責任は互いに切 り離す ことの

で きない原則です。怒 りは選択 の結果

であるために， 「世界への宣言』では

はんりよ

強い警告が発せ られてい ます。「伴侶や

子供 を虐待す る人々……は，いつの 日
み まえ

か，神の御前 に立 って報告することに

な ります。」

わたしたちの生活か ら怒 りを取 り除

く第一歩は，選択の 自由と怒 りとの関

係を理解す ることです。 わた したちは

怒 らない よう選ぶことができます。そ
き ょ う

して， この選択は今 日，今す ぐ実行で

きます。「わたしは二度 と怒るのをやめ

よう。」この決意 をすることを深 く考え

ていただきたい と思います。

教義と聖約第121章 は正 しい指導原則

を見いだせ る最 も優れた聖文であると

言えます。第121章 を応用す る最 も大切

な対象は伴侶であ り，両親ではないで

しょうか。 わた したちは説得 によ り，

寛容 により，温厚 と柔和 により，優 し

さによ り，また偽 りのない愛によ り家

族 を導 くので す(教 義 と聖約121：

41-42参 照)。

子供たち一人一人が心 に抱いている

夢，すなわち 「わた しのす てきな家族」

が実現す る よう願 っ ています。 イエ
み な

ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ っ て 祈 り， 証

し ま す 。 ア ー メ ン。
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従順 人生の
大きなチャレンジ

七十人

ドナル ド・L・ ステー リー

主ば多 くの入 々の控癖を御存 じさす。すなわち，順調なときにば主の

勧告から離れます：が1胃 題に陥ると，主とその祝福を求めるのざす。

き ょ う

弟姉妹の皆 さん， わた しは今 日

兄へ りくだ り，皆 さんの前で話 を
す る責任に感謝 します。わたしには恵

まれて，すば らしい妻 と家族がいます。

また，幹部の兄弟たちの力 に支え られ

て， ともに奉仕 する機会が あ ります。

しか し，何にも増 してわた しが大切 に

しているのは，救 い主 との関係 と自分
あかし

の証です。主が生 きてお られ，愛す る

預言者 ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管

長 を通 して，この教会 を導 いてお られ

ることを証 します。

わた しはこの1年 の問，組織化 され

たビジネスの世 界を離 れて，24時 間，
しもべ

天の御父の忠実な僕 となり，イエス ・

キリス トの特別な証人 になろうと努め

てきましたが，それはわた しにとって

実 にすばらしい経験で した。そのおか

げで，福音の原則 に従順 な人々にもた

らされる責任や祝福，機会 に対 して，

以前 より敏感にな りました。

ボイ ド・K・ パ ッカー長老は， よく

次の ように言 いま した。「わた したち
み たま

は皆，聖霊の御霊 によって霊感と導 き

を受 ける権利が ある。」そ して， こう

付 け加 えま した。 「しか し，その特 権

を十分 に活用 していない。」 この言葉

に当てはめて考えると明 らかなように，

わたしたちの多 くは 「生活の中で重要

なことより，あま り大切 でない事柄を

優先 させ る」 ことによって，霊的 な機

会と祝福 を失 っているのです。

「人生でいちばん大切なものは何 で

すか」と聞かれたら，ほとんどの会員は

即座に， 自分の家族を挙げて，それが

福音によって永遠 に結ばれることです

と答えるで しょう。 しかし，日常生活の

様 々なプレッシャーによって， しば し

ば，巧妙 に，自分が誇 り高 く宣言 した道

か らそ らされて しまうのです。その過

程では，ほんとうに大切なことを後回

しにして，究極の目標 とほ とん ど，あ

るいはまった く関係のない一時的な必

要に心を奪われて しまい ます。そして

多 くの場合，あ まり大切でないことへ

の誘惑や プレッシャーに負けて，人生

の誤った道へ引 きず り込まれるのです。

スペ ンサー ・W・ キンボール大管長

はこう警告 しています。「世の煩いは実

に多 く，善良 この上 ない人 々までが，

この世の ことに心 を使いす ぎて真理の

道か ら離れてい く。」1

わ たしは生活の中で従順 について学

聖徒の道/1998年7月 号
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んで きましたが，最 も印象に残 ってい

るのは，少年の ときに母 と犬か ら教 え

られたことです。わた しが8歳 の ころ

に，父が子犬を連れて帰 りました。わ

たしはす ぐにスポッ トと名付け，大の

仲良 しにな りました。そして，幾つか

の芸や命令 に従 うことを教 えようとし

ました。スポ ッ トはよ く覚 えましたが，

どう しても直 らない癖が あ りました。

南ユ タの小 さな町で，家の前のほこり

っぽい道を車が通 ると，後 を追いかけ

てほえるの です。 どんなに教 えて も，

この悪い癖 は直 りません。ある 日，近

所の人が運転する大型 トラックが猛ス

ピー ドでや って来ました。彼はスポ ッ

トのこと も悪 い癖 も知 ってい ました。

いつ ものようにスポ ッ トが歯をむき出

して近づいたそのとき， トラックが急

に向きを変 えたのです。スポ ッ トは後

輪 に巻 き込まれてしまいました。

わた しは泣 きなが らスポッ トを抱 き

かかえる と，家 に走 り込んで母や兄 に

助 けを求めました。額の血 をふいた と

きに，不従川頁な行為の結果が命取 りに

なった ことがす ぐに分か りました。ス

ポ ットを埋めて涙が乾いたころに，わ

た しは母か ら，人生で最 も大切 な教訓

の一つ を学 びました。母は従順 の原則

とそれ を生活で実践することを説明 し

ました。そ して，見た ところ小 さな不

従順な行為でも，やがては不幸や後悔，

そして致命的な結果をもたらすことさえ

あると，はっきり教えてくれたのです。

わた したちは福音の中で成長するに

つれて，従川頁の価値 について学んでい

きます。それは，救い主や預言者の教

えに絶 えず導いて くれる原則 に対す る

従 順です。 主の教 えに従順 であれば，
み こと ば

救 い主の次 の御言葉の意味が理解で き

る ようにな ります。 「自分の命 を救お

うと思 う者 はそれを失い，わた しのた

めに自分の命 を失うものは，それを見

いだすであろう。」2

だれ もが従順 というチャレンジを時

折受 けるので， ヒンクレー大管長の次

の励 ましに勇気づ けられることで しょ

う。「主 はわたしたちに，守れ ない戒

めは下さ らない 〔し，〕不可能 なこと

をせ よとは言われません。」3

わた したちは，特に若人の皆さんは，
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日々の生活で仲間か らプ レラシャーを

受けるときに，預言者のこの勧告 を思

い出す とよいで しょう。 わた したちは

成熟 して大人にな り， さらに年を取る

につれて，仕事 と教会 と家庭の問に優

先順位を定めて様 々なプ レッシャーを

うま く処理 し，バ ランスの取れた行い

をす るようにな ります。 しか し，これ

には絶えず再評価が必要です。

時々，こう自問するとよいで しょう。

「今歩 んでいる道 をこのまま行 った ら，

わたしは どこに行 き着 き，家族は どう

なるだろうか。」永遠の家族の基盤 を

築 いているで しょうか，それ とも個人

の業績やこの世的な成功 に心 を奪 われ

て， ほん とうに大切な事柄 を後回 しに

しているで しょうか。

何歳であろ うと， また人生の どの時

期 にい よ うと，福音 の原則 に対す る

日々の従順が永遠の幸福 に至る唯一の

道なのです。エズ ラ ・タフ ト ・ベ ンソ

ン大管 長 は ，厳 し く述 べ て い ます 。

「従順が心をいらだたせる ものでな く，

自 ら求めるものになる とき，神 はその

ときに力 を授 けて くださるであろう。」

『モルモ ン書』 は，乏従順 さが時代 と

ともに変わっていった様 々な民の歴史

物語です。不従順 の結果は明らかです。

彼 らが受けた警告は，現代のわた した

ちにも当てはまる ものです。

聖典が明 らかに しているように，主

は多 くの人々の性癖 を御存 じです。す

なわち，順調 なときには主の勧告か ら

離れますが，問題に陥る と，主 とその

祝福 を求めるのです。主はこう勧告 さ

れ ま した。「そ して，わた しの民 は，

た とえ苦 しみを受けることによらなけ

ればならないとしても，従順 を学ぶ ま

で，必ず懲 らしめを受けなければなら

ない。」4

人 生の荒波 にもまれて，懲 らしめや

試練 を受けようとも，救 い主 と預言者

たちの教えに従順 であれば，ベニヤ ミ

ン王が神の戒め を守 る人々に与えた偉

大な約束にふさわ しくなれるでしょう。

「見 よ， これ らの者 は物質的 にも霊的

に も，すべ ての ことについて祝福 を受

ける。そ して， もし最後 まで忠実であ

.り続けるな らば，彼 らは天に迎えられ，

決 して終わ りのない幸福 な状態 で神 と

ともに住めるのである。」5

救 い主の「わたしに従 ってきなさい」6

とい う呼びかけや，「わた しを愛する

な らば，わたしのいましめを守 るべ き

である」7とい う訓戒 に対 して，わた し

たちはあいまいな態度 を捨ててはっき

りとこたえなければなりません。主の

呼びかけに従順であれば，主の愛 と平

安 の うちに生活 で きるこ とを， イエ
み な あかし

ス ・キ リ ス ト の 御 名 に よ っ て 証 し ま

す 。 ア ー メ ン。

注
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「預 言 者 の 声 を 聞 け 」 『聖 徒 の 道 』

1978年10月 号 ，122

マタイ16：25

「主 の御 業を 推 し進め る」 『聖徒の 道』

1986年1月 号 ，82

教 義 と聖約105：6

モーサ ヤ2：41

ル カ18：22

ヨ八ネ14：15
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[

不確かな事柄と
確かな事柄との隔たり
をなくす

七 十 人

リチ ャ ー ド ・E・ 夕 一 レ ー ・シ ニ ア

この驚嘆すべき回復の業を遍 しτもたらされた ものがあ ります。それ

ば，……天の御父の喜ばれなω誤った哲学や生活綾元を認識するうえ

z『必要なもの ざす。

年 ほ ど 前 に な り ま す が ， 妻 と

10 わたしは， 日曜 日にほぼ一 日
かけて，ハーバ ー ド大学の若 い大学院

生をもてなしたことがあ ります。 この

青年 はわたしたちの教会が 「本物」 か

どうか確かめるために，ソル トレーク・

シティーを訪れてい ました。ニューイ

ングラン ド州に住むご両親か ら， 宣教

師のレッスンを受けてバ プテスマの予

定がある との知 らせ を受 けた彼 は，自

分が ソル トレーク ・シティーを訪問す

るまでバ プテスマは待 ってほ しい と頼

みま した。テ ンプルスクウェアやほか

の教会施設 を見学するうちに，彼は 自

分 と同様に科学や工業 に関する知識 を

持つ人 と話 してみたい と言 いま した。

そ こでわた しの名前が挙が り，わたし

が電話を受けたわけです。

当時わた したち夫婦はとて も忙 しく，

この青年 と会 えるのは日曜 日だけで し

た。わた したちは，モルモ ンの生活 を

御覧にな りたければ，喜んで一 日ご一

緒 します と伝 えました。この青年 と過

ごした時間は，興味深 く，楽 しい もの
せい

で した。その日わた しは彼 を二つの聖
さん

餐会に案内 しました。一つ は息子夫婦

が話者の割 り当てを受 け， もう一つ は

わた したち夫婦が話者で した。わたし

たちが話すことになっている教会に入

ると，監督の出迎えを受け，そのまま

祈 り会 を行 う監督室に通 され ました。

わた したち全員が，先の青年 も含めて，

監督の机 を囲んでひざまず き，監督が
けんそん

謙遜に心に浮かぶまま祈 りをささげま

した。

監督室 を出ると，わた したちは礼拝

堂 に入 りました。青年 を若い夫婦に紹

介 し，青年は集会の問ずっ と彼 らと一

緒 に座 りました。その会で，妻 とわた

しは 『モルモン書』 について話 しま し

た。このテーマ は，特 にこの青年に と

って理想的 なもので した。 『モ ルモ ン

書』を読むチャレンジをすでに受けて

いたか らです。

集会の後で，青年 を我が家へ招待 し，
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妻 は得意料理 をごちそ うしました。そ

してその後は，『モルモ ン書』やイエス ，
あかし

キリス ト，主の教会の回復へ の証 を分 ・

かち合いました。翌 日この青年はボス

トンへ帰 りました。

後 に，この青年 のご両親 と話す機会

があ りま した。青年 はご両親 に対 し，

確か にモルモ ン教会は 「本物」だと報

告 していました。 また，「モルモ ン書』

の研究 を通 して，イエス ・キリス トに
ふっしょく

対 して抱いていた疑 いを払 拭で きたと

も語っていま した。

わた したちの理解するかぎ り，この

青年 は自らを不可知論者 と称 し，神の

性質や存在 については，直接の経験 を

通 して しか知 ることは不可能だ と考 え

ていました。幸いにも，彼 は自らソル

トレーク ・シテ ィーを訪問す ることに

より，教 会に属する家族の生活の一部

を実際 に見 るとい う，直接的 な経験 と

機会 を得 ました。 しか し，ただ観察す

るだけではイエスがキリス トであ られ

る という結論 には到達で きなかったは

ずです。

『モルモン書』を読み終 えるに当た り，

この青年は 『モルモン書』が真実か否

か，イエスが キリス トか否かを知るう
かぎ

えで最 も大切 な鍵 を見いだ していたこ

とで しょう。 また実際 にすべ ての真理

を知 る究極 の鍵 も見いだ していた こと

で しょう。モロナイは 『モルモ ン書』

の最後の章で，次のように語 りました。

「聖霊 の力 に よって，あなたが たはす

べ ての ことの真 理 を知 るであ ろ う。」

(モロナイ10：5)

わ た しは何年 にも及ぶ経験か ら，不

確かな事柄 と確かな事柄 との隔た りを

な くせ るのは，聖霊 の力以外 にないと

悟るようにな りました。 これについて

理解 すれば，イエスが なぜ ピリポ ・カ

イザ リヤでペテロに次の ように言われ

たか分か ります。イエスは弟子たちに

こう尋ね られました。「それでは，あな

たがたはわた しをだれ と言 うか。」(マ

タイ16：15)

す る とペテロが答 えました。「あな

た こそ，生ける神 の子 キリス トです。」

(マ タイ16：16)

これ に対 し，イエスはこうお答えに



な りました。「バ ル ヨナ ・シモ ン， あ

なたはさいわいである。あなたにこの

事 をあ らわ したのは，血 肉ではな く，

天にいますわた しの父である。」(マ タ

イ16：17)

言 い換えれば，天の御父は聖霊の力

によって，今 わた したちに明 らかにさ

れる と同様 ，ペテロに次のように明 ら

かにされたのです。それは，ナザ レの

イエス，天の御父が最 も愛 される御子，

天の御父 に最 も従順 な御子が，文字 ど

お り，創世以来すべ ての預言者に よっ

て預言 されて きた待望のメシヤだ とい

うことです。

ボス トンか らやって来たこの青年 に

ついて振 り返った とき，人生 に関する

数多 くの質問に対する答 えを探 し求め

なが らも答えを見いだす方法 を知 らな

い多 くの若人 について も考 えました。

彼 らは真空状態の中で生活 しているわ

けではあ りませ ん。わたしたちと同 じ

ように，パウロの言葉を借 りれば 「様々
おしえ

な教の風」 にさらされてい るのです。

パ ウロがエペソ人にあてた手紙の中か

ら読 んでみましょう。ここでパ ウロは，

主がわたしたちのために使徒や預言者，

またそのほかにも霊感を受けた指導者

や教 師を備え られた理 由を明 らかに し

てい ます。「こうして，わた したちは

もはや子供ではないので，だまし惑わ

す策略により，人々の悪巧みによって

起る様々な教の風に吹 きまわされた り，

もてあそばれた りするこ とがな 〔い。〕」

(エペソ4：11-14)

「だ まし惑 わす」者 に気 づ くよう助

けて くれる古代 と現代 の預言者 に心か

ら感謝 しています。

預言者 イザヤは，示現 の中で今 日の

世界 を見 ました。そ こで主 はこのよう

に告 げ られま した。 「この民 に，再び

驚 くべ きわざを行 う，それは不思議な

驚 くべ きわざである。彼 らの うちの賢

い人の知恵 は滅 び， さとい人の知識は

隠される。」(イ ザヤ29：14)

この驚嘆すべ き回復の業 を通 しても

た らされた ものが あ ります。そ れは，

た とえ政治的 また社会的には受け入れ

られていても，天の御父の喜ばれない

誤った哲学や生活様式 を認識するうえ

で必要な ものです。不可知論者であっ
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て も，モ ロナイのチャレンジにこたえ

ることによって信 じるようになるのな

らば，ほかの人 々も同様に，なぜ最初

に地球が与え られたのか理解で きるよ

うになるはずです。回復 されたモーセ

の記録 の中で，主は地球の創造 された

目的に関する質問に対 し，次の ように

答えてお られます。

「モーセ は神 に呼び求めて言った。

「どうぞわた しにお話 しください。 こ

れ らの ものはどうしてこうなのですか。

そ して，あなたはこれらの もの を何 に

よってお造 りになったのですか。』……

主なる神 はモーセに言われた。『わた

し自身に目的があってこれ らのものを

造った。……

見 よ，人の不死不滅 と永遠の命を も

たらす こと，これがわた しの業であ り，

わた しの栄光である。』」(モーセ1：30-

31，39)

世 の 中には，人聞の価値 を落 とすよ
まんえん

うな哲学が蔓延 しています。モーセの

記録の中で，あのモーセです ら神のあ

らゆる被造物を 目にして人間は取るに

足 りない存在である感 じましたが，逆

に神は，人間はすべてであ ると断言 さ

れました。

わたしたちが考 えるうえで もう一つ

参考 になる資料は，1995年 に中央幹部

より発表 された家族に関す る宣言です。

この宣言には，人類 に対す る神 の目的

と期待が明確 に示されています。

地上のすべ ての国々が，毎年何十億

という資金を費や し，地球や銀河系の

起源 と目的に関してさらに多 くを発見

しようとしてい ます。 しか し，答 えは

ここにあ るのです。地球は人類が 「不

死不滅 と永遠 の命」 に至る助 けをする

ために創造されました。確か に創造に

関する詳細は興味深 いものですが，優

先順位の うえではるかに大切 なのは，

わた したちの創造主についてより多 く

の事柄 を学び，主に従 うという主から

の呼びか けにこたえて自らの可能性 を

最大限まで引 き出す必要があるという

ことです。

不確か な事柄 と確か な事柄 との隔た
み

りをな くす よう求めてい くうえで，御
たま

霊が助 けとなるはずです。イエス ・キ

リス トはわた したちの光です(3ニ ーフ

ァイ18：24参 照)。 この主から放たれる

光 に従い，ほかの人 もこの光 に従 うよ

う招 こうではあ りませ んか。イエス ・
み な

キ リ ス トの 御 名 に よ り， ア ー メ ン。

〆ぺ1・

躍

響灘

遭鯵 ・

鰯 藤ズ

i謬 畷
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幸福に至る障壁を
取り除く

十二使徒定員会会員

リチャー ド ・G・ ス コッ ト

房族θ9、文化的，国家的伝統を大切にすることば，ぎわめ τ健全なこ

とざあ り，そこから受 ける恩恵も多々あ ります。 しか し，それば周時

に，献身的な末日聖徒なら当撚捨 τなければならなωよ うな生き方を

r5継承しτωく可能倥もあるのさす。

たしはこの話 を準備 している問，

わ で きるか ぎ り，明確 に，また効
果的に伝 えることがで きるよう，導 き

を求めて熱心に祈 って きました。わた

しが助けの手 を差 し伸べ たい と思 って

いる人々から，わた しの言葉が決 して
み たま

誤解 されることが ないよう，御霊 を通

じて理解 していただ くことが，どうし

て も必要だか らです。

現在 の世界 は， 自分たちめ民族的，

文化的，国家的伝統や遺産 を守 ってい

きたい と熱心に考 える人 々が次第 に細

分化 されるという傾向が顕著になって

きています。その ような人 々の努力は，

先祖たちが行ってきたことを， しば し

ばそうしたものを軽視す る傾 向が強ま

る中で，純粋に評価 したい と思 う気持

ちに動かされる場合が普通です。民族

的，文化的，国家的伝統 を大切 にする

こ とは， きわめて健全 なことであ り，

そこか ら受 ける恩恵 も多々あ ります。

しか し，それは同時に，献身的な末 日

聖徒な ら当然捨 てなければな らない よ

うな生 き方 をも継承 してい く可能性 も

あるのです。

わた しのお話 ししたいことは非常に

微妙な問題です ので，誤解を避iけるた

めに，皆 さん とわた しが二人 きりで静

かな場所 にいる と考えて ください。わ

たしたちは深い友情のきずなで結ばれ

てお り，何で も率直に話 し合えるよう

な信頼関係にあると想像 して ください。

ではまず，あなたがわた しに，末 日聖

徒イエス ・キ リス ト教会の会員である

ことによって受 ける最大の恩恵 は何 か

とい うことを尋ねた と仮定 してみ まし

ょう。わた しは，あなたが信仰 と確信

を持ってい る人物だ とい うこ とを知っ

てい ます。 さらに，あなたが自分のユ

ニークな伝統を熱烈に重ん じているこ

とを，わた しはよく知 っています。 あ

なたは，その伝統 という糸が心の奥深

くまで織 り込まれている布地の ような

ものです。あなたはこれ まで，その伝

統か ら多 くの恩恵 を受けて きま した。

また，あなたは，その伝統 とい う土壌

の中に根が深 く入 り込み，自分の子供

たち も孫たち も同 じように恩恵 を受 け

てほ しいと心か ら願 っています。 しか
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し，それで もわた しは，その ような生

き方の中にはイエス ・キ リス トの教え

と対立する要素 もあ り，失望や問題 を

引 き起 こす ことが あることを，指摘 し

てお きたいのです。友人 として，わた

しはあなたが このような可能性 につい

て考えるお手伝 いをしたいとは思い ま

すが，決 してあなたに不快 な思 いをさ

せ た り，いかなる意味で も，あなたが

維持 し基としている伝統 の大切 な部分

を過小評価 しようなどという意図がな

いことは分かっていただ きたい と思い

ます。

あなたが イエス ・キ リス トの教 えと

その幸福の計画を受け入れ ることにし

た とき，あ なた はバ プテスマ を受 け，

この地上 における主の王国の会員 とし
み な

て確認され ました。その身 に主 の御名

を受 けるこ とに したのです。そ して，

主 の教 えに従順 に歩む とい う決意 を

し，その教 えが求める ことなら人生 を

どの ようにで も変 える と決心 したので

す。完全 な喜 びにあずか るため には，

神殿 の儀式 を受 ける必要があ ります。

その ような生 き方 は，この地上 におい

ても，永遠の世にあっても，最大の幸

福 をもたらす ものです。 ほとん どすべ

ての人にとって，教会に加入す るため

にはそれまでの生活様式 を根本 的に変

える必要があ ります。知恵の言葉 を破

った ら，それ を正す必要があ ります。

純潔の律法に違背するようなことがあ

れ ば，悔い改める必要があ ります。教

会員であることの意味 と重 さを正 しく

理解 している人なら，その王国のふ さ

わ しい会員に与 えられる祝福 にあずか

るために，そのような生活 をため らう

ことな く改めます。またほかにも，そ

れ ほどはっきりとは述べ られたことは

ないか もしれませんが，主の王国の会

員 となって完全 な意味での幸福 を享受

す るために，捨てなければな らない も

の も存在 しているのです。

ハ ンター大管長はそれ を次の ように

説 明 しました。 「わた しは これか ら，

わた しが非常 に重要だ と考えることに

ついて皆 さんにお話 ししたいと思いま

す。皆 さんは，生涯を通 じて，数多 く

の選択の機会 に直面 します。数 々の選

択肢 の中か らどう選ぶかが，この人生



にお ける皆 さんの成功 と幸福 を決める

ことにな ります。皆 さんが これか ら下

す決定の中には，非常に大切な もの も

あって，それが皆 さんの人生全体 に影

響 を及ぼす場合 もあるで しょう。数 々

の選択肢 を考えるときには，イエス ・

キリス トの教えを物差 しにして，十分

に吟味して ください。

そのような正 しい決定 を下せ るよう

になるため には，主の教 えを知 り，理

解する必要があ ります。皆 さんが信仰

を働かせ，霊感 を受けるにふさわしい

生活 を送 っていると，重要な決定 を下

す ときには導 きを受けることができる

はずです。」

ハ ンター大管長は続 けて，この よう

に言 い ま した。「わた しは皆 さんに，

まず，イエス ・キリス 下の教会の会員

・であることを
，優先順位の第一 に置 く

よう提案 します。皆 さんがだれかか ら

何かをするように依頼 されたときには，

それが家族か らの ものであれ，愛す る

人か らの ものであれ，あるいは文化 的

な伝統 に基づいた ものであれ， また皆

さんが受け継いでいる慣習に基づいた

ものであれ，あ らゆるものを救い主 の

教 えを物差 しとして吟味 してくだ さい』

そ して， もし救い主の教えに背 くよう

な ものであれば，その ようなものは捨

てて，二度 と追い求めないで ください。

それは決 して幸福 をもた らす ようなも

のではないか らです。」(「学生 と大学職

員に与 える勧告」 ニュージーラン ド・

チャーチ ・カレッジ，1990年11月12日)

なぜ主の教えを優先順位 の第一に し

なければな らないので しょうか。それ
かんぺき

は幸福に至る完壁な手引書だからです。
あがな

救 い主 はあなたの順 い主 です。主 は，

その犠牲 のゆえに，あなたを裁 く者 と

な り，その戒めに従順な者 には最終的

に最大の祝福を授 けて くださる ことに

なっています。主 は完全 な模範です。

主は神 として無限の力 をお持ちですが，
けんそん

それで も，謙遜 で，御父 に従順です。

自分が認められたい というようなお ご

りも望み もありません。

皆 さんの天の御父は，皆 さんをある

特別な血統の もとに生まれ るように選

ばれました。その血統 を通 して，皆 さ

んは人種的 なものや文化的 なもの，習

慣 的なものを受け継いでいます。その

血統 は豊かな受け継 ぎを約束するとと

もに，大いなる喜 びの基 とな ります。

しか しなが ら，皆 さんには，そ うした

受け継 ぎの中に，主の幸福の計画 に反

するがゆえに捨てなければならない も

のが ないかどうかを決める責任 がゆだ

ね られているのです。

皆 さんは，ある伝統が主の教 えに反

していてそれを捨 てなけれ ばな らない

とき， どうやってその決定 を下す こと

がで きるのか，疑問に思 うか もしれ ま

せ ん。それ は決 してたやすいこ とでは

あ りませ ん。わたしは 自分で も， 自分

の不適切 な習慣 を幾つか克服す るため

に努力 していますか ら，それが どれほ

ど難 しいことか， よく分か ります。 し

か しなが ら，その必要性 を認識するこ

とは，成功へ の大 きなステ ップにな り

ます。習慣や伝統 はわたしたちが生ま

れ なが らに受け継 ぐものです。それを

客観的に評価す ることは，決 してたや

すいこ とではあ りませ ん。主が皆さん

にどのような生 き方を望んでお られる

のか理解するため に，聖文や預言者 の

勧 告を注意深 く研 究 してください。そ

れに応 じて，自分の生活のあらゆる面

を評価 し，必要 な変更 を加 えて くださ

い。だれか皆 さんの尊敬する人の助 け

を仰 いで ください。不動の もの と思 わ

れていた確信や習慣 を，主の計画 と相

いれないか らとい う理由で，捨てるこ

とのできた人がいるはずです。何 か疑

問 を持 った ら， こう自問 してみて くだ

さい。「これは救 い主が わた しに望ん

でおられることだろうか。」

すで に自分の一部 となっている生活

様式 を変えることは非常に難 しいこと

です。かつての友 は，あざけり，批判

し，時 には迫害することもあるで しょ

う。 しか し，救 い主 をひたす ら信 じ，

従順 に歩むことに よって，そのような

つ らい経験 を通 じて， より大 きな祝福

にあずかることができるようにな りま

す。聖文には，確信や信仰があれば神

の計画に反す る伝統 を克服することが

で き，一人一人に，ひいては幾世代に

もわたって祝福 を もた らす ことになる

という例 が数多 く書かれてい ます。ア

ブラハムは，真理 に患誠を尽 くし間違
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離

鐵 曇

顯

_識/藤・

った伝統 を排斥するとい う，揺る ぎな

い決意 を抱 いたがゆえに，大いに祝福

を受けました。アブラハムの患誠 によ

って，イスラエルの家の従順 な者 たち

は皆 ，豊かな報い という冠 を頂けるよ

うになったのです。 ほかに，長 く歴史

のあ る伝 統 を捨 てた劇 的な例 として，

好戦 的な レーマ ン人がキ リス トに謙遜

に従 う者へ と変わっていった話があ り

ます。彼 らは，キ リス トの王国の会員

として交わした聖約に違背するよりも，

喜んで死ぬ方を選んだのです。

皆 さんの中で，すでに文化面での選

択を正 しく行 った人がいたら，ほかの

人がで きるように， どうぞ助けてあげ

て くだ さい。天の御父やその計画，御

子のことを優先川頁位の第一 にすると決

意す ることによって，平安や幸福 とい

う長期にわた る祝福 にあずかれること

を教 えて くだ さい。 アンモンの模範に

従 って ください。アンモ ンはラモーナ

イ王が間違 った伝統 に気づ き，それを

捨 てるまで，忍耐強 く教 えました。王

のその決断により，多 くの人々が祝福

を受 けました。アンモ ンが真理 を実に

はっきりと教えたために， ラモーナイ

一



み たま

は御霊 によって心 を動かされ，誤 った

伝統 をことごとく捨て去 りたい と願 う

ようになったのです(ア ルマ18：24-

41;19：35-36参 照)。

皆さんの文化では，夫が威張 り散 ら

した り，独裁的であった りして，家族

の大切 な決断を一人で ことごと く行 う

ようになっていないで しょうか。 もし

そうな ら，そのような在 り方 は軌道修

正する必要があ ります。夫 と妻が対等

のパー トナー として，夫婦 のために，

家族のために，一致 して決断を下すの

です。恐れや強制の下では，どんな家

族 も長 く維持す ることはで きません。

そんなことをして も，論争 と反感 を生

むだけだか らです。愛が幸福 な家族の

基盤です。

次の ような習慣が，伝統のいか なる

部分であって も見 られたとした ら，捨

て去る必要があ ります。

●知恵の言葉に反するような もの

●多 くの場合，家系 で決め られるよ

うな地位の権力によって，人を強制的

に従 わせることを前提 に しているよう

なもの.

●身分階級制度を助長するようなもの

●ほかの文化 との衝突を引 き起 こす

ようなもの

イエス ・キリス ト教会の会員である

こと以上に文化的な伝統 を重視すると，

重大な危険を招 くことにな ります。自

分 自身の文化 を擁護 したい とい う熱意

があ りす ぎると，行 きす ぎた行動を取

ってしまうことがあるかもしれませ ん。

よく知 られているように，問違 っては

いて も，「彼 ら」 と 「わた した ち」の ，

対立の図式 のために正当化 されて しま

うのです。暴力団やギ ャングと呼ばれ

る集 団が，社会 を破滅 させ る可能性 を

持ちなが らも，なおあれだけはびこる

のは，善悪の原則 よりも集団としての

文化 を優先させているか らです。その

理由が何であれ，一つの文化が別の文

化 を迫害するなどということは，・神の

戒めに反 しています。

た とえそれが知 らず に行 うことであ

ったに して も，もし主の教 えに反す る

ような伝統に従 うことを選んだ場合 に

は，バプテスマのときに交わ した神聖

な聖約に違背す る方を選んだことにな

ります。すでに神殿 の聖約が交わ され

てい る場合，そのような選択 は，はる

かに重大 な結果 を引 き起 こします。そ

のような行為によって，創造主が定め

られた幸福 と平安 と永遠の喜びの計画

か ら離れ，皆 さんの生活 に祝福 をもた

らす という点では，はるかに価値のな

い， また能力 もない ものへ と心 を奪わ

れてい くことになるか らです。主の王

国 と主の教 えを何 よ りも優先 させ，救

い主 と天の御父の愛 と一つ になるとき，

皆さんの文化的伝統の美 しい味わい も

ユニー クさも見事 に花開 き，豊か な祝

福 という収穫 を生み 出すことになるで

しょう。

正 しい ことを実践 して くだ さい。ほ

かの人が何 をしているのかは，あま り

気に しないで ください。ほかの人が間

違った選択 をしている とい う理 由で，

あなたが今正 しい と分かっていること
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か ら離れ ようとしているとした ら，決

してその ような行為 を正当化 しないで

ください。

サタンは家族 を破壊 しようとしてい

ます。わた したちの天の御父の計画 は，

この世においても永遠の世においても，

愛 に満 ちた家族関係 がその中心 です。

悪魔は権威 や秩序 といった もの を軽 ん

じようとしてい ます。 しか しなが ら，

義 にかな った方法 で行 使 され る権能

は，家族のことで も，教会のことでも，

また王 国のあ らゆる面 でも，御父の業

の中核 を成す ものです。サ タンは，御

父の子供たちを様々な集団 に分離 させ

ようとし，ひたす ら個 人の ことだけに

興 味や関心 を持 たせ よう として い ま

す。サ タンは，ほかの人にどのような

影響 を与 えるのか は考えさせずに，そ

のような個人的な興味関心 に頑 固なま

でに固執 させ ようとしています。御父
み こと ば

の計画は，次の ような御子の御言葉の

中に表 されています。 「見 よ，……わ

た しはあなたがたに言 う。一つ とな り

なさい。 もしもあなたがたが一つで な

ければ，あなたがたはわたしの もので

はない。」'(教義 と聖約38：27)サ タ ン

は，人生は絶 えず個人の享楽 に満 ちた

もので なければな らない という考え方
けんでん

を喧伝 しています。その ようなものを

探 求す るこ とで，他人の幸福 を脅かす

ことがあってもかまわない と考 えてい

ます。一方，天の御父はわたしたちに

幸福 の計画を授けて くだ さっています .

が ，その計画 は，個人の利益 を捨て去

る気持 ちを生み出 し，人へ の奉仕を通

じて幸福 をもた らす計画です。イエス

の模範 と教 えは，文化 や出 自を超 え，

王国の会員 とい う共通の旗印の下 に，

御父の子供たちを一つ にする力 を持 っ

ています。それ について，ブリガム ・

ヤ ングは次のように教 えています。

「完全 な一致 は人々を救 うこ とにな

る。それは，英知ある者たちが，完全

な意味で一つになるため には，……永

遠の命 に関する原則 に従 って行動する

しかないからである。悪 しき者たちは，

邪悪な 目的のために部分的に一致する

ことはあるか もしれない。 しかし，…

…彼 らが部分的に一致す るよりどころ

.と なるその原則 その ものが，……暫定



的な協定 を破壊するための争いを生み

出すのである。真理 と義……だけが永

遠に続 く完全 な一致 を確実 なもの にす

ることがで きる。それは，真理 と真理
きよ

によって聖め られた者たちだけが， 日

の栄 えの栄光 のうちに住 まうことがで

きるか らである。」(.DlscoαrsesofB跡

gham}石oロng『 ブ リガム ・ヤ ング説教

集』ジョン・A・ウイッツォー選，282)

真 理 を語るに当たってわたしがぎこ

ちない言い方 をしたがために，気分を

害された方がいたとしたら，申し訳 なく

思い ます。どうぞ，わた しの言葉の至

らなさには目をつぶ り，語 られた真理

の言葉 を理解するように努めて くださ

います ように。静かな黙想の時間を設

け，御父 とその愛する御子が人生の優

先順位 をどの ように定め られたか，深

く考えてみて ください。 自分 自身の生

活 を振 り返 り，あらゆる面でその原則

と一致 しているか どうか，確認してみ

てください。わたしが今，皆 さんにお

伝え しようと思 っていることはそれだ

けです。わたしは自分 自身の国を旅 し，

世界 の様々な国々を旅 して回って，存

在する優 れた文化か らすばらしい恩恵

を受けている様子も目にして きました。

しか しなが ら，そのような恩恵 も，時

には，主の教えに反するような伝統や

習慣か らもた らされるマイナスの影響

のために，影が差す こともあるのです。
あかし

わたしは証 します。皆 さんが優先順

位の筆頭 にイエス ・キ リス ト教会の会

員である とい う事実 を置 き，その教 え

を人生の基盤 とす るな らば，幸福 に至

る障壁 を取 り除き，大い なる平安を見

いだす ことができるのです。家族や国

家の伝統や習慣が神 の教えに反すると

きには， どうぞ，そのような伝統や習

慣を捨てて ください。伝統や習慣が神

の教え と一致 してい るな ら， どうぞ，

それを大切 にし，その文化や伝統 を守

り続 けて くだ さい。皆 さんが決 して変

える必要のない大切 な文化的伝統が一

つあ ります。それは，皆 さんが天の御

父の娘であ り息子であることで受 け継

いでいる文化です。幸福になるために，

その大切 な受け継 ぎによって御自分の

人生 を整 えて くださいますように。 イ
み な

エ ス ・キ リス トの 御 名 に よ り，ア ー メ ン。

福音の「最高の祝福」
をもたらす新しい神殿

大筥長

ゴー ドン ・B・ ヒンクレー

み まえ

わた した ちが主の永還の業をな すために，勇気と信仰をi5っ τ御前を

歩むとき仁，一つの房と しτわた したちに天の窓か潤かれ.祝 福が注

力吻 るよう仁祈っτωます。

自
分の席 か ら，タバナ クル前列 に

い らっ しゃるオタバ ロイ ンデ ィ

ア ンの皆さんの姿を拝見 していました。

エクア ドルの高地か ら来 られた皆 さん

です。 このすば らしい方 々に感謝の言

葉をお伝えしたいと思います。忠実な

末 日聖徒であ り，この大会に出席する

ために，はるかな遠 くの地か ら来 られ

た皆 さんです。兄弟姉妹，ほんとうに

あ りが とうございます。

オタバロが どこか御存 じでしょうか。

まず キ トへ行 き，そ こか ら自動車で赤

道を越えると，エクア ドルの雄大な高

地の中に村 々が見 えてきます。そ こが，

この穏やかで，す ばらしい皆さんが住

んでいる所です。

このすばらしい大会の様子は国の内

外 に伝 え られて きましたが，その最後
けんそん

に当た り，謙遜にまた感謝の思いをも

って，耳を傾けてこられた方々も含め

て参加 されたすべての皆 さんに心から

お礼の言葉を申し上げたいと思います。

感動的な音楽，霊感あふれる祈 りでし

た。 また，数々のお話 は聖霊の ささや

きによって準備 され，語 られて きまし

た。 わた したちは感謝の心を もって，

ともに楽 しんでまい りました。 さて家

・に戻ってか らは， この大会で聞いてき

た真理を日々の生活の中で実践するこ

とが，わた したちの義務 と責任にな り

ます。

最後 に，一つの発表 をしたい と思い

ます。 これ まで にお話 しした ように，

ここ数か月，わた したちは非常に遠 く

離れた地の教会員たちの問を旅 してま

い りました。この世の富にはあ まり恵

まれていない多 くの方 々とお会い して

きました。 しか しその方々は，心 の中

に末 日の業に対す る非常に熱い思いを

持 っています。彼 らは教会を愛 してい

ます。また福音 を愛 しています。そし
み こころ

て，主を愛 し，主の御心を果た したい

と望んでい ます。わずかな額か もしれ
じゅうぶん

ませんが，什 分の一 を納めています。

この人々は神殿 に行 くために，大変な

犠牲を払 っています。安い料金のバス

や古い船 に乗 り，何 口も何 日も旅 を続

けるのです。そのためには，生活 を切

り詰めて，お金をためます。

この人々には，小さ くて も美 しく十

分な機能 を持つ神殿が近 くに必要です。
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そこで，わた しはこの機会 をとらえ

て，30ほ どの小 さな神殿 を早急に建設

するプログラムを，教会全体 に発表い

たします。それは，アメ リカ合衆 国，

カナダをはじめ，ヨーロッパ，アジァ，

オース トラリア，フィジー，メキシコ，

中南米，アフ リカに も建設 されます。

主の宮の儀式 を行 うに必要な施設はす、

べて備えている神殿です。

これはすばらしい事業 となるで しょ

う。過去に例のない事業です。 これら

の神殿 は，イギ リス，スペイン，エク

ア ドル，ボ リビア， ドミニカ共和 国，

ブラジル，コロンビア，モ ンタナ州 ビ

リングス，テキサス州 ヒュース トン，

マサチューセ ッツ州ボス トン，ニュー

ヨーク州ホワイ トプレイ ンズ，ニュー

メキシコ州アルバカーキ，そ して，ア

ラスカ州 アンカレッジ，ユタ州モ ンテ

ィセロ，メキシコのコロニアファレス

の小規模神殿 など，現在建設 中の17の

建物 に加 えて，建 設が進め られ ます 。

これによって現在儀式が行われている

51の 神殿のほかに，合計47の 新 しい神

殿 がで きるこ とにな ります。 「わた し

たちの主であ り救 い主であるイエス ・

キリス トが肉体 を取って来られてから」

2000年 に当たる今世紀の最後 までにさ

らに2つ を加え，ちょうど100に で きれ

ば と考えています(教 義 と聖約20：1)。

神殿建設事業 において，わたしたちは

かつてない速さで前進 しています。

今 の時点では具体的な場所 は発表で

きませ んが，用地が確保 されると，ス

テーク会長の方々に対 して連絡がなさ

れます。その神殿が 自分たちの町に建

て られるか どうか ということについて，

教会員 の皆 さんは様 々な推測 をされる

ことで しょう。

わたしは神殿の儀式が回復 された福
あかし

音の重要な要素であることを証します。

そうである以上，わたしたちには，それ

が成し遂げられるようにするための手

段を講じる責任があります。わたした

ちが非常に大きな規模で進めている家

族歴史の探求は，そのすべてが神殿事

業に向けられています。そのほかの目

的はありません。神殿の儀式は教会が
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提供すべ き最高の祝福 となっています。

ただ これ らの神殿の うち30か ら32が

建 設 された時点で，さらに新たな神殿

建 設の発表が なされるとい うことは言

えます。

忠実 な末 日聖徒 のうえに神の祝福が

ございますように。皆 さんが戒めに従

うときに，繁栄が もたらされますよう

に。什分の一やそのほかの献金 を，す

べ ての人々が正直に，かつ惜 しみな く

納め られる ように願っています。そ し

て，わた したちが主の永遠の業 をなす
み まえ

ために，勇気 と信仰 をもって御前を歩

む ときに，一つの民 としてわた したち

に天の窓が開かれ，祝福が注がれるよ

うに祈っています。

わた しは，ロナル ド・ポールマ ン兄

弟の什分の一 に関する話 を聞いて，心

に深 い感動を受け ました。彼 とわた し

は同 じワー ドの地域 で，同 じ監督の も

とに子供時代 を過 ごしました。子供 だ

ったわたしたちは小額 なが ら什分の一

を納めました。そ して，主はこれ まで

の年月，わた したちに祝福 を注いで き

て ください ました。わたしはその こと

を証す ることがで きます。わたしは心

の中に，彼の優 しい母親が家族 ととも

にひざまずいて主 に祈 りをささげ，戒

め に従 って，限 られた中か らささげ物

をする とい うすばらしい特権 に対 して

感謝の言葉 を述べている姿 を思い描 く

ことがで きます。

皆 さんの家庭 と家族 のうえに，安 ら .

ぎ と一致 と愛があ ります ように。 この

偉大な業が神 聖なものであ るとい う明

らかな真理に対する皆さんの証が，日々

の生活 の中に反映 されます ように。皆

さんが声 をそろえて主をたたえ られま

す ように。主は，すべ ての祝福の源で

あ り， わた した ちの栄光あ る指導者，
あがな

偉大な蹟い主です。

愛する兄弟姉妹の皆 さん，この偉大

で有意義 な歴 史的大会 もい よいよその

幕 を閉 じることになりますが，これが

わた しの心か らの祈 りです。皆 さんが

神の助 けを受け，わた しが祈 りの中で

述べた最高の意味 において，す ばらし

い末 日聖徒 となれますように。イエス・
み な

キ リ ス トの 御 名 に よ っ て ， ア ー メ ン。



」

●1998年3月28日(土)中 央若い女性集会

家族に心を向ける

q]央 若い女性会長

マーガ レッ ト ・D・ ナ ドール

天の御父ば子らのために一つの計画を立 τられました。その計画のφ

〃)1にあるの力塚 族 さす。

ジアか らア フリカに至 るまで，

ア ニュー ジー ラン ドか らノル ウェ
ーに至るまで，全世界で，末 日聖徒イ

エス ・キリス ト教会のす ばらしい若い

女性 たちは家族 に心 を向 けて います。

今年1年 間，わた したち は全世 界で家

族 をたたえています。ご承知の ように，

天の御父が子 らのために立て られた計

画において，家族 は大切 な位置を占め

ています。 このことは 『家族 世界

へ の宣言』で説明されています。

わた しはこの宣言が提示 されたとき

の ことをはっ きりと記憶 しています。

そのときのことはわた しにはとても強

い印象 を残 したのです。それは1995年

9月23日 ， 中央扶助協会集会が開かれ

た 日のことでした。教会の女性たちは

そのすば らしい集会 に出席 していま し

た。わた したちの預言者であるゴー ド

ン ・B・ ヒンクレー大管長が立って話

しま した。 大管 長 は話 の 中で ， 「家

族 世界への宣言』 と呼ばれる文書

を読みました。 これが公の席で読み上

げられた最初で した。大管長 会と十二

使徒定員会はこの宣言の中で再び，天

の御父は子 らのために一つの計画 を立

てられたこと，その計画の中心にある

のが家族であることを教 えて くれ まし

た。 これ はきわめて大切な ことです。

したがって，神がそれほどまでに重要

視 してお られる家族を，わた したちは

どうして も強めなければな りません。

若い女性の皆 さんには，少 な くとも

3つ の家族 において果た さなければな

らない大切な役割があ ります。第1は ，

皆 さんが現在属 してい る家族であ り，

第2は 皆 さんの将来の家族であ り，そ

して第3は わた したち全員がその…員

である天 の家族 です。で はこれ ら3つ

の家族でわた したちが どのような立場

にあるか を考 えてみ ましょう。

最初に皆 さんが今成長 の場 としてい

る家族について考えてみましょう。わ

た し自身が育った家族について考 えて

みます と，まず思い出す のは妹と寝室

やピアノを共同で使い，それに皿洗い

を一緒 にしたことです。夕食の ときに

弟 とふ ざけて，あま り笑 ってばか りい

たために，静かにす るまで食堂か ら追

い出されたこともあ りました。

皆 さん も家族か らた くさんのこ とを

学んでいるのではないで しょうか。そ

の一つ一つが大切なことです。お祈 り，

分かち合 うこと，笑 うこと，愛す るこ

と，働 くこと，人 と仲良 くす ることな

どを学び ます。わた しは家族か ら学ん

だすべての大切な人生の教訓 に感謝 し

ています。

多 くの若い女性は，家族 との経験や
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家族 に心を向けることによって学んだ

事柄を文章にまとめて，わたしたちと分

かち合って くれました。12歳 のキャテ

ィー・クインはこのように書いています。

「わた しのお母 さん にはおなかに赤

ちゃんがいました。……具合が悪 くて，

ベ ッ ドで寝 ていることがほとん どで し

た。……わたしは子供たちの中でいち

ばん年長なので，大 きな責任が突然わ

た しの肩にかかってきました。 中学生

になったばか りで したか ら，宿題 もた

くさんあ りました。

手伝 うことがあ りす ぎて，何をどう

した らよいか分か らなかったのでお祈

りしま した。おばあさんが何週間か手

伝 いに来て くれ ました。そ して，おば

あ さんの話を聞いた ときに，お祈 りの

答えを頂いたことを感 じました。おば
ほろ

あ さんは，幌馬車をたった一人で牛 に

引かせ なが ら，大平原 を横 断してソル

トレーク盆地までやって来たわた しの

先祖 の一人 につい て話 して くれま し

た。彼 はその とき， まだ11歳 で した。

両親 とも旅の途中で亡 くなって しまい

ました。 このため，彼は4入 の妹の世

話 をしなが ら， シオ ンまで連れて行か

.なければなりませんでした。妹たちの

うちの一人はまだ赤ちゃんだったそう

です。 この話を聞いて，わたしはこの

ひいひいひいお じいちゃんのように頑

張 ろうと思いま した。

妹たちのために昼食を用意 して紙袋

に入れておいてあげた り，洗濯物を畳

んだ り，アイロ ンをかけた り，そのほ

かの雑用を片付 けた りして家族 を助 け

ようと決心 しました。

お父 さんは朝早 く仕事 に出かけ る

し，お母さんはつわ りがひどくて起 き

られないので，わた しは毎朝学校へ行

く前 に弟 と妹たちを集めて，家族で聖

文を読 む習慣 を続 けま した。

お互いに助け合 わなければな らなか

ったので，家族は……それ までよ りも

もっと親 しくなりました。そして，1997

年5月1日 に大 きな祝福が もた らされ ま

した。ハ ンナ ・アダ ・クインが生 まれ

たのです。」(本 人の承諾 を得て引用)

キ ャティー，お手紙をあ りが とう。

キャテ ィーはずっと昔にこの世で生

活 していた5代 前 の先祖か ら，強い意
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志 と勇気，そ して家族に対す る忠誠心

を学んだのです。 そして彼女は 自分 を

必要としてい る家族のためにそれ らの

資質を実際に使いました。皆 さん も家

族に祝福 をもた らし，家族 を助けるた

め に同 じようなことをしていると思い

ます。

キャティーや皆 さんは両親や兄弟姉

妹 との経験の中で学 び実践す ることに

よって，将来の家族のために準備 を し

ていることに気づいているでしょうか。

ここで，将来の家族 について少 しの

間皆 さんに考 えていただ きたいと思い

ます。あなたが母親になったときのこ

とを想像で きるで しょうか。 目を閉 じ

て ください。これか ら10年 間のあなた

を心に描 いて くだ さい。あなたは何 を

しているでしょうか。学校に通 ってい

るでしょうか，それ とも将来役 に立つ

技術 を学 んでいるで しょうか。あなた

は どの ような女性 になっているで しょ

うか。 目を開けて ください。あなたの

心の目には，天の御父の大切 な息子娘

たちを育てている自分の姿が映 し出 さ

れてい るで しょうか。家庭の中で幼い

弟や妹 を愛 し，親切にすることによっ

て，また愛情のこ もった優 しい言葉で

語 りかけることによって，皆 さんは今

か ら母親になるための練習 をすること

がで きます。あなたは母親 として子供

たちに算数や理科 あるいは歴史を教 え

ている自分の姿 を思い浮かべ られるで

しょうか。 もしそ うであれば，学校で

よ く勉強 してお く必要があるのではな

いで しょうか。あなたは美 しく，音楽

と教養のある家庭 を築 きたいと思って

いるで しょうか。あなたは， 自分 の将

来の家庭 と家族のために芸術や音楽の
き ょ う

才能を伸ばす努力 を今 日か ら始めるこ

とがで きます。あなたは平和で秩序の

ある家庭 を持 ちたい と思ってい るで し

ょうか。愛する若い姉妹の皆 さん，も

しそうであれば，平和 を作 り出す人に

なって くだ さい。現在の家庭 を清 潔で

秩序のあるものにして くだ さい。衣類

の洗濯を手伝 って ください。あなたの

将来の家族が食卓 を囲んで，笑い声 を

響 かせ，それぞれが 自由に意見 を分か

ち合いなが ら，あなたが愛情 を込めて

作 ったおい しい，栄養 のある食事を楽

しんで いる姿 を想 像で きるで しょう

か。それなら，料理の作 り方を覚 える

必要があるのではないで しょうか。食

事 の支度を手伝 って ください。お母 さ

んやおばあさんか ら料理 を教わって く

だ さい。 シュ トルーデル 〔果物 ・チー

ズな どを薄いパ ン種で巻 いて焼いた ド

イツ菓子 〕，ポイ 〔ハ ワイの タロイモ

料理〕， トルティーヤ 〔とうもろこし

の粉 を こね て薄 く焼 いたメキ シ コ料

理〕 など何 であれ，家族 の好 きな料理

の作 り方を覚えて ください。

わたしが皆 さんを どの ように考えて

いるかをお話 ししたいと思い ます。わ

たしは皆 さん若い女性の中に，教育 を

受け，その教育 によって人々に祝福 を

もた らすために準備 をしている姿を見

てい ます。あなた 自身と将来の家族 の

ために，優 れた教育を受けるように し

て ください。立派な人物 になって くだ

さい。円熟 した女性 になって ください。

一生懸命 に努力 して くだ さい
。あなた

がた若い女性の中に，わた しは愛の家

庭，秩序の家庭，信仰の家庭 を築 こう

としている少女の姿を見ているのです。

わた しは，今 日行 うことが明日の強

く忠実な女性を作 る，とい うことを理

解 している若い女性 を見ています。主

は主の子 らを祝福するためにその よう

な女性を必要 としてお られ ます。皆さ

んは天の御父 と御父が示 された道 につ

いて自分 の家族 に教 えたい と思 ってい

ることで しょう。そのための準備 をど

こでどのように した らよいかをもうす

でに御存 じだ と思 います。そ うです。

聖文の研究，教会の集会，祈 り，セ ミ

ナリー，家庭のタベです。

将来の備 えとして，皆 さんが今晩家

に帰 ってからす ぐにもで きることを提

案 したい と思います。 日記 を取 り出し

て，あなたが なりたい と思 う女性 につ

いてあらゆることを書 き出してみて く

ださい。次 に，あなたの将来につ いて

のそ の夢 を実現 させ るため に努力 し

て ほ しいのです 。 この ような方法 に

よって，いつ の 日か あなたが持 つ こ

とになる家族 に心 を向け ることがで

きます。

では， これか ら天 の御父の家族 にお

いて皆 さんが どの ような立場 に置 かれ
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ているか とい うことについてお話 しし

たいと思います。皆 さんは天の御父に

とって この上 な く大切 な娘で あって，

天の御父 は皆 さん を愛 してお られ ま一

す。皆 さんはこの世が造 られ る前 に，

とてもすば らしい特別なことを行 うた

めに選ばれてい ました。教義 と聖約第

138章56節 に 記 されている聖句 をよ く

聴 いて くだ さい。「まことに，彼 らは

生まれ る前 に，ほかの多 くの者 ととも

に，霊の世界 において最初 の教えを受

け，主の定 められた ときに出て行 って

人々の霊の救いのために主のぶ どう園

で働 く準備 をしたのである。」 この こ

とを知 っていたで しょうか。天の御父

は 目的があってわた したちをこの地上

に遣わ され ました。

女性 として生 まれることは神聖でか

けがえのない祝福 です。天 の御父は御

自身の娘である皆 さんに， とて も貴重

な資質 を多 く祝福 され ました。それは，

感受性，霊性，愛情，子 を養 い育てて

い く力 です。様 々な機会 をとらえてこ
たまもの

れ らの神聖な賜物 を伸 ばす ようにして

くだ さい。そ して，人々に恵み をもた

らすため にそれ らを活用 して くだ さ

い。いつ も明る く，光 を道にまいて く

ださい。あなたが尊敬す る忠実 な女性

をよく観察 し，彼女たちを優 れた，幸

せ な神 の娘 にしている資質 をあなたの

生活に取 り入れて ください。神 はあな

たがな り得 る最高の女性 になることを

望 んでお られるので，その ように努力 .

す るあなたを助けて くださるで しょう。

わた したちは，試 しを受 けて，神 の

ふさわ しい娘であることを証明す るた

めに地上に来 ました。このため，物事

が計画 どお りに うま くいか ないことも

あ ります。地上の生活ではその ような

ことが避け られないのです。けれ ども，

覚 えておいてほ しいこ とがあ ります。

それは，一生懸命 に努力 して，人々に

役 立つ女性 となるために自分 を備 え，

バ プテスマの聖約 と神殿 で交わす聖約

を守 っていれば，皆 さんは信仰 と希望

と勇気 をもって人生のあ らゆるチャレ

ンジに立ち向かっていけるとい うこと

です。天の御父は計画の中で，この世

で生活するわた したちを助 けるため に

救 い主 を用意 されま した。救い主はわ



たしたちが天の御父のみ もとへ帰るこ

とができるように助けて くださいます。

「人の不死不滅 と永遠の命 を もた らす

こと，これがわたしの業であ り，わた

しの栄光である」 と主は言われ ました

(モーセ1：39)。 主 は皆 さんを愛 して

お られます。皆 さんが成功することを

主は望んでおられます。そ して，皆 さ

んの人生における使命 を立派に成 し遂

げることができるように主は助けて く

ださいます。

今晩わた しがお話 を始めたとき， 自

分が育 った家族のことを思い浮かべて

いました。話 を終 えるに当たって，そ

の家族 について覚 えていることをもう

少 しお話 ししたいと思います。わたし

が まだ9歳 だった ときに，我が家の赤

ちゃん として生 まれた弟 は，生後1日

で亡 くなりました。わたしたちは とて

も悲 しみ，落胆 して，ず っと泣いてい

ました。そのとき，父はどうした と思

いますか。父はわたしたち を集めて，

ひざまず き，家族の祈 りをささげまし
おさな

た。ほん とうに短い間で したが この幼

子 を与 えて くださったことを天の御父

に感謝 し，今では天へ行 ったこの幼子

のデ ビッ ドを祝福 して くださるよう主

にお願い しました。'父はまた， とても

具合が悪かった母 を祝福 して くださる

よう天の御父にお願い しました。母 は

健康 を取 り戻 しました。そ して，わた

したちはいつの 日かデビッ ドと一緒 に

家族 として暮 らせ るように生活 してき

ました。わたしはいつ もデビッ ドのた

めにお祈 りしています。デビッ ドはい

つ までもわたしの弟です。わたしたち

は，両親が神殿 で結婚 したので永遠の

家族です。皆 さんは子供たちにこれと
たまもの

同じ賜物，つ まり永遠の家族の一員 と

なる祝福を与 えることがで きます。 こ

れは皆 さんが子供たちに与えることの

できるかけがえのない贈 り物です。そ

のような家族 を築 くよう計画 して くだ

さい。その計画を実行す るための準備

を して くだ さい。 その祝福 を受け る

ためにふ さわ しい生活 を して くだ さ

い。 その ような皆 さん を主が祝福 し

.てくだ さい ます よう，イエス ・キ リ
み な

ス トの御 名 に よって お祈 りします。

アーメン。

わたしたちのまことの
身分を理解する

中央若い女性第一副会長

キャロル ・B・ トーマス

皆さんやわた しば還 ω昔，天の御父の家族の娘としτ生まれ ……皆さ

ん一スー入な，前世におωτ勇敢ざあり，高潔な女倥だ ったのざす。

轍
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家瓢駕瞭繍鑛
で しょう。 自分の家族の最 もすば らし

い点について尋 ねられたとすれば，そ

れは何で しょうか。わたしの家族を含

めて，ほ とんどの家族 は完全ではあ り

ませんが，お互いによ り親切 になろう，

思いや りを持 とうと毎 日努力 していま

す。先月，父が亡 くな りました。わた

しは父か ら多 くの教訓 を学び ました。

父は偉大な信仰 の持ち主で した。父 は

「死 ぬこ とは，ほかの部屋 に歩 いて入

るようなものだ よ」と話 していました。

父が亡 くなった 日，わたしは思いま し

た。「父 は今 日亡 くな りました1地 上

での最後の日となったのです1彼 は

別の部屋 に歩み去 ったのです!」 父の

死 は，家族 とわたしにとって， ほん と

うに心 に残る，神聖 な経験 となったの

です。

前世 について教えて くれたのは父で

した。皆 さんやわたしは遠い昔，天の

御父の家族の娘 として生まれたのだ と

説明 して くれました。前世で生活 して

いたときにわた したちは神聖な決意を

し，その ことは現在，わたしたちが行

っていることに影響 を及ぼしています。

わた しが若か ったころ，祖父が祝福 を

与えて くれました。祖父はわたしが 「前

世で気高 く果たしてきた 自分の務めを，

この世 においても引 き続 き果たせ るよ

うに」 と祝福 して くれま した。 さて，

わた しが前世で行 う務めがあったとす

るな らば，皆 さんにも同 じことが言え

ます。皆 さんが世界史上この時期 に生

まれて きたのは偶 然ではあ りません。

皆 さん一人一人は前世において勇敢で

あ り，高潔な女性だったのです。

アブラハムはこのように述べ ました。

「さて，主はわた しアブラハ ムに，世界

が存在す る前 に組織 された英知たちを

iiill

綴難
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」 、

見せて くだ さった。そして，これ らす

べての中には，高潔で偉大な者たちが

多 くいた。」(ア ブラハム3：22)ア ブ ラ

ハムは皆 さんのことを語 っていた と知

っていま したか?皆 さん一人一人が

高潔であ り，偉大であ り，この時代 に

生きるために生 まれてきたのです。

わた したちは皆，境遇の異 なる家族

か ら来てい ます。 この中には困難な状

況の下で生活 している人がい ますが，

そのような状況の中でもほん とうによ

く頑張っています。家族の皆 とうまく

やっていこうとす るときにお母 さんや

お父 さん との関係 について心配 してい

る人 もいるで しょう。そ して皆 さんは

救い主が困難な状況を解決 して くださ

った り，またその ような状況にあって

も平安を感 じられ るよう助けて くださ

ることを学んでいます。

ジェフ リー ・R・ ホラン ド長老の言

葉を使 って表現す るな らば，「〔家庭 〕

は完全 な人々が集 う修道院ではない」

のです。時 に家庭 は，わた したちが愛

する人たちに滋養 と助 けを与 える病院

なのです(「主は，飢えている者 を良込

もので飽かさせなさいます」『聖徒の道』

1998年1月 号，74参 照)。

ある若 い女性が この ように書いてい

ます。「家族の中のだれ もが問題 を抱

えています。 しか しわたしは家族のそ

ばにいて，彼 らを助けようと心がけて

い ます。……家族 として永遠 に一緒 に

いたいか らです。」

わたしたちは若い女性の皆 さん一人

一人が
， 自分の家族 に心 を向けている

ことに大変感動 しています。あ る若 い

女性は，行 く先 々で周 りの人々を幸福

な気持 ちにしてい ます。彼女 はこのよ

うに記 しています。「わた しは家族の皆

がにこやかに生活で きるよう努力 して

い ます。家族が悲 しんでいるとき，再

び彼 らが幸せ を感 じられるように努 め

ています。」また別の若い女性はこのよ

うに語 りました。「教会員ではない家族

と一緒 に暮 らしているので，わた しが

家庭でしている奉仕 は若い女性が福音

に添って生活 しようとする模範 になっ

ていると思います。少 しずつではあ り

ますが，わた しが唯一 まことの教会か

ら受けている祝福 とよい感情 を，家 に

持 ち帰 ってい るのです。」 アフリカで

は，姉 と妹であるガーナの若い女性二

人が，美 しいシオンの歌 を歌い，家族
み たま

に平和の御霊をもたらしています。

家族が全員そろっていないこ とで，

特別な試練 を受ける若い女性 もい ます。

去年の夏 アラス カで，ある若い女性 の

会長 と会いました。この会長の母親は，

彼女 が3歳 の と きに亡 くな りました。

それ以来，彼女 は父親の手によって育

てられ，14歳 のときに教会に入 りま し

た。わたしは彼女に髪の結い方やテー

ブルをきれいに整える方法など，女性

が行 う事柄 について どの ように学んで

きたのか尋ねました。彼女はこのよう

に答 えました。「若 い女性 の指導者 を

観察 していたのです1料 理の上手 な

指導者がいれば，彼女 を見 て自分 もそ

のようにな りたい と思い ました。今で

も，家 を掃 除す る度に，ローレルのア

ドバ イザー の ことを思 い出 します。」

ですから，た とえ皆 さんの家族が完全

でな くても，自分の将来の家族 を思い

描いて，計画す ることがで きるのです。

皆 さんが各 々主婦 になるための訓練

をしているとき，あなたはまさに主が

あなたに望んでい らっしゃることを行

っているのです。若 い女性一人一人の

心 には，いつか妻 とな り母 となること

に対する強いあこがれがあ ります。そ

のような感情は，地上 に来るずっ と以
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前 に，あなたがたの霊 の中では ぐくま

れた ものです。 ヒンク レー大管長はこ

の ように述べてい ます。「大部分 の女

性たちは家庭 や家族の中に最 も大 きな一

幸福 を見いだ し，最 も充実 した気持 ち

を感 じます。」(ゴ ー ドン ・B・ ヒンク

レー，TeachfngsofOordoη.BI五 嘘ck-

1ey『 ゴー ドン ・B・ ヒンクレーの教

え』387)

家 族 に心を向ける11998年 の世界

の祭典では，自分の先祖 を含む，家族

に心 を向けるための数 々の方法が提案

されてい ます。エ リヤの霊 は若い女性

とともにあ ります。世界中に， 自分の

先祖やルーツを探 すことのできる，家

族歴史セ ンターがあ ります。若い女性

は先祖 を探す ことが好 きです。ある若

い女性はこのように書いています。「家

族歴史セ ンターに初 めて行 った とき，

ほん とうは行 きた くなかったのです。

つ ま らない所 の ように思 えたか らで

す。でもコンピューターで 自分の高祖

母の名前を見つけた とき， とて も興奮

してしまいました。」先祖 を探 し，彼 ら

のために神殿 で奉仕を したいと望むと

きに，主の宮 に参入す るこ とか ら得 ら

れる力を知るようになるで しょう。

コロンビアの若い女性の指導者 であ

るマーサ ・メラネズ姉妹はこの ように

記 しています。「わたしたちの神殿は間

もな く奉献され ます。地元 の若い女性

たちが 自分の先祖 のために 〔バプテス

マ〕 を受ける姿 を目にするのは，何 と

すばらしい経験 となることで しょうか。

〔この祭典〕は霊感にあふれているもの

なので，わたしも進んで 自分の家族 に

心を向けています。 これが， ここコロ

ンビアの主の神殿 においてわた したち

が主 にささげる奉仕の業 なのです。」

若い女性 の皆 さんが行って くださる

あ らゆる奉仕 の業 に感謝 しています。
たんのう

世界 の祭典 を引 き続 き堪 能す る とき

に，御霊の力 により強め られてい くこ

とを感 じるでしょう。祈 り，聖文 を読

み，戒めを守 るときに，皆 さんが天の

御父の王家 に属 していて，御父にとて

も愛 されていると，聖霊が ささやかれ

るで しょう。 このことをイエス ・キリ
み な

ス トの御名によって証 します。アーメ

ン。



若い女性

中央若い女性第二副会長

シャロン ・G・ ラーセン

自由の旗

特別な入になるために司令官モロナイのようになる勿要ぱありません。

天の御父力球 め～=おられるのば，皆さんが家庭 仁あっτ，自らの責任

を果た すことざす。天の御父ばそのように計画されたのさす。

＼

1……羅購

、、譲 瓢・

一 一フ ァイ人の司令官 は憤 りまし

一 た。邪悪で野心に満ちた離反者，

アマ リキヤがゴ義 を守るニー ファイ人

の家庭 と家族，国家 を滅 ぼそ うとした

からです。司令官モ ロナイは，自分の

衣 を裂いて，旗 を作 りま した。 その衣

に次 のような言葉 を書 き込み ました。

「我 々の神 と宗教， 自由，平和 ，妻子

のために。」(ア ルマ46：12)そ れ か ら，
さお

彼は この衣 を竿の先に しっか りと くく

り付け，それを 「自由の旗」 と呼び ま

した。全地の至 る所，すべての塔 に，

邪悪な侵入者か ら家族 を守る象微 とし

て， この自由の旗が高 く掲げ られたの

です。

若い女性の皆 さん，皆 さんは，利 己

心，無慈悲，怒 り，争い といった侵入

者か ら家族 を守 ろうと懸命に努力する

とき，「自由の旗」のような存在 になる

のです。皆 さんの掲 げる旗は，平和 ，

愛，家族への奉仕 を象徴 しています。

ある若い女性の言葉 に耳 を傾 けてみ

ましょう。彼女か ら次 のような手紙 が

届 きました。「今，わたしの家族 は，つ

らい時期 を経験 しています。最近ず っ

と，わたしは母親の役割 を果たさなけ

ればな りませ ん。弟の面倒 を見 るため

に放課後の活動 に参加で きない ことも

あ ります。夕食の準備や，食料品の買

い物 のために友達 と外出で きないこと

もあ ります。」手紙はさ らに続 きます。

「で も，この責任が あるか らこそ，母

親になるこ とや，大人 になって，自分

のためだけでなく，ほかの入のために

責任 を果たす ことの意味について，数

多 く学びました。」

自由の旗， 自分 自身の旗 を掲 げると

き，皆 さんは家族 に祝福 を もた らし，

家族 を愛 し，心を配 るためのた くさん

の方法を見いだすことでしょう。

例 えば，娘のシェリーが伝道から帰

って来た ときのことです。わた しは 自

分 の衣服 を竿に付 けていたわけではあ

りませんが，細長 く赤いカーペ ットの

断片 を見つ けたのです。それで， シェ

リーは家 に戻ったとき，玄関まで続 く

赤 いカーペ ッ トの上 を歩 くことにな り

ま した。

だからといって，赤いカーペッ トや，

裂いた衣が必要なわけではあ りません。
まくら

時 として，愛を示す うえで，枕 にたっ

た1枚 メモを残 した り，ほんの1度 ほほ

えんだ り，抱 き締めた りする方が，ほ

か に思 いつ くいか なる方法 よりも効果

的な場合があ ります。

奉仕 によって愛が伝わ ります。

リンゼイは，母親に奉仕 したときに，
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自らの旗を高 く掲 げました。手紙 には

こ うあ ります。 「母 はうたた寝を して

いました。その間に家 の中を掃除 して

しまったのです。母は 目を覚ます と驚

きま した。」 ここで， リンゼイの次 の

言葉 に注意 して くだ さい。「心 の中に

とて も良い気持 ちを感 じました。」 リ

ンゼイの母親 はどう感 じたで しょう。

天の御父はリンゼ イの行い をどう思わ

れたでしょう。

若い女性の皆 さん，わた しは心の中

で皆 さん一人一一人のために赤 いカーペ

ットを広 げ，起立 し拍手 をもって皆 さ

んを称賛 します。

特別な人になるために司令官モロナ

イの ようになる必要はあ りません。天

の御父が求めてお られるのは，皆 さん

が家庭 にあって， 自らの責任 を果たす

ことです。天の御父はその ように計画

されたのです。皆 さんがいなければ，

皆 さんの家族 は違ったものになるでし

ょう。皆 さんはとて も大切 な存在 なの

です。

わた しがまだビーハ イブの年代 のこ

ろ，(あ ま りに古 く， まるで恐竜が地
かっ ぽ

球上 を闊歩 していた時代 まで さかのぼ

る ようなものですが)姉 がはるか遠方

の学校 に通学するために家 を出て行 こ

うとしていた ときのことを忘れません。

わたしは慰めようもないほどに泣いて

いました。姉 はわたしを慰め ようとし

てこう言いま した。「シャロン，泣かな

いで，戻 って来るんだか ら。」するとわ

た しは，涙 でぬれた顔 で姉 を見上げ，

こう言ったのです。「戻 って来るのは分

かっているわ。で も，お姉 さんがいな

い問，一体だれが台所の床ふ きをやっ

て くれるというの。」あのときのわた し

は，いわば，「自分に心 を向ける」 〔訳

注 今年度の若 い女性世界の祭典の

テーマは 「家族 に心を向ける」〕状態だ

った と思います。

やがてわた しは，床の掃除の手助 け

よ り，さ らに大 きなものを失 うことが

あると気づ きました。わたしたちは互

いに必要 な存在です。 ともに支 え合 う

必要があるのです。

それか ら数年の後，この姉がわた し

を気遣 って くれた ことがあ りました。

それは，友人宅 を訪問す るため姉に、申：
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霞謹

中央若い女性集会の説教の中てシャロンGラ ーセン姉妹の用いた視覚資料。保育器て寄り添う未熟児の双

子の姉妹 プリエル シャクソンとキ リー シャクソン。許可を得て掲載。

を借 りる許可を求めたときの ことです。

姉 は同意 して くれま したが，4時 まで

には返す ようにと言いました。わた し

は喜んで車に乗 り，出かけました。 ほ

んとうに楽 しいひとときを過 ごしま し

た。信 じられない ことで したが，時計

に 目をや ると，すで に6時 を指 してい

たのです。わたしが慌てて家 に駆けつ

ける と，姉の姿 はあ りませんで した。

ただ，テーブルの上に，わた しの大好

物のチ ョコレー トケーキと次のような

メモが置い てあ りま した。「心 配 しな

いで。楽 しかったんで しょう。車は何

とか手配で きま した。あなたのことを

大切に思っています。」これこそ，自分

自身の心を家族に向け，自らの旗 を高

く掲 げる とい うことです。 わた しが迷

惑をかけたにもかかわらず，そのわた

しの気持ちを姉は気 にかけて くれてい

たのです。

姉妹たちの間には強い きず ながあ り

ます。兄弟姉妹の間にも強いきずなが

あ ります。そ して親 と子供 たちの問に

も互い を支え合 うきずながあ ります。

お互いに 「救い合 う」強い きずなさえ

あるのです。

以下の話か ら，人に救いをもた らす

そのような力について考 えてください。

数年前 に，双子の女の子，ブリエルと

キリーが未熟児の状態で ジャクソン家

に生 まれました。感染の危険を減 らす

べ く，二人の赤 ちゃんは別々の保育器
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に入 れ られ ま した。体重1キ ロ強 の，

大 きい方の赤 ちゃんキリーは，す ぐに

体重が増え始め， よく眠れるようにな

りました。 しかし，誕生時に体重が1キ

ロに も満たなか ったブリエルは，キ リ

ーの発育 について行け ませんで した。

あ る日，突然， ブリエルは危篤 に陥 り

ました。病状 を安定 させ るために，担

当の看護婦はあ らゆる方法 を試み まし

た。にもかかわらず，酸素の吸入量 は

激減 し，心拍数 は急増 して，ブリエル

はもがいた り， ぐず った りしました。

その ときです。その看護婦は以前 に聞

い た ことのあ る一 つの方法 を思い 出

し，心配す る両親 にこう告げ ました。

「とにか くブ リエル をキ リー と一緒 の

保育器 に入れさせて ください。効果が

あるか試 してみ ま しょう。」両親はそ

の提案に同意 しました。看護婦 はもが

いているブリエルをもう一方の保育器

に静かに降ろし，キリーの横に寝かせ

ました。保育器 の ドアが閉まるやい な

や，ブリエ ルはキリーにす り寄 り，す

ぐに落ち着 きを取 り戻 しました。そ し

て数分 とたたないうちに，ブリエルの

血 中酸素量 は，生後最 も正常な値 を示

しました。ブリエルがうとうとす ると，

キリー はその小 さな手 を自分 よりも小

さい姉 を包み込むように置 いたので し

た(ナ ンシー ・シーハ ン，ASlsterls

HelplngHand「 妹 か らの助 けの手」

『リーダーズ ・ダイジェス ト』1996年5

月号，155-156参 照)。

医者 も看護婦 もともにあ らゆる医学

的，科学的方法 を用 いてその赤ん坊 を

助けようとしましたが， どの方法 も効

果はあ りませ んで した。苦 しんでいる

赤ん坊 を助 け られるのは，その妹 しか

いなかったのです。 これ こそ，兄弟 ，

また家族の一員 にしかで きないことな

のです。

若い女性 の皆 さん，皆 さんの生活 そ

の ものが，邪悪 な侵入者か ら家族を守

るため に大 きな力 となる 「自由の旗」

なのです。皆 さんが最 も愛する人々，

すなわち皆 さんの家族のために，親切

と美徳 そして奉仕の とりで となってい

ただ きたいのです。イエス ・キリス ト
み な

の御名 によ り祈 ります。アーメン。



天使に近い者と
なるために

第二副筥長

ジェームズ ・E・ ファウス ト

善を行うとωう天使のような働ぎにおωご一致 し，義仁劒え湯 くなら，

皆さんなすばち しω女倥になるさしょう。

ば らしい若い女性 の皆 さん とと

すもに この会に出席 で きうれ しく
思っています。今晩は特 に，ゴー ドン・

B・ ヒンクレー大管長 と トーマス ・S・

モ ンソン副管長 をお迎えす る光栄に浴

しています。すば らしい メッセー ジを

下 さったナ ドール姉妹，トーマス姉妹，

ラーセ ン姉妹 に賛辞 を呈 したいと思い

ます。若い女性の皆 さんの コーラスは

すば らしい ものです。 ビデオに関与さ

れた方々，また家族にどの ように仕え

るかについて手紙を書 くようにとい う，

中央若い女性会長会の要請にこた えて

くだ さった方々に感謝の気持 ちをお伝

えしたい と思います。

皆 さんは，前世 において霊 として存

在 していた ときに，義にかなった選択

をしたために，女性 が多 くの 自己実現

の機会 に浴す ることがで きるこの時代

に地上 に生を受けるように定め られま

した。 この会場 に集 っている皆 さんの

中に， わた しのかわいい孫娘たちの顔

も見えます。皆 さんの多 くはわた しの

孫たちと大体 同じ年代だ ということに

気づ きました。 また，ある人が祖父母

について話 した言葉 を思い出しました。

「お じいちゃん，おばあちゃんというの

は，甘やか し放題にす る人，うるさい

くらいに心 配す る人，そ して50歳 以上

の人。」1今 晩は皆さんを自分の孫だと

思って，お話 ししたいと思います。皆

さんの愛 らしい顔は， これから立派 な

女性 に成長 してい くつぼみのような魅

力的な雰囲気にあふれてい ます。

尊い若い女性の皆 さん，まず，あ ら

ゆる意味 において徳高い生活 をしなけ

れ ばな りません。徳 とい う言葉 には，

道徳的に優 れていること，正 しい行動

と考え，人格 的に優 れていること，女

性 としての清純 さな ど，様 々な意味が

あ ります。大管長会は次のように述べ

ています。 「清い若者，それは何 と輝か

しく，天使に近い もので しょう。その

ような若者は，この世 において言葉 に

尽 くせ ぬ喜びを味わい，次の世 におい

て永遠の幸福 を得 ることで しょう。性

的な清 さは，若者の最 も大切な宝です。

それ は，すべての義の基なのです 。」2

これは，若い女性の道徳的な高潔 さは

天使に等 しいという意味です。3ま た徳

圭備塵Lた女性，すなわち 「多 くの人々

の中にあってひ ときわ輝 く徳を備えた

女性」でなければ，髄 女性 になる
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ことはで きません。4善 を行うという天

使 のような働 きにおいて一致 し，義に

飢 え渇 くなら，皆 さんはすば らしい女

性 になるでしょう。救 い主は 「まず神

の国と神 の義 とを求めなさい」 と言わ

れました。5も し，それができていない

としたら，ほかのどの ようなことよりも

重視 して考える必要があ ります。

皆 さんは，映画，本，音楽，雑誌 ，

イ ンターネ ッ ト， ラジオなどによる，

露骨な性 的不道徳 の攻撃 に常にさらさ

れてい ます。世の中は 「だれが賢い妻

を見つけることができるか，彼女は宝

石 よ りもす ぐれて尊い」6と いう教訓を

忘 れて しまっているようです。また尊

い若い女性の皆さんは，神の娘である

ということも申し上げてお きます。神

は皆 さんを愛 してお られます。皆 さん

は神によって創造された貴い存在です。

皆 さんの高潔 さと自尊心は，デビッド・

0・マッケイ大管長が語 った次の言葉を

きっと思い起こさせて くれるでしょう。

マ ッケイ大管長は，すべ ての 「女性は

自分 自身の体 を神聖 に保 たなければな

らない」7と 言いました。

若い女性 の皆 さんは，次の ことをは

っ きりと理解 してお く必要があります。

交際 している若い男性が， もし道徳的

な罪の中にいるな ら，その人は皆 さん

を尊 び敬 うことはないで しょう。 ここ

で，罪の中にいる方々に申し上げます。

神 は悔い改めた人の罪 は 「思い起 こさ

〔れ〕 ない」8こ とをはっき り理解 して

いただきたいと思います。悔い改 めと
ゆる

赦 しへの道は，両親と監督 のもとへ行

くことから始ま ります。

わた しは，皆 さん一人一人が大 いに

価値 のある人物 にな り，この世におい

て も永遠の世 においても自分の能力 を

伸ば してい く徳高い人 になるように望

んでいます。皆 さんは女性 として，男
たまもの

性 にはない，独 自の賜物を数多 く授け

られて，この世 に生を受けました。

スペ ンサー ・W・ キンボール大管長

は，男性 と女性のそれぞれの役割につ

いて，次のように述べています。「この

地上に来 る前のことを考 えてみて くだ

さい。忠実な男性が神権に関す るある

種の責任 に予任 されていたのと同 じよ

うに，忠実な女性に も何 らかの責任が



課せ られてい ました。それが何である

のか今す ぐには思い出せ な くて も，か

つてわた したちが同意 した栄えある事

柄を変えることにはな りません。皆様

には，わたしたちが預言者や使徒 とし

て支持 している人 々と同じように，前

世で与え られた務めを果たす責任があ

るのです。……たとえ男女の永遠の役

割が異なっていても，男性 と女性が と

もに進歩す るとい う点で多 くのなすべ

きことが残 されています。」9

この言葉 は，男性 も女性 も，この世

に誕生する前に幾つかの決意を してい

ること，また，それぞれに異 なる，す

ば らしい賜物 を豊かに授 けられて この

地上 に来ることに同意 したのを示 して

います。わたしたちは，男性 も女性 も，

それぞれの方法で，またそれぞれの責

任の中で，大いなる働 きをなす ように

求められてい ます。

皆 さんは何 から始めたらいいのか と

思っていることで しょう。まず 自分が

してみたいと思 うすべ ての ことを挙 げ

るのではな く，どうしてもやってみた

い と思 うことを考 えて くだ さい。人生

の中で絶対に経験 してみたい と思 う事

柄を2，3選 んで ください。大切な事柄

を成 り行 きに任せ るようなことはしな

いで ください。次 に，家 族，教会，地

域社会に奉仕す ることにより，人々に

対 して どのような貢献がで きるのかを

考えて ください。 また， 自分が人生の

中で何を求め られているのかについて

考えて ください。 どれも価値のある事

柄です。わた したちは多 くのことを期

待 されてい ます。男性の ようにな りた

いというの は，答 えにはな りません。

むしろ，その答 えは，自分が一体何者

であるかとい うこと，また，御父 と交

わした誓約 を守 り，神の子供 としての

可能性 に恥 じない生活 をする とい うこ

との中にあ ります。

現代社会において女性は何 をなすべ

きか，何 をなすべ きでないか とい う点

について騒 ぎ立てる数多 くの相争 う声

を信用 してはいけません6特 に声 を大

にして叫んでいるのは，女性 としての

役割に不満足 とい うよ りは，自分 自身

に対 して満足 できない人，また，生活全

般に対 して不満を抱いている人々です。

幸福 を求め， 自分が何者 であ るかを

探求 してい く中で，決 して欺かれない

ようにして ください。皆 さんが これま

で見てきたお母 さんやおばあさんの生

き方は時代遅れで，魅力に欠 け，退屈

で，単調な苦労ばか りと，説得 しよう

とする人がいるか もしれ ません。それ

は確かに古風 だったか もしれませ ん。

また変化がな く，時 には苦労の多い仕

事で した。 しか し，皆 さんのお母さん
.
や おばあ さんは，気高い愛 と女性 とし

ての崇高な思い を表現 した歌 を歌 って

きました。そして，わたしたちを養い，

教えてきました。単調で苦労の多 い仕

事を，この上なく貴い仕事 に変 え，その

働 きを神聖なものにしてきたのです。

皆 さん自身が 「家事」だ と思 うなら，

そのすべての仕事が 「家事」にな りま

す。 日常 は，心 をい らだたせ る仕事，

また型 には まった魅力 のない仕事 とと

もに，満足感 ももた らして くれ ます。

それは法律事務所で も病院の薬局で も

実験室 でも商店で も同 じことです。 し

か し，家の中を整 える仕事以上 に大切

な仕事 はあ りません。C・S・ ルイス

はこう述べてい ます。「主婦 の仕事 は

……ほかのすべ ての仕事の基になる も

のである。」1。

現在ステークの若い女性の会長 とし

て奉仕 してい るカレン ・グ ラハムは，

自分 自身の生活の中において家事を行

うのに必要な技術の大切 さについて次

の ように書いてい ます。

「わた しが高校3年 ，17歳 の ロー レル

だったときのことです。学校か ら帰宅

する と，母が脳出血でまった く突然に

亡 くなっていました。 わた しの二人の

姉はすでに結婚 していて，遠 く離れた

所に住 んでいました。そのため，悲 し

む父 と12歳 と13歳 の二人の弟がいる家

の世話 をするのはわた しの仕事 にな り

ました。

それからの2年 半，洗濯，食料品の買

い入 れ，食事の支度など，家の中の仕

事はわた しが しました。……生活費の

管理 を17歳 の子供に任せる とい うよう

な ことが想像で きるで しょうか。優 し

い父は，思いや りのないこ とを言った

ことは一度 もあ りませんで した。洗濯

を して 白のワイシ ャツをピンクに して

しまった り， ひどい料理を作って しま

った りしたときで も，父は決 して不平
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を言った りは しませ んで した。高校 の

友達は皆，卒業後の生活 をいろいろ と

計画 してい ました。ユ タ州立大学へ行

くという人たちもい ました。……わた

しは以前 にリックスカ レッジに行 きた

いと考 えた こともあ りましたが，家族

の状況を考 え，家に残 って父や弟たち

を助ける道 を選 びました。

母が亡 くなってか ら2年 後，わたしは

帰還宣教師のギャリー と交際を始め ま

した。2度 目のデー トの ときに，彼 はわ

たしに，土曜 日にはどのようなことを

しているのか と聞いて きま した。……

一 日中
，掃除を した り，買い物 をした

り，洗濯をした りしているというわた

しの話 を聞いて，彼は少 し驚 きました。

彼 はわた しを家 の中の ことにかか り切

りの人間だと思ったようです。半年後

に， このす ばらしい男性 はわた しを神

殿 に連れて行 き，それか ら二人の新 し

い生活が始 ま りました。彼 は料理の仕

方や家計のや り繰 りの仕方を知ってい

る女性 を妻にしたことを喜びました。

結婚 してか ら1年後のある日の晩，結

婚 して問 もない幾人かの友人たち と食

事を しました。何組かの夫婦が，結婚

生活 にな じむためにかな り苦労 をした

とい うことについて話 し始 めま した。

ギ ャリー とわた しはそんな話が信 じら

れず，思わず顔 を見合わせて しまいま

した。結婚生活 にな じむ?わ た した

ちには， どういうことなのか分か りま

せんで した。わたしたちの最初の1年 は

とて も穏やかに過 ぎてい ました。後で

話 し合 って分かったのは，それは，わ

たしが結婚前に家事の仕方 を覚 えてい

たか らだとい うことで した。……わた

しは料理や洗濯，家計管理.などの こと

で失敗 しても，あれ これ悩んで，ス ト

レス を感 じた りす ることはあ りません

で した。父が優 しく，また忍耐強 く賢

明に，すべて を見守 っていて くれたの

です。ですから，ギャリー とわたしは，

お互いの関係 だけに気持ちを集 中させ

ることができました。それはとて もす

ば らしいことで した。 自分の関心 を二

の次 にして，家族の必要を考 えたこと

が，後 になって大 きな祝福 となって返

ってきたのです。」U

彼 女が この大変なときに父親のため

に働いたことは，皆さんが立派 な女性

になるための大切 な準備 としている善

を行 うとい う天使の ような働 きの一つ

なのです。

今の時代の女性たちは，一部の人々

か ら，蓄財，旅行，結婚，子育 てをす

べ て行い，社 会にあっては自分 自身の

仕事を持つ ようにと勧め られています。

主体性 を確立 し，主に仕 え，教育 を受

け，才能を伸ば し，家族 に奉仕 し，で

きれば 自分 自身の家族 を作 るというこ

とは，確か に女性が幸福 になるための

大切な要素です。

しか し，皆 さんはこれ らのすべて を

同時にうま くこな してい くことはで き

ませ ん。パ ン屋に並んでいるパ ンを一

度 にすべて食べ るこ とはで きませ ん。

そんなことをすればお なかを痛めてし

まいます。妻，母親，教会 の召 しを受

けている者 ，職業人，社会 における奉

仕者な ど，いずれの分野 において も，

同時に100パ ー セントの力 を出し切ると

い うことはできません。 これらすべて

の役割 をうまく調整す るには， どうし

た らよいので しょうか。わたしが皆 さ

ん に提案 したいのは，順々に行 うとい

う方法です。

「順 々に行 う」 とは，一つ のこ とが

済んだ ら，次のことに移 るというよう

にして，物事を進めるという意味です。

伝道の書にこう書かれています。「天が

下のすべての事 には季節があ り，すべ

てのわざには時がある。」12家族 の世話

をす るという女性の伝統的な役割に対

して，異義 を唱える声 がますます強 く

なっています。 しか し，妻や母親 とし

ての役割は皆 さんの心の中心を占める

ものであ り， また，皆さんの中にはそ

の役割 を果 たしたい という強い望み も

あ ります。 ほとんどの女性 は生来，善

良な男性を愛 したいとい う望みを持ち，

またその ような人に愛 されたい とい う

望みを持ってい ます。そ して，神か ら

与え られた母親 また養育者 とい う，女

性特有の奥深い感情 にこたえたい と望

んでい ます 。幸いにして多 くの女性は，

男性 のように生涯にわたって行 う仕事

を見つ けなければな らない立場 にはあ

りません。女性 は幾つかの関心事 を，

人生のいろいろな時期 に組み入れてい
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くことができます。

姉妹 の皆 さんに，この地上 において
たまもの

義の業を推 し進めるため， 自分の賜物

や才能のすべ てを伸 ばす ようにお勧め

します。皆 さんが，自分 にできるすべ

ての知識 を身に付けるように願ってお

ります。で きるか ぎり有益な技術 を身

に付 けるように して くだ さい。ただし，

その ことだけにか まけて，最 も大切 な

もの を犠牲 にして しまうことがないよ

うにして くだ さい。そ うでないと，人

生の様々なすば らしい機会 を見失 って

しまうことになりかねません。

ファウス ト姉妹 とわた しは娘たちに

教育を受けるように熱心に勧 めました。

それは，家庭の中の仕事 に役立つ とい

うだけでな く，いざ というときには，

生計 を立てることがで きるように備え

させ るためで した。大学や専門学校へ

行 くことはす ばらしい体験です。お金

も必要です し，努力す るこ とも，時間

も求 められます。 しか し，それによっ

て，職 を得 るのに必要 な技術 を身に付

ける備えがで きるのです。

若い女性の皆 さんが どのような教育

を受けたらよいか を，わた しが言 うこ

とはできませ ん。それ は皆さんが 自分

自身で決めるべ きことだか らです。皆

さんには選択 の自由が あ ります。皆 さ

んはいずれ， 自分 にで きるすべてのこ

とを学び，才能を伸ばすために懸命 に

勉強 しなければならな くなります。ほ

んとうに価値 あるものを得るのは容易

なことではあ りません。わた しは皆さ

んに，何が一人の人間としての主体性，

有意義な目標，幸福 をもた らすか を伝

えたいだけなのです。 わた しはまた，

自分の可能性 を伸 ばし，価値のある人

間にな り，立派な女性 となるよう皆さ

んにチ ャレンジします。ほとん どの皆

さんの家庭 には，立派な女性の模範 と

なる人がいます。ですか ら，皆さんは
なら

その手本 に倣 って ください。

皆さんは 「成長するわた し」のプログ

ラムの中で，若い女性 として様々な計画

を実践する機会を与えられています。ユ

タ州センタービルのアンナ ・ニコルスと

い う若い女性 は， 自分 自身の特別な体

験について次のように書いています。

「わたしは去年，，ローレルのプログラ



ムをしましたが，それを通 して，前に

は全然知 らなかった祖母 をとて も身近

に感 じられるようにな りました。祖母
がん

は，わた しの母が5歳 のころにひ どい癌

で亡 くな りました。母 は昔のスライ ド

や手紙を集めた ものを大切 に保管 して

いました。わた しはそれを全 部見せて

もらい，その中か ら，祖母 とその家族

が写っている写真，それに，祖母が亡

くなる前 に自分 の考えていることを妹

にあてて書いた手紙を選 び出しました。

わたしはそれを祖母の思い出として，

1冊のスクラップブックにまとめ，祖父

に渡 しました。1ペ ージ，1ペ ージそれ

をめくり，それぞれの写真の思い出を

話す祖父 の顔を見 なが ら，わた しはと

て も厳粛 な気持 ちを感 じました。わた

したちは一緒に涙 を流 しました。祖父

は祖母を失ってとて も悲 しい思 いをし

てい ますが，このスクラップブ ックが

ほんの少 しではあ りますが祖母 を再び

祖父の生活の中によみが えらせた よう

でした。

わた しはこのス クラ ップブ ックのお

かげで，祖母 との問に個人的な関係が

できました。祖母の霊 を身近 に感 じて

います。わた しが困 っている ときに，

祖母はわたしを守 り，助けてきて くれ

ま した。わた しは祖父の家 に行 くと，

いつ も，祖母のことやいろいろなこと

を話 します。今では祖父の ところへ行

って，一緒に時問 を過 ごすのが とて も

楽 しみです。」13

こ こでもう一度強調 したいと思いま

す。何 をする場合に も， まず神の国と

神の義とを求めるようにして ください。14

無 条件 で，救 い主，またジ ョセブ ・ス

ミス，ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管

長 を，神 に選 ばれた方 々として受け入

れて ください。神が召 し聖任 された指

導者を信仰 と祈 りと実際の行 いに よっ

て支持 しようとしない人は，男性 であ

れ女性 であれ，神 によって高 めていた

だ くこ とはで きませ ん。ですか ら，若

い女性 の皆さん，教会 において，また

家庭において，神権 によって自分たち

を導 く人を支持 して ください。

神権の力 による指導を受 けるのは，

自分たちの選択の 自由を損 なうことに

なると考 える人がいるか もしれません。

L

神権の権能は強制や強要，不正 な支配

によって行使 されるものではあ りませ

ん。スティーブ ン ・L・ リチ ャーズ副

管長はこう述べてい ます。「わた したち

の一致は，義の原則 による全体の一致
み たま

と，御父 の御霊 の働 きに対する教会員

の一致 した対応か ら生 じるものです。

それは恐れか ら生 じる ものではあ りま

せん。 しか し，ただ一つの例外があ り

ます。その例外 とは，わた したちの働

きの導 き手である神.の不興を買 うこと

への恐れです。」15

教会の指導者 に従 うことは，主が常に

御 自身の教会を導いてお られることに

対す る信仰の表 れです。それは神の摂

理の原則 を進んで受け入れることです。

皆 さんはいつか， 自分 自身が持つ女

性 としての 自然 な本能にこたえなけれ

ばならなくなります。預言者ジ ョセブ・

スミスは，それは皆 さんの天性 と調和

の取れた ものであ ると言ってい ます。

「皆 さんが 自分に与え られている特権

にふ さわしい行動 をするなら，天使 を

友 とすることも差 し止め られな くな り

ます。」16皆 さんはこれ らの本能と善を

行 うようにとのささやきに進 んで こた

える必要があ ります。心 を静 め，聖霊

の ささや きに耳 を傾 けて・ください。前

世において，皆 さんの心の奥深 く神 に

よって植 え付 けられた気高 く直観的な

感情 に従 って くだ さい。そ うすること
み たま

によって，皆 さんは神の聖なる御霊 に
きよ

こたえ，真理 によって聖め られる よう

にな ります。また，永遠の誉れ と愛 を

受け られるようになるのです。皆さん
あわ

の行 いの多 くが，愛 と憐 れみ に対す る

そのすば らしい力によって，人々を豊

かにすることで しょう。

最後 に質問 したい と思います。皆 さ

んは どうしたら立派 な女性 になること

がで きるのでしょうか。皆 さんは自分

自身の気高い女性 としての愛 と憐 れみ

の天性 に磨 きをかけ， まず 自分の家族

に，それか らほかの人々に対 しで階し

みな く実践す る必要があ ります。皆 さ

んが，明 らかにされたイエス ・キリス

トの福音の枠の中で常に義 に飢 え渇 く

ように願ってい ます。善を行 うとい う

天使 の働 きをなす ときに，皆 さんが永

遠の将来に対する展望を持つ ように望
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んでいます。それは，皆 さんを立派な女

性 にするだけでなく，最終的には永遠の

世界において女王 とすることで しょう。

わた しは，主の祝福 が若い女性の皆

さん一人一人の うえに注がれ，詩篇の

作者が述べた ように 「み言葉の声 を聞

いて， これ を行 う」17主 の使い となる

ように願っています。皆 さんが心の中

に義 にかなった望み を持つ ように祈っ
み な

て い ま す 。 イ エ ス ・キ リス トの 御 名 に

よ っ て ， ア ー メ ン。
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チ ャーチ ・ニ ュース

七十人に召された新幹部

第諭瓢謙瞥膝箋誕
員に，13人 の中央幹部が七十人第二定

員会会員に召 された。また，16人 の新

たな地域幹部七十人が七十人第三，第

四，および第五定員会会員 に召 された。

シェル ドン ・F・ チ ャイル ド，クエ

ンテ ィン ・L・ ク ック， フランシス

コ ・J・ ビーナスの各長老 は，七十人

第二定員会から七十人第一定員会 に召

された。3人 とも1996年4月 に七十人第

二定員会会員 として支持 されている。

七十人第二定員会 に召 された13人 の

中央幹 部 は， ア トス ・M・ アモ リン，

E・ レイ ・ベイ トマン，バル ・R・ クリ

ステンセン，ロナル ド・T・ ハルバーソ

ン，アール ・M・ モ ンソン，メリル ・

C・ オークス，H・ ブライアン ・リチャ

ーズ
，ネッド・B・ ローシェイ，D・ り

一 ・トブラー
，ゴー ドン ・T・ ワッツ，.

ス ティーブン ・A・ ウエス ト， ロバ ー

ト・J・ ホエ ットン，レイ ・H・ ウッ ド

の各長老 で， ブラジル， メ リー ラ ン

ド州，オハ イオ州か ら1人 ずつ，テキ

サス州 か ら2人 ，ユ タ州 か ら8人 が召

された。

16人 の新たな地域幹部七十人 は，以

下の各長老である。 フィリピン ・ミク

ロネシア地域 を担当するヘンリー ・F・

アセベ ド，メキシコ南地域 を担当する

ホア ン ・A・ アルバ ラデポ，フィリピ

ン ・ミクロネシア地域 を担 当す るモデ

ス ト・M・ アミスタッド・ジュニァ，南

アメリカ北地域 を担当するホラシオ ・

P・ アラヤ，チリ地域 を担 当す るグス

タボ ・A・ バ リオス，北 アメリカ西地

域 を担 当するクレイグ ・A・ ブロック，

ブラジル地域 を担 当す るアデマール ・

ダミアニ，フィリピン ・ミクロネシァ地

域 を担 当す るエ ドガルゴ ・E・ フェル

ナン ド，ヨーロッパ西地域 を担 当す る

フランツ ・R・ ガーグ，南 アメリカ北

地域 を担当する ダニエル ・L・ ジョン

ソン，.チリ地域 を担 当す るウィルフレ

ッド・R・ ロペス，ブラジル地域 を担

当す るジャイロ ・マッザガルディ，北

アメ リカ南 東地域 を担 当す る ジェズ

ス ・ニエ ビス，メキシコ北地域 を担 当

するア ドリアニ ・オチ ョァ，アフリカ

地域 を担 当す るエマニュエル ・0・ オ

パレ ・シニア，南アメリカ北地域 を担

当す るウィリー ・F・ ズズナガ。

***

七十人第：=定員会

ア トス ・M・ アモ リン長老

七
十人第二定員会のア トス ・M・

アモ リン長老 は，多 くの人が予

想するような退役陸軍将校 ではあ りま

せん。ブラジルの最高軍事法廷のチー

フス タッフとして働 くチ ャンスが訪れ

たときも，アモリン長老はその誘いを

断 り， リオ ・デ ・ジャネイロ州 レセン

デの 自宅で 「庭仕事」 にいそ しむ方を

選 びました。アモ リン長老はその美 し

さに引かれて花 を育てています。また，

「朝夕 に，楽 しげに庭 で さえず る鳥 た

ちの声を聞 くのが好 き」 なので， 自宅

の周 りを自由に飛 び回る鳥たちに，え

さを与えています。

アモリン長老はどこで仕 えるか より

も，どう仕 えるか とい うことに， より

心を向けてい ます。アモリン長老はサ

ンパウロ神殿の神殿長 を解任 された後，

ワー ド長老定員会第二副会長 として召

され，「その召 しを受 けて とて も幸福

で した。」 なぜ な ら， どんな召 しで あ

ろうと，アモリン長老 は天の御父の子

供たちと働 くこ とが好 きだか らです。

そ うした愛の始 まりは，少 な くとも

アモ リン長老が1972年 にバプテスマを

受 けたころにさかのぼ ります。 アモ リ

ン長老 は心 に変化が生 じていることを

強 く感 じましたが，言葉 に表す ことは

依然難 しい感情で した。で もその 日，

自分が生 まれ変 わったことを長老は知

っています。

アモ リン兄弟 を教会員 として確認 し

て，将来この新会員が伝道部長 になる
けんそん

だろうと言った謙遜な宣教師のことを，

彼 は覚えてい ます。後にアモ リン長老

は，ブラジルのフォル タレザ伝道部 を

管理 しています。 また，地方部長 とし

ても働 き，軍の任務で転勤す る間には，

現在ではステークとなった幾つかの小

さな支部で支部長を務めました。

アモリン長老は1932年6月14日 リオ ・

デ ・ジャネイロで生 まれ，1957年5月

31日 にマ リア ・ア リス ・フェラオ姉妹

と結婚 しま した。夫妻は1978年 に ワシ

ン トン神殿で結び固めを受けています。

息子2人 と7人 の孫に恵 まれています。

アモ リン長老は次の ように語ってい

ます。アモ リン姉妹 は，「主 に仕 える

ために，いつ もよくわた しを助けて く

れ ました。」姉妹 も，今 回の新 しい召

しに対 してアモ リン長老が抱いている
い けい

畏敬の念と幸福感を抱いています。な

ぜなら，「妻は教会で奉仕することを
あかし

愛 し，とて も強い証 を持ってい るか ら

です。」

アモリン長老は，奉仕によって 「主

の業に携わる喜 びを表せるよう望んで

い ます。わた しは教会の仕事が好 きで

す し，人々を愛することはわた しに と

って とて もたやす い ことです 。イエ

ス ・キ リス トに対 す るわた しの証 を，

みんな と分かち合いたいのです。それ

が，わたしの一番の望みです。」
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E・ レイ ・ベ イ トマン長老

イ ・ベ イ トマ ン 長 老 と マ イ ラ ・

レベイ トマ ン姉妹 は，36年 間の結
婚生活のほ とんどを故郷のユ タ州か ら

離れて， カリフォルニア州，ニ ュー ヨ

ーク州， コロラ ド州， ミズーリ州で過
しんせき

こしました。「いつ も親戚 とは離れ て

・暮 らして きたので
，わた したち家族 は

とて も親密 な関係にあ りました」 とベ

イ トマ ン長老は語 ります。「毎年ユ タ州

を訪れてい ましたが，滞在 中出席 した

どのワー ドも自分たちの家族の ように

なりました。そ して，福音 はわた した

ちの生活の中心に位置 していました。」

E・ レイ ・ベイ トマ ン長老 はユタ州

サ ンデ イの出身で，1937年10月20日 マ

ーロン ・サ ミュエル ・ベイ トマ ンとメ

ア リー ・アームス トロング ・ベイ トマ

ン夫妻の間に，4人兄弟の三男 として生

まれました。ベイ トマ ン長老 は当時 カ

ナダ伝道部内にあった トロン トで1957

年か ら59年 まで伝道する前にブリガム・

ヤ ング大学 で学び，帰還後 はユ タ大学

へ進み，ビジネスを勉強 しました。

大学在学 中に，ユ タ州モ ンティセロ

出身のマイラ ・ドリーン ・オデ ッ ト姉

妹 と出会いました。二人は1961年11月

11日 に，ユ タ州 ソル トレーク ・シティ

ーで学生結婚 し
，カリフォルニア州サ

ンフェルナ ン ド ・バ レー に移 りま し

た。 レイは，そ こで見つけた最初の仕

事， ブ リス トルマ イヤーズ ・ス クイ

ブ ・カンパ ニーの営業職で成功 を収 め

32年 問その会社に在籍 しました。

七十人に召 されたときは，カリフォ

ルニア州カールスバ ッド伝道部の部長

壷務 めていましたが， これまでベイ ト

マ.ン長老は 日曜学校教師，監督，複合

地区福祉デ ィレクター，ステー ク伝道

部長，ステーク高等評議員 として も働

きました。

ベイ トマン夫妻には5人 の子供があり，

3人 の娘 と2人 の息子がいます。そ して

9人 の孫に恵 まれま したが，現在 は8人

です。

「かわいい孫娘はわずか9日 間の命 で

した」 とベイ トマ ン長老は語 っていま

す。「しか し， どれほ どわた したちが

彼女を身近に感 じるこ とがで きたかを

考 える と，驚 くばか りです。わた した

ちは彼女が今 いる所にたどり着 けるよ

う，今 を大切 に生 きたいと思っていま

す。」

1997年7月 カリフォルニア州サンディ

エ ゴ神殿で，ベ イ トマン夫妻 は末の二
はんりょ

人の子供たち と，その伴侶 との結び固

め に立 ち会いました。 「5人の子供たち

とその伴侶 と一緒に神殿 に入ったのは，

その ときが初 めてで した。そこでわた

したちの心が通い，また孫娘 も近 くに

い るこ とを感 じました。それは，すば

らしい経験で，天国をかいま見た よう

で した。」

バル ・R・ ク リステンセン長老

幼
い ころ 日曜学校 で，バ ル ・R・

クリステ ンセ ン長老 は，自分が

この世 で唯一まことの生ける教会に属

してい ることを教 え られ ました。 「そ
あかし

の瞬間，わた しはその証に確信 を持 ち

ました」 とクリステ ンセ ン長老は回想

してい ます。「当時の教室や教師 ，そ

してここが真実の教会であるとい う確

信 をどのようにして得 たのかも覚えて

い ます。そのことに疑い を持 ったこ と

は人生で一度 もあ りませ ん。」

バ ルは，1935年9月27日 ユ タ州 フーパ
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一で
，レオナー ド ・リグビー，ジャネ

ッ ト・ロー ・リグ ビー夫妻の間に生 ま

れ，農家で育ち ました。「父 はわた し

が幼 いころ亡 くなったので，早 くか ら

働 くことを学 び，動物の世話 をし，作

物を植 え育て，農場 を経営す るこ とを

学び ました」 と語 ります。 「今で はひ

とり親家庭 と呼ばれる，そんな環境の

中で育つ ことは，ある意味でチ ャレン

ジだった と思 いますが，愛情や関心 を

示 されなかったと感 じた ことはあ りま

せん。」

1955年 か ら1957年 まで カナダ西部で

伝道後，バルはユ タ州立大学で英語の

学士号 と中等教育教育管理の修士号 を

取得 し，続けてミシガン州立大学 で博

士号 を取得 しました。 クリステンセン

長老 は高校生 のときに，缶詰工場 で将

来の妻 となるルツ ・アン ・ウッ ド姉妹

と出会 っています。二人は1958年 に ソ

ル トレー ク神殿 で結婚 し，5人 の子供

と16人 の孫に恵 まれてい ます。ク リス

テンセン兄弟 は，軍隊で数年 間働 いた
きょうべん

後，高校 で教 鞭を執 り，その後ユタ州

オグデンにあるブ リガム ・ヤング大学

の生涯教 育セ ンターに勤務 しま した。

1965年 に はユ タ州立大学で採用 され，

1996年 に退職 した ときは学生サービス

部門の副学部長で した。

クリステンセン長老 はこれ まで，地区

代表，ステーク会長，ステーク副会長，

高等評議員，監督，副監督を歴任 して

きました。1996年 の7月 か らは，アリ

ゾナ州 フェニ ックス伝道部の部長を務

めていました。「わた しの心 と思いは，

いつ もこの召 しの ことでいっぱいでし

た」とクリステンセン長老は語 ります。

「将来，教会 の指導者 になるであ ろう

200人 以上 もの宣教師の前に座ることは，

とて も霊的な経験で した。わた したち

は彼 らを愛 してい ます。そ して，集会

では度 々，わたしの好 きな 『共に愛 し

合え』 を一緒 に歌います。宣教師の犠

牲 と，彼 らを送 り出すために払って く

れた家族 の犠牲 に感謝 しています。」

***



ロナル ド・T・ 八ルパー ソン長老

ナ ル ド ・T・ ハ ル バ ー ソ ン 長 老

口 は次の ように話 しています。「わ
たしはこれまでの人生の中で，非常 に

み て

祝福 され主の御手の働 きを 目にしてき

ました。また，従順 な生活をす るなら，

福音が幸福 と喜びをもた らす ことも学

んできました。」

ロナル ドは，マーロー ・ハルバーソ

ンとヒルダ ・トム リンソン ・ハルバ ー

ソン夫妻の4人 の息子の中の第3子 とし

て，1936年12月18日 に，ユタ州オグデ

ンで生 まれ ました。オグデ ンで成長 し

た彼は，後にウェーバー州立単科大学

(現在 は総合大学)に 進み ，そ こで，

ユ タ州 フーパ ー出身のリンダ ・ケイ ・

ジェンセン姉妹 と出会いま した。1957

年 か ら59年 に か けて，彼 はノル ウェ

ー ・オス ロ伝道部で宣教師 としての召

しを果 たしました。そ して，伝道を終

えた後，ユ タ大学在学中の1960年10月

13日 に ソル トレー ク神殿において リン

ダと結婚 しました。今二人には息子4

人 と娘1人 ，そ して孫が11人 い ます。

ユ タ大学卒業後，ハ ルバーソン長老

は父親の経営す るマーロー配管 ・暖房

社で働 きました。間 もな く彼 は， 自分

の事業の才能に気づき，兄弟 と一緒 に，

ハ ルバ ーソ ン ・メカニ カル社：，H&H

メ カニ カル社，RHYCO社 を発足 させ

ました。

ハルバー ソン長老は政治の分野で も

活発に働 き，州議会の下院 と上院で通

算16年 聞(1966年 か ら82年)議 員 とし

て務めた経歴 があ ります。 また約10年

問，ユ タ州建築委員会 の委員長， ウェ

ーバー州立大学の理事会の会員 として

も働いています。

ハルバー ソン家族は，スキー，スノ

一モ ー ビル， デザー トサイ ク リング ，

(砂漠地帯で行うサイクリング)，釣 り，

狩猟 など野外でのスポーッや活動 をよ

く楽 しんでい ます。 また，馬の飼育 と

調教 もしています。

ハ ルバーソン長老 は教会の召 しも熱

心に果た し，その熱心 さは，個人的に

もまた社会 的にも多 くの人々にその名

を知 られています。ハルバー ソン長老

はこれまでに，ステーク会長，ステー

ク副会長，地区代表， また1990年 か ら

93年 にかけてはノルウェー ・オスロ伝

道部の部長，そ してユ タ北地域におい

て七十人第五定員会会員 として召 しを

果た して きました。

ハ ルバーソン長老 は次のように話 し
あかし

ています。「わた しの証 は，ここにも少

し，そこに も少 し，教 えに教 えを加 え

られて強め られて きました。そ して長

年にわたって個人的に数々の霊的な体

験をす る特権 に浴 してきました。わた

しは，イエスがキ リス トであ られ，人

はキ リス トによる以外 に御父のみ もと

へ戻 ることはで きないとい うことに対

して，非常に強い証 を持 っています。」

アール ・M・ モンソン長老

一ル ・M・ モ ンソ ン長老 は神殿

ア あかし

につ いて強い証 を持 っています。

教会の神殿 ・特別事業部門のディレク

ター として働 いていたときに，モ ンソ

ン長老 は大管長会の管理の下，神殿の

建築 と設計の業務 を担当 しま した。モ

ンソン長老は次のように話 しています。

「わた しは程 な く，この地上 には神殿

が使われた り，建設された りするのを

望 まない強い力があるの に気づ きまし

た。 しか し，いったん主がお望みにな
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ると，わた したちが信頼 しさえすれば，

神殿 の建設 とその使用 について道が見

いだせ るように主御 自身が助 けを与 え

て くだ さるのです。」 一

1932年7月26日 に ，ユ タ州ソル トレ

ーク ・シテ ィー に生 まれたモンソン長

老は，活発 な末 日聖徒の家庭の中で成

長 しました。恵 まれた環境 の中で育 っ

たにもかかわ らず，モ ンソン長老は「そ

れで も，証は自分 自身で得なければな

らないものです」 と語 っています。 モ

ンソ ン長老は青少年 のときに祝福師の

祝福 を受け ましたが，それは非常に重

要な体験 とな りました。「わた しはその

前によ く準備 を し，幾つか重要 な事柄

について答 えを求めてい ました。そ し

て，祝福師が祝福の中でその答 えを示

して くれたのです。それは力強い体験

で した。」

朝鮮戦争の ときにはアメ リカ陸軍の

軍人 として2年 間従 軍 しま したが， こ

の時期に彼 は歩兵 としての訓練を受け，

福音 と家族へ の感謝の思いを新 たに し

ました。「自分に与え られていたすべ

ての ものに対す る理解の 目が突然開か

れたのです。それ までわた しは， 自分

が どれほど大 きな祝福 を受けていたか

理解 していませ んで した。」

モ ンソン長老 はユ タ大学で建築学の

学士号 を， またアイオワ州立大学で構

造力学 の修士号 を取得 しました。1954

年 に は ソル トレー ク神 殿 で ドナ ・メ

イ ・ヒル姉妹 と結婚 し，5人 の子供 と .

12人 の孫に恵まれています。

モ ンソン長老 はこれまで教会 におい

て，ステーク若い男性会長，監督，高

等評議員，ステーク会長，ステーク伝

道部長 などの召 しを果た して きていま

す。モンソン長老は次の ように述べ て

い ます。「わた したち一般 の教会員が

指導者 として働 くこの方法は， この教

会の非常 にすば らしい点だ と思います。

教会の召 しは学 び，助 けを求めるよう

にとの刺激にな り，わた したちの証を

強めてくれます。」

モ ンソン長老 は今 回の新たな召 しに

ついて こう述べてい ます。「わた した

ち夫婦 はこれまで数多 くの祝福 を授 け

られ，すば らしい人々と交わってきま

した。 わた したちは，この業を推 し進



め，人々に救 い主 につ いて話すの は，

いつの場合で も心躍 る経験であ り，救

い主 に対す る感謝の気持 ちを示 す一つ

の方法であるという思いを分かち合 っ

ています。」

メ リル ・C・ オ」クス長老

リル ・C・ オー クス長老 の父親

メが亡 くなったのは，彼がわずか4
歳 の ときで した。その後長い間，母親

一人で
，その両親の助けを得なが ら，

3人 の子供 を育 て ました。 オークス長
あかし

老は こう話 してい ます。「わた しの証

は母 とともに過 ごした家庭 生活の中で

始ま りました。母はほん とうにすば ら

しい人で，偉大 な教 師で した。母が祈

るとき，天の御父に語 りかけるその言

葉は とても直接的で感情のこもった も

ので した。それでわたしは，その場 に

天の御父が立 って祈 りを聞いてい らっ

しゃるのではないか と思い， 目を開け

てそれを確 かめてみたい と思ったほ ど

で した。」

オークス長老 は1936年1月12日 に ア

イダホ州のツインフォールズで生 まれ

ましたが，その若い時代のほとん どを

プロボで過 ごしました。彼 はカナダの

オ ンタリオ州で宣教師 として伝道 しま

したが ，福 音 につい て証 し，福 音が
ま

人々の生活 を大 きく変えるのを目の当

た りにして，証が 「大 きく花開 きま し

た。」伝道後 はブ リガム ・ヤング大学

で学業を続 け，学士号 を受 けま した。

在学中にユ タ州ペイソン出身の ジョゼ

ブイーヌ ・アン ・クリステンセ ン姉妹

と出会い，二人は1958年9月 に結婚 し

ま七 た。オークス長老は後 にロチェス

ター医科大学で学位 を取得 し，その後，

ケ ンタッキー大学でインターンとして

勤務 し， ミズー リ州セ ン トルイスの ワ

シン トン大学で眼科学の研究 を専 門に

行 いました。

オー クス長老は次の ように述べてい

ます 「医学 を勉強 していると証が試 さ

れ ます 。 しか し，深 く学 んで い くと，
い けい

人間の体 とその働きに対 して深い畏敬

の念を覚えるようになります。人体の
み て

仕組みの中に神の御手 を認め，それが

決 して偶然 にで きるものではないと分

か ります。」

オークス長老は長年にわた り世界中

を旅 して， ほかの医師や学生に眼科学

を教 えて きま した。 オー クス姉妹 と9

人 の子供 たちの幾人かは，オークス長

老の これ らの旅によ く同行 して きまし

た。その訪問先の中には，バーレー ン，

中国，イン ドなどの地 もあ ります。

オークス長老 は監督の責任 を2度 務

め，ほかにもステーク高等評議員，ス

テーク副会長，ス テーク会長な どの責

任 を果たして きてい ます。現在 はワシ

ントン州 シア トル伝道部の部長 の責任

にあ りますが，6月中に新たな責任 を果

たすために再 び任命を受ける予定です。

オークス長老は，福音が生活にどの よ

うな影響 を与 えて きたか を問われて，

次 のように答 えてい ます。「福音 はわ

たしの命です。 わた しはこの業が神の

業であることに絶対的な確信 を持って

い ます。」

H・ ブライアン ・リチャーズ畏老

・ブ ラ イ ア ン ・ リ チ ャ ー ズ は
，9

H 歳の ころ， 日曜学校 に出席 して
預言者 ジョセブ ・ス ミスに関す るレッ

ス ンを聞 きました。ブライアンは家へ
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帰る と父親にこ う尋 ねま した。 「この

教会が正 しい ことをほんとうに知 るに

は どうすればいいの。」

「父 は一緒に腰かけると， ジョセブ・

ス ミスの物語 を話 して くれました。そ

れか らというもの，教会 について疑い

を持 ったことは肉 りませ ん」 とリチャ

ーズ長老 は語ってい ます。 リチャーズ

長老 は1934年3月18日 にユ タ州ソル ト

レーク ・シティーで生 まれ，同地で成

長 しました。学生時代のブライアンは

スポーツ，特にバスケ ットボール をこ

よな く愛 しました。後に彼は青少年の

スポーツチームのコーチとして多 くの

時間 を過 ごしました。

ブライアンはブリガム ・ヤ ング大学

に進学 しました。ある 日ジョセブ ・ス

ミス ・ビルデ ィングに入 ろうとしたブ

ライア ンは，入 り口の階段付近 に立ち

止 まっていた一人の女性 を見かけ，「い

つか，こんな女性 と結婚できたらなあ」

と思いました。それから数か月後の1955

年 ， ブライア ンはグレー トレークス伝

道部で宣教師 として働 く召 しを受けま

した。伝道を終 えてブリガム・ヤング大

学へ戻 った彼 は，ある 日，教室に向か

う途中で再びあの女性に出会いました。

そして彼女の名前が リンアン ・テーラ

ーだ と知 りました
。二人 はデー トをす

るようにな り，1957年8月23日 ，ソル ト

レーク神殿で結婚 しました。

リチャーズ美妻はソル トレーク ・シ

ティー に住 まい を構 えて，8人 の子供

をもうけています。この間，リチ ャー

ズ長老 は，航空機の部品 とナビゲーシ

ョン機器 を製造するE・ システムズ社

に勤務 し，最終的には厚生部長 を務め

ました。教会 においては，監督会 で7

年 間，ステーク会長会で14年 間，その

うち9年 間はステーク会長 として働 き

ました。地区代表を3年 間務めた後，リ

チ ャーズ長老 は1994年 か ら1997年 まで

イングラン ド・マ ンチェスター伝道部

の部長 として働 く召 しを受けま した。

「子供 たちを育 てるこ とを除 いて，伝

道部を管理す る責任 は妻 とわたしが二

人で味わ った最 もすばらしい経験 の一

つに挙げ るこ とがで きます」 とリチ ャ

ーズ長老 は語 ってい ます
。「わた しは

この伝道で人がそれぞれに持つ価値 を
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あがな

知 り，その一人一人 を順 うためにイエ

ス ・キリス トが払 って くださった代価

についていっそ う深い理解 を得ること

ができました。」

長年の経験 を通 して築 き上げ られた

すば らしい信仰を持つ リチャーズ長老

は，教会は文字 どお り驚 くべ き業 と不

思議である， と感 じています。 「この

教会 はイエス ・キ リス トの教会 です 。

『モルモ ン書』 はキ リス トの神性 に関
あかし

す るもう一つの民か らもた らされた証

であり，ジョセブ ・ス ミスは回復の預

言者です」 とリチ ャーズ長老 は語って

います。

ネ ッ ド・B・ ローシ ェイ長老

ッ ド ・ロー シェイは，1934年8月5日

ネ に生，い ，州ヶ，ズビルの

農場で育ち，若い ころか ら勤労 につい

て学びました。子供時代 ，彼の両親は

教会にあまり活発ではあ りませ んで し

た。 しか しある晩，社交ダンスが好 き

だったネッドは，MIAの ダンスパーティ

ーでのショーを手伝 うように頼まれま

した。ローシェイ長老 は当時のことを

振 り返 りなが ら，次のように語ってい

ます。「火曜 日の晩にダンスに行 き，日

曜 日には教会へ行 こうと決めました。

それか ら教会 に通い始め，その後やめ

ることは決 してあ りませんでした。」1

年 後，当時21歳 の彼は監督 より伝道の

召 しを受けました。「伝道に出ることが

正 しいことと知 っていました。」ローシ

ェイ長老はそのように述べています。

メキシコでの伝 道後，ネ ッドは1958

年 に ソル トレーク神殿で ジョァン ・シ

ェフィール ド姉妹 と結婚 し，ユ タ大学

で工学 を学 びました。5人 の子供 のう

ち3番 目の子供の誕生後，IBM社 と.

の面接があ り，入社 を希望するように

な りました。 それか ら1年 間 ウィーバ

ー ・カレッジで電子工学 の教育を受 け

た後，ローシェイ兄弟はIBMで フ ィー

ル ドエ ンジニア として働 き始 め まし

た。 ローシェイ兄弟 はそれか ら31年 間

IBMに 勤 務す ることになります。

その間，ロー シェイ兄弟 は仕事以外

の時間をローシェイ夫人，家族，地域

社会，そ して教会にささげま した。 ロ

ーシェイ夫人については
，支 えとなる

人，霊感を受ける人と表現 しています。

ローシェイ兄弟 はケイズ ビル第1ワ ー

ドお よび第6ワ ー ドで監督 として働 き，

後 に約10年 間ステー ク第一副会長 とし

て働 きま した。 ロー シェイ兄弟 は社 交

的です。 あまり教会に活発でない友人

と釣 りに出かけた とき， ローシェイ

兄弟 はそのときその友人が次のように

語ったこ とを覚 えてい ます。「あなた

が得ている祝福 や特質は どれ も， わた

しの欲 しいものばか りです 。」それは

友人 に とって人 生の転機 とな りまし

た。ローシェイ兄弟はこの ように語っ

ています。「人々 と働 くときに受ける導

きに喜び を感 じています。そ して常 に

主に仕 えるよう備え，喜んで仕える意

志があるので，幸せ に思 っています。」

ステーク会長会を解任 されるとす ぐ，

ボー イス カウ トの責任 を受けて4年 間

働 きました。 その間ロー シェイ兄弟 は

IBMを 退職 しています。その後1994

年 か ら1997年 までベネズエラ ・バルセ

ロナ伝道部の部長 に召 されたロー シェ

イ兄弟 はこう語 ります。「ボーイスカ

ウ トの責任は，伝道部長の責任 を果た

すうえで よい備 えとな りました。」

七十人 に召 されたローシェイ長老は

次のよ うに語 っています。 「妻 とわた

しは主に仕 えることを楽 しみ としてい

ます。預言者 ジ ョセブ ・ス ミス， 『モ

ルモ ン書』，主の生 ける預言者，そ し
あがな

てわたしたちの瞭 い主，救い主であら

れる御方，またわたしたちの生活 に常

に祝福 をもたらす主の回復 された教会
あかし

に対 し，わた しは強い証があ ります。」

* * *
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D・ リ ー ・ トブラ ー 長老

53年 か ら1956年 ま で ス イ ス ・

19 オース トリア伝道部 で伝道 し
たD・ リー ・トブラー長老は次 のよう

に述べ てい ます。「当時の 自分 やその

後 の自分 を形成 した中で最 も重要だっ

たのは伝道で した。健全で堅固な福音

を土台 として育って きま したが，青少

年期 には自信が持てずに難 しい時期 も

あ りま した。伝道中，主について，また

自分が どのような存在であ り，主が 自

分のために何 をされるかについて，さら

に理解で きるようにな りま した。それ

が転機 とな り，その後は飛躍的に成長

しま した。'自信 をな くす時期 も何度か

あったものの，総 じて上昇 していった

のです。主の祝福に感謝 しています。」

リーは1993年7月25日 ユ タ州 プロボ

で，4人 兄弟の2番 目として生 まれま し

た。ネバ ダ州 とアイダホ州で育 ち，ブ

リガム ・ヤ ング大学 で学士号を，そ し

て シカゴのノースウェス タン大学では

経営管理学の修士号をそれぞれ取得 し

ました。ニュー ヨークにあるエ クソン

社 に入社 し，14年 後 コネチカ ット州ハ

ー トフォー ドの 「アエツナ生命障害保

険」 に転職 し，10年 間勤務 しました。

その後テキサス州 ヒュース トンで再び

石油産業 に4年 間従事 した後，オハイ

オ州 アクロンのBFグ ッ ドリッチ社で

働 きました。現在 は副社長兼財務部長

の任 にあ りますが，1998年7月 付けで

退職 とな ります。

リーは1956年 ソ ル トレーク神殿で ダ

ー リー ン ・ツーソ ン姉妹 と結婚 し
，6

人の子供 と12人 の孫に恵まれています。

トブラー家 はオハイオ州マー シャルビ

ルに居住 し，約2ヘ クタールの農場 を

所有 しています。農場ではリー 自身が



め，人々 に救 い主について話すのは，

いつの場合 でも心躍 る経験 であ り，救

い主に対する感謝の気持ちを示す一つ

の方法であるとい う思い を分かち合 っ

ています。」

メ リル ・C・ オ∴ クス長老

リル ・C・ オー クス長老の父親

メが亡 くなったのは，彼がわずか4
歳 の ときで した。その後長い問，母親

一人 で
，その両親の助 けを得なが ら，

3人 の子供 を育て ました。オー クス長
あかし

老 はこう話 してい ます。「わた しの証

は母 とともに過 ごした家庭生活 の中で

始 まりました。母はほんとうにすば ら

しい人で，偉大 な教 師で した。母が祈

るとき，天の御父に語 りかけるその言

葉は とても直接的で感情のこ もった も

ので した。それでわた しは，その場 に

天の御父が立って祈 りを聞いていらっ

しゃるのではないか と思い， 目を開け

てそれを確 かめてみたい と思ったほ ど

で した。」

オークス長老 は1936年1月12日 に ア

イダホ州のツインフ ォールズで生 まれ

ましたが，その若い時代のほとん どを

プロボで過ご しました。彼 はカナダの

オンタリオ州で宣教 師として伝道 しま

した が，福音 につ いて証 し，福 音が
ま

人々の生活を大 きく変 えるのを目の当

た りにして，証が 「大 きく花開 きま し

た。」伝道後 はブ リガム ・ヤング大学

で学業を続 け，学士号 を受 けま した。

在学中にユ タ州ペイソン出身の ジョゼ

フィーヌ ・アン ・クリステンセ ン姉妹

と出会い，二人は1958年9月 に結婚 し

ま.した。オークス長老は後 にロチェス

ター医科大学で学位 を取得 し，その後，

ケンタッキー大学でインター ンとして

勤務 し， ミズーリ州セン トルイスのワ

シン トン大学で眼科学 の研 究を専門に

行いました。

オークス長老 は次のように述べてい

ます 「医学を勉強 している と証が試 さ

れ ます。 しか し，深 く学んでい くと，
い けい

人間の体とその働きに対して深い畏敬

の念を覚えるようになります。人体の
み て

仕組みの中に神の御手 を認 め，それが

決 して偶然 にで きる ものではない と分

か ります。」

オークス長老は長年 にわた り世界 中

を旅 して，ほかの医師や学生 に眼科学

を教 えて きました。 オークス姉妹 と9

人 の子供たちの幾人か は，オークス長

老 のこれ らの旅によ く同行 して きまし

た。その訪問先の中には，バー レー ン，

中国，イン ドなどの地 もあ ります。

オークス長老 は監督の責任 を2度 務

め，ほかにもステーク高等評議員，ス

テーク副会長，ステー ク会長な どの責

任 を果た して きています。現在 はワシ

ントン州シア トル伝道部の部長 の責任

にあ りますが，6月中に新たな責任 を果

たすために再 び任命を受ける予定です。

オークス長老は，福音 が生活に どの よ

うな影響 を与 えてきたか を問われて，

次 のよ うに答 えてい ます。「福音 はわ

た しの命です。わた しはこの業が神の

業であることに絶対的な確信 を持って

います。」

H・ ブライアン ・リチャーズ長老

・ブ ラ イ ア ン ・ リ チ ャ ー ズ は
，9

H 歳の ころ， 日曜学校 に出席 して
預言者 ジョセブ ・ス ミスに関する レッ

ス ンを聞 きました。 ブライアンは家へ
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帰 ると父親 にこう尋ねま した。 「この

教会が正 しいことをほん とうに知 るに

はどうすればいいの。」

「父は一緒 に腰かけると，ジョセブ・

ス ミスの物語 を話 して くれました。そ

れか らとい うもの，教会について疑い

を持 った ことはあ りません」 とリチ ャ

ーズ長老は語 っています
。リチャーズ

長老は1934年3月18日 にユ タ州 ソル ト

レーク ・シティーで生 まれ，同地で成

長 しました。学生時代のブライアンは

スポーツ，特 にバ スケ ッ トボールをこ

よな く愛 しました。後に彼 は青少年の

スポーツチー ムのコーチ として多 くの

時間を過 ごしました。

ブライアンはブ リガム ・ヤ ング大学

に進学 しました。 ある 日ジ ョセブ ・ス

ミス ・ビルデ ィングに入 ろうとしたブ

ライアンは，入 り口の階段付近 に立ち

止まっていた一人の女性 を見かけ，「い

つか，こんな女性 と結婚できた らなあ」

と思いました。それから数か月後の1955

年 ， ブライア ンはグレー トレークス伝

道部で宣教師 として働 く召 しを受けま

した。伝道を終 えてブリガム・ヤング大

学へ戻 った彼 は，ある 日，教室 に向か

う途中で再びあの女性に出会いました。

そして彼女の名前が リンアン ・テーラ

ーだ と知 りました。二人 はデー トをす

るようにな り，1957年8月23日 ，ソル ト

レーク神殿で結婚 しました。

リチャーズ美妻はソル トレーク ・シ

ティーに住 まい を構 えて，8人 の子供

をもうけています。この間，リチ ャー

ズ長老 は，航空機の部品 とナビゲーシ

ョン機器 を製造するE・ システムズ社

に勤務 し，最終的には厚生部長 を務め

ました。教会 においては，監督会で7

年 間，ステーク会長会で14年 間，その

うち9年 間はステーク会長 と して働 き

ました。地区代表を3年 間務めた後，リ

チ ャーズ長老 は1994年 か ら1997年 まで

イングラン ド・マ ンチェスター伝道部

の部長 として働 く召 しを受 けま した。

「子供 たちを育 てることを除いて，伝

道部を管理す る責任 は妻 とわた しが二

人で味わった最 もすばらしい経験 の一

つに挙げることができます」 とリチ ャ

ーズ長老は語 っています。 「わた しは

この伝道で人がそれぞれに持つ価値 を



あがな

知 り，その一人一人を順 うためにイエ

ス ・キリス トが払って くださった代価

についていっそう深 い理解 を得 ること

がで きました。」

長年の経験 を通 して築 き上げられた

すばらしい信仰 を持つ リチ ャーズ長老

は，教会 は文字 どお り驚 くべ き業 と不

思議である，と感 じてい ます。「この

教会はイエ ス ・キリス トの教会です。

『モルモ ン書』 はキ リス トの神性 に関
あかし

するもう一つの民か らもたらされた証

であ り，ジ ョセブ ・ス ミスは回復 の預

言者です」 とリチャーズ長老は語 って

います。

ネ ッ ド ・B・ ローシ ェイ長老

ッ ド ・ロー シェイは，1934年8月5日

ネ に生，い ，州ヶ，ズビルの

農場で育ち，若い ころか ら勤労 につい

て学びました。子供時代，彼の両親は

教会にあま り活発ではあ りませんで し

た。 しか しある晩，社交ダンスが好き

だったネッドは，MIAの ダンスパーティ

ーでのショーを手伝 うように頼まれま

した。ローシェイ長老 は当時のことを

振 り返 りながら，次のように語ってい

ます。「火曜 日の晩にダンスに行 き，日

曜 日には教会へ行 こうと決めました。

それか ら教会に通い始め，その後やめ

ることは決 してあ りませんでした。」1

年 後，当時21歳 の彼 は監督 より伝道の

召 しを受けました。「伝道に出ることが

正 しいことと知 ってい ました。」ローシ

ェイ長老はそのように述べています。

メキシコでの伝道後，ネ ッドは1958

年 に ソル トレーク神殿で ジョアン ・シ

ェフィール ド姉妹 と結婚 し，ユ タ大学

で工学 を学 びました。5人 の子供 の う

ち3番 目の子供 の誕生後，IBM社 と.

の面接があ り，入社 を希望す るように

な りました。それか ら1年 間ウィーバ

ー ・カレッジで電子工学の教育 を受 け

た後，ローシェイ兄弟 はIBMで フ ィー

ル ドエ ンジニア と して働 き始 め ま し

た。 ローシェイ兄弟 はそれか ら31年 間

IBMに 勤 務することにな ります。

その間，ローシェイ兄弟は仕事以外

の時間をロー シェイ夫人，家族，地域

社会，そ して教会 にささげました。ロ

ーシェイ夫人 については，支えとなる

人，霊感 を受ける人 と表現 しています。

ロー シェイ兄 弟はケイズビル第1ワ ー

ドおよび第6ワ ー ドで監督 として働 き，

後に約10年 聞ステーク第一副会長 とし

て働 きました。 ローシェイ兄弟は社交

的です。あま り教会に活発 でない友人

と釣 りに出か けた とき， ローシェイ

兄弟はその ときその友人が次 のように

語 ったことを覚 えてい ます。「あなた

が得ている祝福や特質はどれ も，わた

しの欲 しいものばか りです 。」それは

友 人 に とって人生 の転機 とな りま し

た。 ロー シェイ兄弟はこのように語っ

てい ます。「人々と働 くときに受 ける導

きに喜びを感 じています。そ して常に

主に仕えるよう備 え，喜 んで仕える意

志があるので，幸せ に思 っています。」

ステーク会長会 を解任 されるとす ぐ，

ボーイスカ ウ トの責任 を受 けて4年 間

働 きました。その間ローシェイ兄弟 は

IBMを 退職 しています。その後1994

年 か ら1997年 までベネズエラ ・バルセ

ロナ伝道部の部長に召 されたロー シェ

イ兄弟 はこう語 ります。「ボーイスカ

ウ トの責任は，伝道部長の責任 を果た

す うえで よい備 えとな りました。」

七十人 に召 されたローシェイ長老は

次 のよ うに語 ってい ます。「妻 とわた

しは主に仕 えることを楽 しみ としてい

ます。預言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス， 『モ

ルモ ン書』，主 の生 ける預言者，そ し
あがな

てわたしたちの腰い主，救い主であら

れる御方，またわたしたちの生活に常

に祝福をもたらす主の回復された教会
あかし

に対 し，わた しは強い証があ ります。」

* * *
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D・ リー ・トブ ラー 長 老

53年 か ら1956年 ま で ス イ ス ・

19 オース トリア伝 道部で伝 道 し
たD・ リー ・トブラー長老 は次のよう

に述べ ています。「当時の 自分やその

後の自分を形成 した中で最 も重要だっ

たのは伝道でした。健全で堅固 な福音

を土台として育 って きましたが，青少

年期には自信が持てず に難 しい時期 も

ありました。伝道中，主について，また

自分が どの ような存在 であ り，主が 自

分のために何をされるかについて，さら

に理解 で きるようにな りました。それ

が転機 とな り，その後は飛躍的に成長

しました。'自信 をな くす時期 も何度か

あった ものの，総 じて上昇 していった

のです。主の祝福に感謝 しています。」

リーは1993年7月25日 ユ タ州 プロボ

で，4人 兄弟の2番 目として生 まれまし

た。 ネバダ州 とアイダホ州で育ち， ブ

リガム ・ヤング大学で学士号 を，そし

てシカゴのノースウェス タン大学では

経営管理学の修士号 をそれぞれ取得 し

ました。ニューヨークにあるエ クソン

社に入社 し，14年 後 コネチカ ット州ハ

ー トフォー ドの 「アエツナ生命障害保

険」 に転職 し，10年 間勤務 しました。

その後テキサス州 ヒュース トンで再び

石油産業 に4年 間従事 した後，オハ イ

オ州 アクロンのBFグ ッドリッチ社で

働 きました。現在 は副社長兼財務部長

の任 にあ りますが，1998年7月 付けで

退職 とな ります。

リーは1956年 ソ ル トレーク神殿で ダ

ー リー ン ・ツーソ ン姉妹 と結婚 し，6

人の子供 と12人 の孫に恵 まれています。

トブラー家 はオハイオ州マーシャルビ

ル に居住 し，約2ヘ クタールの農場 を

所有 しています。農場では リー 自身が



熱心 に造園を手がけ，花 ，低木，野菜

な どを育てています。彼 はまた歴史書

や伝記の読書やテニス も趣味 としてい

ます。

トブラー長老は教会 で，1996年4月 か

ら北 アメ リカ北東地域で地域幹部七十

人として働いて きました。 また以前に

ステーク会長，ステーク副会長 も歴任

し，監督 は2度 務め ました。 トブ ラー

長老 は次 のように述べてい ます。「特

に監 督 と しての召 しが楽 しか ったで

す。監督の召 しは，激務で，多 くを要

求 されますが，ワー ドの会員を愛 して，

気にかけることはほんとうに祝福です。

実際，いかなる召 しも，神権 もそのほ

かの もの も，すべては愛が基 となって

います。 まず救い主を愛 し，それが真

実の愛であるならば，自分の兄弟姉妹

をも愛するようになるで しょう。」

ゴー ドン ・T・ ワ ッツ長老

在 ブ イ リ ピ ン ・ケ ソ ン シ テ イ ー

現伝 道部 の部長 を務 めてい るゴー
ドン ・B・ ワッツ長老は，伝道部長や

そのほかの経験 を通 して，主の預言者

に従 うことの重要性を学んで きました。

ワッツ長老は次のように断言 しました。

「預言者 の語 る言葉 は，あ る特 定の人

に向けられた もので はあ りません。世

界全体 に向けられているのです。」

1935年2月23日 ，ユ タ州サ ウス ウィ

ーバーに生 まれたワッッ長老はユ タ州

で育ち，ウェーバー州立単科大学(現

在 は総合大学)を 卒業 しました。「そ し

てアメ リカ陸軍で軍務に就いた後，ハ

ワイ諸島で伝道 しました。後にユ タ州

立大学で経営学お よび教育学の学位 を

修得 してい ます。1963年9月19日 ， ロ

一ガ ン神殿 でコニー ・ウェリング姉妹

と結婚 しました。フォー ド社で営業お

よびマーケティングで管理職にあった

ワッツ長老は，勤続 していた32年 の問，

広範 な地域 を回 りました。その結果美

妻 と4人 の子供た ちはアメ リカの様 々

な場所で過 ごし，最 も最近ではテキサ

ス州ロアノークで生活 していました。

多 くの人 々と出会 う機会 に恵まれた

ワッツ家族 は，意識 してほかの人々の

良き模 範になる よう心がけました。オ

ハ イオ州 ク リーブ ラン ドではあ る と

き，ワッツ家族は市営バスを借 り切 り，

近所の人々を教会員 と宣教師のファイ

ヤサイ ドに招待 しました。その経験 が

きっかけとなり，近所 に住む二人が教

会 に入 ったのです。

ワッツ長老 は妻，子供，そ して孫 た

ちと時間を共にするのを楽 しみ として

い ます。また木工細工，絵画，ゴルフ，

そ して庭仕事 を趣味 としています。庭

仕事について， ワッツ長老はこの よう

に話 してい ます。「とて も整然 とした

きれいなものには，大 きな誇 りを持 っ

ています。」

ワ ッツ長老 は教会 において， これま

で に2度 監督 として働 き， ステーク会

長会の副会長 としてむ働いてきました。

1993年2月 に地区代 表に召 され， テキ

サス州 ヒュース トン東地区およびテキ

サス州 プラノ地区でその務 めを果た し

ました。現在の伝 道部長の責任はこの

7月 で任期を終えます。

これまでの人生で受けて きた祝福は，

両親か ら教 わった，労働 に対する強い

倫理観 と福音 を中心 とした生活による

ものだ と，ワッッ長老は考えています。

両親か らは度々 このように教わって き

ました。「家族，教会，そ して教会の

標準 に添った生活 を，人生で最 も大切

にす るべ きです。」ワッツ長老 はそれ ら
こんにち

を今 日も固 く信 じてお り，加えてこの

ように語 りました。「神 はわたしたちに

導 きを与えてください ます。〔この〕業

の神性 について，また主イエス・キリス

トについて何の疑い もありません。」

* * *
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ステ ィーブ ン ・A・ ウエス ト長老

テ イ ー ブ ン ・A・ ウ エ ス ト とマ

ス ーサ ・アリス ・シアーズ ・ウエ
ス ト失妻 は，ユ タ州ローガ ンでの新居

購入が完了 した当 日， テキサス州サン

ァン トニオ伝道部の部長の召 しについ

て面接 を受 けました。召 しはその3日

後に通達 され，間 もな く夫妻 はテキサ

スへ と向 ったのです。行 く決心をす る

ことに何のためらい もあ りませんでし

た。 ウエス ト長老 は次のように語 りま

す。「これまでの人生で いか なるとき
あかし

も，証 と教会の教 えがわた したちの決

心 を定めて きました。」 そ して伝 道部

長 としての任 にある中，今 回の七十人

第二定員会の召 しを受けました。

1935年3月23日 ， ソル トレーク ・シテ

ィーで生 まれたスティーブンは，アメ

リカ北西部での伝道 を終えた後，ユ タ

州に戻 り，ユ タ大学で法学学士号お よ

び法学博士号 を取得 しました。その間

ステ ィーブ ンとマーサ は1960年3月21

日 に ソル トレー ク神殿 で結婚 しま し

た。現在3人 の子供に恵まれてい ます。

ス ティーブ ンは裁判官 として働 き，

その後 ソル トレーク ・シティーの法律

事務所で働 き，その後1967年 に ワシン

トンD.C.に 移 りま した。1年 後 メリー

ラ ンド州ベテスダのマ リオッ ト社 に入

社 し，後にマ リオ ット ・インターナシ

ョナル社 の先任副社長および筆頭顧問

弁護士 となりました。1994年 に退職後，

ウエス ト兄弟 とマーサ夫人はユタ州ロ

ーガンに移 り
，伝道部長に召 され る前

に家 を探 し始めま した。

これまで監督，副監督，高等評議員，

ワシ ン トン 〔D.C.〕 神 殿 の結び固め

の儀式執行者 として働 いて きました。

ウエス ト長老は奉仕の機会すべ てに感



謝 していますが， とりわけ ワシン トン

D.C.中 心 部にある小 さな支 部で副支

部長をした経験 から多 くを学んだ様子

について 「すば らしい経験 とな りまし

た」 と語 り， また，長老は今で もその

支部の会員たちの 「信 じられないほど

の信仰 と強 さ」に感銘を受けています，

とも語 っています。

ウエス ト長老 は次のように述べてい

ます。 「テキサス州サ ンア ン トニオ伝

道部のテーマ聖句は第三ニーフ ァイ第

5章13節 です。その聖句 にはこの よう

に書かれてあ ります。 『見 よ，わた し

は神 の御子 イエス ・キ リス トの弟子で

ある。 わた しはイエス ・キリス トの民

の中でイエス ・キ リス トの言葉 を告 げ

知 らせ ，彼 らが永遠 の命 を得 られる よ

うにするために，イエス ・キリス トか

ら召 され た。』 この聖句 を読 む といつ

も感極まって言葉が詰ま ります。わた

しが 目標 とする人格，行いはすべて こ

の聖句に示されているのです。」

ロバー ト・J・ホエットン長老

一 つの文化 と二つの言語 に深 いか

一 かわ りを持ちなが ら成長す るこ

とは特別 な経験 だった と，七十人第二

定員会 に新 た に召 された ロバー ト ・

J・ ポエ ッ トン長老 は 自分の半生 を振

り返って語 ってい ます。1943年4月12

日， メキ シコ北部にある末 日聖徒 の移

民地で生 まれ，教会が経営す る同地の

学校で教育を受けたボエ ッ トン長老 は

スペイ ン語 と英語，メキシコとアメリ

カ合衆国の歴 史と文化 に触れなが ら成

長 しま した。

後 に，メキ シコで生 まれ，成長期の

ほ とん.どをアメリカ合衆国で過 ごし，

二か国の言語 と文化を同じように愛 し

た妻，ラケル ・ロペス姉妹 に出会 った

のはポエ ットン長老に とって祝福で し

た。二人は1966年12月17日 に アリゾナ

神殿 で結婚 し，8人 の子供 に恵 まれて

います。

二人は様々な国に住んで，それぞれ

の国での生活 を満喫 しようと将来 を語

り合いました。 この ようなわけで，ポ

エ ッ トン長老はブリガム ・ヤ ング大学

で修士課程 を修了する と，国際金融を

業務 どする会社 に就職 しました。彼 ら

は数年間にわたってメキシコお よび南

アメリカの各国を次 々に転勤すること

にな ります。やがて同社 を退職 したポ

エ ッ トン長老 は，テキサス州エルパ ソ

に移って， コンサルティング会社 ，電

子機器製造会社で働 いた後，再び銀行

で働 くことにな りました。ポエ ッ トン

長老は1996年 にパ ラグアイ ・アサ ンシ

オン伝 道部の部長 に召 された とき，エ

ルパ ソのノーウェス ト銀行の頭取 を務

めていました。

様 々な職歴 と教会の責任 を通 じて成

長する機会 を得た，とポエ ットン長老

は感謝の気持 ちを込めて言います(ポ

エ ッ トン長老 は監督，高等評議員，ス

テーク伝道部長会副部長 を歴任 してい

ます)。 この新 しい召 しは 「わた した

ちが持 っているすべて とわた したち 自

身を」主 にささげる機会 となるでしょう。

ポエ ッ トン姉妹 は新 しい召 しを受け
はんりょ

た伴侶 を支 え， ともに働 く機会 を心か

ら喜んでいます 。「わた したち は主 を

愛 し，主の業 を愛 しています。王国を

建設す るために求め られるすべてのこ

とを喜 んで行い ます」 とポエッ トン長

老は語 っています。

「わた しの半生を振 り返 ってみると，

特別な経験 と祝福が与 えられてきた こ

とを感 じます」 と長老 は言います。そ

して，これらの体験 を通 して得 た教訓

を，今後召 しを通して仕 える人々のた

めに生かしたい と願っています。

「人生で学んだ偉大な教訓の多 くは，

祈 りを通 して与 えられ ました」 と長老

は語 り，モ ロナ イ書 第7章48節 か ら

「あなたがたは，……愛 で満 たされ る

ように，……熱意 を込めて御父に祈 り

なさい」とい う教えを引用 してい ます。
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「人生 は瞬 く間に過 ぎてい きます」

とポエ ッ トン長老は説明 します。この

ため，「わた したちは人 々に奉仕す る

業を毎 日勤勉 に行 うことによって，い

っそ うキ リス トの ような人物 になるよ

う努めなければなりません。」

レイ ・H・ ウッ ド長老

イ ・H・ ウ ッ ド ， ア ン ・ ア イ レ

レッ ト・ウ ッ ド夫妻 は家族が もっ
と一致 し，主に近 づ くこ とを願 って，

1978年 に カリフォルニア州中部の人口

1，100人の小 さな町サンフアン ・バ ウテ

ィリスタへ引っ越 しました。彼 らはサラ

トガに住む多 くの隣人のもとを去って，

新 しい地に農場 を買い，果樹園を作 り，

うさぎ280羽 ，豚5匹 ，牛3頭 ，鶏100羽 ，

あひる3羽 ，犬1匹 ，猫1匹 の世話をする

生活を始めました。「子供たちはそれぞ

れ与 え られた責任 を果 たす ために朝4

時半か5時 には起 きてい ました。それか

らセ ミナ リーへ行 き，そして学校へ通い

ました」 とウッ ド長老 は当時を思い出

して語 ります。彼 らの6人 の子供の うち

2人 は，この生活 を通 して経験 した事柄

が福音 に従 う決意 を新 たにするうえで

現在 も役立ってい ると言います。

レイとアンは1955年8月8日 ，ローガン

神殿で結婚 した とき，主に仕えること，

教会 に活発 に集 うこと，永遠の家族 を

築 くために努力す ることを約束 しまし

た。 ウッ ド長老は，生活面 でも教会面

で も妻の助けがあったからこそ，監督，

副監督，ステー ク副会長，ステーク高

等評議員な どの責任 を果た して こられ

た，と述べ てい ます。 ウッ ド長老は七

十人第二定員会の召 しを受けた とき，

ソル トレー ク ・イーグルゲー トステー



一
クの会長 として働いていました。

1931年7月11日 ， ソル トレーク ・シ

ティーにおいてレイ ・G・ ウッド，メ

アリー ・ハ ンター ・ウッド夫妻の問に

生 まれた ウ ッ ド兄 弟 は，1950年 か ら

1952年 ま でイギリスで宣教師 として働

きました。伝道か ら帰還 したウッ ド兄

弟はユタ大学で学士号 と法学博士号を

取得 した後，ソル トレーク ・シティー

の会計事務所 に勤務 しました。1958年

に合衆 国空軍で兵役 を務め，ワシン ト

ン州 スポーケンとユ タ州 オグデ ンで3

年 問，空軍法務部の下士官 として働 き

ました。兵役を終 える とソル トレーク

へ戻 り，ピー ト・マーウィック ・ミッ

チェル社 に就職 して2年 間 ソル トレー

ク ・シティーで働 き，その後コロラ ド

州 デ ンバ ーへ転勤 して2年 間同地で勤

務 し，その後カ リフォルニ ア州サ ンホ

ゼに転勤 し，1982年 に 同社の税務部顧

問として退職するまで同地 にとどまり

ました。ソル トレーク ・シテ ィーへ戻

ったウ ッド兄弟 は教会 の税務管理部長

を務め，1997年 に退職 しました。ウッ

ド兄弟はまた，14年 間にわたってユタ州

の税務申告委員会委員を務めています。

ウッ ド長老 は家族の生活の中に主の

導 きが あった ことを感謝す る ととも
けんそん

に，この新 しい召 しを謙遜 に受 け止め，

このように述べてい ます。「主はわた

したちを祝福 してこられました。 これ

か ら奉仕 を行 うことができるすば らし

い機会 を心か ら喜んでいます。」□

30の 神殿建設が発表される

総
大会の最後に ゴー ドン ・B・ ヒ

ンクレー大管長は，30ほ どの新

しい神殿の建設 について発表 し，次の

よケに語 った。「アメ リカ合衆 国，カ

ナダをは じめ， ヨー ロッパ，ア ジァ，

オース トラリア，フィジー，メキシコ，

〆　 　 欄燃鰍㎜　 　

1福 岡に
窪

1大難諜欝獺 麗諜
ミ　

1表 した。以下はこの手紙の技粋である。1

「わたしたちは躰 の福岡に新しい4、1

規模澱 の一つを鰍 することを喜び

をもって発表いたします。この神殿 が

き久 しく，神殿地 区に住 む人々の必要を董

1満 たし，人々から大いなる喜びをもって甕

1受 け入れられることを期待 しています。
㍉弼
晦

中南米 ，アフリカにも建設 され ます。

これによって現在儀式が行われてい

る51の 神殿のほかに，合計47の 新 しい

神殿がで きることにな ります。」さらに

ヒンクレー大管長 はこう続 けた。「今世

小規模神殿の建設が発表される
この神殿のプランの中には，バプテ

スマ用 の衣服のための小 さな設備 を除

いてランドリーならびに通常の衣料関

係の施設があ りません。結び固めやエ

ンダウメン トのためにこの神殿 に来 ら

れる方は，御 自分の神殿着 を持参 して

いただ く必要があ ります。

今回の神殿建設 について教会員の皆

様 に発 表す るときは，自分の神殿着を

隔_雫 撚_難_酬 漁 翫照 隅 匠鷲猟 附㎜ 瀦 綿 鰍 撒 鰯 聯㎜ ㎜ 繍 漏靴照湘 珊備 ㎜ 練聯 撫嚇榊 綿 榊 榊 濫躰榊 罷榊購 榊 闇 榊 榊 晶糀 鼎榊糟 轡 僻 轍 弓 肥 柵 彫 鉢 読常 ㌣欄 耐緬 鷹 燃 記 服 猟 胤 ㎜ 邸徽 聯 証"旙照醐 柵 脳 撚 榊 糊 鯨澗 呼帝鯨榊㈱ 賠鱒 襯 翫囎 翫細 曙脚繍 置蹴 欄 燃_灘__船 翻

紀の最後 までにさらに2つ を加え，ち ょ

う ど100に で きれ ば と考 えてい ます。

……今の時点では具体 的な場所 は発表

で きませんが，用地が確保 される と，

ステーク会長の方 々に対 して連絡がな

されます。」□

　 繍　 　 』

}……

臆 するように鋤 めください.ま た，{

すべての面において神殿推薦状を受け{
　

.る資 格を得て，主の宮 の儀式に参加す1

る ことの大切 さを強調 して ください。1

わたしたちは聖徒の皆様の献身と忠{

実さに敬意を表するとともに，この新{

しい神殿の鰍 樋 してもたらされる{

祝福に感謝しております。」□→r聖徒の{
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新ステリク会長/地方部長

横浜南ステーク(新設) 横 浜 ステーク(再組織) 広 島 ステーク(再組織)

去る4月26日,新 たに横浜南ステー

クが組織された。ステーク会長として
さいじょうせい じ

西條誠司兄弟(写 真中央)が,第 一副
の だ ゆう じ

会長として野田雄司兄弟(写真左),第
さが ら けんいち

二副会長として相良健一兄弟(写真右)

が召され,そ の任に当たる。

}一 川　 "､､一 議 幅_一 一､… 蝋"　 '･一 …･･一 讐

}　 一 野∴･こ_烹 一∴

饗 鋳鍮 ∴撫 ㌔

㌔ 膨 ,ゲ

西條誠司ステーク会長の紹介

去 る4月26日,横 浜ステー ク会長会

が再組織された。ステーク会長,第 一
えんどう だい

副会長として引き続き遠藤 大兄弟(写
みやうちとし お

真中央),宮 内敏雄兄弟(写 真左)が,
た ぐちみつやす

第二副会長として新たに田口実康兄弟

(写真右)が 召され,そ の任に当たる。

遠藤 大ステーク会長の紹介

去る2月22日,広 島ステークが再組

織された。新たにステーク会長として
すみよしまさひろ

住吉正博兄弟(写真中央)が,第 一副会
こんどうせいきち

長として近藤成吉兄弟(写 真左),第 二
きりばやしじゅん

副会長として桐林 潤兄弟(写 真右)が

召され,そ の任に当たる。

卿 嚇l!轟
毒

璽 灘i
r､r急 三 苛｢覧;

纏凱盆麟鹸 ぺ

勲

住吉正博ステーク会長の紹介

1947年,横 浜市に生まれる。1957

年に改宗。神奈川大学第二経済学部経

済科卒業。1970年,日 本西部伝道部

にて専任宣教師 として2年 間奉仕す

る。1978年 に鈴木眞理子姉妹と結婚。

1男7女 の親となる。名前は上から,
たい こ まき こ その こ あさ こ けい こ じゅんこ

泰 子,牧 子,苑 子,朝 子,慶 子,順 子,
しん こ あ い

真悟,愛 衣。現在は鍼･灸 院を開業。

教会にあってはこれまで監督 副監督

高等評議員,大 祭司グループリーダー

伝道主任,ワ ー ド書記,ス テーク宣教

師,日 曜学校教師などの責任を果たし

てきた。保土ヶ谷ワー ド所属。

1941年,旧 満州,大 連市に生まれる。

1962年,金 沢市にて改宗 。金沢美術

工芸大学工業デザイン科卒業。1967
たか

年,水 島 孝姉妹と結婚,3人 の子供
じゅん けん しん

がいる。上 から順,謙,慎 。日本ビク

ター(デ ザイン部),多 摩美術大学非

常勤講師,工 業デザイン事務所(自 営)

な どを経て,現 在,教 会管理本部資材

管理部勤務。教会においてはこれまで

ステーク会長,ス テーク副会長,高 等

評議員,監 督,長 老定員会会長,ボ ー

イスカウ ト横浜92団 団委員長などの責

任を果た してきた。神奈川ワー ド所属。

1944年,1日 満州,牡 丹江省に生まれ

る。1961年,広 島市にて改宗。大阪

電 気通 信大 学 短期 学部 電子 科 卒業 。
かつ こ

1968年,西 原克子姉妹と結婚,3人
かおる ともみ

の子供がいる。名前は上か ら薫,朋 美,
あきら

顕。現在 まで,大 西八 イメ ック(株)営

業部に28年 間勤務。教会 において は,

これまでステーク副会長,高 等評議員,

伝 道部の副部長,地 方部長などの責任

を果た してきた。高須ワー ド所属。

*

｢… …父が どれ ほどの大い なる祝福

を……あなたがたのために備 えておら

れるかをまだ理解 していない。｣(教 義

と聖約78:17)主 は横浜の地 を祝福 さ

れ,南 の地に新たにステークを置いて

くだ さい ました。わたしたちは目を覚
み こと ば

まして立ち上が り,器 を清 め,御 言葉

を行 う人 にな りたいと思います。主が

備 えてお られる祝福 を教 会員が豊かに

受け られ ます ように願 っています。神

は確かに生 きてい らっしゃいます。

横浜ステークにとって町田ステーク

を分割 して以来,横 浜南ステー クの分

割は2度 目です。ステーク分割 に必要な

会員数の中には,多 くのお休み会員が

含 まれています。数多 くの宣教師や会

員たちによって導かれた これらの尊 い

霊 たち と,福 音 を心待 ち に してい る

人々が神殿 の儀式に一人で も多 くあず

かれるように,全 力 を尽 くして働 かね

ばならないと決意 しています。

神様 の業を進めてい くお手伝 いがで

きるこ とを心 か ら感謝 してい ます。若

い うちに教会 を知 ることがで き,教 会

の中で人生の設計 を立てて進めて くる

ことができましたことを感謝 してい ま

す。これまで働 いて こられたステーク

会長の方 々の働 きを続 けて推 し進め,

家 族,個 人一人一人が救いの道 を歩い

ている実感が持 てるように,働 いてい

きたい と思ってい ます。
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